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第一章　幽霊はオンリーワン？







　いつものファーストフード、である。

　おごってほしいと言い出したのは紀き沙さ羅らだった。金持ちのくせに俺にたかるなどどういう了見かと憤ふん慨がいしたくなるが、よくよく聞けばコーラのＳサイズだけで良いと言うことだった。金はあるが小銭がないのだそうだ。それはそれでムカつくが、どんだけ怒っても貧乏人のひがみである気がした。

　しかし考え直す。

　如月きさらぎ紀沙羅は、人間関係を結ぶにあたり、不器用な女であることを思い出す。

　コーラをおごれというのは、どこかでゆっくり話でもしたいという、彼女なりのアピールではないかと思えた。それにしても定期テストの真っ最中でも、彼女の護ご衛えいとしてゲームをやりに行かなくちゃならないってのは、果たして良いのか悪いのか。

　勉強なんざ、どーせしないけどよ。

「……別に、東とう城じようさんまでそんなに色々頼まなくともよかったのですよ？」

　トレーに載のせたハンバーガーやらなにやらを見て、紀沙羅はぼそっと呟つぶやく。

「良いんだよ。単品頼むより安くなるからな。丁ちよう度ど腹減ってたし。ほれコーラ」

「……どうもなのです」

　簡素な紙のカップを手渡して、席に着く。

　控ひかえめな様よう子すでコーラを飲み出す女は、如月紀沙羅。訳あって放課後を共にする機会が増えたが、未いまだに他人を警けい戒かいするような、見下くだすようなジト目は全然消えてくれない。多分、本人にしてみればそこまで他者を拒絶してるわけでもないのだが、表情と態度でどこか傲ごう慢まんな印象を与えてしまうのだろう。そんな女だと思った。

　ゲームでは天才的のくせに。

「人間、顔で損することってあるよなぁ」

「なにか失礼なことを考えられている気がするのですが……まあ、概おおむね同意です。東城さんも顔の造作が良ければお互いにとって得だったでしょうに。残念です」

「怒らねーから素直にダメと言ってくれねーか」

「いえ、ダメと思っているわけでは……ただ時とき折おり、何な故ぜ猿さるがこんな町中に？　と思ってしまうことがありますが」

「そこまでじゃねーだろどう考えても！」

　一応はお前の窮きゆう地ちも助けてやったはずなんだけどな！

　最新アーケードゲーム《デュアル・イレイザー》。天才的な腕前を見せるランキング一位、如月きさらぎ紀き沙さ羅らは、しかしゲームに負ければ廃はい人じんとなるという、ふざけたトラウマを背負いながら戦っていた。おまけに、カイというガキが執しつ拗ように紀沙羅を狙ねらっているので、そっちも楽じゃない。

　俺は護ご衛えいとして、カイと戦った紀沙羅の窮きゆう地ちを救い、彼女の信頼を得た──。

　とかだったらかっこいいのかもしれないが、実際はそんなヒーローめいたもんじゃない。カイの卑ひ怯きようなやり方に俺がブチキレて、訳わからねえまま必死にあがいていたら、結果的に紀沙羅と協力できた。多分、そんなところだろう。

　全部、結果論だ。俺が足を引っ張ってたこともあるし。

「なに、お前も桐きり也やみたいなのが好みかよ。それともアレンさん？」

　知人のイケメンタッグをあげてみる。桐也はモテるが本人は堅かた物ぶつで恋愛沙ざ汰たには疎うとく、アレンさんは逆に軟派過ぎてトラブルが絶えない。ぶっちゃけ両極端だな。どっちもおススメしかねる。

「好みで言うなら……安あ曇ずみ野のさん、とか？」

「なんとなくわかっちまうなぁ……本人に言うと傷つきそうだけど」

　男勝まさりということではないが、女子にしておくには勿もつ体たいない胆力を持つ安曇野あずなの名前が上がった。ぼやっとした見た目だがなにかと頼りになるのである。しかし本人のスペックはほとんど、相あい棒ぼうの制せい御ぎよに傾けられているので、他人に頼られる余裕があるかどうか。

「結局、ろくな男がいないという結論に達するかと」

「ああ、まあ……それでいいや。あ、ちなみに俺は？」

　冗談めかして自分を指してみるが、鏡を見てから言えとばかりに、軽けい蔑べつの念が増したジト目が俺を射い抜ぬいた。軽い気持ちでほざいたことを後悔する。桐也といい陵みささぎといい、俺の周りには目が印象的な奴やつが多いが、こいつは特別だった。

「……本題に入ってもよろしいでしょうか？」

「本題なんてあったのかよ」

「それがあったのです。最近、東とう城じようさんは陵さんたちとの訓練ばかりのため、私と一いつ緒しよに《薄うす花はな桜ざくら》に乗る機会は減っていますよね。だから、もしかしたらご存じないのかもしれないですが……」

　声をひそめて、紀沙羅はぼそぼそと。

「幽ゆう霊れいの噂うわさを、ご存知ですか？」

　そんなことを言った。

　低めの声は俺を怖こわがらせようとしているのかもしれないが、なんだか内ない緒しよ話をしているようで、俺は怖がるどころか和なごんでしまうのだった。




　そんな風に。

　元相あい棒ぼうかつ親友である東とう城じよう刀とう雅がが、如月きさらぎ紀き沙さ羅らで和なごんでいることなど露つゆ知らず、霧きり島しま桐きり也やは緊張感の只ただ中なかにいた。刀雅にクールと言われるが、桐也本人は内心の動どう揺ようを押し隠かくすことで精一杯である。

　そこは、廃はい墟きよと化した都市だった。

　中世ヨーロッパ風の街並みが見るも無む惨ざんに破は壊かいされている。もちろんそれは最初からそういうステージだからだが、重火力を売りとする《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》がその場にいると、まるで桐也の愛機が街を蹂じゆう躙りんしたかのようにも見える。

　いや、むしろ。

「当たりませんね」

「ちょこまかしやがって！　このアレンお兄さんをなめるなよ！」

　後部席では相棒であるアレン・アランが、らしくもなく冷や汗を流していた。廃墟の奥へ向けてガトリングガンを乱射するが、目標はすでに建物の陰かげに隠れてしまっている。崩くずれた瓦が礫れきの奥にいるはずだが──。

　霧島桐也は、現在敵対しているそのイレイザーが、瓦礫に紛まぎれ霞かすみのごとく消えてしまっても、おかしくないと思った。現れる時がそうだったのだ。まるで幽ゆう霊れいのごとく。

　最近噂うわさとなっていたのだ。対戦中に出現してくる、不ぶ気き味みなイレイザー。

　むしろ、あの機体が、この廃墟を作り出したようにも思える。いや、全て錯さつ覚かくだ。これはゲーム、《デュアル・イレイザー》でのステージに過ぎない。

「ホロスコープ社から秋に新発売、《ユニバース》の機体だな」

「さすが、詳しいですね、アレンさん」

　ミサイルを撃うち込みながら、アレンが呟つぶやく。《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の肩から射しや出しゆつされた追つい尾び型のミサイルは、瓦礫を避けながらその向こうにいるはずのイレイザーを狙ねらう。

　だが、しばらく待ってもヒットのエフェクトがない。廃墟での沈黙は、やはりこの世ならざるものの不気味さを感じさせる。本当にそこにいるのだろうか？　幻げん覚だとすれば、この沈黙にも納得がいくというのに。

「そりゃ一応は専門店のスタッフだからな。問題は……まだ発売してねぇイレイザーが、どうしてああやって動いているか、だ。ましてやバトル中に乱入とかよぉ。店のコンピューターをクラッキングしてんのか？」

「可能なんですか？　そんなことが」

「はッ。まあ絶対不可能じゃねーだろうが……そりゃ相手がモンスターみたいなクラッカーだったらっていう条件つきだぜ？　進入するだけじゃなく、向こうからイレイザーのデータ送ってんだから並みの技術じゃねーな……キリヤ。弾たまァもうないぞ。狙そ撃げきにするか？」

「了解しました」

《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》が、狙そ撃げき銃じゆうを構え片膝ひざ立ちとなる。機動力はないが、少ない手て数かずで仕留めるための体勢だった。どこから現れるかわからない敵機だったが、撃うち抜くことができなければ待つのは敗北。桐きり也やは精神を研とぎ澄まし、モニタを通して狙撃銃の照準線レテイクルを覗のぞき込む。

　今日の戦闘を提案したのは、アレンからだった。

　イレイザー専門店の一階、勝ち抜き台でプレイをすると、どこからともなく幽ゆう霊れいイレイザーが出現するというのが、最近専門店で流は行やっている噂うわさだ。その真しん偽ぎを確かめるために、アレンは桐也を誘い、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》で出撃したのだ。しかし数回戦闘しても件くだんのイレイザーは現れず、桐也も普通にどこまで勝ち抜けるかを楽しみ始めた時だった。

　出て来たのだ。幽霊イレイザーが。
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　まるで気配のない幽霊イレイザーは、斧おのと槍やりが一体化したようなビームハルバードを振るって、一いつ瞬しゆんで桐也らと戦っていた対戦機体を粉ふん砕さい。最後にはバトルステージの底面に叩たたきつけるという悪あく辣らつな戦法でもって、頑がん丈じような玩がん具ぐであるはずのイレイザーを大破させてみせた。改造している様よう子すもなかったのに、機体を物理的な意味で破壊する例は聞いたことがない。

　しかも、対戦相手の耐たい久きゆう値がゼロとなったのに、まだバトルは続いていた。半なかば強制的に、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は乱入してきた幽霊イレイザーと戦わされているのだ。どうすればバトル終了となるのか。幽霊にも耐久ゲージは存在しているのかもしれないが、確認することはできず、桐きり也や、アレンは未いまだ幽ゆう霊れいに一撃も浴あびせていない。

「ちっ。バトルに横入はいり。戦っている二機をどっちも好き放題粉ふん砕さいしてから、それこそ幽霊みたいに消える……噂うわさ通りじゃねーかよ」

「まさか本当に幽霊ではないですよね」

　スコープを覗のぞき込みながら、桐也は自身の不安を語る。姿を見せれば撃うち抜くつもりだった。たとえ幽霊でも、ビームによる狙そ撃げきが当たるのならばなんとかなる。

「ゴーストでもファントムでもいいが、そんな連中がイレイザーを操そう縦じゆうできるとは思えねーなぁ」

「……確かに」

　怪あやしげで不ぶ気き味みで、幽霊という仇あだ名なに勘かん違いしそうになるが、所しよ詮せんは姿すがた形かたちのあるロボットである。どこかで誰かが操縦しているのは間違いないはずだった。

「ビームハルバード使ってんのだって、結局はその攻撃判定を送信してるだけだ。あのイレイザーはデータの塊かたまり。ほんの一部の物理的兵装を除けば、このゲームの攻撃はほとんどが演出だからよぉ。さっきハルバードでイレイザーが吹っ飛ばされんの見たろ？　あれだってハルバードが当たってるわけじゃねぇ。攻撃の情報を受け取ったイレイザーが自分で吹き飛ばされてんのさ」

「……なるほど。つまりその逆も十分通用すると」

「察しがいいねえキリヤ。決して幽霊なんかじゃねーよ。いささか邪じや道どうだが、一応はゲームのシステムにのっとって行動しているプレイヤーさ。乱入はいただけねーがよ」

「では、狙撃も通用しますね」

　その場に実体があるわけではなくとも、攻撃によるダメージが計算されるのであれば、一応ゲーム上のゲージを削けずりきることで勝利できる。問題はその相手、幽霊と呼ばれる乱入者の腕が、尋じん常じようなものではないこと。そして相手の耐たい久きゆうゲージが確認できないことだったが。

「出てこないつもりでしょうか」

　気配はない。いや、元よりゲームで気配など感じられるはずもないのだが。

　敵機。あの翼つばさを広げたような、紫のフォルムは姿を見せる様よう子すがなかった。このまま時間切れならそれでも構わない。しかし桐也の、外に出さないが非常に高いプライドは、その幕まく引きを認めなかった。

　だがせめて、相手が何者なのか、そのヒントだけでも。

「いや……来たぞ、桐也！」

　アレンの言葉、そして廃はい墟きよから飛び出した影に向けて、桐也は迷わずトリガーを引いた。影は一いつ瞬しゆんでかわそうとするが、遅い。遠距離からスコープを覗のぞき、慎しん重ちように狙ねらいを定めた狙撃だ。かわそうと思ってできるものではない。《ユーディット》のごとき高速か、でなければ《薄うす花はな桜ざくら》のような天才しかあり得ない。

「命中しました……ッ！」

　直ちよく撃げきではなかった。わずかにそれたビーム銃じゆう撃は、敵機をかする。だがわずかによろめいた敵機の様よう子すが、強力な一撃を浴びせたことを示していた。次は直撃させる。相手が近づく前に、狙ねらいを定め撃うち貫ぬく余裕はあるはず。

　桐きり也やはそう判断し、再びスコープを覗のぞき込むがそこで気づく。敵影のフォルムが、明らかに別物。

　先ほどまで見た、翼つばさを広げた悪あく魔まのようなイレイザーではない。まるで翼だけが分離したかのような。

「桐也！　上だ！」

　アレンの叫びに、思わず顔を上げた。

　敵影の上空に、もう一つ、別の機体の姿があった。人型のイレイザーではない。翼を大きく広げ、その足に鋭い鉤かぎ爪づめをもつ。ドラゴン型とでも言うべきロボットだ。

「ビショップフレーム……分離型イレイザーか！」

　一つのイレイザーが、二つに分かたれた。ビショップフレーム。敵機の種別にまで気を回せなかった。その最大の特長は、分離した装備が別機体となって行動できる点である。要するに分離合体できる二機のイレイザーとなるのだ。トリッキーな攻撃を得意とする素そ体たいの、いわば必殺技だった。

　二機のイレイザーを前に、桐也は一いつ瞬しゆん、どちらを狙そ撃げきの対象にするべきか迷ってしまった。

　分離したドラゴン型か。それとも軽装型となったイレイザー本体か。アレンと打ち合わせ、豊富な火力装備で両方を狙うのが正解であったかもしれないが、その桐也の一瞬の迷いを、幽ゆう霊れいは見逃さなかった。

　滞空したドラゴン、その爪が飛来する。

「う、おぉッ！」

　アレンが後方で唸うなり、強引にその爪をよけようとするが、機動力に乏しい《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は逃げ切れない。爪が、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の腕と首を摑つかみ取る。慌あわてて振り払おうとする桐也だが、そこで気づいた。

　なにかが、巻きついている。操作レバーを傾けても、機体がなんの反応も見せない。

「アレンさん、これは……!?」

「ちっ……ワイヤークローだよ！　あのドラゴン型イレイザーとつながってる！　もちろんクローは仮想データ、ワイヤー自体は演出効果エフエクトで、物理的に拘こう束そくされているわけじゃあねえが……！」

　これもまた、ゲームのルールに則のつとり、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》が自みずから動作を止めているということだ。実体のない仮想のワイヤークローでも、バトルフィールド内では十分な拘束力を持つ。

「くッ……！」

　巻きついたワイヤーを振りほどく暇ひまはなかった。

　がんじがらめにされた《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》へと、幽ゆう霊れいイレイザーが迫る。武装のほとんどが分離、ドラゴンと化した軽装型イレイザーだったが、それでもビームハルバードだけは手にしていた。振り上げた戦せん斧ぷが、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の頭部に直ちよく撃げきする。

　耐たい久きゆうゲージが一気に減少した。だが。

　まだ終わらない。ワイヤーに絡からめ取られた《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は、そのままキリキリという音とともに持ち上げられているのを確認した。どうやらこのワイヤークローには巻き取り機能も存在しているらしい。いや、ワイヤーそのものは演出映像に過ぎないのだから、あくまで見せかけだろうが。

　それでも、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》が上空にいるドラゴンに引き寄せられていることに変わりはない。

「一体……どういう……」

「重量型の機体をいつまでも持ち上げられるほど、あのワイヤークローはパワフルじゃねぇはずだが……まさか、あの野郎……！」

　アレンが敵の意図に気づいた時は、既すでに遅かった。モニタの視界ががぐんと揺ゆれる。

「なッ……！」

　落下している。

　クローから機体が分離される。鉤かぎ爪づめという支えを失えば、飛行能力のない《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は落ちるしかない。もちろん下にあるのはバトルフィールドの底面だ。落下時に受けるダメージを、桐きり也やは咄とつ嗟さに考えた。

　バーチャルの中。ゲームでの話では。耐久ゲージに与えるダメージなら、落下のそれは大したことはない。すぐ反撃に移ることも可能だろう。

　だが、現実の話。物理的に存在する玩がん具ぐとして、高所から落とされた際、機体が食らう影響のほうは、どうだ？　バトルフィールド内は狭せまいとはいえ、小さなイレイザーにとってはかなり高い。複雑な形のイレイザーは、玩具にしては丈夫とはいえ、もちろん脆もろい部分もあるのだから。

　ましてやそれが、全身重火器の《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》となれば。

　ゲームとしてのダメージではない。落下の衝しよう撃げきにより、玩具本体が受ける力はどれほどのものになる？

「直接、機体を壊こわすのが狙ねらいか！」

　敵の意図に気づいたところで、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は空中での姿勢制せい御ぎよなどできはしない。せめて損害を減らそうとあがいたが、空中で重量級の機体がいうことを聞いてくれるはずもない。自重で落下の速度が速まっていく。

　轟ごう音おん。

　ゲーム内の効果音ではなく、自分の機体が実際に壊こわれる音を聞いて、桐きり也やは唇くちびるを嚙かんだ。ノイズ混じりの画面は、頭から地面に激突した《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の小型カメラが損そん壊かいしたことを表している。ほぼ同時にタイムアップ。耐たい久きゆうゲージはまだわずかに残っていたものの、幽ゆう霊れいイレイザーとの差は歴れき然ぜんだった。敵ゲージのほうはどれだけ残っていたか不明だが、大差がついていたことは想像に難かたくない。

　それなのに、ノイズ混じりの画面には『ＹＯＵ　ＷＩＮ』と表示され、桐也は沈黙する。おそらく、幽霊イレイザーに真っ先に破は壊かいされた、桐也たちの対戦相手に勝利した、という判定なのだろう。だがもちろん、あそこまでふざけた乱入者に好き放題されておいて、勝利などと言えるわけもなかった。

　桐也たちの敗北は、明らかだった。

　あの紫の機体は、ドラゴン型イレイザーとともに、バトルフィールドから跡あと形かたもなく消え去っていた。

「……すまねぇ、キリヤ」

「謝あやまることはありません。俺の力不足です。足を引っ張っていたのは明らかに俺です」

　完かん膚ぷ無きまでの敗北にアレンも呆ぼう然ぜんとしている。てっきり桐也はそう思って振り向いたのだが、後部席のアレンの表情は、少々意味合いが違うらしかった。目を伏ふせてどこか気まずそうにしている。なにかあったのだろうか。

「いや、バトルのことじゃなくてな」

「では、なにが？」

「今、店は修理の予約で一杯でな。《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》も、修理するのは二週間くらい待ってほしいんだがよ」

「そういうことですか……」

　可能ならすぐにでもリベンジしたい桐也だったが、生あい憎にくとそう上う手まくはいかないらしい。予約を埋めているのも、おそらくはあの幽霊イレイザーに破壊された機体ばかりなのだろう。アレンの苦悩もわかる。

　強いイレイザーだった。何人も敗北を喫きつしているというのもわかる。店内のバトルフィールドに不正アクセスしている点もそうだが、それに加えあの操そう縦じゆう技術。一体パイロットは何者なのだろうか？　分離したドラゴンのイレイザーも動きが的確だったことから、下へ手たすれば陵みささぎ、安あ曇ずみ野のペアに匹ひつ敵てきするような腕前、連れん携けいということになる。

　逆に言えば、そのあたりの上位ランカーであれば幽霊をも打ち倒せる、ということになるかもしれないが──。

「今すぐに、というわけにはいかないか」

　桐也は、東とう城じよう刀とう雅がの疲ひ弊へいした顔を思い出して、ため息を吐ついた。

　ランキング一位、二位の女性陣がこぞってあの男に時間を割さいているが、桐きり也やはあまり羨うらやましいとも思っていなかった。それとも、あれは彼なりの自己鍛たん錬れんなのだろうか。だとしたら頭が下がる、と桐也は本気で考える。

　もちろん、刀とう雅がの現状は、自己鍛錬などという前向きなものではなかったのだが、そういうところをポジティブに理解しようとするのが、霧きり島しま桐也のどこかズレた言動の所以ゆえんなのであった。




　梅雨が明けたにも関わらず。

　じめじめと欝うつ屈くつした俺の気分は、七月になってもなかなか晴れなかった。原因は実に単純である。全ては画面に映る真しん紅くの機体、ランキング二位の超強豪イレイザー《ユーディット》が原因だった。

「これでどんくらい？」

「んー……途中から数えるのやめちゃったしねぇー……まあ九百くらい？」

「じゃあもうすぐ千の大台ね」

　やめろって。戦績に記録されない練習試合でどんだけ俺を叩たたきのめすつもりだよ。

　先月から続く、陵みささぎ岬みさき、安あ曇ずみ野のあずなペア共同による訓練は、結局は俺が一勝もできないまま今に至っていた。そりゃそうだ。たった一人でろくな武装もないままに、《ユーディット》になんか勝てるはずもないのである。

　桐也とペアを組んでいた時だって一勝もできなかった相手なのだから。

「どんな苦行だっての……いつまで続けりゃいいんだよ、紀き沙さ羅ら……」

　この場にいない現在の相あい棒ぼうに向けて呟つぶやくが、当然返事はなかった。

「はぁ？　あんたもう音ねを上げるの？　ちょっとでも勝ち目があるなら諦あきらめない、とかほざいてなかったっけ？」

　練習用の簡易筺きよう体たい。一見すればレーシングゲームの筺体によく似ている。モニタも前部のみの仕様だし、そもそもバトルフィールドがない。機体のデータを読み込ませて戦わせるだけなので、正式な筺体と比べれば機能もだいぶ省略されているのだが、その分こうして隣となりの対戦相手と直じかに話せる、というメリットがあった。

　操作覚えるだけならこれで十分なのである。

「諦めてねぇぞ……ただちょっと疲れただけだ」

「どんだけ負けず嫌いなのよアンタは」

「お前にだけは言われたくねえよ万年二位」

「はぁ!?　野の猿ざるごときが言ってくれるじゃない《ユーディット》で斬きり刻きざんであげるわ！」

　隣の練習用筺体、その前席に座る陵岬は、吊つり目がちなその表情をさらに険けわしくしてつっかかってくる。瘦やせたその身体からだのどこにそんなパワーがあるのだか。お団だん子ごを取り外はずしたらツンからデレになったりしねぇのかな。

「ちょっと休ませてくれよ、もう眼が痛いんだ」

「おぉー……とーくん目薬使うぅー……？」

「あ、さんきゅな。でもなんで持ってんの？」

「あぁー……ドライアイ対策ぅー……」

　ほいっ、と目薬を投げてくれたのは、眠そうな目が印象的な安あ曇ずみ野のあずなのほうだ。もしかしていつも眠そうな目なのは、瞳ひとみが乾燥しやすいのだろうか。こういう気遣づかいができるから、紀き沙さ羅らに好みだ、とか言われてしまうのかもしれない。

　目薬を落としながら考える。陵みささぎがカナリアなら、安曇野は蛇へびか。しかしその癖くせっ毛と、しなやかに伸びた褐かつ色しよくの肢し体たいを見ると、寝起きのピューマなんかを連想したりもしてしまう。こっちはこっちで背が高く、運動が得意そうな身体からだをしているのに、まるでパワーを陵に奪うばわれたかのようにだらけている。

　精神と肉体がミスマッチな二人。でもだからこそ、二人でいる時であれば、ほどよく天てん秤びんが釣り合うのかもしれなかった。

「しっかし、アレね。普段殴なぐっても蹴けってもけろっとしてる男でも、イレイザーで叩たたきのめしてやったら弱音吐はいちゃうんだから面おも白しろいわよねぇ」

「普段強気で上から目線のツンデレ女も、叩きのめされたらえぐえぐ泣くんだから本当イレイザーってのは面白いよな」

「誰がいつ泣いたってのよ！」

「実は涙もろい、とかいう設定にしたらどうだ？」

「設定とか言うな！」

　既すでにツンデレキャラを維い持じするのに手一杯らしい陵は、からかうと容易たやすく声を荒げた。

　万年二位の陵岬みさきは、俺を千回近くも敗北させる実力を持っていたとしても、如月きさらぎ紀き沙さ羅らには敵かなわない。アーケードゲーム《デュアル・イレイザー》の腕前なら、俺と陵くらいの大差が、陵と紀沙羅の間にあるのである。

「どーやらまだボッコボコにする余地がありそーねぇ東とう城じよう刀とう雅がぁ……？　二度と生なま意い気き言えないくらい徹底的にやってあげましょうかぁ？」

「岬ぃー……私もちょっときゅーけぇーさせてぇー……」

　軟弱者ばっかね、と陵は言うが、一番打たれ弱いのは誰あろう陵である。紀沙羅に勝てないことをずっと気にしているってのは、本人は隠かくしているつもりかもしれないが、傍はたから見ればバレバレなのであった。

　憂ゆう鬱うつな定期テストも終了。もう何日もしないうちに思いっきり遊べる夏休みの到来だというのに、この分では俺の休みは《ユーディット》にボコボコにされる日々で終わるかもしれない。という危き惧ぐがあった。

「やっぱり、この程度の相手じゃアタシの特訓にはならないわね。噂うわさの幽ゆう霊れいイレイザーのほうがまだ相手になるかしら」

「あぁー……何人もぶっ壊こわされてるアレぇー……？」

　幽ゆう霊れい。その言葉で、俺は先日の紀き沙さ羅らとの会話を思い起こした。

　その幽霊とやらの噂うわさを知らなかった俺は、ファーストフードでその意味不明な乱入機体の話を聞くことになったのだ。結局あの日は、その話をしただけだった。紀沙羅がわざわざそんなことを話した意図は、今のところ不明である。知っておけ、と釘くぎを刺されただけだ。

「ま、東とう城じようみたいなザコじゃあ無理でしょうけど、アタシや紀沙羅なら楽勝よね。ねぇ、ちょっと聞いてるそこの格闘バカ」

　聞き流してるに決まってるだろこのツンデレが。

　大体、ザコだなんだと言われているが、俺だって一応は成長しているのだ。

　特訓を始めてから、どうにか《薄うす花はな桜ざくら》に独自に設定されたキー配置パターンを覚え、自分の愛機を思い通りに操そう縦じゆうすることはできるようになった。しかしそんなもの、二人操縦の時はできて当然なのである。自慢にもなりはしない。

　そもそも思い通りに動かせたところで、空中を動き回る《ユーディット》に《薄うす花はな桜ざくら》のパイルバンカーは届かない。必然的に俺の苦手な射しや撃げきでもって《ユーディット》を狙ねらうことになるが、これがまたカスりもしねぇ。

　条件は同じはずなのに、どうして紀沙羅はあっさり勝てるのだろうか。天才のことは、俺なんかが考えてもわからないのかね。

「そういえばアイツ、俺に言いやがったな。せめて陵みささぎレベルの実力は欲しいって」

「アンタじゃ一生無理よ。本当、なんでいきなりアンタが紀沙羅の相あい棒ぼうになったの？　どういう経けい緯い？」

「それトップシークレットな」

「なによそれ。教えなさいよ」

　陵は唇くちびるを尖とがらせるが、言えるわけもないのである。

　如月きさらぎ紀沙羅は、《デュアル・イレイザー》のランキング一位機体《薄うす花はな桜ざくら》を駆かる、無敵のパイロットではあるが。

　同時にヤバい宗教組織に狙ねらわれていて、過去に誘ゆう拐かいされたトラウマで、《デュアル・イレイザー》で負けたら死んでしまう、とか。

　たまたまそれを知った俺が、格闘技の腕を買われて紀沙羅の護ご衛えいをやっている、とか。そういう極秘事項を、少なくとも俺の口からは。

「いくら紀沙羅と親交深くなったって、その辺は俺がペラペラしゃべるわけにはいかねーんだよ」

　こんな言い方をする時点で、紀沙羅になにかあると仄ほのめかしているようなもんだが、陵も安あ曇ずみ野のも、それ以上の追及をするつもりはないらしい。こないだ、敵の一番ヤバい黒幕、カイとも会ってるはずだが。教えろと言いつつも、本当に聞かせてもらえるとは思っていないようだった。

「もっと仲良くなれば紀き沙さ羅らが教えてくれんじゃね？」

「ふん。同じ部活に入ったってのに、あの子なかなか一いつ緒しよに活動してくんないのよね。かと思えばアンタと《薄うす花はな桜ざくら》に乗ってることもあるし。本当なんなのかしら。部長として色々把は握あくしとかないといけないのに」

　一日数回、《薄うす花はな桜ざくら》に乗った上で勝利しなければならない紀沙羅は、まあ放課後もなにかと自由にならないようだ。もちろん俺は最優先でそれに付き合っているが、まあなんだ、陵みささぎのように細かい事情を知らない者からは、紀沙羅の行為は奇き異いに映るのかもしれない。

「たまにふらっといなくなったり、かと思えば電話で誰かと話してたり。別にそれくらい良いんだけど、なんていうの、あからさまに私に対して秘密があるぞ、って言われてるみたいでさぁ……。せっかくイレイザー部なんだから、放課後くらい一緒に活動してもいいと思うのに、一人でさっさとこっちに来たりして」

　紀沙羅の苦労は、多少は知っているつもりだったが、やはりそれをずっと見ている陵にしてみれば、釈しやく然ぜんとしない部分もあるってことか。

　全部ぶちまけられたら、陵も紀沙羅もそりゃ互いに楽なんだろうがな。

「……なんか紀沙羅に言っとくか？」

「やめときなよぉー……ウチらはウチらで上う手まくやってるからさぁー……」

「そうね。別になんか、問題があるってわけでもないし。アンタみたいなノーキンが手を出すと変にこじれるわ。絶対にやめて」

　以前の買い物を手引きしたのは俺や桐きり也やであるし、そのおかげで劇的に紀沙羅との関係を回復したはずの陵が、布団ふとんにもぐり込むゴキブリでも見たかのような目に変わった。そりゃ、俺は細かいことは気にしないタイプだがよ。

「今日だって、ちょっと海に行く相談したかっただけ。それだけよ、大したことじゃないわ。水着も買ったしね。アンタたちも、荷物持ちとして呼んであげるから、きちんと予定空けときなさいよ」

「空けとけって……いつ行くんだよ」

「それをこれから相談するのよ。でもなんか忙しいみたいだし、っていうか、えっと……竜りん胆どうさん？　だっけ？　逆に頼まれたこともあって……」

「は？」

　竜胆凛りん花か。如月きさらぎ紀沙羅の、本来の護ご衛えい。

　そもそもは、彼女が負傷したことが、俺が紀沙羅と関わることになった最大の理由だ。今では怪け我がも治っており、俺はお役御ご免めんになってもおかしくないのだが、結局今は、俺と竜胆さんの二人体制の護衛である、のだが。

　最近、放課後を俺に任せて、竜りん胆どうさんがどっか行っちまうことが多いんだよなぁ。なにをしてるんだか知らねーが、紀き沙さ羅らの身を守るために色々とやることがあるのだろう。それともそれだけ俺の、格闘バカぶりを理解してくれてんのか。

「頼まれたことって……」




「──東とう城じようさん。なにサボってやがるのですか？」




　うわぁ。

　噂うわさをすれば、というのとはまた少し違うのかもしれないが、背後から聞こえた冷たい声に俺は顔をしかめる。振り向いてもあるのは、簡易筺きよう体たいの座り心地の悪い座席のみで、どうもその座席の向こうにいるらしかった。件くだんの護衛対象が。

「いえ。別にサボっていても構わないのです。私もこの訓練を始めてから、東城さんにスパルタ鬼おに教官だの、ジト目ドＳだのと散々に言われまして、少し反省しているのです。さすがに休ませもしないのは酷こくであったかなと」

　まあ確かに言ったが、意外と気にしていたのかこの黒髪サイドテール。

「しかし一区切りつけるということは、最低でも《ユーディット》にダメージくらいは与えた、ということでよろしいのでしょうか？」

「んな訳ないでしょ。アタシたちの大事な機体、こんなバカに弾だん丸がん一つの傷も認めない。ましてやパイルバンカーなんて論外だわ。たとえ訓練用のシミュレートだとしてもね」

「ではなんの成果も上げられぬままの怠たい惰だということなのですか？」

「そぉー……だよぉー……」

　どいつもこいつも好き放題である。わずかも俺の味方をしてくれない。

　結局俺は、簡易筺体前部にセットされた《薄うす花はな桜ざくら》を手に取って、そのまま座席を降りた。小柄な紀沙羅は座席の後ろで、相変わらず誰かを厳しく責めるようなジト目を崩くずさない。目が半開きなのはぽやぁっとした安あ曇ずみ野のも同じはずなんだが、どうも迫力が違う気がする。

「そうですか。よくわかったのです。では無能さん。ちょっとお話があるのですが」

「無能に話なんかねーだろ。横にいる有能二人に頼めよ」

　俺がそう言うと、陵みささぎはふふん、とご機き嫌げんに鼻を鳴らし、安曇野はほあーとよくわからん声を上げた。ダメだこの二人、皮肉が皮肉として伝わってねえ。

「まあそう拗すねずに聞きやがれなのです──向こうに竜りん胆どうさんもいますので」

「……それを早く言え」

　つまりは、護衛の話だついてこいと、この愛想あいそのない女は言っているのだ。

　その話はここではできないから、休憩スペースまで移動しろということか。陵や安曇野に事情を隠かくしたい紀沙羅の気持ちはわかるのだが、頭の回る陵や、意外と勘かんの良い安曇野にはその含がん意いが気け取どられていそうだ。

　それでも黙っていてくれるあたりが友達ということなのだろうが。

「行ってきなさいよ。アタシらもすぐ行くから」

「はい。お願いするのです。こちらは、まず東とう城じようさんに説明を」

「勝手に話進めんなよ。なんなんだ」

「いいからついてきやがれなのです。そのツンツン頭を刈かり取りますよ」

　なんて恐ろしいことを言いやがるんだ。人の髪を稲いな穂ほかなにかのように扱あつかわないでほしかった。

「紀き沙さ羅らお前、日に日に口が悪くなってねぇ？」

「そうですか？　きっと東城さんの影響なのです。悪い相あい棒ぼうを持つと影響されてしまうのですね」

　一応、相棒とは認めてくれているらしかった。だとすればこの言い草はなんだ。

　紀沙羅は陵みささぎと安あ曇ずみ野のに丁てい寧ねいな一礼をした後、勝手についてこいとばかりに目線で合図してきた。俺を犬かなにかと思ってるんじゃなかろうか。忠犬ではなく駄だ犬けんに対する扱いのようにも思えたが。

「……わざわざ呼び出すからには、理由があるんだろうな」

「もちろんなのです。先日の話とも無関係ではありません」

　紀沙羅は、俺以外には聞こえない小さい声で、わずかに言う。

「『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』が動きました。それもカイではなく──彼の子飼いが」




「まずは、これを見てくれ」

　休憩スペースで腕を組んで待っていた竜りん胆どうさんが、テーブルの上で広げたのは、ホロスコープ社の新商品カタログだった。バラ売り各部パーツから、目玉となる新型フルセットイレイザーまで掲けい載さいされている。表紙は新発売の機体《ユニバース》。

　大きく翼つばさを広げた、どこか禍まが々まがしいデザインの機体。ビショップフレームの特性、分離合体がウリだった。紀沙羅はやはり理解してくれないだろうが、変形合体も男のロマンである。パイルバンカーには及ばないが。

《ユニバース》に限らず、ビショップフレームはその運用に器用さが求められるので、俺には縁のない機体であるのだが。

「これがどうかしたんすか？」

「この新型が奪うばわれた。カイ達にな」

「はあ？」

　奪われた、って。

　第一の感想は、奪ってどうするんだ、である。『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』は、前回の戦いにおいても改造イレイザーを使ったような連中。それが今いま更さら、市販のイレイザーを持っていってどうするんだ？　改造した《讐しゆう劇げき機き関かん》ですら紀き沙さ羅らに勝てなかったのに、市販のものでどうやって勝てる？

「正確に言うならば、奪うばわれたのは《ユニバース》の開発段階での試作品。言うならばプロトタイプなのです。確か開発コードネームは──《マルドゥク》。そうでしたね、竜りん胆どうさん？」

「ああ。《マルドゥク》は、レイラが部下に命じて作らせていた新型だ。もし状況が許せば私が搭とう乗じようする予定もあった。今後、またイレイザーで挑戦されることもあるだろうからな。私が紀沙羅を可能な限りサポートするため、レイラがホロスコープ本社から《マルドゥク》を送ってきたんだが……」

「それが盗とられちまった、と」

　竜胆さんが頷うなずいた。それにしてもプロトタイプとはまた、胸の熱くなる言葉である。アニメとかだとそういったものに限って高性能だったりするんだよな。

　まあ、聞いたところによれば紀沙羅と俺が乗る《薄うす花はな桜ざくら》だって、プロトタイプということになるらしいが。

「ってことは……向こうの目的は、竜胆さんがパイロットになるのを防ぐことか？　つか竜胆さん、イレイザー苦にが手てとか言ってなかった？」

「確かに機械には疎うといが、それはそれだ。お前だって格闘戦に限ればそれなりの力を発揮できることも、前回の戦いで理解できた。習得してみせるさ」

　だが、と竜胆さんは言葉を切る。

「《マルドゥク》は奪われた。最近、この店に現れる幽ゆう霊れいイレイザーを知っているな？」

「てゆーか、こないだ紀沙羅に教えてもらいましたよ。バトルの最中に現れて、好きなだけイレイザーをぶっ壊こわして消えるっつー……」

　そういえば、さっき陵みささぎも言ってたな。自分や紀沙羅なら楽勝だとか。

「そのイレイザーが、《マルドゥク》だ。正式販売する《ユニバース》にはない意い匠しようが施ほどこされているし、紫のペイントも奪われた時のままだ。『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の何者かが、乗り込んで操そう縦じゆう、イレイザーの破は壊かい行為を続けているのは間違いない」

「ちなみにパイロットがカイではないのは、記録映像から確認済みです。動きが、明らかに別人なのです。大体、カイもカイで《讐しゆう劇げき機き関かん》には固こ執しつしているのです。いきなり乗り替えるのはあり得ないかと」

　紀沙羅が言うなら間違いないだろう。俺も、こんな風に姿を見せずうろちょろするのは、あの憎たらしいカルト宗教の頭とう目もくの性格から見ても、なんか違う気がした。

　不ぶ気き味みだよなぁ。幽霊、なんて呼ばれてるわけだし。

「ちなみに、この《マルドゥク》に《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》もやられている。アレン、霧きり島しまも被害者だ」

「はぁ!?　ちょ、俺桐きり也やからそんな話聞いてねーっすよ!?」

　言ってないからでしょう、と紀き沙さ羅らが指摘してくる。そりゃそうだった。桐也は自分の恥を、聞かれもしないのにぺらぺら話すような性格ではない。元々、アイツから話題を提供することは少ないしな。

「まあ、あの二人の場合は、《マルドゥク》の誘おびき寄せが目的だったようだが……見事に返り討うち、というわけだ。ここまで話せばもうわかるな、刀とう雅が？」

「ま……大体。誰をぶん殴なぐればいいのかは見当つきますよ」

　ごきり、と指を鳴らす。意外と小心者の紀沙羅が、そのあからさまな力の誇示に嫌いやそうな顔になった。

「じゃ、とりあえずカイんとこ乗りこんで乱闘……っつーことで良いっすか？」

「どうしてそうなる……」

　あれ、違うのか？

　助けを求めるように紀沙羅を見ると、こっちもこっちでクォーターらしく、やれやれと首を振っていた。なんか間違えたんだろうか。カイと直接対たい峙じして、《マルドゥク》を取り返すついでに、あの刺青いれずみのガキをぶん殴ってくるもんかと思ったんだが。

「奴やつらがどこにいるかもわからないのに、よくそんな発想が出てくるな、刀雅……」

「東とう城じようさんは血気盛んというか、最近、頭脳労働を私に任せてますますアホになってる気がするのです──こちらとしては、《マルドゥク》の一刻も早い奪だつ取しゆ、および操そう縦じゆう者の正体を摑つかむことが急務なのです。もちろん、そこからカイにつながれば上々なのですが、同じ拠点で行動しているとは考えにくいかと」

「以前、お前たちがボコボコに叩たたき伏ふせて以来、表立った行動は取っていないからな。そう上う手まくいくかは疑問だ」

　どいつもこいつも、俺をバカ扱あつかいしやがって。

　しかし軽率な発言であることは間違いないわけで、二人の女性にあれこれ言われるのも止むなしというところか。良いと思ったんだけどな、乗り込んでぶん殴るの。

「とりあえず東城さん、話が終わるまで黙って聞いておいてほしいのです。嚙かみつく相手はこちらで指示しますので」

「だから犬扱あつかいしてんじゃねーよ！」

「話を進めるぞ。夫婦めおと漫才に割さく時間はないからな」

　竜りん胆どうさんが、若じやつ干かんイライラした様よう子すで俺達を睨ねめつける。相変わらずその武闘派の迫力は鈍っていない。いや、怪け我がが治った分、更さらに増したか？　一応無理はしないようにと言われているようだが、ギプスは取れている。

「誰が夫婦なのですか。離婚を要求するのです。ついでに慰い謝しや料りようも」

「金持ちのくせに金取る気かお前！　しかも身に覚えのないことで！」

「……いいか、よく聞けお前たち」

　離婚騒動すらもガン無視して、竜りん胆どうさんが鋭い声音で続けた。

「既すでに、スタッフに命じて、幽ゆう霊れいイレイザーが現れた時どこからアクセスしていたのか、解かい析せきする準備を始めさせている。それにあと数日かかるが、完了してしまえば誘おびき出すだけだ。その上で、件くだんの《マルドゥク》を敗北させ、可能ならばそのまま取り返してしまいたい」

「……つまり、俺たちに囮おとりをやれってことかよ。《マルドゥク》とそのパイロットに突とつ撃げきするのは、竜胆さんのほうか」

　わかっているじゃないか、と竜胆さんが頷うなずく。ほら見ろ、頭が悪いだけの男と思うんじゃねえ、と紀き沙さ羅らを見たのだが、相あい棒ぼうの彼女は誰でもわかることだとばかり、特別感心した様よう子すもなかった。

「ただし、二人も囮などではない。立派な迎げい撃げき部隊だぞ。生ぬるいことを言わず徹底的に潰つぶしてしまえ。負ければ紀沙羅はそこで終わりだ。紀沙羅にはまた命がけで戦ってもらうことになるが……」

「私なら大丈夫なのです。並みの敵ならもう怖こわくないのですから」

　竜胆さんの心配を制するような、紀沙羅の言葉。以前は誰が相手でも気を張り詰めていたのに、今ではその緊張が良い意味で無くなっている。適度に力の抜けた紀沙羅なら、むしろ以前よりも強くなっているかもしれなかった。

「本人がこう言う以上、やってもらうことにした。まあ私も、紀沙羅が幽霊イレイザーなどに後れを取るとも思わないがな。ああ、刀とう雅がには最初、敵の潜せん伏ぷく場所へ私とともに突入してもらおうかとも思ったが……紀沙羅がな、作戦には刀雅の協力が必ひつ須すだ、と力説するものでな」

「なっ!?」

「へぇ……」

　打だ撃げきでも食らったかのように、紀沙羅が顔を赤くして肩を震ふるわせた。ほほう、面おも白しろいことを聞いてしまった。思わず顔がニヤけてしまう。

[image: ]

「そうなのかよ、紀沙羅？」

「ち、違うのです！　竜胆さんの発言には語ご弊へいがあるのです！　私は、その、二人で操そう縦じゆうすることの有用性は前回確認しましたし、東城さんも訓練を頑がん張ばっていますし！　なんというか、仲間外はずれにするのはあまりにも、と思いまして！」

「仲間外れにするつもりはない。刀雅には実際の殴なぐり合いのほうが得意だろうと思っただけだ。それを危険だと言ったのは紀沙羅だろう」

「り、竜胆さぁん……」

　なんだ、ただの寂さびしがりかと思ったのだが、俺のことを心配してくれたのか。

　そうならそうと言えばいいのに、妙みように隠かくしだてするから恥ずかしいことになる。紀沙羅の強がりの一つだとわかってはいるのだが。普段勝てない紀沙羅に反撃するにはとてもいい機会であろう。

「まあ、紀き沙さ羅らがそう言うなら仕方ないっすよ。俺はコイツの護ご衛えいですから。付き添ってやりますよ」

「ふむ？　そうか？　刀とう雅がに銃じゆうを持った相手をぶつけるいい機会だと思ったのだが」

　竜りん胆どうさんが聞き捨てならないことを言った。

「え、銃持ってんの!?　今回の相手!?」

「たかだか拳けん銃だ。機関銃相手にするよりはよほど楽だろう」

「やっべぇ、それ超燃える！」

　銃武装の相手に乗り込むとか、不ふ謹きん慎しんかもしれないが、思わず熱いものを感じてしまった。隣となりの紀沙羅が、俺の温度を下げるように冷たい視線を向けてくるが、この際無視である。銃を装備した悪の組織。殴なぐる理由は十分である。

「まあ、とりあえず刀雅は紀沙羅と頼む。銃撃戦はお預けだ」

「銃相手に対処できるとか、竜胆さんマジで何者なんすか？」

「私のことは今は置け。《マルドゥク》の移送はホロスコープの人間を使ったが、さすがに新型の玩がん具ぐを運ぶだけのことで、大がかりな警備はつけられなかった。それで銃には対処できなくてな。あえなく奪うばわれてしまったわけだ。《マルドゥク》の操そう縦じゆう者が必ずしも武装しているとは限らないが、少なくとも『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』が拳銃を所持しているのは確かだ」

　いよいよ形なり振ふり構わなくなってきたのか。

　それとも、元々そういうのが連中のやり方なのか。紀き沙さ羅らに対しては、単純な暴力やイレイザーによる襲しゆう撃げきという、回りくどい手法を取るのに？

「拳けん銃じゆうというのは、カイに似つかわしくないように思うのですが？」

　新製品のカタログを手に取りながら、紀沙羅がそう言った。

「強ごう奪だつしたのはタカオカを含む幹部級だ。拳銃も奴やつが所持しているものだろう。命じたのがカイであることに変わりはないだろうが……カイ本人の目的は、あくまでイレイザーで紀沙羅を追い詰めることだ。いや、ターゲットに刀とう雅がも入ったのか？」

「そうですね。カイをあれだけぶちのめしたのですから。確実にブラックリスト入りと思われるのです」

　二人してヤなことを言う。

　竜りん胆どうさんは腕を組みながら、話を戻すぞ、と軌き道どう修正。

「とにかく最大の目的として、通信を逆探知して相手がどこからアクセスしているのかを割り出したい。そのためには、現れた幽ゆう霊れいイレイザーを引きとめておく必要がある。《マルドゥク》を強奪した連中が、なにをしようとしているのかはまだわからないが……」

「まあ、まず、私を狙ねらっているのでしょうね。見つけた順でぶち壊こわせば、いずれ私に出会うという認識でしょうか？」

　言いにくいことを、紀沙羅がずばりと言ってくる。確かに、《マルドゥク》のパイロットがカイの部下だというのなら、狙いは紀沙羅で間違いないだろう。イレイザーで紀沙羅が負けるとは思えないが、アイツらのことだ、卑ひ怯きような手は使ってくるはずだった。

「なので、囮おとりとして使うのは私が最適なのですが……」

「もちろんそんな危険は護ご衛えいとして看かん過かできん。カイを降くだしたとはいえ、《マルドゥク》のパイロットはまたまったく別の戦い方をするだろう。相手の状況もわからないうちから紀沙羅を危険にさらすことは許されない」

「や、だからそのために俺が呼ばれたんじゃねーの？」

　違います、と紀沙羅があっさり否定してくれた。心なしかジト目が深くなっている気がする。

「自うぬ惚ぼれないでください東とう城じようさん。自分の危機管理を全て託たくすほど、私はまだ東城さんを信用していません。正確に言うならその腕前を」

「なんだ。別のとこなら信用してんのかよ？」

「……そのバカバカしいほどの前向きさと熱血さは、評価しています」

　わずかに顔を赤らめ、目をそらしてそう呟つぶやく紀沙羅だったが、やっぱりけなされてるせいで遠まわしな嫌いやみにしか聞こえなかった。赤くなってんじゃねーよ。照れるくらいならいっそもっとわかりやすく褒ほめやがれ。

「というわけで、刀雅を用意する以外に、また別の対策もある」

「は？　別の対策？」

「とぉー……ぜんっ！」

　嫌いやな予感がした。

　背後、ただし斜め下くらいから響く甲かん高だかい声は、このイレイザー専門店においてはかなりの確率でトラブルである。小柄で細身な姿が、振り向けばそこにあった。ついでにのらりくらりとした褐かつ色しよくの少女の姿も。

「幽ゆう霊れいぶちのめすのにアタシの力が必要だってことよ！　そこんとこわかる東とう城じよう刀とう雅がぁッ!?」

「いや、いつからそこにいた？　つーかどっから聞いてた？」

「？　自うぬ惚ぼれないでください、のあたりからだけど？」

　そういや、さっき陵みささぎがすぐ行くから、とか言ってたな。

　あとは、竜りん胆どうさんに頼まれたこともある、だとか。つまりはアレか、俺を抜きでなにやら陵、安あ曇ずみ野のを巻き込んだ打ち合わせが進行していたってことなのだろうか。それも多分──紀き沙さ羅らが死んでしまうとか、そういう重要な点は伏ふせたまま。

「話を総合したところ、件くだんの幽霊イレイザーは勝ち抜き台で対戦を行っている際、あたかもその邪じや魔まをするかのように現れるそうだ。囮おとりとして用いるには《薄うす花はな桜ざくら》だけではなく、もう一機イレイザーが必要だろう」

「だから《ユーディット》のペアかよ……」

　戦力として考えた場合、ほぼ最高ランクの実力であることは間違いないだろうが、今度は連れん携けいのほうが気になってくる。良くも悪くも、陵と安曇野の嚙かみ合わせが良過ぎるのだ。そうなると俺や紀沙羅が邪魔になる可能性だってある。

「まぁ、《ユーディット》と《薄うす花はな桜ざくら》が一いつ緒しよなら？　どんなイレイザーだって相手じゃないわよ。転送されているデータだからって、こっちの攻こう撃げきはちゃんと入るんでしょ？　だったら敵じゃないわね」

「うーい……さくっと終わらせよっかぁー……」

「なんでそんな乗り気なんだよ、お前たちは……」

　妙みようにご機き嫌げんな二人だが、特に陵の機嫌が良い時ってのは大たい抵ていろくでもないことがある気がする。嚙ませ犬ポジションで安定だからなぁ。

「はぁ？　わかんないのその残念な脳細胞フル回転で考えなさいよ。アタシらの専ホ門ー店ムで好き勝手されてんのよ？　一番強い奴やつが出てこなくてどうするってのよ？」

「だからお前二番目だって──おい爪立てんな痛い痛い」

「な！　ん！　か！　言っ！　たァッ!?」

　ネコみてーに伸ばした爪を容よう赦しやなく肉に突き立ててくる陵。殴なぐる蹴けるが通用しないと知っているからこその暴挙だろうが、本当、すぐに脳みそが沸ふつ騰とうする奴やつだ。お前はお前で脳細胞がかなり残念じゃねーか。

「お二人とも、ほどほどにしてほしいのです。そんな調子で連れん携けいなどできますか」

「アタシ一人で十分よっ！」

「私は陵みささぎさんと一いつ緒しよに戦いたいのです」

　陵の目をまっすぐ見つめる紀き沙さ羅らだった。俺からはいつものジト目に見えるのだが、陵から見た紀沙羅はまた違った様よう子すで捉とらえられたらしく、すぐに顔を赤くして「しょーがないわねぇー！」とか嬉うれしそうに言う。紀沙羅もだいぶ、陵の扱あつかい方がわかってきたようだった。

「話はまとまったな」

　竜りん胆どうさんが、どこか嬉しそうに笑っていた。

　紀沙羅と陵の、その二人が仲良くしている様子が、竜胆さん的にも嬉しいものなんだろう。なんだかんだで、紀沙羅を一番大事に思っているのはこの女史だってことなのかもしれなかった。

　ああ、一応、紀沙羅の母親も、かなり紀沙羅を溺でき愛あいしているらしいが──どうだろうな。聞いた話によると、子煩ぼん悩のうだったり研究一筋だったりで、まだ人物像が摑つかめない。

「それでは、《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》で出しゆつ撃げきしてもらう。二人で仮の戦闘を行い、相手を誘おびき寄せる。件くだんの幽ゆう霊れいイレイザーが出現したと同時に、裏に詰めているスタッフがアクセス元を割り出す手て筈はずだ。作戦決行は──そうだな、三日もあれば準備期間として十分か」

「……ねぇ、あの人、どこの軍ぐん曹そうよ？」

「俺に聞くなよ……」

「そこ！　無駄口を叩たたくんじゃない！」

　ひそひそ話をしてしまった俺達を、竜胆さんが厳しく指導。思わず背せ筋すじが伸びる。さっきも銃じゆう弾だんどうこうと言っていたし、案外本当に戦場を潜くぐり抜けているのかもしれないがよ。

「ただし、だ」

　嫌いやな前置きをして、更さらに鬼おに軍曹が続けた。

「互いのイレイザーは、交換してもらいたい。《薄うす花はな桜ざくら》に乗るのは岬みさき、あずな。紀沙羅と刀とう雅がは《ユーディット》だ」

「「──は？」」

　知っていたとばかりの紀沙羅を抜き、まだ眠そうな安あ曇ずみ野のも除き、間の抜けた俺と陵のよく似た声が重なってしまった。

　そのシンクロが心底嫌いやだったのか、お団だん子ごツンデレ娘が、お得意の睨にらみつけを披ひ露ろうしてくれた。




　竜胆さんの意図はすぐに知れた。

　もし、《マルドゥク》、噂うわさの幽霊イレイザーが現れたとして、おそらくその狙ねらいは如月きさらぎ紀沙羅だ。だったら彼女専用のイレイザー、《薄うす花はな桜ざくら》を優先的に攻撃するのは間違いない。そのための、乗り替え。

　まさか竜りん胆どうさんだって紀き沙さ羅らが負けるとは思っていないだろうが。保険は何重にもかけておくものだしな。悪い言い方をするならば、《薄うす花はな桜ざくら》に乗った陵みささぎと安あ曇ずみ野のは、《マルドゥク》を誘おびき寄せ、さらに攻こう撃げきの矛ほこ先さきを受け止める二重の囮おとりであるわけだが、竜胆さんがそういった危険な役目をあてがうのは、それだけあの二人の実力を買っているということだろう。

　そしてもう一つ意外だったのは、紀沙羅と陵がそれぞれに乗り気だったことだ。

　紀沙羅にとっては自分にメリットのある話だから、というだけでなく、どうやら《ユーディット》の操そう縦じゆうがどのようなものか、という好奇心を持っていたようだった。様々な事情があるとはいえ、紀沙羅の手に渡るはずだった《ユーディット》を辞退したのは紀沙羅本人の意思だったわけだが、そこはそれ、未練はなくとも興味はあるということか。

　一方、陵のほうが乗り気の理由は単純である。機体を入れ替えれば真の実力を測ることができる。《ユーディット》に誰よりも相応ふさわしいのは陵岬みさきであり、ゆえに如月きさらぎ紀沙羅の乗った《ユーディット》はその真価を発揮することはできない。その結果として現れるのは《薄うす花はな桜ざくら》に乗った陵、安曇野の勝利だ。そんな論理を展開してきた。

　それ自体が負けフラグのような気もしたし、そもそも今回は協力するので本気で戦う必要はないのだが。

　岬はパイルバンカーはいらないとして外はずそうとしやがったが、それだけは俺が頼んでやめさせた。苦にが手てな武器でも使いこなすのが名パイロットの資質だと説得すると、どうにか聞いてくれた。

　三日という準備期間は、逆探知を仕掛ける専門店側の準備であるだけでなく、《ユーディット》と《薄うす花はな桜ざくら》、それぞれ交換した互いの機体に慣れる期間でもあるということだ。

　もちろん、俺は《ユーディット》には触らせてもらえず、これから乗るはずの真しん紅くの剣けん姫きは、ケースに入れられたまま紀沙羅の手に。今頃は練習用筺きよう体たいで、紀沙羅がイレイザーの乗り心地を試したり、自分用に設定を変更したりしているだろう。陵、安曇野側もそれは同じはず。

　じゃあ、俺はなにしてるかっつーと。

「アレンさーん、いますー？」

　専門店のバックヤード、スタッフルームを訪れていた。

　本来なら交換した機体の操そう縦じゆう練習に参加すべきなのだろうが、解散後に竜胆さんが耳打ちしたところによると、どうやら奪うばわれた機体、《マルドゥク》に一番詳くわしいのはアレン・アランさんである、ということだった。

　専門店スタッフというのは表の顔、その実態はホロスコープ本社から出向したイレイザー研究員の一人であり、紀沙羅母の直接の部下なのだから、イレイザーに詳しいのは当然っちゃ当然なのだが。

　これから戦う相手について、詳しく聞いてこい、というのが竜胆さんのお達しである。実際に戦うのは俺達なのだから、きっちり聞いて紀き沙さ羅らたちに伝えろ、という意味を暗に込めた指示でもあった。

　新製品を梱こん包ぽうしてあるのか、あるいは不良在庫なのか、積み上げられたダンボールを避け、指定されたスタッフルームの扉を叩たたく。馴な染じみの店の裏側ってなんだか妙みような感じだった。

「トーガかぁ……話聞いてるぜぇ入れよぉー……」

　なんだか安あ曇ずみ野のみたいな、覇は気きのない喋しやべり方で返答された。

　言われた通り中に入ると、やたらとごちゃごちゃしていた。まあ店の裏側なんてこんなものかもしれない。大して広くもない部屋は、スタッフの休憩用としても用いているのか、隅すみにロッカーや小型冷蔵庫がある。パイプ椅い子すに座るアレンさんはパソコンと向き合っており、そのパソコンにはなにやら色々なコードで接続されたイレイザーがあった。

「修理中なんすか、それ？」

「おうよぉ、こいつもちょっと派手にやられてな。あー、くそ、ねみぃー！　女の子のぬくもり感じつつベッドで寝てぇー！」

　寝てないらしかった。振り向いたアレンさんは、美形なのに顔にクマとかできてる。

「修理の予約が溜まってろくに寝てねーよ。普通の壊こわれ方ならともかく、フレームまで損そん傷しようしちまうとな……それもこれも、全部、あのゴーストのせいだよくっそー……」

「それ、《マルドゥク》にやられたんすか？」

　そぉだよ、とアレンさんが力なく頷うなずいた。俺にはよくわからないが、片腕の取れたイレイザーはパソコンとコードでつながれている。パソコンのほうになにやら入力しながら、アレンさんが続ける。修理ってこうやってんのか。ハードのみならずソフト面でも優秀なんだな。

「なんでも聞けよ、《マルドゥク》についてなら答えられないことなんざ無いぜ？　なにしろあのビショップタイプ、この俺が作ったんだからよぉ」

「は？　マジで？」

　初耳である。

「あれ、リンドーの姐あね御ごから聞いてねーの？　いやさぁ、やっぱり紀き沙さ羅らちゃんにはイレイザーでのサポートも必要だろうってことで、レイラ博士に命令されて俺が作った最新型よ？　俺とリンドーの姐御が乗るためにさぁ。あれがあれば、こないだみたいにカイに絡からまれた時、挑戦されても紀沙羅ちゃんを戦わせる前に、俺なんかがまず《マルドゥク》で迎げい撃げきするって選択肢しがあるだろ？」

「……いや、わかるんだけど……つまりそれ、紀沙羅のために作った最新型が、あっさり奪うばわれて逆に利用されてるってことじゃねーのか」

　アレンさんの修理の手が止まった。どうやら図星らしい。

　危険なバトルで、紀沙羅の代わりに戦わせるイレイザーを開発した。理屈はわかるが、紀沙羅に執着するカイが易やす々やすと許してくれるか、という問題もある。しかもそれ以前に、紀沙羅のためのイレイザーで紀き沙さ羅らを狙ねらわれてちゃ本末転倒もいいとこなんじゃねーの。

「それを言うなよトーガ……さっきも電話で博士に死ぬほど叱しかられたんだからよぉ……」

「ああ……そりゃ、そうっすよね」

「輸送の手配したのも俺だからなぁ。取り返せなければ給料半分カット。紀沙羅ちゃんを危ない目にあわせたら即解ク雇ビだとさ。あくまで俺ぁ作っただけで、運んだのは俺じゃねーのによう……はぁああぁ」

　初めて見るなあ、こんなアレンさん。

　同型のイレイザーはホロスコープから発売されるわけで、アレンさんは開発者として商品を作った、ということか。社内での功績にもなるのだろうか？　そういったプラスが、《マルドゥク》を奪うばわれたことで帳消しになったってことなのかね。

「ちくしょう！　こっちが修理予約一杯で動けねーのを良いことに好き放題暴れやがって！　ああもう、思い出したら腹立ってきた！　トーガ！　《マルドゥク》のパイロット見つけたら徹底的にぶっ倒してやれよ！　必ず捕つかまえろ！」

「捕まえるのは俺じゃなくて竜りん胆どうさんだし……それに、まずはアクセス元を割り出すことも大事なんだろ。そっちの準備はできてんのかよ」

「俺を誰だと思ってやがるのよ。任せろ」

　一度イレイザーを奪われた人を当てにはできない──という思いが一いつ瞬しゆん口に出かかったが、あわてて自制した。これでもイレイザーの専門家、《リュストゥング》を使ってた頃から散々世話になっているのである。落ち込んでるとこに追い打ちしてどうする。

「そっち方面に詳くわしいスタッフも連れてるし、俺だって一応は科学者のはしくれだ。不正アクセスなんざどうとでもしてやるよ。ただ、相手がどういうマシン使ってるかわかんねぇとか、不確定要素が多過ぎる。もう少し準備させろ」

「ああ……こっちも、少し準備、要いるみたいですからね」

　特に《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》。互いの新しいイレイザーに慣れるには、時間がかかるだろう。俺も今日は、紀沙羅とともに《ユーディット》の操そう縦じゆうを覚えないといけないしな。

「で？　話戻すが、なにを聞きたいんだよ」

「ああ、じゃ、簡単に言います。《マルドゥク》の弱点教えてください」

「ねえよ、んなもん」

　即答だった。

　せめてこっちに顔向けて話してくれよ色ボケ金髪。

「いや……ねえよ、って。あるっしょなんか」

「あるわきゃねーだろ。誰が作ったと思ってんだ。俺！　俺のパーフェクトな理論の下もとに作ったハイスペックなイレイザーだぜ!?　弱点なんざあるわけねーだろ！」

「ないじゃ困るんだよこのジゴロ金髪！　弱点のない機体とかどんだけ強キャラだよ！　ゲームバランスって言葉知ってるか、なあ！」

　科学者としての性さがなのか。

　あるいは、強さってのに憧あこがれるアレンさんなりの男性心理か。完かん璧ぺきなものを作ろうとするのはいいし、プロトタイプ、自分専用機でそれを為なすというなら、まあ考え方としては間違っていないのかもしれない。

　それを逆さか手てに取られなきゃ俺だって共感したかもしれないがな！

「発売できんのかよ、そんな激強イレイザー」

「あ、それノープロブレム。《ユニバース》のほうはいくつか機能を省略オミツトしてっからよ。最強なのは《マルドゥク》のみな！　俺が乗るから当然だろ！」

「いや、今はマジでアンタの成果を誇ってる場合じゃねーから！　どっか弱いとこくらいあるんだろ！」

「いやいや、《マルドゥク》はマジで完璧なんだよ！　ビショップタイプによる本体と装そう甲こうの分離、同時攻こう撃げき！　合体時は高機動力と、ウィングシールドによる防ぼう御ぎよ！　ワイヤークローによる牽けん制せいや撹かく乱らん！　トリッキーな動きはなかなか見み破やぶれるもんじゃないし、装備が分離したらドラゴン型イレイザー《ムシュフシュ》にもなるんだぜぇ？」

「アンタもそれでやられてんだろ！」

「ぐ……まあ確かに、キリヤには申し訳ないことしたがよ……」

　桐きり也やこそ良い迷惑だな。アレンさんの開発したイレイザーでぼこぼこにされてんだから。

　よくよくアレンさんのデスクを見れば、隅すみのほうに並べられたイレイザー収納ケースの一つが、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》のそれだった。市販の流用なのでもしかしたら違うのかもしれないが、あの中には、《マルドゥク》にやられた濃緑の重装甲が入っているのか。

　桐也のリベンジも込みで、幽ゆう霊れいをぶん殴なぐってやらないとな。

「ビショップ型は、分離したら素そ体たいが無防備になるだろ。装甲、兵器が激げき減げんした素体側を狙ねらうのがセオリーだ。《マルドゥク》もそうじゃねえのかよ、アレンさん」

　ビショップフレームの特殊能力、『フィアンケット』。

　専用の装備を一式身につけることで、人型イレイザーとは別のイレイザーを作り出すことができる。《マルドゥク》はドラゴン型のようだが、ライオン型や戦闘機型など様々なバリエーションが存在する。玩がん具ぐにつく変形合体の能力。まあ、基本っちゃ基本か。

　江こう南なんホビーというメーカーのパーツは特にできが良く、合体のギミック目当てで子供が親にねだる光景が専門店でも時たま見られた。デザインも子供受けしそうなんだよな。俺も子供の頃に見た、ロボットアニメを思い出す。

「ま……確かに素体は狙い目だぁな」

「あの三人なら狙えるって」

　俺を除外した三人娘。この専門店でもっともできる連中だからな。

「……ま、いくら《マルドゥク》がつえーったって、所しよ詮せんゲームシステムからは逃げられねぇ。トーガの言う通り、分離状態なら、素そ体たいの防ぼう御ぎよ力は紙同然だ。素体状態でも二に丁ちよう拳けん銃じゆうの銃ガ撃ン格カ闘タができるようにしてあるが、噂うわさのゴーストはデュアルプロダクト製のビームハルバードを使ってる。素体状態にロングレンジ、ミドルレンジの攻撃でも叩たたき込めればなんとかなるだろうな」

「だろ？」

「だけどよ、トーガ。俺の見たところだが……」

　アレンさんがパイプ椅い子すに腰かけたまま、背をのけぞらせて俺のほうを見上げてきた。丁ちよう度どさかさまになった形である。パイプの椅子が軋きしんだ音を立てる。

　ふざけた体勢だが、目は笑っていない。

「《マルドゥク》のパイロット共は、紀き沙さ羅らちゃんと同じか、それ以上の腕前、持ってるぜ？」

「やめろよ。そういう、脅おどすこと言うの」

　少し、血の気が引く。

　この人が茶ちや化かさず、真ま面じ目めな顔で言ったのだ。

　開発者にこうまで言わせるなら、そのパイロット、《マルドゥク》のスペックをかなり引き出してると見て間違いないのだろう。

「さっきは最強だなんて嘯うそぶいたが……《マルドゥク》の弱みはまだある。攻こう撃げきはトリッキーなもんが多いが、出力は大したこたぁねぇ。実際、重じゆう装そう甲こうの《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》なら、割と一方的な展開でもタイムアップまで持ち込めた。耐たい久きゆうゲージはギリギリ残ってたんだよ」

「でも、機体はぶっ壊こわされてんだろ？」

「そうだ。だから気を抜くなよ。攻撃力不足、相手は別の方法で補ってくんぜ」

　ゲーム内の勝ち負けを示す耐久ゲージと、イレイザーそれ自体の損そん傷しようはまた別で考えるべきなのだ。

　結果的には、《マルドゥク》の操そう縦じゆう者たちの考えは、カイのそれと似ている。《讐しゆう劇げき機き関かん》は不正強化された結果、物理的にイレイザーを破は壊かいする攻撃力を得た。《マルドゥク》にはそういったレギュレーション違反はないのかもしれないが、ゲームにとどまらぬ破壊を狙ねらうという点では一いつ緒しよだ。

　やっぱり、姿を見せない敵は『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の手て勢ぜいなのか。

「……ま、いいよ。そのあたりもきっちり、抜けなく紀沙羅に伝えとくから」

「怖こわくねーのかよ」

　俺は手をひらひらと振って、アレンさんに対する回答とした。

　怖い？

　俺が怖がってどうする。負けたってなんのペナルティもない俺が。それは紀沙羅の役目なのだ。俺がちゃんと護ご衛えいをできれば、紀沙羅の恐怖を少しは和やわらげることができるはずだった。

「……おっけ。わかったっすよアレンさん。店のほうの準備、ちゃんとしといてくださいよ」

「俺を誰だと思ってんだよトーガ。リベンジは果たす……誰が《マルドゥク》奪うばったか、突きとめることでなぁ」

　意外とプライドの高いらしいアレンさんは、作業を再開しながらそう言った。この人も存ぞん外がい子供っぽいところがあるが、俺なんかはもっともっとガキであるのでなんとも言えない。

　じゃ、アレンさんのためにも、俺は俺の仕事をしますかね。




　作戦決行の日は、すぐに来た。

　紀き沙さ羅らや陵みささぎ、安あ曇ずみ野のに《マルドゥク》の弱点を伝え、あとはひたすら《ユーディット》を乗りこなすことに集中した。だが、やはり俺と紀沙羅では力量差が歴れき然ぜん。ましてや、《ユーディット》最大の特徴である八枚のブレード同時制せい御ぎよなどできるはずもなく、俺の腕では、きちんと運用できるのは二枚までだった。

　一方、三日で紀沙羅は《ユーディット》の操そう縦じゆうを完かん璧ぺきにものにしていた。

　俺の出る幕まく、ねーじゃん。

　紀沙羅と出会ってからもう何度目かわからない、自分の無能ぶりを自覚する機会だった。まあ、もう慣れた。紀沙羅が規格外なのは今に始まったことじゃねーし。

「こっちの筺きよう体たいは久しぶりだな」

　そんなわけで。

　この三日間も、結局は練習用筺体ばかりだったので、なんだか久しぶりに乗る《デュアル・イレイザー》の筺体は、やっぱりシートの作りからして練習用とは違うわけで、良い気分になってしまった。ほぼ全周を覆おおうモニタと、前部座席に座るサイドテールの後頭部もちょっとなつかしい。

　カイと戦った時のことを、ちょっと思い出す。

「東とう城じようさん。腕に不安があるなら無理に操作しなくてもいいのです。乗っているだけで」

「……一応、出来る限りのことはやるさ」

　不ふ貞て腐くされたような声が出てしまった。しかし前席の紀沙羅はくすりと笑うのみ。拗すねたと受け取られたわけではないようだが、なにがおかしいのか。

　乗っているだけで、という紀沙羅の言い方が、乗っていてほしいという風に聞こえたのは、はたして俺の自うぬ惚ぼれだろうか。

「それで……どこまで話してるんだよ、紀沙羅」

「はい？」

　出撃準備を行っている紀沙羅に、俺は問いかけてみた。

「陵、あと、安曇野に。お前のトラウマのことは言ってないんだろ？　それなのに協力させんのかよ」

「はい。いずれ《マルドゥク》を誘おびき寄せるのに、対戦相手は必要なのです。模も擬ぎ戦せんの相手としては不足はなく、いざ幽ゆう霊れいが現れた時には頼もしい味方となる。状況判断も的確で、互いの癖くせもわかっているから連れん携けいも取りやすい。それに……もしなにかの間違いでお二人に私のことが知られても、きっとお二人は気づかなかったフリをしてくれると思うのです」

　希望的観測が混ざっている気がした。

　だがまあ、それを差し引いても、以前は知られるリスクすら避けたがる紀き沙さ羅らだったからな。幽霊イレイザーの退治に協力させただけで、紀沙羅の秘密が知られることはほとんどないだろうが、以前の紀沙羅ならそれも極端に拒否していたはずだ。

「本音を言えよ。俺や陵みささぎに頼りたかったって」

「東とう城じようさんのほうはさっき気遣づかってあげたではないですか。本日のデレは終わりなのです。これ以上のデレは有料なのですよ」

「それデレじゃねーし。お前金持ちだろ金取るな」

「明日のデレに乞こうご期待、なのです」

　陵からツンデレを学んだはいいが、どうやらその方向性は激しく間違っているようだった。

　というか、紀沙羅はツンデレじゃないしなきっと。そのキャラはあのピーキーなお団だん子ご娘に任せておけばいい。俺の連想につながるかのように、モニタの一部にウィンドウが展開、対戦相手側の筺きよう体たいにいるはずの陵岬みさきの顔が映った。

『ちょっと、準備できてるの!?　そろそろ時間よ！』

「そういや、カメラチャット実装されたんだっけか、いよう陵」

　アニメとかでみる、僚りよう機きとの会話が再現されているようで、ついついテンションが上がる。ボイスのみか、顔を映し出すかは相手側で選択できるのだったか。

　カメラ位置の関係上、後部席の安あ曇ずみ野のの顔は見えづらい。こちら側も、映っているのは紀沙羅の顔ばかりだろう。

『暑苦しい顔を見なくてすむから良いわね！　で？　準備できてんのそっちは？』

「問題ありません陵さん。こちらはいつでも」

『ふっ……いい度胸ね紀沙羅！　自分のイレイザーで沈められてしまいなさい！』

　こいつは負けフラグを立てないとなにもできないのか？　つーか当初の目的見失ってねーか。

　画面が互いのイレイザーを認識、準備時間も終了として、互いのバトルが始まった。射しや出しゆつ用カタパルト内の光景が映る。《薄うす花はな桜ざくら》のコクピットよりもわずかにモニタ画質が向上しているように感じるのは、頭部搭とう載さいのメインカメラの性能差か。

　操そう縦じゆう系、攻こう撃げき系は全て紀沙羅側が操作。俺が操作するのは自律攻撃ブレード《サロメ》の、八枚のうちの二枚だけ。俺の実力ではこの程度が精一杯である。

「発進します」

　レバーを倒して、紀沙羅の宣言とともに《ユーディット》が射出される。

　広がる蒼そう空くうの映像。カタパルト射しや出しゆつ後、《ユーディット》はその飛行を維い持じし続ける。姿勢維持のためにブレードを展開、背部にある接続部に連ねて重ね、あたかも天使の翼つばさのようにブレードを配置する。

　飛び続けるのが《ユーディット》のみならず、飛行特化のクイーンフレームの意義だ。

　ステージは、巨大な艦かん船せんの上だった。イレイザー用戦艦の設定だろうか。本来は巨大なイレイザーが、艦船の上では普通の人間と変わらない大きさに見えてしまう。もちろん艦船がでか過ぎるせいなのだが。つーか船がでか過ぎてフィールド内に表示されてる部分が艦かん橋きようと甲かん板ぱんの一部のみだし。

「ステージ《母艦イナシャウガ・甲板部》ですね。私もここで戦うのは初めてです」

「あ、これ、最近実装されたステージ？」

「はい。先週、カメラチャット機能とともにいくつか新ステージも追加されましたから」

「ぱっと見は戦いやすそうだけどな……」

　見通しは悪くない。甲板を見下ろせる位置で《ユーディット》は停止。広い甲板上に立つ《薄うす花はな桜ざくら》を確認することができた。甲板上ならば障害物は比較的少ないため、殴なぐり合いに適しているだろう。一方で、高くそびえる艦橋近くは高低差が激しく、ところどころで障害となりそうな設備が見える。二面性を持ったステージだと言えそうだった。

『紀き沙さ羅ら、聞こえるっ!?』

　ウィンドウに表示される陵みささぎが声をくれた。一方、安あ曇ずみ野のは黙ったままだ。姿は見えないがまさか寝てたりはしないだろうな。

「はい陵さん。こちらはいつでも行けますよ」

『オッケー……そんじゃあ』

　甲板に立つ《薄うす花はな桜ざくら》が、その膝しつ部ぶの柄つかを引き抜き、ビームナイフを展開する。一本はアサルトライフルに接続。もう一本は逆さか手てに持ってみせた。同じ機体でも、やはり紀沙羅の操そう縦じゆうとまったく動きが違う。
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『模も擬ぎ戦始めましょうか、紀沙羅ッ！』

　言うが早いが、ライフルの銃じゆう弾だんが撃うち出された。

《ユーディット》も動く。甲板上を大きく旋せん回かいし、翼をかすめる弾丸を意にも介かいさず、バトルフィールドの天空を大きく旋せん回かいする。銃撃戦を行う陵は初めて目にするものだったが、さすがにその狙ねらいは正確であった。

『《ユーディット》で撃お墜とせないのは辛つらいところだけど仕方がないわ！　その機体に一番ふさわしいのはアタシだもの！　自分の《薄うす花はな桜ざくら》で敗北しなさい紀沙羅！』

「おい陵ぃっ！　これは模擬戦だぞわかってんのかよ！」

　どう見てもガチで潰つぶしにきていた。

　こっちは紀沙羅の事情がある。協力する予定の陵相手にも負けられないのだ。だが俺の心配などよそに、《ユーディット》は更さらに加速を増し、襲おそってくる銃じゆう弾だんを翻ほん弄ろうする。陵みささぎの、くるくると踊るような華か麗れいな動作ではなく、戦闘機のような鋭さを伴ともなう動き。やがて。

《ユーディット》の軌き道どうを邪じや魔まするかのように、正面に艦かん橋きようが現れた。

「う……」

「東とう城じようさん、吐はかないでくださいね！」

　画面が、激しくブレる。

　艦橋を避けるための強引な方向転換。振動するコクピット内だが、ゲームとしての衝しよう撃げきよりも画面の揺ゆれのほうが圧倒的に激しい。視覚と体感のズレが脳内に情報の誤差を叩たたき込み、そのストレスが吐と瀉しや物ぶつという形で排出されそうになる。

　なんてぇ動きしやがるんだ。

　訓練中でも何度か見た挙きよ動どうだったが、三百六十度を覆おおう画面でそれをやられると酔い方がハンパない。前席の紀き沙さ羅らは平然とした顔。

「東城さん、このまま急降下します！　防ぼう御ぎよを！」

　艦橋を背に、《ユーディット》がその頭部を下へ向ける。

「く……了っ、解！」

　暴れまわる胃を根性で抑おさえつけながら、俺はコンソールとレバーを操作。

　陵がガチならこっちもガチだ。

　俺は《ユーディット》の翼つばさ、左右それぞれの先端にある二枚のブレードを選択したまま、小さく円を描くようにレバーを操作した。

　ブレードが撃うち出される。

　隼はやぶさのごとく、獲え物ものに向かって高度を落とす《ユーディット》。アサルトライフルの銃じゆう弾だんは、しかし《ユーディット》の前に展開され、幅広の刀身部を空中で回転させる二枚の自律ブレードに阻はばまれた。俺があらかじめ動きを設定した二枚のブレードが、攻こう撃げきを防いだのだ。

　そのまま、《ユーディット》が甲かん板ぱんに到達する。速度を落とすことなく、紀き沙さ羅らは別のブレードを展開。両腕に接続した。

『来るならー……来ぉいー……ッ！』

「それでは遠慮なく！」

　今まで黙っていた安あ曇ずみ野のが声を上げる。答えるように《ユーディット》が《薄うす花はな桜ざくら》へと襲おそいかかった。

　両側から交差させるブレードと、それを受け止める銃剣とビームナイフ。《薄うす花はな桜ざくら》は左右から挟はさむブレードを、両手の武装でそれぞれ処理してみせた。こちらもこちらで、紀沙羅の《薄うす花はな桜ざくら》とは動きが違う。

　俺はといえば、シールドとして放ったブレードの後処理をようやく終えたところである。

《ユーディット》の自律機動ブレード《サロメ》は、射しや出しゆつ前にその動作のパターンを指示し、放つことで独自の挙きよ動どうを得る。要は命令をあらかじめ書き込まねばならないのだ。そして指定の動作を終えると、当初の位置へと戻る。《ユーディット》の操作をしていて初めてわかったことだ。

　こんな複雑な兵器を、八本同時に、流れるように扱あつかえる安曇野はどうかしている。

「お、お前ら、マジでバトルやんなよ！　わかってんのか、これは幽ゆう霊れい誘おびき寄せるための作戦だぞ！」

『知ってるわよそんなこと！　だから小こ手て調べ程度にしたんじゃない。ねー紀沙羅ー？』

「ねー？」

　声をあわせ、一いつ緒しよに微笑ほほえむ紀沙羅と陵みささぎ。ちくしょう、ますます息があってやがる。

　しかし俺は見み逃のがさなかった。陵の目は微妙に笑っていない。牽けん制せい程度で済ませたというその言葉に噓うそはないのだろうが、かといって無傷で済ませる気もなかったのだろう。

　紀沙羅には準備運動でも、陵は初めっから全力だったということかね。小手調べにも全力というのがいかにも陵らしい。

『じゃ！　続けるわよ、っと！』

《薄うす花はな桜ざくら》が、ブースターを点火する。しかし左側だけの点火によって、《薄うす花はな桜ざくら》は不ふ揃ぞろいに加速、その場で一回転をしてみせた。どうやら陵はくるくると回る動作がお好みらしい。

　その急な回転により、《ユーディット》のブレードが弾はじかれてしまう。

『もう手て加か減げんなんかしないわよ！　あずな、本気出してみなさい！』

『うぇぇー……さっきから本気なんだけどぉー……』

　やはり小こ手て調べ程度ではなかったらしい。本気だったのはウチのお姫様も同様だけどな！

　背を見せて、《薄うす花はな桜ざくら》が撤てつ退たいの構え。ブースターによって加速した《薄うす花はな桜ざくら》が《ユーディット》から距離を取るつもりだが、そうは上う手まくいかない。紀き沙さ羅らがまたレバーを引き倒すのが見えた。

　嫌いやな予感がする。

「紀沙羅、ちょっと……ぬぉっ！」

　甲かん板ぱん上を滑すべるように、ウチのお姫様も《ユーディット》を加速させた。

《薄うす花はな桜ざくら》は後ろを確認もせずにアサルトライフルでこちらを狙ねらってくる。セミオートの断続的な射しや撃げき音が響くが、その狙いはわずかに甘い。しかもこちらは速度に勝るクイーンフレーム。《ユーディット》が更さらにその速度を増し。

　またも強引に左に避けた。

「くそ、またっ、かよ！」

　こみ上げてくる酸味は根性で抑おさえ込む。

　が、紀沙羅は後ろの俺に容よう赦しやなどしてくれなかった。甲板すれすれを飛ぶジグザグ飛行でもって、《薄うす花はな桜ざくら》の銃じゆう口こうの狙いをそらし続け、銃弾だんを避けていく。一発くらいは偶然で当たりそうなものだが、それもない。

　相変わらず天才的な腕前だ。中にいる人間の苦労を考慮しなければだが。

『来なさい紀沙羅！　アタシだってねぇ、プライドってもんがあるのよ！』

　むしろお前はそれしかねーよ。

《薄うす花はな桜ざくら》が反転する。体を入れ替え、その機体にかかった加速を逆方向のブースター噴ふん射しやで相そう殺さい。急制動でもって、突とつ撃げきする《ユーディット》を迎えうつ。大きく振りかぶった銃剣は、どこかで見たような気もして。

　カウンターだ。

　わずかなリーチの差でもって、銃剣の先端を《ユーディット》に叩たたき込むつもりだ。それは、紀沙羅がいつか、陵みささぎに使った戦法でもある。

《ユーディット》が制動をかけるが、真しん紅くの機体が減速するのにあわせて、《薄うす花はな桜ざくら》も踏み込んだ。カウンターをかける適性な距離まで自みずから移動するつもりか。俺が慌あわててブレードの射しや出しゆつ操作を行うが、ブーストをかける《薄うす花はな桜ざくら》のほうが圧倒的に速い。

「ッ！」

　だが。

　かつての自分の技を浴びるかと思われた瞬しゆん間かん、紀沙羅の肩が震ふるえた。

「陵さん後ろを────！」

『はっ……？』

　カメラの中の陵みささぎが、振り向いた直後。

《薄うす花はな桜ざくら》が、真横に吹き飛ばされた。加速し安定を失っていた機体は、強力な一いち撃げきでそのバランスを崩くずしたのだ。甲かん板ぱん上を端はしまで飛んでいき、そこから落ちる。まさか海に落ちたのだろうか。ぶつりと回線が途切れ、陵のウィンドウが消失したが。

　正直、そちらに構っている暇ひまはなかった。

「東とう城じようさん！」

「わかってる！　撃うち出すぞ！」

《薄うす花はな桜ざくら》の心配をしている暇はなかった。

　ほとんど反射的な動作で、俺はブレードを射しや出しゆつする。紀き沙さ羅らも同様に、残りの六枚を順次射出。連続的に放たれたブレードは、《ユーディット》の正面──背後からの一撃で《薄うす花はな桜ざくら》を横に薙ないだ、紫の機体へと飛来する。

「出やがったな、幽ゆう霊れいイレイザーさんよォ！」

　コウモリの翼つばさを見せつける、《マルドゥク》の姿がそこにあった。

　ブレードが激突する。しかしその瞬しゆん間かん、長柄槍斧ハルバードを振りかざして幽霊が動いた。肩から伸びる一いつ対ついのレーザーキャノンで二枚、ビームハルバードに横薙ぎで二枚、こちらに踏み込むことで残り二枚をかわし、胴体部、脇わき腹ばらを狙ねらうあと二枚は。

　機体自体を背中のウィングで覆おおってしまうことで、ガードしてみせた。

「なっ……」

《ユーディット》の攻撃手段、八枚の《サロメ》が全て処理された。

　こちらが減速していた状態だったのも裏うら目めに出た。クイーンフレームの能力『プリマ・メイト』は、速度が低い状態だと攻撃力が落ちるのだ。そのせいで、前面装そう甲こうと化したコウモリのような翼つばさのガードを破やぶることができなかったのだろうが。

　それにしても、兵器系の同時制せい御ぎよ、いくつやってるんだ。《サロメ》の八枚同時処理と同じレベルじゃないのか。

「幽霊……ってか、悪あく魔まか」

　マントのように前面を覆おおっていたウィングが、再び広がった。両腕は禍まが々まがしい鉤かぎ爪づめとなっており、そのクローで器用にビームハルバードを握っている。生物的な曲線をかなり残すシルエットは、ビショップフレームのパーツに多い特徴だ。頭部のデザインにも角つののようなものが生えている気がした。

　ウィングの基部から伸びるビームキャノンが、一番メカっぽいだろうか。武装の数もそうだが、全体的に不ぶ気き味みな印象が滲にじんでいる。こちらが幽霊だという先入観を持っているせいか。それとも製作者の独特のセンスが理由なのか。《ユニバース》よりも、悪魔を思わせる意い匠しようが増えている気がした。

『よくも……やってくれたわねぇぇぇえッ！』

　通信に復帰してくる聞きなれた甲かん高だかい音が、誰のものかなんてすぐわかる。

　ボイスチャットのみで通信に割り込んでくると同時、陵みささぎは《薄うす花はな桜ざくら》でもって再び甲かん板ぱん上に出現した。水中におちてダメージを負ったかと思ったが、そうでもないらしい。甲板の縁へりにでもギリギリ摑つかまることができたのだろうか。そのくらいの芸当、陵と安あ曇ずみ野のなら当然のようにできるはずだしな。

『アンタが噂うわさの幽ゆう霊れいイレイザー！　不意打ちとは良い度胸ね殺してあげるわ！』

「幽霊だとすれば、すでに死んでいるのでは……」

　紀き沙さ羅らのツッコミは明らかに方向性がおかしい。これだから箱入りは！

　銃じゆう剣けん突とつ撃げきを敢かん行こうする《薄うす花はな桜ざくら》に対し、《マルドゥク》はゆっくりとその頭部を《薄うす花はな桜ざくら》へと向けた。やっぱりコイツ、狙ねらいは《薄うす花はな桜ざくら》のほうかよ。なら、紀沙羅に危害を加えようとする『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』で間違いないのか。

『…………あ……が……』

「ッ!?」

　幾分、ノイズ混じりではあったものの。

　通信に、明らかに異質な声が混ざり込んできた。なんだこれ、クラッキングで回線にまで声を割り込ませてきやがったのか？　幽霊イレイザーの噂の中に、そんな話はなかったと思うが。

「《薄うす花はな桜ざくら》がいるから……」

　紀沙羅が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。俺に喋しやべるというよりは、自分を納得させるかのように。

「《薄うす花はな桜ざくら》の姿は知っているとすれば……今度行うのは、その操そう縦じゆう者の確認のはずなのです……！」

『あ、あのゥ……』

　声が響く。ノイズ混じりのその声は、機械的な甲高さを伴ともなっていた。音が割れて聞き取りづらい。なんだこりゃ、ボイスチェンジャーでも使ってんのか。《マルドゥク》は、ゆっくりとビームハルバードを《薄うす花はな桜ざくら》のほうに向けて。

『そちらがァ……《薄うす花はな桜ざくら》さんですよねェ。なら乗っているのは、如月きさらぎ紀沙羅さん、ですよねェ？』

「まずはテメェが名乗りやがれ！　イレイザーブチ壊こわして回ってるクズ野郎が！」

『ひィィッ!?　ごめ、ごめんなさいごめんなさいィ！　私ィ、私は、エフェメラと申しますゥ！　ごめんなさい許してくださいィッ！』

　エフェメラ。到とう底てい本名ではないだろう。

　意味のわからないカタカナの羅ら列れつだったが、それが《マルドゥク》のパイロットであることは間違いないようだった。いや、でも、聞こえてくる声から察するとすれば。

「まさか……一人だけかよ!?」

『ひゥゥッ!?　ごめんなさい怒らないで殴なぐらないでェ！』

　音割れした甲かん高だかい声から聞こえるのは、悪あく魔まの機体にはとても相応ふさわしくない臆おく病びようさを呈ていしている。そこに、先ほど《薄うす花はな桜ざくら》を一いつ瞬しゆんで襲しゆう撃げきし、《ユーディット》のブレードを全て弾はじいてみせた強さはどこにもない。

　二人乗りゲームを、一人で操縦する奴やつがまだいた。それとも『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』はそういう人材の宝庫なのか？

「エフェメラ。英語でカゲロウの事なのです」

　静かに、紀き沙さ羅らが補足してくれる。カゲロウというと、成虫になったら数日しか生きられない、儚はかない虫のことか。明らかな偽ぎ名めいじゃねーか。

『こ、今度はこっちの番ですよォ！　如月きさらぎ紀沙羅さんだったら返事してくださいィ！』

　俺はレバーを操作する。選択した二枚のブレードで、《マルドゥク》を直接攻撃する軌き道どうと、回避した先で命中するだろう軌道を指示する。当然の処置だ。

　陵みささぎは、紀沙羅が命を狙ねらわれているなんて知らない。いや、紀沙羅を殺すと叫んだカイや『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーは以前見たはずだが、その理由までは知らないだろうし、ましてやこのパイロット、エフェメラがそのカルト宗教のメンバーの一人だなんて知るはずもないのだ。

　だからきっと否定する。

　パイロットが入れ替わっているとわかれば、《マルドゥク》の矛ほこ先さきはこちらに向くはずだった。紀沙羅も同じ考えだったのか、わずかに振り向いて目線で合図。頷うなずき返すと、満足げに紀沙羅も自分のブレードに命令を送信する。無言の意志疎そ通つうは、しかし。

『────そうよ』

　陵の、斬ざん撃げきのような返答で、意味を為なさなくなった。

『アタシが、如月紀沙羅よッ！』

「なっ、おい……ッ！」

　なにを言い出すのかと思った瞬間、《薄うす花はな桜ざくら》からの通信が一方的に切断された。

『フ、フフ……やァッと見つけたァ……如月紀沙羅サン、《薄うす花はな桜ざくら》ァアァ！』

　不ぶ気き味みに豹ひよう変へんした電子音は、スピーカーを通して拡散する。いきなりの甲かん高だかい声は、音が割れ過ぎて痛々しい。

　同時に、《マルドゥク》が《薄うす花はな桜ざくら》へと突進する。そのビームハルバードを振り上げて更さらなる一撃を狙うつもりだろう。先ほどの不意打ちのせいでダメージを食らっている《薄うす花はな桜ざくら》だったが、まだ足りないのか。

　中にいる紀沙羅の命を奪うばうまで──いや、今は陵なんだが。

「あのバカ、どういうつもりなんだよッ！」

　とにかくも、《マルドゥク》に好き放題させるわけにはいかない。《ユーディット》を加速させると同時、紀沙羅はブレードを射しや出しゆつした。タイミングを合わせて俺も同様の操作を行ってみせる。このあたり、かなり息が合ってきたという自負があった。

『邪じや魔まァ、しないでくださいィィ！』

　怯おびえたようにも、昂こう揚ようしたようにも聞こえる声が不快だった。

　八方向、連続的に《マルドゥク》を狙ねらうブレードだったが、またも阻はばまれた。今度は《マルドゥク》じゃない。巨大な翼つばさの影だ。俺達から《マルドゥク》を守るように現れたのは、先ほどまで《マルドゥク》自身と一体だったもの。後ろ肢あしにあたる鉤かぎ爪づめでもって、自分に命中するブレードだけ叩たたき落としたのだ。

「分離型イレイザー……！」

　前肢が翼となっている、ドラゴンの形のイレイザーだった。

　機械的にデフォルメされた頭部が《ユーディット》を見る。その翼の向こうでは、軽量化され、かなり簡素になった《マルドゥク》が、《薄うす花はな桜ざくら》と互いの刃を重ね合わせていた。二対一のはずが、一いつ瞬しゆんで二対二に変わる。

《マルドゥク》が分離したに過ぎないとはいえ、同時に二体のイレイザーを操あやつってやがるのかよ。たった一人で！

「ふざけんな、どういう腕前だ……！」

『逃げないでくださいねェ。やァッ……とォ、見つけたんですからァ！』

　エフェメラは聞いていない。もう《薄うす花はな桜ざくら》にしか興味がないといった様よう子すだ。

　エフェメラの本来のターゲットは《ユーディット》に乗っているというのに、それを知らずに陵みささぎを狙う。陵も陵である。どうして紀き沙さ羅らを名乗る。そこまで、紀沙羅も竜りん胆どうさんもお前に話していないはずだろう。

　まさか、なにかに勘かんづいたのか。

「邪じや魔まなのです──そこを退どきなさい」

　目の前のドラゴンに紀沙羅が告つげる。一刻も早く友人の下もとへ駆かけつけたいのだとすぐにわかった。

　駆る機体が違っても、紀沙羅は紀沙羅だ。幽ゆう霊れいなど敵ではない。相手も規格外だが、それがどうした。

「叩たたき潰つぶしてやるぞ！」

「言われるまでもなく！」

　搭とう乗じよう者の声が聞こえない《薄うす花はな桜ざくら》。その位置は、まだ理り不ふ尽じんなまでに遠かった。

　試合終了まで、残り三分を切っていた。







第二章　嫌いなダブル・バインド？







　分離型イレイザー《ムシュフシュ》は、その翼つばさを広げて《ユーディット》の前に立つ。

　先ほどからこっちの攻こう撃げきを防ぐ翼が前まえ肢あしとなり、角つのの生えた頭部が生物的な動きでもって鎌かま首くびを持ち上げた。背中にはビームキャノン。《マルドゥク》と一体化していた際にビームハルバードを握っていた鉤かぎ爪づめは、今は足としてこのドラゴンを支えている。《マルドゥク》の悪あく魔ま的なシルエットを構築していた各部が、分離した上で再構築されたような形だった。

　翼が大きく、後ろ足が小さいせいで、シルエットは鷹たかのような猛もう禽きんにも思えたが。

　無言で主あるじを守る竜は、翼を広げて《ユーディット》を《マルドゥク》から阻はばむ。

「……邪じや魔まだッ！」

　俺は、ドラゴン型イレイザーを迂う回かいする軌き道どうでもってブレードを放つ。

　横から回ったブレードは、円を描く軌跡でもって《ムシュフシュ》の背後、《マルドゥク》へと届くはずだった。ドラゴン型イレイザーをいくら攻撃してもダメージが通らない以上、攻撃は《マルドゥク》に集中させるべきだ。

　そう思ったのだが。

《ムシュフシュ》が、背を低く沈しずめる。こちらの放ったブレードに構わず、《ユーディット》を狙うビームキャノンの砲ほう撃げき。

「くっ……」

　咄とつ嗟さの判断で紀き沙さ羅らがレバーを引き倒し、《ユーディット》が回避する。やはり、速度においてはまだこちらのクイーンフレームのほうに分ぶがあるようだった。

　メインカメラに映る、ドラゴンの奥、《薄うす花はな桜ざくら》と《マルドゥク》が見えた。装備の大半が分離した《マルドゥク》は随ずい分ぶんと軽装になってしまっているが、その分動きのキレが増しているようにも思う。

　パイルバンカーとビームハルバードで、互いに超近距離の接近戦を行っていた。間合いで有利なのは《マルドゥク》であるが、陵みささぎ操あやつる《薄うす花はな桜ざくら》は機動性を活いかして懐ふところに入り込もうとする。《マルドゥク》の後ろから、俺の撃うち出した二本のブレードが狙ねらう。

《マルドゥク》が、ビームハルバードを振るった。

　一本はそれで叩たたき落とされてしまう。もう一本は身をひねった《マルドゥク》には当たらず、そのまま《ユーディット》へと戻ってきた。

「くそ、当たらねぇ！」

「仕方ありません、少し本気を出すのです。私に全て任せてもらっても？」

　以前の紀き沙さ羅らであれば、こんな聞き方はしなかっただろう。

　緊急事態なのはわかっていた。エフェメラ、《マルドゥク》の操そう縦じゆう者は勘かん違いを続けたまま。陵みささぎを紀沙羅と思い続けている。手は抜くべきじゃない。

「任せる！　お前のほうが上う手まく扱あつかえるだろ！」

「ではブレードの制せい御ぎよをこちらに──はい、感謝するのです」

《ムシュフシュ》が嚙かみつくような動作を行った。首を伸ばしての一いち撃げきを、《ユーディット》は横に加速することで回避する。受け渡した操作系に手ごたえがあったのか、紀沙羅が笑った気がした。

「この機体、竜りゆうの首をも落とせるのだと証明するのです！」

　更さらに加速しながら、《ユーディット》は戻ってきた二本のブレードをスカート部に接続する。

《ユーディット》、そして《サロメ》。この赤い機体を象徴する二つの名前は、聖書に登場する女性の名前だと、確か安あ曇ずみ野のから聞いた。どちらも男の首を斬きり落とすのだとか。実に怖こわい話だが、女二人が操縦するこの機体には相応ふさわしい。

　男はいらねぇと、《ユーディット》自身が操縦者を選えり好みしているとしたら、それはそれでロマンのある話だが──ならば、この剣けん姫きのスペックなら、竜の首でも斬り落とせるか。

『ふ、うふふ！　なにをしても無駄ですよォ！　鉄てつ屑くずになってくださいィ！』

　気の狂ったエフェメラの声はまだ、《ユーディット》に届く。一方、陵、安曇野の声は聞こえないままだった。向こうが勝手に通信切っちまったからな。

《ユーディット》は、ドラゴンの放つビームキャノンを回避しながら更に速度を上げる。ドラゴンの横から甲かん板ぱんすれすれを高速移動。回り込むように《マルドゥク》のいる位置へと向かうが、当然そうはさせまいと、ドラゴンの側も《マルドゥク》と《ユーディット》の間に立ち、進路を遮さえぎる。

　振り払うのは無理だ。《ムシュフシュ》もそれなりの機動力を持っている。

「うるさい猛もう獣じゆうを調教するには……！」

　ユーディットが右手を伸ばした。そこに連結するのは一枚のブレード。だが、その後に次々と連なるようにブレードが並ぶ。八枚のブレードが一いつ瞬しゆんで並び、異様に細長い剣のような形状と化す。

　初めて見る《サロメ》の使い方。陵もこんな使い方はしていなかった。これは、剣と言うよりむしろ──。

「鞭むちが一番だと思うのです！」

　ブレードが閃ひらめいた。

　どういう軌き道どう設定を行ったのか。蛇じや腹ばら状につながったブレードは、《ユーディット》の右腕のスナップに合わせてしなり、空を裂さいてドラゴン型イレイザーを襲おそう。恐れたように《ムシュフシュ》がわずかに後退した。《デュアル・イレイザー》で鞭を使う奴やつなんざ初めてみた。

　攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも自在。どのように扱あつかうか、全てパイロット次第。

　操作の難易度は高いものの、その分強大なポテンシャルを秘めるのが自律機動ブレード《サロメ》である。紀き沙さ羅らはその可能性の一端を、鞭むちとして扱うことで示したのだ。

「しっ！」

　曲芸のような、挙きよ動どう。

　陵みささぎの《ユーディット》がダンスなら、こっちはサーカスか。

　鞭を甲かん板ぱんに叩たたきつけ、ドラゴンを牽けん制せいすると同時に、鞭を打つ勢いを利用してそのまま上空へと飛び上がる。すぐさま《ムシュフシュ》のほうも鎌かま首くびをもたげ、その後を追おうと狙ねらうのだが。

　上から振る鞭の斬ざん撃げきに、叩き落とされた。

『あうゥ……ッ!?』

　エフェメラが、獣けものにも似る声を上げた。いや、機械音声がそう感じさせるだけか？

　上空から、飛び上がって追撃しようとするドラゴンを抑おさえ込むのは、《ユーディット》の右腕から蛇へびのようにくねるブレードの流れ。腕だけでなく全身を用いて、紀沙羅はブレードを打ちつけていく。

「なんだこれ……どういう仕組みだよ」

「難しくありません。腕に近いほうのブレードから、前のブレードの軌き道どうをなぞるよう設定しました。設定さえすれば誰でもできるかと」

　むしろアイデア勝負の戦い方ですね、と紀沙羅は言った。

　確かに話を聞けば俺でもできそうだ。その状況で《ムシュフシュ》を抑え込んでいるのはもちろん紀沙羅の手腕だろうが。中距離を得意とする彼女ならば、上空から好き放題に攻撃を叩き込める。一枚一枚は全長の短いブレードを、連結することで中距離にも対応できるようにした。

　空中で、一回転をこなし、その遠心力でまた鞭を打ちつける。

《ムシュフシュ》が怯ひるんだのを見て取った瞬しゆん間かん、その隙すきに《ユーディット》が地に降り立った。丁ちよう度ど、ドラゴンの頭上を通過して、《マルドゥク》まで近づいたことになる。こうなれば、分離イレイザーなど相手取る必要はない。

「《薄うす花はな桜ざくら》から離れなさい！」

　紀沙羅の視線も、ドラゴンから《マルドゥク》へと向かう。そのまま直進し、速度を上げたまま、しなる鞭を叩き込むはずだった。ここまで加速すれば、あのドラゴンだって追いつけないだろうと言う紀沙羅の判断。

　だが。

「ッ!?」

　がぐん、と《ユーディット》の速度が落ちた。

「なにが……ッ!?」

　なにかに摑つかまれた、と判断した時には、既すでに持ち上げられている。

『ふ、ふふふふ！　そのまま止めておいてねェ！　《ムシュフシュ》！』

　背後を見る。体制を立て直していたドラゴンから、ワイヤーが射しや出しゆつされていた。あの目立つ鉤かぎ爪づめか。ワイヤーによって敵を摑んで動きを阻そ害がいする武装だったらしい。くそ！　その辺もっと説明しといてくれよアレンさん！

「脱出を試みます！」

　空中で《ユーディット》が加速するが、速度が思ったように乗らなかった。ワイヤーの力と引き合っているのは明白だ。甲板上を大きく旋せん回かいするようにしてワイヤークローを引き剝はがそうとするが、《ムシュフシュ》はみるみる高度を上げていく。《ユーディット》よりも高所にあるドラゴンの翼つばさは、奇き妙みような形の凧たこのようにも見えたが。

「くっ!?」

「おい、紀き沙さ羅ら、無茶むちやは……がッ!?」

　今度は、画面が揺ゆれた。

《ユーディット》が加速したのだ。何な故ぜ？　ワイヤーを振りほどいたのかとも思ったが、違う。むしろ《ムシュフシュ》の側が、あえてワイヤーによる拘こう束そくを緩ゆるめたのだ。そうすればどうなるか。脱出のために加速をし続けていた《ユーディット》は、いきなり速度を上げることになり。

「ッ！　艦かん橋きよう……ッ！」

　目の前には、巨大な戦艦の艦橋がある。急加速した《ユーディット》はぶつかるコースだろう。

「なめるな、なのです！」

　紀沙羅が、おそらく無意識だろうが、倒したレバーに合わせるよう体を右へ傾けた。直ちよく撃げきコースは避ける。そのまま大きく迂う回かいして、今度は迎撃に移ればいいと考えたのかもしれないが──。

　ここでまた、《ユーディット》の速度が落ちた。

「ぐ、ぅ、お!?」

　丁ちよう度ど艦橋を抜けた瞬しゆん間かんだ。そこでカーブするために速度を落とした、その瞬間を狙ねらわれた。

　ならば、どうなるか。

　ワイヤーは艦橋を支点として、先端の《ユーディット》が錘おもりとなる。艦橋に引っ掛かったワイヤーは、引かれる力のままに《ユーディット》も引きずっていく。

　艦橋を中心に、錘となった《ユーディット》は遠心力を得た。急な加速で制せい御ぎよを失う。いや、元々ワイヤーで絡からめ取られている以上、制御など不能だ。遠心力を得た《ユーディット》は、どうにもならない加速を得てしまったまま。

　そこで、クローが外はずされる。

「こんなッ……！」

　紀き沙さ羅らがどうにかしようとするが、画面に映る展開は彼女の操作よりも早い。

　なにもできぬまま、《ユーディット》は甲かん板ぱんに叩たたきつけられる。このまま墜つい落らくコースだ。いや、それならばまだいいのだが──。

「《薄うす花はな桜ざくら》……！」

　落下地点に、《薄うす花はな桜ざくら》までもがいた。《ユーディット》との激突コースだ。

「避けてッ！」

　紀沙羅が、通信途と絶ぜつとなっていることも忘れて叫ぶ。もちろん警けい告こくは届かない。

　轟ごう音おんが響く。半なかば演出かもしれないが、機体が軋きしむ嫌いやな音も混じっている気がした。イレイザー同士が正面衝しよう突とつしたのだから、損そん傷しようがあってもおかしくはないだろう。これがアレンさんの言っていたこと。イレイザーを直接ぶっ壊こわす、幽ゆう霊れいのやり方ってことかよ。

「ふざけやがって……あの野郎ッ！」

　甲板に叩きつけられた《ユーディット》がその姿勢を立て直そうとするが、それよりも早く。

　同様に甲板に四し肢しを投げ出していた《薄うす花はな桜ざくら》の腕をクローが摑つかむ。ワイヤーをたどっていけば、そこにはドラゴンと合体した《マルドゥク》がいた。再び悪あく魔まの姿を取り戻した紫し紺こんの機体が、そのまま《薄うす花はな桜ざくら》を引きずる。

　逃げようともがく《薄うす花はな桜ざくら》だったが、ワイヤーの力に負けていた。

「くっ……この……ッ！」

　立ち上がりながらブレード射しや出しゆつを狙ねらう紀沙羅だが、《マルドゥク》のほうが早い。

　ハルバードの間合いに入った《薄うす花はな桜ざくら》へ、その大おお斧おのを振るう。ワイヤーで絡からめ取られた《薄うす花はな桜ざくら》は、逃げることもできず、胸部にその一いち撃げきを受け止めるしかない。

　そう思ったのだが。

『あッ……!?』

　とどめの一撃というその瞬しゆん間かんで、《マルドゥク》の大斧が停止した。

「っ!?」

『ひィッ!?　な、鳴ッてる……ああゥ、鳴ッ、てる？　どうしよゥ……！』

　怯おびえている？　なにに？

　会った時から、どうもおかしな奴やつに見えた。話は通じねえしテンションの上下は激しい。その不安定ぶりを妙みように思っていたのだが、もしかしてそれは、ずっとなにかに怯えていたのが理由なのか。それなのに、こんな一瞬で《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》を圧倒しやがったのだ。怯えている奴が力を発揮するっていうのは。

　出会ったばかりの紀沙羅に似ている気もしたけれど。

『は、はうゥ……！』

　唐とう突とつだった。そう、《マルドゥク》が出現した時と同じように。

　悪あく魔まの映像がブレる。確かにそこにあると思っていたイレイザーは、その外装にノイズが混ざってしまったせいで、実体のない立体映像だったことをようやく実感した。このバトルドームでは虚きよと実じつが本当に曖あい昧まいになる。

　消えた。

　幽ゆう霊れいの仇あだ名なに相応ふさわしく、ノイズに紛まぎれるようにして、《マルドゥク》の姿がかき消えた。

『…………っく、こんな……！』

　モニタにフレームが展開して、陵みささぎの顔が映った。通信を復活させたらしい。つなげたのは陵ではなく、安あ曇ずみ野ののほうかもしれないと思った。陵は勝手に遮しや断だんしたしな。

　画面に映るのは、『ＹＯＵ　ＷＩＮ』の文字。誰に対しての勝利か。ゲージ差で言うならば《薄うす花はな桜ざくら》に勝っていただろうが、それだけだ。

　ゲージを削けずられることさえなかったが、事実上の敗北と言っていいだろう。紀き沙さ羅らにダメージがなさそうなのがなによりの救いだが──もし、エフェメラが誤解などしていなかったら、と思うとぞっとする。その時、紀沙羅が無事である保証はどこにもなかった。

『ふざけんなぁ……ッ！』

　唇くちびるを嚙かむ陵の目には、いつかのようなギラギラした光が灯っていた。

　負けず嫌いがゆえに、敵対する者全てに過剰な攻こう撃げき意識を向ける。紀沙羅とすれ違い続けていた、ついこの前までの陵の表情だった。




　完敗であった、と言っていいだろう。

　紀沙羅が無事だったのは僥ぎよう倖こうだ。不意打ち気ぎ味みだったとはいえ、《ユーディット》も圧倒されていた。如月きさらぎ紀沙羅は実力は高いが、突発的かつ想定外の出来事には極端に弱いのだ。それでも相手が普通の実力であればまだなんとかなったかもしれないが。

　エフェメラ。カゲロウを名乗るあの女は──口調からおそらく女だと思うのだが──アレンさんの言う通り、確かに紀沙羅に並ぶ実力者だった。

　もし狙ねらいが、《ユーディット》のほうに集中していたら？　エフェメラが紀沙羅と陵を取り違えるということがなかったら？　結果がどう転んでいたかわかったものではない。

「……ダメだったそうです」

　戦闘が終わった後。

　竜りん胆どうさんに状況を確認してきた紀沙羅が、ようやく現れた。俺や陵、安あ曇ずみ野のは、それぞれ飲み物片手に休憩スペースで彼女を待っていたのだ。目を伏ふせて首を振る紀沙羅は、いつも通りのようにも見える。

　むしろいつも通りではないのは、サイダー片手にあらぬ方向を睨にらむ陵のほうか。

「途中まで上う手まくいっていたそうですが、《マルドゥク》が途中で離脱してしまったため、クラッキング元を割り出すまではいかなかったとか。ネットワーク上の妨害もあったようですし」

「逃げたってわけじゃぁー……なさそうだねぇー……？」

　安あ曇ずみ野のの言葉はおそらく正しいだろう。というか途中まではエフェメラの側が圧倒的に有利だったのだ。逃走や敗走ではない。あまり考えたくはないが、こちらの逆探知に気づき、居場所がバレる前に逃げ出したという可能性だってある。

　そういう意味でも、俺たちはやはり敗北したのだ。

「問題は、この後どうするかなのですが……」

「決まってるじゃない、そんなの」

　口を開いたのは、やはりというか陵みささぎだった。

　負けず嫌いもここまで来ると呆あきれるべきか、感心するべきかわからない。ただ一つ言えるのは、陵岬みさきがこういう戦意満々の表情になっている場合、それはまず良い結果には結びつかないという点だ。

「リベンジするに決まってんでしょーが」

「……この状況で、ですか？」

　実に勇ましい陵の発言だが、紀き沙さ羅らの否定的なジト目は、テーブルの上に乗せられた二体の機体に向けられている。《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》だった。

　さっきまでは酷ひどい状態だった。フレームの一部がひしゃげた《ユーディット》もそうだし、《薄うす花はな桜ざくら》も一応は五体満足だが、フレームが歪ゆがんでいるのは《ユーディット》と同じ。外装も一部剝はがれている。最大の原因は、あのワイヤークローによって遠心力を付加された上での激突事故だろう。

　一応、安曇野が応急処置を施ほどこしてくれたため、二体ともなんとか見られるくらいになっているが、満身創そう痍いであることに変わりはない。損そん傷しようがひどいのは、どちらかといえば《マルドゥク》に集中攻こう撃げきされた《薄うす花はな桜ざくら》のほうだろう。

「一度、立て直すべきなのです」

「アタシだって、今すぐって言ってるわけじゃないわよ。修理は必要だしね。でも……あの、なんだっけ？　エフェメラ？　アイツは、紀沙羅とアタシを取り違えてる。アタシが《薄うす花はな桜ざくら》に乗れば、またきっと出てくるわ。狙ねらいは紀沙羅、アンタなんでしょ？」

　さすが、もう陵は気づいていたか。あれだけ執着されてしまえば。

　紀沙羅に狙われるような理由があるのだと、陵もわかっている。それがなにかまでは知らないのだろうが、こうなってしまえば同じことだ。

「だから、その囮おとりを、アタシがやるわ」

「どうしてわざわざ……」

「最初からそういう話だったでしょう？　アタシの腕があればエフェメラを抑おさえておけるわよ。そうすればアンタ、自由が利きくでしょう。あのふざけたカルト女をぶっ倒しなさいよ。隙すきをつくってあげる、って言ってるの」

　どういう根拠で、エフェメラを抑おさえておけるなんて言い出すのか。さっきまでボコボコにやられていたくせに。

　紀き沙さ羅らもそう思ったのだろう。話にならない、とばかりに頭を振る。

「《マルドゥク》を操そう縦じゆうしていたエフェメラは確かに一人でしょうが、だからといって仲間がいないとは限りません。成り代わるのは危険です」

「どう危険なのか言ってみなさいよ」

　逆さか手てにとった、陵みささぎの一ひと言ことだった。

　紀沙羅が狙ねらわれていることと、その事情を話せないことを知った上で、話せるものなら言ってみろと挑発してくる。二に律りつ背はい反はんの卑ひ怯きような攻せめ方ではあったが、紀沙羅が黙り込んでしまった以上、口くち喧げん嘩かは紀沙羅の負けだ。

「あまりいじめてやるなよ」

「男は黙ってろ」

　俺は横から口をはさんだが、迫力ある陵の視線に気け圧おされる。随ずい分ぶんと男女差別な物言いだったが、陵が言うと妙みような説得力がある気がする。が、もちろん黙れと言われて黙るほど、俺は殊しゆ勝しような人間ではなかった。

「勘かん違いしてるのはエフェメラだけだろう。一人じゃねーってのなら尚なお更さら、どっかでバレるかもしれないだろ？　向こうがどういう情報持ってるかわかったもんじゃない。すぐに勘違いだと気づくかもしれねーぞ？」

「そぉー……だよぉー……」

　安あ曇ずみ野のは、場の緊張感をとろかしていくような声を上げる。

「紀沙羅が心配なんだよねぇー……？　それはわかるけどぉー……入れ替わるってのはどうかなぁー……？」

　安曇野がわざわざ指摘するまでもなく、陵の意図は俺にもすぐに知れた。耳まで真っ赤な陵がなにより、それを正答だと教えてくれている。

「はぁ!?　誰が心配してるってのよこんな奴やつ！」

「そ、そうですよね、申し訳ないのですこんな奴で」

「あ、や、ちょ、今のはそういうことじゃなくて……！」

　目を伏ふせた紀沙羅に、一転して自分の言を翻ひるがえす陵。紀沙羅は悲しそうだが、それは果たして本心か。それとも陵をからかっているだけか。

　まあ陵が、紀沙羅を心配しているのは間違いないだろう。

　紀沙羅が狙われてるのは陵もわかっているのだから、戦いの真っ最中、自分が紀沙羅だと詐さ称しようする理由なんてそれしかないのだ。おまけに即座に通信を切りやがった。おそらくエフェメラに、紀沙羅が『自分が本物の紀沙羅だ』と主張しても取り合うな、とでも言ったのだろう。

　エフェメラは、紀沙羅の顔を知らない。声だけか。

　だったら、《薄うす花はな桜ざくら》に乗っているほうを本物だと思うはずだ。竜りん胆どうさんの画かく策さくした囮おとりの作戦に、陵みささぎは必要以上に乗っかった。こちらの意図をしっかり見み透すかした上で。

「ツンデレは要いらねーぞ、正直に言えよ」

「正直に言ってるわよ！　あのね、紀き沙さ羅らが心配だったんじゃないの！　紀沙羅を名乗れば、あの女はこっちを優先的に狙ねらうのわかりきってるじゃない！　真正面から迎え撃うってアタシが華か麗れいに勝利するつもりだったのよ！」

　それは噓うそではないだろうが、まったくの真実でもあるまい。

　ツンデレと天邪鬼あまのじやくは似ているようで異なるのだ。言う事を反転させるのではなく、他人に対するプラスの想いを極力隠かくし遠ざける。褒ほめられるのが苦にが手て、ということもあるかもしれなかった。

「どいつもこいつも勝手なことばかり言わないで！　別に良いわよアンタたちが協力しないって言うならアタシ一人でやってやるわ！」

　一人でイレイザーも操そう縦じゆうできないくせに。自や棄けになっているのが丸わかりである。

「それなら、陵さん」

「あによ！」

　こんな奴やつと言われたことから立ち直ったのか、ジト目少女が静かに言った。

「条件つきではどうでしょうか？」

「はあ？　条件？」

　いつもの陵の爆発が起きるかと思われたところで、紀沙羅が水を浴びせたようにも思える。照れと怒りが混ざって加熱された陵の顔が、一気に冷える。怪け訝げんな顔になったのは、条件と言われた俺や安あ曇ずみ野のも同じだった。

　紀沙羅のジト目が、一いつ瞬しゆんだけこちらを向く。

　嫌いやな予感がした。

「護ご衛えいとして、東とう城じようさんをつけるというのは？」

「はあ？」

　うわー、来たー。

　ろくでもない提案には、安曇野を除けばみな良い顔をしなかった。つか提案した紀沙羅自身が心底嫌そうなのは一体なんでだよ。

　俺が紀沙羅の護衛についているのは、カイ率ひきいる『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』に狙ねらわれているからだ。もし陵が紀沙羅に成り代わるというのであれば、そちらも警けい戒かいしなければならないのは道理だろう。だが。

「お前はどうするんだよ、紀沙羅」

「実はすでに竜胆さんから許可を取りつけているのです。私は以前の通り、竜胆さんと共に行動しようかと。どうせ《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》が修理できるまで、竜胆さんも暇ひまになってしまいますので」

　そりゃそうだ。突とつ撃げきする先がわからないと竜りん胆どうさんも動きようがない。

　ならば俺が陵みささぎのほうについても良いという理屈か。だがあくまで理屈だ。紀き沙さ羅らと一いつ緒しよですらやたら骨が折れるというのに、常にカルシウム不足ですぐ叫ぶツンデレ女と常時行動など、俺の精神力が保たない。安あ曇ずみ野ののような泰たい然ぜん自じ若じやくには程ほど遠とおいのだ。

「アリ……じゃないかなぁー……」

　そのまま沈黙していると話が進まなさそうな中で、ぼけっと安曇野が呟つぶやいた。

「そうすれば安全なんでしょぉー……？　とりあえずぅー……」

「とりあえずは、です。エフェメラの勘かん違いが継続し、なおかつ数人単位で行動していると仮定した場合ですが」

　どーなんだろーな。

　パイロットの勘違いなんて、カイとエフェメラが、密接に連絡を取り合っていればすぐにバレるようなことだろう。報告してしまえば食い違いが生じる。だが、あのエフェメラって奴やつは口が回るタイプではなかった。かきむしるような甲かん高だかい声で、気弱な悲鳴を上げていた。

　ちゃんと、カイとつながってんのか？

　独断専行ではないにせよ、エフェメラが報告を怠おこたるか、カイが放任しているか──そういうことがあれば、エフェメラの勘違いは続くかも、と思えたが。紀沙羅は何か知っているのだろうか。

「アタシは嫌いやよ、こんな奴連れて歩くの」

「でも岬みさきぃー……《ユーディット》と《薄うす花はな桜ざくら》ぁー、急いで直さないとぉー……」

「わかってるわよ。でもアレンさんも手一杯なんでしょ。それとこれと、関係あるの？」

「四し之の宮みやさんとこならどぉー……？　持ってったらなんとかしてくれるかもぉー……その時は《薄うす花はな桜ざくら》のパイロットもいたほうがいいんじゃぁー……」

「ん……四之宮さん、かぁ……」

　わからない話をしている。紀沙羅も怪け訝げんな表情だった。

　陵は頭をかいているところをみると、その四之宮なる人物は苦にが手てというか、嫌きらいな相手なのだろうか。しかし安曇野の口ぶりだと、損そん傷しようしたイレイザーを修理できる人物なのだろう。どういう相手なのか、ちょっと見当がつかなかった。

「……もし任せてしまえるのであれば、お願いしたいのですが」

「仕方ないわね。じゃあ、イレイザー持っていくついでに、そこの駄だ犬けんを借りるわ。《薄うす花はな桜ざくら》をアタシだけが預かるわけにはいかないし」

　犬でも猿でも、とにかく俺を動物扱あつかいすんのはやめやがれ。

「代わりにあずなを持って行きなさい、紀沙羅。まあなんかの役に立つでしょ」

「おぉー……お役立ちー……」

　親友をそんな物のような扱あつかいで良いのだろうか。

　そう思ったのだが、両手を上げて紀き沙さ羅らへ向かう安あ曇ずみ野のに嫌いやそうな感じはみられない。ただ。なんだろう、のったりした動きと体格差のせいで紀沙羅がゾンビに襲おそわれているようにも見える。

「あのカゲロウ女にどう思わせるかはひとまず置いておいて、とりあえず今日は駄だ犬けんを借りるってことで良いわね、紀沙羅？　あずなは好きに使って。アタシもコイツを勝手にこき使うから」

「五体満足ならレンタル料は無しで良いのです。友達価格です」

「オッケ。じゃ、早速行くわ。《薄うす花はな桜ざくら》、いつ直るか判ったらメールするから」

　俺を抜きで話が進んでいく。まあ、いつものことではあったが。

　手早くイレイザー二機を専用ケースにしまう陵みささぎ。時間は五時半なのだが、これからどこに行くつもりなのだろうか。修理するアテがあるようだから、別のイレイザー専門店とかだろうか。それはそれで結構距離があると思うのだが。

「東とう城じようさん」

　隣となりにすっと寄って来た紀沙羅が、小声で囁ささやいた。

「なにもないかとは思いますが……警けい戒かいするにこしたことはありません。陵さんのこと、よろしくお願いするのです」

「わかってる」

　護ご衛えい対象が変わるとは思いもしなかったが。

「エフェメラという名前、少しですが、カイから聞いたことがあります。直属の部下ですが、扱いにくい人物のようです。カイが制せい御ぎよしていると思わないほうがいいかもしれません」

「やっぱり知ってたのか」

「知ってたというほどでは。正体不明であることには変わりないのです。よろしくお願いするのです」

　頼りにされている、と誇っていいのだろうか。

　結局のところ、空手ができる俺はなにかと便利な存在なのだ。扱いがいささか悪くとも頼られる気分は悪いもんじゃない。

「ちょっと駄犬！　さっさと行くわよ踏まれたいの！」

「お前、一体なにに影響受けやがった」

　準備を終えた陵が、イレイザーのケース二つをこちらに渡して声を荒げる。

　別に便利に使われるのは良いのだが、動物扱いは心しん底そこ御ご免めんだと思った。




　陵に言われるがまま、彼女と共に電車に乗りながら、俺は足りない頭で懸けん命めいに考えていた。

　エフェメラは、陵の顔を知らないのではないか、という疑念を持ったからだ。カメラチャットが実装されていたとはいえ、顔を写すか声のみか、という切り替えは発話者のほうで操作できる。乱入してきたエフェメラが、どこまで情報を盗んでいたかはわからない。

　だが少なくとも、陵みささぎと紀き沙さ羅らを取り違えたことから、両者間の会話を聞いていなかった可能性は高そうだ。陵のほうが紀沙羅の名前を呼んでしまえばすぐにバレることだから。

　もし、声と機体だけでエフェメラが個人を見分けていたとしたら。

　カイとの齟そ齬ごも有り得るんじゃないか。勘かん違いも十分継続するんじゃないかと、俺は考えていた。

「次の駅よ」

　機き嫌げんが悪いのかなんなのか、ブレーキのかかり始めた地下鉄車両の中で、陵がぶっきらぼうに告つげる。さっきから携帯の操作をしているが、連絡を取り合っているのは紀沙羅か、それとも安あ曇ずみ野ののほうか。

「お前、なんか機嫌悪い？」

　ストレートに聞いてみる。こいつ頭悪いのか、という表情でぎろりと睨にらまれてしまった。

「別に悪くないわよ。ただ、紀沙羅とあずなが二人でいるだろうに、アタシはこんなのと二人ってのが気に食わないだけ」

「安曇野を譲じよう渡としたら必然的にそうなっちまうだろうが」

　不本意なのは俺も同じである。

「あげてないわよ。貸してるだけ。あずなを誰が紀沙羅なんかにあげるもんですか」

「お前、ツンデレと負けフラグが芸風なんだろうけど、どっちもマンネリ気ぎ味みだからそろそろやめたほうがいいんじゃねえか？」

「芸風なんかじゃないわよッ！」

　電車の中で声を荒げたもんだから、お客さんが一いつ斉せいに陵に注目する。もちろん同道している俺にも。まあ俺は気にすることなんてないが、赤面症である陵はすぐに耳まで赤くなってしまった。

「ちゅ、注目されちゃったじゃないのよう……！」

「お前のせいだろ」

　より正確に言うならツンデレ芸風のせいである。

　駅についたのを良いことに、陵は逃げるように電車を降りていく。もちろん俺もあとに続くが、小柄な上に意外とすばしっこい陵を追うのは苦労した。俺はデカいから人混みを抜けるのは結構辛つらいんだよな。

　降りた駅は、都心の一等地であった。都会なら以前も買い物に来たりしたが、今日やってきたのはいわゆるビジネス街である。地下鉄が複雑に交差する駅の一つで、資本主義を象徴するかのようなデカいビルが建ち、そこで色んな職種の人間が朝も夜もなく働き続ける、そんなイメージの場所。

　まあ、想像でしかないんだけどな。でも高級そうな感じをすれ違う人たちから感じてしまうのは、俺が貧乏性だから、ということなのだろうか。

　陵みささぎは逆に、こういう場所が似合いそうだった。

「早く来なさいよ駄だ犬けん！」

　猿、犬、ならば今度は雉きじと呼ばれるのかなぁ、などと、どうでもいいことを考えつつも陵に続いていった。

　陵の後について階段を上り、地上へと向かった。駅からすぐにオフィス街へと出た。都心はこのあたり、駅と街の境目が曖あい昧まいというか、駅イコール街の中心、という感じがする。陵は迷わず、あたりでもっとも高いビルへと向かっていった。おいおい、勝手に入っていいのかよ。

　と、思ったのもつかの間である。

　陵はビルに入るわけではなく、そのエントランスに立つ女性に声をかけていた。いや、女性、だよな？

　細身だが、安あ曇ずみ野のくらい身長が高い。かけている眼鏡めがねはノンフレームのもので、なおさらスマートな印象を抱かせる。だが、何な故ぜか着用しているのが男性物のスーツだった。中性的な見た目のせいで似合ってはいるんだが、変人ではあるようだった。

　パンツルックの竜りん胆どうさんを思い出す。彼女も男性的な強さを持っているが、外見は間違いなく女性である、胸とか。一方、陵が声をかけた眼鏡の女性は、街ですれ違うくらいでは女性と思わないかもしれなかった。

「なにぼーっとしてんのよ。ちょっと、こっち」

　陵が手招きをして俺を呼ぶ。じろじろ見て失礼だとは思ったので、謝罪の意味もこめて軽く会え釈しやくした。向こうも礼を返す。

「紹介するわ」

　掌てのひらを男装の御ご仁じんに向けて、陵は告つげる。

「こちら、クレッセンス社のデザイナーをなさってる、四し之の宮みや椎しい乃のさん。《ユーディット》のデザインも行った、偉い人よ」

「四之宮と申します」

　ニコリ、と笑顔と共に名刺が渡された。社会人の挨あい拶さつなんだろうが、こっちは名刺などもらってもどうすればいいのかわからん。ポケットにしまってみせる。

「驚きました。急に陵さんから連絡がきまして。どのようなご用かと思ったのですが……」

　笑みを崩くずさないまま、四之宮さんは続ける。細めた瞳ひとみには、こちらを眺ながめる気配があった。俺が彼女を観察していたのと同様に、こちらも遠慮なく見つめられているようだった。もし彼女が武術家であれば殺気を伴ともなっていたかもしれない。

　社会人独特の戦い方、といったところか？　笑いながら相手の価値を測るのは。

「まさか、彼氏さんの紹介をしてくださるとは」

　違います、と訂正する暇ひまもなく。

　俺の足を、思いっきり陵みささぎが踏みつけた。おそらく四し之の宮みやさんを蹴けるわけにもいかないから、俺に攻こう撃げきを仕掛けたのだろう。迷いなく八つ当たりするあたりが陵である。

　痛くもかゆくもねーけどな。




　入館証のようなものを、陵ともども渡された。

　来らい賓ひん扱あつかいということらしい。四之宮さんがオフィスビルの外で待っていた理由も、制服姿の学生が普通に会社を訪れても取り合ってもらえない可能性があったからだという。つーか、多分色々と察してくれたのだろう。受付から四之宮さんに達するまで面めん倒どうがいくつもあるということを。

　四之宮さんと同行していれば、そのプロセスを省はぶいてオフィスにまで入れる、ということだ。

「それでは、繰り返しになりますが改めて」

　エレベーターで二十階ほど登った先、応接室のような場所に通された。四之宮さんは落ち着いた挙きよ措そで席に着き、俺達にも座るよう促うながす。

「クレッセンス日本支社で、デザイナーをやっております、四之宮椎しい乃のと申します。陵さんとはなにかと懇こん意いにさせていただいております」

「あー……御ご丁てい寧ねいにどうも。東とう城じよう刀とう雅がっす……」

　軽く頭を下げる。いかにも場慣れしていない俺の様よう子すに、四之宮さんがくすりと微笑ほほえんだ。

「陵さんのお友達で？」

「まあー……友達というか、腐くされ縁えんというか」

　俺だけがぎこちない挨あい拶さつの中、応接室のドアが開く。やたら美人なおねーさんが、オシャレなグラスに入ったアイスティーを人数分置いていく。そのおねーさんがタイトスカート姿であることを考えると、やはり男装は四之宮さんの個人的な趣味か？

　陵は勝手知ったるとばかりに、おねーさんにイレイザーのケースを手渡した。

「《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》を、整備のほうに回しておいてください」

　四ノ宮さんが言う。ケースを受け取った秘書っぽいおねーさんは無言のまま一礼してから、応接室を出ていった。陵はそれを見て安心したかのように息を吐ついて、紅茶を啜すする。

　紅茶のグラス、丸っこくてやたらオシャレなデザインだったが、これもクレッセンス社の商品なのだろうか。

「……整備とかできんの、ここ？」

「できなきゃ持ってこないわよ。専門店ほど忙しいわけでもないはずだしね」

　陵が当たり前のように言うが、俺は少し意外だった。

《デュアル・イレイザー》はホロスコープ社のゲームだが、それに使われるパーツはいくつかのメーカーが製作している。イレイザーの共通規格であるフレーム部分はホロスコープ社のものだが、外側の装そう甲こうであれば多少のアレンジが可能だからだ。各メーカーごとに個性もある。桐きり也やなどは、繊せん細さいな動作の武具がウリの海外電子機器メーカー、フェノメノン社のファンであったりもする。

　ホロスコープ社も含むいくつかの会社が競合している状態だ。

　だが、クレッセンス社の商品は、世界で陵みささぎの使う《ユーディット》のみ。その他のパーツは一いつ切さい発売していない。《ユーディット》がイベントの賞品だったせいもあるし、そもそもクレッセンス社自体、関わったのはデザインのみ。実際に《ユーディット》を作ったのはホロスコープ社のはずだ。外注というか丸投げというか。

「東とう城じようさんが不ふ思し議ぎに思うのも当然かと思います」

　組んだ指に顎あごを乗せて、四し之の宮みやさんが言った。

「我が社はデザインメーカーですから。欧州の本社は本当に手広くやっていますが、日本支社だとあれもこれもはできません。家具や文具など、生活用品のデザインを主にやらせてもらっています。《デュアル・イレイザー》については、ホロスコープ社からお話があったので、こちらも参加させていただいたんです。いわばゲスト参加のような形ですよ」

　ただ、と四之宮さんは、ちらりと陵のほうを見る。

「《ユーディット》が、もう、大活躍でして」

　苦笑するように笑うが、陵は自分のことだとは思っていないように、紅茶を飲んでいた。

　仲が悪いようには見えないが、陵は四之宮さんと会うのに気が進まないようだった。どうだろう。こうして見ると、大人おとならしい油断のなさとか、キレ者ぶりを垣かい間ま見みせる感じはあるけれど、話す限りじゃ普通の良い人だろう。

「問い合わせが本当に多いんです。クレッセンス社はもうイレイザーを作らないのかとか、《ユーディット》を一般向けに販売しないのか、とか。支社長にも予想外だったみたいで、急きゆう遽きよこの支社に、イレイザー専門の部署を作ることになりました。私は、その部長に就任する予定です」

　陵の《ユーディット》が、良い宣伝になっているということなのだろうか。

　そこで評判を呼んだから、クレッセンス社は後追いでイレイザーに参入するということなのだろうか。四之宮さんの口ぶりではまだそれは先のことだという気もするのだが。

「だから、今、準備を進めているのですよ。特に我が社の製品である《ユーディット》のメンテナンスは、ホロスコープ社の専門店よりも、こちらのほうが色々できます。時々、陵さんも持ってきてくださるんですよ？」

「そんな奴やつに説明しなくてもいいのよ、四之宮さん」

　いや、すげー納得できたわ。

　これから《デュアル・イレイザー》に本格参入する、しかしまだ一般には開放していないクレッセンス社の設備を、《ユーディット》パイロットの特権で使わせてもらえるわけだ。もちろん、同じ設備で《薄うす花はな桜ざくら》だって修理できるだろう。

「今はまだ、人手も設備も足りてはいませんが、いずれはホロスコープ社を上回る迅じん速そく丁てい寧ねいなサービスを提供するつもりです。特に《ユーディット》は、現在、唯一の弊へい社しやの製品ですので、最優先で対応させていただきます。東とう城じようさんも、クレッセンス社《デュアル・イレイザー》部門をどうかよろしくお願いいたします」

　紀き沙さ羅らが、ホロスコープ社の重要人物の娘がこれを聞いたら、なんと言うだろうか。

　ライバル心むき出しとまではいかないものの、四し之の宮みやさんの瞳ひとみの奥には、実にビジネスライクな野心が灯っている気がした。

「宣伝はいいから。四之宮さん、どれくらいかかりそう？」

「ええ、二時間もあれば」

　他に修理する機体もないからだろうか。やたら短かった。

　アレンさんに頼むと、簡単な修理やメンテでも一日かかるからな。陵みささぎがアレンさんに修理を頼む光景を見たことはなかったのだが、こっちに持ってきていたのだろう。

「いつも助かるわ、四之宮さん」

「とんでもありません。当然の仕事ですから。しかし、《ユーディット》と《薄うす花はな桜ざくら》があれだけやられるだなんて、一体どんな相手と戦ったのですか？」

「事情があったのよ、色々と。あまり突っ込まないで」

「それは失礼しました」

　なんだかなー。

　空そら々ぞらしいというか、白々しいというか、この二人の距離感がわからない。陵も、都合が良いから利用したという態度ならわかるんだが、必ずしもそうではない気もする。どちらかというと、四之宮さんに気を使っているような。

「それで、あの話なのですが、陵さん」

「……断ことわったじゃない。そこの野や犬けんも聞いてるんだから」

　マジで不本意だが、俺は野の良らじゃねえ。今は首輪つきだよ。手た綱づなを握ってるのは、どうかな、あのジト目のお姫様か。

「第三者の意見もあったほうが良いと思いますよ。どうでしょうか？」

「……勝手にしなさい。私はもう、断ったんだから」

　中性的な美女が、微笑ほほえんだ。やっぱり、商売人の笑いだ。

　諦あきらめたように目を伏ふせる陵と対照的に、四之宮さんはまっすぐ俺のほうを見つめてきた。試されているようにも感じる視線。

「実は、陵さんに海外留学の話が持ち上がっています」

「留学？」

「ええ。彼女は成績も優秀ですから。レベルの高い場所で学ぶことも可能でしょう。我が社はその後援として、彼女の留学の費用を負担したいと考えています。ですが、それは全て断ことわられてしまって」

「ふーん……」

　横目で陵みささぎを見つめる。留学ね。お嬢様の陵なら有り得なくもないだろうが、行きたくない理由ってのはいくつか察しがつく。

「なにニヤニヤしてんのよ気持ち悪い」

「なんでもねーよ」

　大おお方かた、安あ曇ずみ野の、紀き沙さ羅らと離れたくないとか、そんなところではないだろうか。

「あのね、ただの留学じゃないの。色々条件つきよ。大体、大企業がタダで一個人に援助するわけがないでしょ。海外の学校に行くと同時に、クレッセンス本社で顔見せ。卒業したら入社させられるのよ」

「悪い話ではないと思いますよ？　我が社の顔になれます。イレイザー部門で商品を宣伝する美少女テストパイロット。どうですか東とう城じようさん。魅力的な響きだとは思いませんか？」

　四し之の宮みやさんの目に、熱がこもる。なるほど、留学っていうのはただの名目で、その過程で優秀なパイロットである陵を青田買いしようってことかね。いまの陵に恩を売っておけば後々リターンを得ることができると考えているのか。

「ちなみに、既すでにこんなものも用意してあります」

　キャリアウーマンが取り出したのは、タッチ式のタブレット端末であった。なにやら手元で操作してから、こちらに画面を見せる。どうやらポスターかなにかの図案のようだったが、メインの写真が陵である。

「んなっ……!?」

　今まで無関心っぽかった陵の顔が、一気に染まる。

　そのポスターは、クレッセンス社の新製品の告知らしかった。しかし明らかにパーツよりも陵の面積のほうが広い。そして陵は、ＳＦものでありがちな、競泳水着にも似たぴったりとしたパイロットスーツを身に着けていた。色は地味だが、体の線がこれでもかと出ていて、水着よりもよほど卑ひ猥わいに見える。

　しかも陵は、腕を組んでふんぞりかえっているせいで、ますます身体的ラインが強調されている。横のポスターには『別にアンタのためにオススメするんじゃないんだからねッ！　会社に言われて仕方なく宣伝してるんだから！』と、訳のわからない文句が書き加えられていた。
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「なっ、なによこれぇ！」

「陵さんがテストパイロットを務つとめてくださった場合の、売り出し方の案の一つです。その他のセリフは『アタシのためにパーツを買いなさい』『《ユーディット》で踏んであげるわ』などがありますが、部署の会議ではこれが一番好評でした」

「勝手になにしてんのよぉッ！」

　そりゃあ叫ぶわ、うん。どういうことだよ。これじゃグラビアアイドルじゃねーか。

　てゆーか、これでパーツ売れんのかなぁ？　どう見てもクレッセンス製品より陵みささぎのほうがクローズアップされてるし。

「……これ、本物は顔だけっすね。コラージュっすか？」

「おや、バレましたか。留学の件も断ことわられているのに、さすがに撮影の相談をしてもダメだと思いましたので。差し替えさせていただきました。どうしてわかったんですか？」

「本物より胸あるんで」

　何気なく言ったのだが、隣となりから殺気。

　そう思った時には、派手な水音とともにアイスティーのグラスが傾いていた。俺に向けて倒れてきたグラスの中身がぶちまけられる。零こぼれた水は、俺の下半身を容よう赦しやなく濡ぬらしてくれた。

　直ちよく撃げきではなかったが、膝ひざから下は冷たい紅茶で完全に濡れている。

「あら、ごめん」

「陵、お前……」

　睨にらみつけるが効果はない。どう見ても手で自分のグラスを押し倒した陵だったが、両手を軽く上げて、ミスだということをアピールしていた。

「わざとじゃないのよ。ええ。そう。アンタが暴言吐はいたところで、こんな意い趣しゆ返しをするほど子供じゃないんだから」

　すかさず応接室に入ってきたのは、さっきの美人秘書系おねーさま。よどみない所しよ作さでタオルを渡してくれる。やべえ、なんか久々に女性に優しくされたかも。最近は蹴けられたりなんだりでろくな目にあってなかったからな。

「この優しさが他の奴やつらにもあれば……」

「人の事を言えないと思うけど？」

　まあ、確かに。陵に胸の話はほぼ禁句である。やっぱり気にしているんだろうな。服を濡らされたのも因いん果が応おう報ほうだろう。

　濡れてしまった制服の水分を、ざっとではあるがタオルにうつす。拭ふき終わったタオルは美人秘書さんが回収してくれる。また出ていくのかと思えば、四し之の宮みやさんのほうになにやら耳打ちしていた。こっちのコントみたいなやり取りを見ても、四之宮さんのワーカホリックっぽい目は笑っていない。

「陵みささぎさん。予定より早く終わりそうです。あと一時間といったところでしょうか。もう少しお話にお付き合いください」

　一体、どういう設備でやってんだか。

　ホロスコープを越えるという四之宮さんの言葉は、妄もう言げんでもなんでもなく、単なる目標ということだろうか。

「それで、いかがでしょうか東とう城じようさん？　男性から見て、こういう女性は」

「そりゃあ……まあ、可愛かわいいと思いますよ。元々陵は美人ですし。でもこれ、なんていうか、グラビアアイドルですよね、ほとんど」

　隣となりでは陵が勝手に真っ赤になって『アンタに褒ほめられたって嬉うれしくもないわよっ！』とか言っているが無視である。キャラ守るのも大変そうだった。グラビアアイドルにしちゃ胸がないけどな。

「今の市場において、高品質かつ低価格な製品は溢あふれかえっています。それはどの業界でも同じでしょう。製品を作る開発側、いわゆる職人肌の人間ならば質やコストパフォーマンスを追求するべきかもしれませんが、私はどちらかというと営業や広報の人間でして。どう売るか、ということばかり考えていますね」

「それで……これっすか」

「まあ、あくまで案の一つですが。《デュアル・イレイザー》はなんだかんだでロボットですし、男性プレイヤーのほうが圧倒的ですからね。一つの売り出し方だと思いますよ。東城さんも気に入ってくださったのでは？」

「嫌きらいじゃねーんすけど……」

　そう、嫌いじゃない。パーツ買うかは置いといて、陵の外見を効果的に利用したマーケティングではあると思う。注目させるという点においては大成功だ。

　だが、俺はそれとはまったく別の点で、気になったことがあった。注目したというわけじゃない。どちらかといえば意見だな。第三者、まったく利害の絡からまない無責任な意見が求められているようだし、四し之の宮みやさんの期待通り、言いたいこと言ってみようか。

「安あ曇ずみ野のは？」

　四之宮さんの眉まゆが、ぴくりと動いたのを見つけてしまった。

「《デュアル・イレイザー》なら二人一組っしょ。一人で《ユーディット》動かせないんっすから。留学や青田買いの話も、全部が全部、陵みささぎだけじゃないっすか。安曇野も一いつ緒しよに売り出したりとか、しないんすか？」

「……陵さんのパートナーについては、また別の候補がいらっしゃいます。名前は言えませんが、その候補に安曇野さんは該がい当とうしません」

「じゃ、友達として言わせてもらうと、話になんねーっすよ。この企画」

　そりゃあ、当然、陵も断ことわるだろう。途中までは面おも白しろい話として聞くことができたし、四之宮さんがやり手だってのもわかった気がするが、それとはまったく別のとこだ。クレッセンス社の宣伝になっている《ユーディット》は、陵一人のものではないのだから。

「たまには、駄だ犬けんも良いこと言うじゃない」

　見れば、陵の顔はまだ赤かった。さっきのツンデレの名な残ごりか。それとも別の理由だろうか。

「ごめん四之宮さん。面白いし、ありがたい話だとは思うんだけど、アタシはやっぱりあずな以外と組む気はないわ。クレッセンス社で働くつもりも、ね。悪いけれど……」

「いえそんな、こちらこそ、以前の話を蒸し返してすみませんでした」

　大人おとなだよなぁ、四之宮さん。なんで男装しているのかは未いまだわからないが、俺の知人の中ではかなり常識人の部類であると思われた。

「私は、陵さんがどういう進路を選んでも、応援させていただくつもりです。もちろん、ご一いつ緒しよに仕事できればとも思っていますから、もし考えが変わることがあればいつでもご連絡ください」

「頼りになる人ねぇ……ホントに」

　呆あきれたのか感心したのか。けれど陵の言葉に、四之宮さんに対する嫌けん悪おや悪意はないように思えた。

　その後は、陵を働かせることではなく、四之宮さんの働いてきたことへと話題がシフトしていった。

《ユーディット》のデザインを彼女が担当し、完成させるまでにどのような経けい緯いがあったか、なんていうのは、あのかっこいい機体の一ファンとしては興味深い話ではあったのだが、陵にしてみれば既すでに聞いた話らしい。新しくもらった紅茶を飲みながら、つまらなさげに相あい槌づちを打っていた。

　修理が終了したのは、きっちり一時間後だった。




　陵みささぎを自宅まで送ることになった。

　本人は遠慮したのだが、クレッセンス社を出た頃に、何な故ぜか俺の携帯に紀き沙さ羅ら、安あ曇ずみ野のの両名からメールが入ったのである。送り届けないと承知しない、という主旨のメールで釘くぎを刺されてしまえば、首輪付きの飼い犬は従うよりほかない。できれば駄だ犬けんでなく猟りよう犬になりたかったが、紀沙羅のメールには。

『送り狼おおかみなどにならないで欲しいのです』

　とあった。本当に、どいつもこいつも人扱あつかいしてくれない。

　多分、メールするように言ったのは安曇野のほうだろうな。クレッセンス社に行くこともわかっていたはずだし、陵の行動くらいはお見通しと言うことか。のらりくらりとしているくせに観察眼は確かである。

　紀沙羅や安曇野の好意が嬉うれしかったのか、メールを見せた陵は顔を赤くして、俺が送っていくことを承しよう諾だくしてくれた。血の巡めぐり、よ過ぎである。

「あのさ」

　電車の中で、本当に小さい声で、陵が言う。

「留学の話があったこと、誰にも言わないでよ。特にあずなには」

「言わねーよ。脳筋が口出すとこじれるんだろ、女同士ってのは」

　陵だって色々思うところがあるのだろうし、でも断ことわったからには既すでに終わった話だろうし、だったらわざわざ言いふらす必要なんてない。

　口は固いつもりだ。紀沙羅の秘密だって、結局のところまだ誰にも言っていない。桐きり也やや陵、安曇野はなにか勘かんづいているかもしれないが、俺が言ったわけじゃねーし。専門店で暴れたカイとかのせいだしな。

　なんてことを思ってるうちに、陵の最も寄よりの駅に着く。

　てっきり紀沙羅のような高級マンションにでも住んでいるかと思ったが、このあたりはごくごく普通の住宅街である。都心へ行って帰ってきたから、あたりはもうかなり暗い。駅で降りるのも、仕事帰りらしい会社員ばかりに見えた。ちょっと意外だ。

　陵は駅まででいいと言うかもしれなかったが、それでは後で紀沙羅に怒られるのが目に見えていたので、そこは多少強引にでも家まで送ろう、と思った。四し之の宮みやさんという、色々な意味ですごい女性を紹介してくれた礼も兼ねて。

　そんな風に思いながら、駅の改札を抜けた時だった。

　一人のサラリーマンが、人混みの中からこちらを睨にらんでいた。最初は、誰か別の人を見ているのかと思ったが、どうも違う。明らかに俺だ。あの年代の知人などほとんどいないし、誰だろう。昔オヤジ狩りから助けたサラリーマンとかだろうか。暴れたいがために桐也と組んでやってたこともあるが、しかし、そのオッサンの視線は恩義を感じてるようなそれではない。

　立ちつくすこと、しばし。

　もちろん俺は最悪の想定を考えた。この男が『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の関係者という可能性だ。普通のサラリーマンに見えるが、油断のない視線もそう考えれば納得いく。どうするべきか。先手を打って攻勢に出るか？

　前を歩く陵みささぎが、俺の様よう子すに気がついたのか、小さな声で聞いてきた。

「ちょっと、どうしたのよ」

「いや……あの人がさ」

　目線だけで指示を送る。ん？　と小首を傾かしげるように、陵は振り向いて。

「……お父さん？」

「はあぁっ？」

「ちょっと、お父さん！　怖こわい顔してどうしたのよ？」

　全然似てねぇ！

　ちょっと強こわ面もてだけど普通のオッサンと、お嬢様学校のお団だん子ごツンデレと、まったく印象が重ならない！　ていうか俺、友人のオヤジさん相手に身構えていたことになるのか。俺の混乱を余よ所そに、陵父は、背中に針金でも入れてるかのようなきっちりした姿勢で陵に近づく。

　なんか、歩き方も独特だな。ブレがないというか、歩幅何センチとしっかり決めて歩いているかのようだった。

「岬みさきか。こんな時間に珍しいな」

「ちょっと野や暮ぼ用よう。まだ門限じゃないんだし、別にいーでしょ？」

「確かに構わないが、そういう言い方は感心しないな。それで、そちらの彼は？」

　四角い眼鏡めがねをかけた陵父の視線が、こちらへと向く。まあ、気になるよな。暗くなってから家に帰る高校生の娘が、男連れとあっちゃ。

　以前買い物行った時も、結局は桐きり也やの厚意を遠慮して、一人で帰ったそうだし。

「ただの友達よ。なんでもないわ。送ってくれるって言って聞かないのよ」

「友達……？」

　じろじろ眺ながめる視線を隠かくすつもりもないようだった。なるべくきりっとした面おも持もちを維い持じしようと思ったが、どうだろう、見た目で不良と間違えられることも結構あるから、この厳しそうなお父さんを説得するには難しそうだった。

　オヤジさんがいるなら、俺は帰ってしまっても良さそうだが──。

「君」

「あ、は、はい？」

「夕食は済んだかね？」

「え。え？　いや、えーと、まだ、ですけど……？」

　何な故ぜそんなことを聞くのか、疑問に思いつつも一応答える。食事前なら胃が空っぽだから遠慮なく腹を殴なぐれる、とかだろうか。思わず腹筋を締しめてしまうが、陵父は淡々と次の言葉を述べるだけだった。

「では、ウチで食べていきなさい」

「……は？」「はぁッ!?」

　今日は、なにかと予想外のことが多過ぎる。

　誰か本日の予定を組んでいるのなら、何度も驚きたくないのでそのスケジュールを是非とも俺に伝えてほしかったが、その誰かさんはむしろ俺が驚く様よう子すを見たくて、一日を作っているんだろうなと思い直した。予想外でなければ生活ではないとばかりに。

　たまには落ち着きたいんだけどな。




　元は教師だったが、今は商社に勤めている、らしい。

　商社に勤め出してから、かつて生徒だった女性と再会。ほどなくして結婚した、そうだ。

　岬みさきと、その妹を加えた四人家族で、細々と暮らしている、だとか。

　陵みささぎ父が、硬い口調で伝えたのは、そんな自みずからのプロフィールだった。簡単な自己紹介のつもりなのかもしれないが、元生徒と結婚したとか結構ディープな話じゃないのか？　なんの気なく俺が聞いてもいいものだろうか。

　陵は、俺が夕食をごちそうになることに抗議した。そりゃそうだ。というか呼ばれる側でなければ俺が抗議したいくらいだったが、陵父は「聞きたいことがあるだけだ」として娘の抗議を突っぱねた。聞きたいことってなんだよこえーよ。

「……なんでこうなったの」

　陵家への道中、半なかば呆ぼう然ぜんとした調子で陵が呟つぶやいた。

「知らねえ。なに、おとーさんはああ見えて、誰でも誘うフランクな人？」

「そんなわけないでしょ。普段は友達呼ぶのだって良い顔しないし、宿泊は絶対ダメ。ここ最近、ウチで夕飯食べたのはあずなくらいよ。どーゆーこと？」

　先を行く陵父は、自分のことは話し終えたとばかりに無言の背中を見せている。商社勤務という話だったが、陵の通っているのはお嬢様学校だ。多少なりとも仕事のできる人であることは間違いない。

「ここだ。遠慮なく入るといい」

　表札に陵とある、ごくごく普通の家を指し示す。

　紀き沙さ羅らのような高級マンションではなかった。聞いた話だと安あ曇ずみ野のの家は豪ごう邸ていらしいが、それともまた違う。俺の家と大きく違うようには見えない。他人の家のことを詮せん索さくするのは良くないと、わかっちゃいるんだが。

　ただいまと告つげる父に続いて、陵も家に入っていく。遠慮するなと言われたが、ずかずか入り込むわけにもいかない。陵が振り向いて、入っていいわよ、と小声で言ってくれた。やっと靴を脱ぐことができそうだった、その瞬しゆん間かん。

「彼氏だぁぁ──────ッ！」

　がつん、と甲かん高だかい絶叫に殴なぐられたような気がした。

「みさ姉が彼氏連れてきたぁぁ────ッ！」

「うっさいわよ渚なぎさ！　静かにしなさい近所迷惑でしょーが！」

　おめーも大たい概がいうっせーよ。

　一人でも高音キーでわめき散らすセキセイインコなのに、そこにもう一匹九官鳥でも加わった気分だった。お団だん子ごを一個、頭の後ろでまとめた、ちょっと背の低いもう一人の陵みささぎが、玄関まで小走りでやってくる。さすが、姉妹だけあってよく似てやがる。

「はじめまして彼氏さん！　あたしぃ、みさ姉の妹の渚っていいます！」

　にこりと微笑ほほえむ渚ちゃん。顔のパーツは陵とよく似ているが、表情の作り方が根本的に違う気がした。

「あー、東とう城じよう刀とう雅がだ……あと彼氏じゃねーから」

「はい彼氏さん！」

　人の話を聞け。俺も頭回るほうじゃないが、陵妹はきっと賢くないな。

　喜き怒ど哀あい楽らくの感情で、陵の大部分を怒が占めるのだとしたら、渚ちゃんはきっと喜だ。にぱーっとした笑顔がまったく崩くずれないその様は、すぐに声を荒げて怒る陵と、根底では同じものかと思わせた。

「相手にしなくていいわよ」

　呆あきれた様よう子すで姉が呟つぶやく。寡か黙もくで律りち儀ぎな話し方をする親父さんと違って、テンション高めな姉妹だと思った。安あ曇ずみ野ののような冷却剤を放り込みたい気分である。

「彼氏さんこれあげます！」

　ぽいっ、と脈みやく絡らくなく渡されたのは、丸まった布のようだった。レースがついているようで、ハンカチかなにかだろうか。汗臭いから拭ふけという無言の罵ば倒とうかとも思ったが、そんな感じじゃない。なんだこれ、と思っていると、あっさり渚ちゃんが答えてくれた。

「みさ姉の下着です！」

　硬こう直ちよくした。

「渚あぁぁ────ッ！」

　そこからの陵の行動は実に迅じん速そくであった。

　渚ちゃんの脳天に鋭い手刀をくわえ、俺が持っていた布を取り返した上で、俺の顔面に握り拳こぶしを叩たたき込んだ。体重の乗っていない軽い拳では俺をぐらつかせることすらできなかったが、甘んじて受けるのが礼儀というものだろう。

　正直、布切れを奪うばってもらって安心できた。普段目にしないような女性を意識させる品物に、顔が赤くなる。殴なぐられたせいではない。

　息を整えてる様よう子すは悟さとられたくなかった。

「しっ……信じらんない！　アンタ、人のっ……！　なんで持ってんのよこのアホ妹がぁ！」

「いったぁ……うう、洗濯物畳たたんでただけだよう」

「だからってコイツに渡すなぁぁ────ッ！」

　実にごもっともである。反論の余地なし。

　もう一度渚なぎさちゃんに痛つう烈れつなチョップを浴びせた陵みささぎは、今度はこちらに向き直った。指をぼきぼき鳴らす彼女のこめかみには、青あお筋すじが浮かんでいる。ブチキレているのは明白だったが、あたり構わず叫び出さないのはかろうじて怒りを抑おさえているのか。

　それとも怒りが一周回って、逆に冷静になってしまったのか。

「あー……その、ね？　アンタが悪いわけじゃないのはわかってるけど、アタシもね、女なの。ケジメつけなきゃいけないの。だから良いかしら？」

「……そうだな。存分にやれよ」

「アンタのそういう潔いさぎよいとこ、結構好きよ──それじゃあ！　遠慮！　なく！」

　陵の拳こぶしが突き出される。俺はてっきり顔に来るかと思ったが。

　フェイントだった。来たのは腹部、鳩尾みぞおちである。狙ねらったのか知らんが結構的確な入り方だった。

「ぐ……」

「呻うめくだけとか、ホントタフよねアンタ」

　武術家たるもの膝ひざをついてはならないのである。結構痛かったが、それだけだ。歯を食いしばって痛みをこらえる。不可抗力とはいえ下着触っちまったしな。

「岬みさき。渚」

　海岸系姉妹の名を呼ぶのは、二人のお父様であった。目がこえー。いや、あの目、俺にも向けられてるのか。

「いつまでやっている。早くお客さんをお連れしなさい」

「わかってるわよ」

「渚は後で正座だ」

「おとーさんひっどいー！」

　いやぁ、至し極ごく妥だ当とうだと思うぜ？

　そして俺も、まだまだ動揺している心臓を止める方法がわからなかったので、その場で正座でもしたい気分だった。いや、しないけどな？




　その後は、家族四人プラス一人の、よくわからない食事になった。

　四十代後半と思われる陵父に比べ、陵母はとても高校生の娘がいるようには見えないほど若い。まあ元教え子だっつー話だからな。年の差があるのは当然か？　陵母も、娘二人に顔立ちが良く似ていたが、二人の娘が喧けん嘩かしながら色々言うのを和なごやかに聞き流していた。喜き怒ど哀あい楽らくで言うなら楽か。ほわほわした若奥様である。食卓に俺みたいなのが一人増えても、笑みを崩くずさずあらあらとか言っていた。時間をかけて完成させた料理は結構手がこんでいるようにも見える。

　じゃあ、残ったおとーさんは、哀あいということになるのか。

　ぱっと見た陵みささぎ家の印象で全て決めるのはどうかと思うのだが。

「食べないのかね」

　対面に座った陵父が、日本酒の入った杯を片手に、怪け訝げんそうに聞いてきた。いや、食欲がないわけではないのだが。

　陵家の中も、ごくごく普通の家に見えた。高級そうな印象はどこにもない。お嬢様学校の優等生、陵岬みさきの家とはちょっと思えなかった。まあ、あくまで俺の勝手なイメージだったということなのだろうが。

「小食なのかな、君は」

「……いやあ、そういうわけじゃないんですが」

「では、嫌きらいなものでも？」

「好き嫌いはないっすよ。ただ、食べ過ぎちまいそうで」

　胃は、目の前の食事を流し込め、としきりに命じてくる。専門店で戦った後、あちこち移動したことで、きっちり腹は減っている。ただ、あんま人の家でがつがつ食うのは無礼だから、自じ重ちようしてるだけだ。

「いいんですよぉ」

　のらりくらりとした声で、陵母が言った。計算すれば三十は越えてるはずなのだが、二十半なかばと言われても信じてしまいそうなほど若い。

「ちょっと作り過ぎちゃってぇ。ほら、女の子ばっかりですからぁ」

　この喋しやべり方、なんだか安あ曇ずみ野のを彷ほう彿ふつとさせるな。

　作った当人にそう言われてしまえば、いつまでも遠慮しておくわけにもいかない。ちょっと本気を出して食事を頂くことにした。ただでさえ腹が減っているというのに、メニューが麻婆マーボ豆腐ドーフである。辛からいもの食うと食欲が更さらに増す気がする。

　箸はしを手に取った、その結果。

　白米を三杯も頂くことになってしまった。陵母がすごく嬉うれしそうにしてくれるので、こちらも食べがいがある。まあ、海岸系姉妹は小食っぽいし、美う味まい美味いと言いながら食べる男なんて今までいなかったんだろうなぁ。

　陵父はしかめっ面で日本酒飲んでるだけだし。

「……君は」

　あらかた食い終わったところで、陵父がぼそりと言った。顔が赤い。少し酒がまわっているのだろうか。

「ウチの岬みさきと、どういう知り合いなのかね」

　今聞くのかよ、それ。彼氏という誤解は解消されたようだが──。

「ちょっと……ゲーセン、じゃないっすけど、まあ遊び場で互いに常連というか」

「それは、アレかな。なんといったか……ロボットを使って、遊ぶという？」

「そうっす。《デュアル・イレイザー》」

　陵みささぎ父の眉み間けんの皺しわは消えない。テーブルで笑顔なのは陵母だけで、姉妹は黙って食事をしている。陵のほうは平然と。一方、妹の渚なぎさちゃんはちょっと焦あせったような表情だ。父親の権力が強い家なのかな、と漠ばく然ぜんと思った。

「失礼なことを言うようだが、そういう、ゲームをするための施設というのは、危険ではないのかな。申し訳ないが、君はあまり、素行が良いようには……」

「お父さん……」

　咎とがめるように陵母が、旦那の肩に触れた。まあ、不良と言われたら否定できないかもなあ。髪は赤茶色だし。見た目いかにも喧けん嘩か好きそうだし。実際、喧嘩好きだけど。

　陵父も、多分正直な人なんだろうな。気を悪くするというより、むしろ内心で苦笑しつつ、陵父の言葉を聞く。

「簡潔に言うが、最近の岬はおかしい。帰ってくる時間が遅いし、なにをしているのかと聞けばゲームだというじゃないか。学校でも、そのゲームをする同好会を作って遊んでいる、というし。かと思えば君のような友人と一いつ緒しよにいる。私にはそれが……」

「話が違うわよ、お父さん」

　陵が、口を挟はさんだ。似てない父娘おやこだと思っていたが、真剣な話題になると、吊つり上がったその瞳ひとみがよく似ていた。間違いなく血縁だろう。

「門限は守ってる。《デュアル・イレイザー》だって、学校の活動の一環なら許してくれると言ったわ。友達だって、私は自分の判断で付き合いを決める。それに口出しされる謂いわれはないわ。どうせできっこないと思ったんでしょう？　ゲームをする部活を認めさせるなんてできないと侮あなどってたんでしょ？　残念でした、今はちゃんと部長よ」

「そういう、皮肉を交まじえた言い方は良くないな、岬」

「お父さんこそ、娘の友達になに失礼なこと言ってんの」

　この家族、わかりやすいな。

　ひい祖じ父いさんを思いだす。親おや父じの実家にいるひい祖父さんは、東とう城じようの家系の絶対権力者だ。俺の名前も、元軍人のひい祖父さんが名づけた。九十近いはずだがなお健康で、今でも親しん戚せきで逆らえる人間なんざいない。あのひねくれた時代錯さく誤ごのクソジジイに比べれば、陵父はなんとわかりやすいことか。

　要は娘が心配なのだ。ただそれだけ。それで俺が呼ばれたってことか。

「君はなにか知っているのだろう？」

　とか思ってると、話が俺に向けられた。

「岬みさきの行動がおかしい理由を。男でも出来たのではないかと思っているのだが、どうなのだ？　知っているなら正直に言ってほしいのだが」

「お父さん！　いい加か減げんに────」

「知らねえっすよ」

　爆発するかと思われた陵みささぎを冷やすように、俺はすぐに遮さえぎった。このままじゃ、この喜き怒ど哀あい楽らく家族で感情のぶつかり合いが起きるのは必ひつ須すだった。陵も爆発系女子の汚名、そろそろどっかで払ふつ拭しよくするべきじゃねーのか。

「知らねえっす。俺が知ってんのは、ゲームが上う手まくて、キレやすくて、プライドと向上心ばっかり高い陵岬です。専門店で会うけど、それ以外の場所でどうしてんのかって、本当に知らないっすよ」

「その割にはみさ姉のこと判ってるんじゃないー？」

　渚なぎさちゃんは余よ計けいなことを言ってしまったせいで陵に頭をはたかれていた。こんな失言ばっかりで、この家でやっていけてるのだろうか、この子は。

「親おや父じさんがこの家での陵しか知らないように、俺も一部しか知らないですって」

「だが……それでは」

「安あ曇ずみ野の知ってるなら、アイツに聞けば良いっすよ」

　心配なのはわかる。だが、だからって俺に聞かれても困る。

　これは推測だが、この陵父は、安曇野を良く思わなかったのかもしれない。ぼけーっとした喋しやべり方だし外見だし。陵の話では一度この家で食事しているのは間違いないようだが、その時に、安曇野は陵父の信用を得られなかったのではないか。でなきゃ、不良な見た目の俺に、この厳げん格かくな親父さんが頼るとは思えない。

「安曇野なら、大体知ってますから。教えてくれますよ。あとはまあ、アイツが陵にくっついている内は、陵も危険なことに深入りしないかなと」

「そう……か。なるほど……」

　納得したかは知らん。そこまで俺の関知するとこじゃない。親子の問題があるなら、安曇野を頼るべきだと教えるしかできない。ていうか嫌いやだよ俺、この二人の仲ちゆう介かいするの。

　本来なら。

　陵にとって、今懸け念ねんするべきはエフェメラではないか、との思いもあった。専門店とか帰りが遅いとか、そんなことよりも、カルト宗教の過激な行動の巻き添えになるのではないか。俺や紀き沙さ羅らが気にしているのはそこだが。

　そうならないために、わざわざ俺が陵にくっついているし。紀き沙さ羅らも色々配慮してくれてるようだし。わざわざ心配の種を増やすようなことは言うべきじゃないだろう。

「ごちそうさまっした」

　なにやら考えこんでしまった陵みささぎ父だったが、俺は気にせず手を合わせる。ほんわか風味の陵母が、お粗そ末まつさまでしたとにこやかな笑顔で言った。こちらの機き嫌げんがなんとなく良いのは何な故ぜだろう。陵母は安曇野と波長が合いそうだし、陵父ほどに安曇野を嫌きらってはいないのかもしれない。

「……ふん、知ったよーな口を」

「みさ姉顔赤いー！」

「うっさいわね！　赤くないわよ適当な事言うなッ！」

「あうっ!?　うあああ！　みさ姉がまたぶったぁー！」

　騒がしいなぁ、本当に。

　自分の家でも、専門店でも、陵のやってることがあんまり変わらない気がして、なんだか笑えてしまった。




「駅までの道、わかる？」

「あー、ちょっと微妙かも。そんな遠くねえよな？」

「……バカは道も覚えらんないのね。仕方ないわ、ついてってあげるわよ」

「携帯のＧＰＳあるから大丈夫だって。それだとお前、帰りに一人になるから護ご衛えいの意味ないだろ。少しくらい迷ったって体動かすには丁ちよう度ど良い」

「じゃあもう自分の家まで走って帰りなさいよ」

　それもアリっちゃアリだな。

　少々奇き抜ばつな食卓も終わり、俺はお暇いとますることになった。陵母はやたらと残念がって、デザートでも食べたら、と言ってくれたのだが、そのまま流されてると今度は泊まっていけとまで言われる気がしたので、丁てい重ちように辞退した。

　玄関を出たところまで見送ってくれる陵は、まあ礼儀なんだろうが、彼女の根は良い奴やつぶりを証明している気がした。

「もてなし過ぎて悪かったわね。お母さんね、ずっと男の子が欲しかったんだって。だからかな、いつもより豪華だったわ。時間かけて作ってると思ったら」

「あー、ウチと逆だな。俺んとこは一族、バカの体力野郎ばっかでな」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑ったが、陵はやれやれとため息を吐ついた。

「……あと、もう一つ、悪かったわ。お父さんのこと。怒ってる？」

「そんな風に見えるか？」

「ううん、見えない。怒ってるの、アタシのほうなのかもね」

　ツンデレ少女の、ツンとデレの丁ちよう度ど真ん中。

　曖あい昧まいに笑う陵は、今、そんな微び妙みような気持ちなのかもしれないと思った。

「家族の問題に巻き込んじゃったわね？　あと騒がしい妹も、ごめん」

「騒がしいのはお前も一いつ緒しよじゃねーか」

「本当よね。あんなとこまで似なくていいのに……」

　珍しく反論しない。瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうがお得意な陵みささぎが、低温状態を維い持じしているようだった。夜だからだろうか。

「無理してる……ってほどじゃないんだろうけど」

　腕を組みながら、目をそらす陵は、多分自分の家族を映している。そんな気がした。

「ウチは、フツーの家庭よ。あずなのトコや、クラスメイトとは比べ物になんないくらい、フツー。アタシの学費は、結構家計の負担になってるみたいなの。だからかな、なにかとお父さんが口出すのは。お金かけてるから心配ってわけじゃないんだろうけど……やたら気にしてくるのよね。渚なぎさはそれほどじゃないのに」

「や、親としては普通だろ。ていうか、それなら……」

　もし、学費に関して親に心配をかけたくないというのならば。

「留学の話、断ことわらないほうが良かったんじゃねーの？」

　学費は負担、ということだったのだから。四し之の宮みやさんならばぬかりなく手配してくれることだろう。卒業後はクレッセンス社で働くということだって、俺にしてみれば就活の手間が省はぶける、良い話にしか思えない。いや、まあ、あのパイロットスーツのポスターはどうかと思うけどよ。

「アンタ、自分で話にならない、とか言っておいて……」

「そりゃ、今でもそう思うさ。だけど金の話となるとまた別だろ？　事情が変わってくるじゃねーか」

「良いの。アタシ成績良いから、奨しよう学がく金とかももらってるし。今すぐ四之宮さんに頼るってことにはしなくても」

　それだけ、安あ曇ずみ野のと離れたくないということか。

　陵父にも言ったが、基本的にコイツと安曇野でセットなのである。分売不可のエリート女子二人組は、嚙かみ合い方も半はん端ぱじゃない。

「……仲のよろしいことで」

「うっさい、さっさと帰んなさいよ。今日は色々引き回しちゃったし。家族は心配してるんじゃないの」

「さっきメールしといたよ。お嬢様と違って放任主義なんでな」

　外で食べると書いたメールに、母からの返事は実にシンプル。わかった、の四文字だけ。

　母親にしてみれば、俺が危ない目に巻き込まれることよりも、俺が誰かを殴なぐったり怪け我がさせたりをしないか、そちらを心配しているらしい。実に真まっ当とうな配慮である。もっとも黙っているだけで、結構な人数を殴ってはいるが。

　主に『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』関連で。

「それじゃあな」

「何度も言うけど、留学のこと、誰にも言わないでよ。もう終わったことなんだし」

「わかってるよ」

　どいつもこいつも秘密が多い。

　それが当たり前のことなんだが、図らずもそうした秘密を知ってしまった以上、口は固く閉ざしておかねばならない。犬を追い払うようにしっしと手をふる陵みささぎに苦笑しながら、彼女に背を向けて──。

　別の気配に気づく。

「留学ぅー……？」

　とろんとした声で、そこに立っていた。

　図体がでかいくせに、気配が希薄なのは、やっぱりその覇は気きのなさに起因するものなのだろうか。

「安あ曇ずみ野の!?」

「え、あずな……？」

「やほー……なんだかんだで結局心配になっちゃってさぁー……とーくんが岬みさき送るか、確認に来たんだけどぉー……」

　だとしたら来るのおせーだろ、明らかに。

　ぼけっとした顔でほざいているが、目が笑ってない。単純に陵が心配になったということなのだろうか。とろとろとやってきたら丁ちよう度ど俺を見送るところで、だが安曇野が気にしたのは。

「まあー……とーくんが岬の家から出て来たのは良いとしてぇー……留学ってなにぃ？　私、なんも聞いてないよぉ岬ぃー……？」

「なっ！　なんでもないわよ！　アンタに関係ないでしょ!?」

　いつもの調子で陵が叫ぶ。

　これは、打てば響く陵の反射だ。こんな言い方をされれば誰でも怒るだろうが、陵のほうだってクセとなっているから容易には止められない。もっとも、陵の相あい棒ぼうである安曇野だって、そんなことはよくわかっているだろうが。

「ふぅーん……？」

　だが。

　安曇野の調子は、何な故ぜかいつもと違う。俺でもわかるような陵の反応に、怒っているのだろうか。暗いから表情がよくわからない。いや、まあ、普段から表情の読めない奴やつではあるのだが。

「あ、あずな……？」

「関係ないんだぁー……？」

　妙みような沈黙がおりる。

「岬のくせにぃー……そんな言い方するんだぁー……？」

「なっ、なによそれ！　何様よ！」

　反論する陵みささぎの顔が青ざめているのが見えた。すぐ赤くなるコイツが青くなるのは珍しい。

　一方、ぼけっとした安あ曇ずみ野のは、見た目ならいつも通りだ。背中を押したらそのまま寝てしまいそうな垂れ目だが、妙みような感情が奥に灯っているようにも見える。岬のくせに、だなんて、いつもの安曇野なら絶対に言わないだろう。

　板いた挟ばさみになっているのは俺。二人の感情が入り混じる視線は、どれだけ体を鍛きたえていても、精神的なダメージのせいでかなり辛つらい。

　女子同士のことに、俺みたいなのが口を挟むと余よ計けいにこじれる。

　陵の言葉が証明された気がした。ただ、問題は、俺は別に口を挟んだつもりはないということで、だったら女子同士でも十分にこじれるんじゃねーのか。

　誰かに頼りたかったが、こういう状況に強い知人が思い当らなかった。アレンさんを呼べば悪化するのが目に見えているしな。

　頭を抱かかえたかったが、重い空気がそれすら許してくれそうになかった。




　刀とう雅がが、俺の名前を呼んでいる気がした。桐きり也や、と。

　だが、気のせいだろうと自分を収める。そもそもここは移動する電車の中だ。刀雅の声が聞こえるはずもない。友人の危機に駆かけつける覚かく悟ごはいつでもあるが、刀雅はそれを気持ち悪いとも言っていた。友人関係は難しい。

　まあ、刀雅であれば、荒あら事ごとは自分で切り抜けてしまうだろう。つまり、あの男が助けを求める時点でそれは暴力沙ざ汰たではないため、俺が駆けつけても役に立てない可能性が高い。空から回りも良いところだ。

　俺は自分をそう説得することで、友人の声を無視することにした。目の前の吊つり革を握り、今日の鍛たん錬れんを瞑めい想そうで思い出す。成長にはまだ遠いと思いながら。

　アレンさんが忙しい。

　それゆえ、最近の自分は、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》に乗れなくなっていた。狙そ撃げきと瞑想は似ている、と思う。

　刀雅は遊んでいると言うが、俺にとってはイレイザーも鍛錬の一いつ環かんだ。

「………………」

　だが、瞑想による今日の復習は、妙みような声でかき消された。

　きゃはははは、と甲かん高だかい声で笑うのは、電車の優先席に座る女性のものだった。制服を着ているから女子高生だろうか。どこの制服だろう。少なくとも陵みささぎ嬢らの学校ではなかった。

「…………」

　瞑想を邪じや魔まされたから、というだけではない。

　ルールは守るべきもの。当然のことだ。これが昼間の空いた車内ならばともかく、仕事帰りで疲れた方も大勢いる夜九時の電車ならば、黙っているわけにはいかない。

「すまないが」

　電話相手となにを話しているのか、大笑いしている女性に一声かける。俺と年が変わらないと思われる彼女は、返事をしなかった。自分に話しかけられたと思っていないのかもしれない。

「電話を切ってもらえないか。周りの迷惑になっていると思うのだが」

「はあ？」

　派手な金髪、いや、白金というべきだろうか。金と銀の間のような髪を、かなり高いところで結んでいる。注意されたことに腹が立ったのか、語尾を上げた声で応答する。派手な見た目だ、と思う。制服も着崩くずしていた。

「アンタにカンケーねーしぃ」

「そうでもない。俺を含めた周囲が迷惑している。やり取りしたいのであればせめてメールで。それと優先席は良くない」

「マジウザいんですけどぉー」
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　足を組むフリをして、こちらを蹴けりつけてくる。特に痛くもない。無理な姿勢から放った蹴りだから当然なのだが、派手な少女は少し驚いたように目を見開いた。効きかなかったのが意外だったのか。

「あ、なんだ。若いじゃん。オッサンに言われたかと思ったぁ」

「よく老成していると言われる」

「ふーん……？」

　いかなる心境の変化があったかはわからないが、彼女は携帯を閉じて、鞄かばんにしまいこむ。女子高生にしては、じゃらじゃらとしたアクセサリーが無い携帯であるのが不ふ思し議ぎだった。

「おにーさん、結構イケメンだね？　これからどっか行くのぉ？」

「いや。帰りだ」

　ニヤニヤとした態度にに切り替わった少女。豹ひよう変へんと言ってもいいかもしれない。

　なにがそんなに気に入られたのだろうか。

「帰り？」

「知人に色々と教わっている。その代わりに、なにかと雑用を言いつけられていてな。彼女の手伝いをしている」

　ふーん、とさして興味もなさそうに、女子高生が人差し指をくるくると回した。

　摑つかみどころが無い少女だと、直感的に感じた。

　端たん的てきに言うならば、距離が測れない。間合いが読み取れないのは致命的だ。もしこの女子高生が武術家であれば負けるだろう。

　我ながらくだらない発想だった。こんなことだから刀とう雅がに天然だと言われるのだろうか。

「暇ひまなのぉ？」

「いや、そんなことはない。明日も同様に用事があるだろう」

「ふーん……」

　暇かと聞かれた。

　もし暇だと答えていたらどうなっていたのだろうか。少し気になる。茶にでも誘われたのだろうか。そういうのは男の側の役目とばかり思っていたが。

「……明日も同じ電車に乗るべきだろうか」

「へ？　えーと、なんでぇ？」

「君も同じ電車を使うかと思った」

　もしこの時間、この電車に乗るのが、このプラチナブロンド少女の習慣だとすれば、俺があわせれば会えるかと、そう思っただけだ。

「会いたいのぉ？　あたしにぃ。おにーさん結構ナンパなんだぁ？」

「いや、むしろ、君が俺に会いたいのかと思った」

「はぁ!?」

　語尾の上がる彼女に、逆に俺が面めん食くらう。

「な、なに言ってっ……そんなわけないじゃん！　キモっ！　意味わかんねーんですけどぉ！」

「そうか。勘かん違いだったようだ。すまない」

「い、いやっ、そーじゃないだろぉー！」

　彼女が慌あわてている理由がよくわからなかった。

「あー……もー……なんなんだよぉコイツぅ」

「なんだかわからないが、迷惑をかけたのならば謝あやまる」

「謝んなくていーからっ！　名前！　名前なんてゆーのさぁ！」

「車内で叫ばないでほしい。周りに迷惑だろう」

　そういえばまだ名乗っていなかった。そろそろ降りる駅なので、手短に済ませねばならないだろう。

「霧きり島しま桐きり也やだ」

「オッケ。覚えたぁ。じゃあ、明日もここに座ってるから」

「優先席はやめたほうがいい」

「うっせぇ知るかぁ！　帰りやがれキモ男！　痴ち漢かんで訴うつたえんぞ！」

　それは困る。まったく触れていないのに訴えられるというのはどういうことだろうか。

　顔を赤くした彼女の考えがわからないままだったが、それは明日聞けば良いだろう。ならば時刻をあわせて俺も乗らねばならないな。上う手まくいけばいいのだが。

「もう、周りの迷惑になるようなことはやめたほうがいい」

　女子高生は答えてくれなかった。

　電車を降りてから、俺は、彼女の名前を聞き忘れたことに気づいた。こちらも聞いておけばよかったと後悔する。

　困ったので、家に帰ってから、俺はアレンさんにメールをしてみた。『電車で知り合った女子高生の名前を聞くにはどうすればいい？』と尋ねたところ、『粉ふん塵じん爆発しやがれ』という返答しかもらえなかった。なにか間違っただろうか。

　アレンさんに答えてもらえないならば、刀とう雅がに聞くしかないなと思った。







第三章　すれ違いはトライアングラー？







『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』幹部、タカオカは、ワインを主あるじのグラスに注いでいた。

　もちろん、城主であるカイは、この国で飲酒を認められる年齢ではないが、本人がそのような瑣さ末まつなことを気にするはずもなかった。日本の生まれではない上に、そもそも名前すらタカオカと同様、本名ではないのだ。城内での呼称が定着しただけのことである。

　高級ホテルの一室である。カイは側近のタカオカ以外を部屋に入れることを認めていなかった。『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の面々も、現在は追跡を逃れるために様々な場所に潜せん伏ぷくしている。銃じゆうを使った襲しゆう撃げき、積荷の強ごう奪だつという派手な方法を取ったのだ。しばらくは目立つ行動を避けるべきという、城主の考えである。

「エフェメラの調子はどう？　タカオカ」

　グラスに注いだワインを一口含んでから、カイは手にした携帯ゲーム機に目を落とす。潜伏しろと指示した当の城主は、その生活も優雅に楽しんでいた。

「は。普段通り……と言えばよいのか。いつもの調子のようで」

「おどおどしてるってことだね？　じゃあそれでいいよ。なにかあればすぐに報告してねタカオカ？」

「私は、あの女を用いることには反対なのですが……」

「それはもう聞いたよ」

　カイはタカオカに目を向けない。ひたすらゲームに集中している。《デュアル・イレイザー》ではないが、ロボット対戦という共通点はあった。

「あの女はなにを考えているのかわかりません。運用上の懸け念ねんは拭ぬぐえない。イレイザーを破は壊かいすることにしか興味のない狂人を、どうしてそこまで？」

「タカオカ。《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》のほうは？」

「そちらも準備を進めております。クサナギからも特に問題は報告されておりませんが……」

「だったら、そっちはクサナギに任せても良さそうだね。タカオカはさあ、僕がキサラを殺すのに、エフェメラを使ってると思ってるんだねぇ？」

　くすくすと笑う城主であった。あ、死んだ、という声とともに、ゲーム機から派手な音が鳴り響く。どうやら一戦終わったらしい。

「違うのですか？」

「まさか。違うよ。キサラを殺やるのは僕だ。とどめを刺すなら僕が行く。エフェメラを使ってるのは、《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》のための時間稼かせぎだよ。まあ……エフェメラが、そのままキサラを殺してしまうことも、あるかもしれないけどぉ」

「よろしいのですか？」

「エフェメラごときに殺されるキサラに用事はないよ」

　カイは淡々と告つげる。如月きさらぎ紀き沙さ羅らを前に激げつ昂こうしたかと思えば、このような執着のなさをあっさり垣かい間ま見みせる。その真意はタカオカにすら測り知れない。どちらが彼の本心なのか。

「そもそもタカオカは間違えているんだ。運用上の懸け念ねんだって？　エフェメラは運用するようなものじゃない。コロシアムで標的と一いつ緒しよに放っておくものだよ。好きなようにやらせるのが一番さ」

「命令を聞くことはないという意味ですか？」

「そんなことはないよ。エフェメラは怖こわがりだから、僕の言うことを聞いてくれるさ。でも、そのやり方にまで口出しするのは賢いとは言えないね」

　城主カイが命じたことは、大したことではない。

　海外にて生活していたエフェメラを呼び出したうえで、《薄うす花はな桜ざくら》に搭とう乗じようする如月紀沙羅を、《デュアル・イレイザー》によって可能な限り追い詰め、殺害しろ。ただそれだけのシンプルな命令だった。

　そしてそれを遂すい行こうするためにエフェメラが要求したのは、ゲームの筺きよう体たいと、ネットワークにつながるできるだけ高性能なコンピュータ。そして『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーが極力近づくことのない居所であった。

　カイは定期的に電話やメールによって報告を受けているが、時間になってもエフェメラは報告を怠おこたることも多く、かと思えば、どうでもいい時間にかけてくることもある。連絡が取れず、タカオカが様よう子すを見に行くこともしばしばだ。

　エフェメラを訪ねると、ほとんどの場合は筺体の中で、接続したコンピュータの操作を行っている。情報系の知識に関しては並ぶ者がいないエフェメラは、タカオカの声にもまともな応答を返さないことがほとんどだった。

「エフェメラを命令と規律でがんじがらめにしてごらんよ。自分の思い通りにいかない環境なら、実力の十分の一も出せやしない。普通の相手なら、そんなものはただのワガママだろうけどさ、エフェメラは違うよ。彼女を縛しばりつけようとしたって、いつまでも従順であるわけない。だったら、時間稼かせぎの当て馬にしてしまえばいい。上う手まくハマればきっとキサラを殺してくれるさ、その周囲ごと巻き添えにしてね」

「やはり、扱あつかいにくいですな」

　わかってないなぁ、とカイは椅い子すにもたれかかった。携帯ゲームから流れる音で判断するに、また新しいステージで始めたのだろう。多方面に指示を飛ばした後、こうして潜せん伏ぷくしている城主だが、しかしそれほど退屈を苦労と思っているようには見えなかった。

「でも、そうだね、扱いにくいというなら、賞しよう罰ばつでどうこうするのも得策じゃないね。どういう結果になるか見えづらい」

「如月きさらぎ紀き沙さ羅らを殺しても、報ほう償しゆうは無しと？」

「逆に、なにもできなくても、罰ばつは無しだ。しくじった者に死を、なんて考え方は捨てなよタカオカ。それ、父さんの代の、人材を無駄にするバカな考え方だから」

　釘くぎを刺されていたようだ。

　新参のエフェメラに対し、タカオカは確かに良い感情を持っていない。組織だった行動を重視するタカオカに対して、エフェメラを始めとする、カイの直属の部下たちは好き勝手を許されているフシがある。

「放置の方法さえ間違えなければ、エフェメラは有用だよ。紀沙羅と同じく実験台にされてた女だからね。紀沙羅のような反射神経と判断力はないけれど、複数のものを同時統とう御ぎよする能力は他に類を見ない。《ユーディット》を与えても、まだ機体の性能のほうが劣るんじゃないかな？」

　今日のカイはいつになく饒じよう舌ぜつに思えた。やはり暇ひまを持て余しているのだろうか。

　以前、《讐しゆう劇げき機き関かん》による戦いに敗北してから、城主は再戦に備えていた。積荷の強ごう奪だつにより、《マルドゥク》を手に入れることができたのは僥ぎよう倖こうだったが、大事なのは機体そのものではない。開発段階により近いプロトタイプの製品が目当てだったのだ。機体自体は、解かい析せきを終えてからエフェメラにあげてしまったようなものだ。

　それは、玩がん具ぐに飽あきた子供の行動か。

　否、必要なものを過不足なく扱あつかう、効率に重きを置く人間の行動だろう。

　一度敗北してから、完全にやり方を変えたカイだった。以前のようにひたすら紀沙羅にプレッシャーをかけるのではなく、丹たん念ねんに準備を整えていく。

　日に日に、タカオカはカイに、彼の父の面おも影かげを見ていた。よく似ている。カイ自身は父親を嫌きらっているようだったが、先代から付き従っているタカオカにしてみれば、彼と父は自分で言うほどの違いはない。父に似る部分にこそ、カイの独特なカリスマ性があるのも事実だ。

「邪じや魔ましたらダメだよ、タカオカ」

　ゲームに熱中する子供にしか見えないカイは、少なくともエフェメラのような異常者については、よく理解しているらしかった。

「放っておけば、陽炎かげろうに刻きざまれた怖こわい怖いトラウマが、あの臆おく病びようなカゲロウを突き動かしてくれるからさぁ──だったら、僕らはまだ、準備しておくだけでいいでしょ？」

　カゲロウの寿命は短いが、それは成虫になってからの話だ。幼虫の期間を含めたのならば昆こん虫ちゆうの中でも短いわけではない。セミと同じだ。潜せん伏ぷくしている時期が長いだけなのだ。

　ならば、なにかのきっかけで成虫として空を飛ぶことがあれば、それは近いうちに死ぬということに他ならない。タカオカは懐ふところに隠かくし持った拳けん銃じゆうの位置を確かめた。

　カイにとっても、飛ぶカゲロウなど必要ないだろう、と思った。




《ユーディット》が、画面に映っていた。

　休憩室から見えるモニタでは、空を舞う《ユーディット》の姿が映し出されている。見る人が見れば、その動きがいつもと違うこと気づいたかもしれない。機動力を生かしたジグザグ飛行で相手を撹かく乱らんするような動きは、くるくると踊るいつもの《ユーディット》とはまったく別の戦い方。

　それもそのはず、操そう縦じゆう者は紀き沙さ羅らと安あ曇ずみ野のである。

　何な故ぜかといえば、本来の持ち主の片割れであり、多分もっとも《ユーディット》が似合う女、陵みささぎ岬みさきは、俺と同じテーブルについて不ふ貞て腐くされていたからである。

「ちょっと、聞いてんの東とう城じよう刀とう雅が！」

　相あい棒ぼうの扱あつかう真しん紅くの機体に見み惚とれていると、陵がどんとテーブルを叩たたいた。コーラ缶が軽く跳はねる。

　聞きたくねーんだよ。察してくれよ、と思ったが、陵に配慮なんて求めるほうが間違いなので、諦あきらめるしかないのかなとも思う。

「……なんの話だっけ？」

「だから！　あずなよあずな！　こないだからなんかおかしいのよ！　一いつ緒しよに帰ろうって言っても、今度の休日どうするって聞いても！　全部、紀沙羅紀沙羅！　今は紀沙羅とのコンビネーションに集中したいからって、アタシじゃなくて紀沙羅と一緒に行動してるし！　あんな拒否られると思わなかったわよ！」

　恋人の話を聞いているみたいだ、と思う。だから右から左に流したいんだけど、女ってのは筋すじ道みちだった話をしないくせに、自分の話を聞いてくれないとやたら怒るんだよな。今日の陵の話も、基本的には愚ぐ痴ちである。

　原因は、安曇野あずなだ。

　安曇野に留学の話を聞かれた、あの夜。表面上はなにを考えているのか摑つかめない安曇野は、とりあえず修理したイレイザーを持って帰った。《ユーディット》のほうを、だ。あれから一週間、まるで紀沙羅を相棒のようにして、安曇野は生活している。残されたのは不ふ機き嫌げんなままの陵と、《薄うす花はな桜ざくら》だけ。

　互いのパートナーを交換したかのようだ。

　いや、もちろんあちら側の理屈はわかる。《薄うす花はな桜ざくら》を戦闘に出すということは、またエフェメラを誘おびき出すということに他ならない。紀沙羅はトラウマを封ふうじ込めるために毎日イレイザーで出しゆつ撃げきしなければならないし、だったらエフェメラを呼び寄せないよう、《ユーディット》で戦う必要がある。そんな裏うら事情を安曇野に教えているとは思えないから、《ユーディット》に二人が乗って戦っているのはきっと紀沙羅の意向なのだろう。

「留学は断ことわった、って言ってるのに！　なんであずなが怒るのよ！　あの子が怒る筋すじ合あいなんてないでしょう！」

　陵みささぎは激げつ昂こうしているが、本当はコイツだって察しがついているのだろう。留学の件を安あ曇ずみ野のには話すな、と厳命してきたのだから。陵にだけ留学の話が来たとなれば、当然、安曇野が気分を害すとわかっていた。

　ただ、それだけじゃないだろうな、安曇野のほうは。話してくれない、水くさい、という風に安曇野が思っているなら話は難しくないのだろうが、昨晩の様よう子すを見る限り、もっとこじれている気がする。

「安曇野にはどこまで話したんだよ」

「四し之の宮みやさんからあった話はあらかた説明したわよ。でもあずな、聞いちゃくれないわ。私には関係ないしぃー……とか言っちゃって！」

　関係ないと言えば、確かに関係ない。四之宮さん、つまりクレッセンス社と陵の間だけの話だと言うことができるだろう。

　だが、陵はそんな風に思っていない。自分の重大事は安曇野にとっても重大事であってほしい、ということだろう。いっそ押し付けなくらいの連帯感があってこその、あのコンビネーションなのだから。関係ないと言う安曇野から、拒否を感じているってところか。

　画面を見れば、また一戦、《ユーディット》が勝利していた。ゲームへの登録は各機体別になされるため、ぶっちゃけ中身が陵だろうが紀き沙さ羅らだろうが、戦績に関係ないといえばない。プレイヤー同士の合意なら機体の交換は別にマナー違反でもないし。

「ふざけんなっつの！　自分だけ留学の話が来なかったのが不満なら、ちゃんとそう言えば良いじゃない！　アタシのほうが実力が上だっていう、ただそれだけの──」

「おい」

　妙みようなところまで怒りが飛びそうだったので、慌あわてて制止する。陵も自分がなにを言いかけたのか理解したのだろう。はっとしたような表情になった。

「そうじゃねえだろ」

「わ……わかってるわよ！」

　留学の話は、四之宮さんが二人一いつ緒しよにすれば良かったのだ。引き抜きみたいな誘い方をしたから、妙なことになってやがる。

「でも、あずなだって、こっちの話を聞いてくれても良いと思わない!?」

「まあ、そりゃあそうだが……でも本当にアイツ怒ってんのか？　確かに昨日は変だったけどよ……」

「怒ってないならなんだってのよ！　紀沙羅紀沙羅って！」

「言葉通りじゃねーのかよ」

　鉄てつ壁ぺきの友情を誇っていた、陵と安曇野に入った亀き裂れつ。

《ユーディット》の中で、安曇野は新たなパートナーとなにを話しているのだろうか。仲良くしているなら、ぼっちだった紀き沙さ羅らのことを考えれば良いことなのだろうが、それを想像して目を吊つり上げる女が俺の前にいるのである。

「そんなわけないでしょ！　アンタなに考えてんのよ！」

　げしげしと蹴けってくる陵みささぎは、厳しい目つきで変わらない。

　あれから、エフェメラは出てきていない。エフェメラの標的が《薄うす花はな桜ざくら》だと仮定して、俺たちはこの一週間、ゲームをプレイしていなかった。こっちはアレンさんによる指示であって、どこまで相手側がこちらを理解しているかの確認だという。

《薄うす花はな桜ざくら》がゲームに出ない状況で、エフェメラも現れない。あのカゲロウ女が、専門店のバトルドームを監かん視ししていることは十分に考えられた。バトルログに《薄うす花はな桜ざくら》のデータが現れた時だけ、エフェメラも姿を現すのだ。

　やはり幽ゆう霊れいに似ている。

「アタシ、なんか悪いことした!?　ねぇどうなのよ東とう城じよう刀とう雅がぁ！」

「お前、いい加か減げん俺をフルネームで呼ぶのやめねぇ？」

「東城とも呼んでるけど……それじゃ不満かしら？　じゃあなんて呼べばいいの？　駄だ犬けん？　野の猿ざる？　それともブタかしら？」

「お前……どこがブタだ言ってみろ」

　拳こぶしを握り、力をこめた腕を陵に差し出してみせる。桐きり也やほどじゃないが、それなりに毎日鍛きたえてはいるのである。陵はうわ、とか言いながら腕に触ってきた。少しくすぐったいが、まあ悪い気分ではない。

「……仕方ないわね、ブタは取り下げるわ。それじゃ刀雅でいい？　ていうか今いま更さらだけど変な名前よね」

「それは軍国主義時代のクソジジイに言ってくれ」

　ウチの曽そう祖父のことだが、陵は当然頭にクエスチョンを浮かべて小首を傾かしげていた。こいつ、普段が普段なだけに、そうした害意のない動作を新鮮に感じるんだよな。

　名づけ親であるひいじーさんは、『雅みやびな刀となるように』俺の名をつけたらしいが、どうなんだかな。意図は通じず、随ずい分ぶんと無ぶ骨こつな武器になってしまった気がする。少なくとも優ゆう雅がさは俺とは縁遠いだろう。

　もし優雅な刃があるとすれば、それはやはり《ユーディット》である気がした。

「しゃあねぇ……」

　いつまでもテーブルで腐くさっていても仕方がない。刀雅と呼んでくれたことにわずかの親愛の情を感じた気がしたので、俺は一ひと肌はだ脱ぐことにした。紀沙羅の時と同じである。

「ギクシャクしてんなら、なんとかしてやるよ。それでいいんだろ？」

「ちょっ……アンタ！　妙みような口出ししないでよ!?　こじれるだけなんだから」

「もうこじれてるだろーが。だったら事情を知ってる第三者が、互いの言い分を汲くんでみるのはアリだろ？」

「それは、そう、かもしれないけどぉ」

　大体、喧けん嘩かとなればすぐにカッとなる陵みささぎは、誤解されやすい体質なのだ。それで紀き沙さ羅らとの仲も上う手まくいかなかった前例がある。

　ただ、陵がそんな性格だってのは、安あ曇ずみ野のだってとっくに知っているはずなんだけどな。

　丁ちよう度ど折おりよく、というべきか。

　連戦を終え、勝ち抜き筺きよう体たいから出てくる紀沙羅、安曇野の二人の姿が見えた。紀沙羅のノルマはまだ終わっていないだろうから、これはきっと小休止だろう。別に談笑しているわけでもなく、眠そうな目をこする安曇野と、ジト目を崩くずさない紀沙羅。

　実にローテンションの二人だった。

「……しくじんないでよね！」

　げし、とまた陵に足を蹴けられる。向こうが低温冷れい却きやくなら、こっちは加熱が行き過ぎた高温のコンビだろうか。

　まあそれもアリである。熱いのは大好きだしな。




「仲直りぃー……？」

　ボトルに入ったスポーツドリンクを飲みながら、安曇野が俺のセリフをそのまま繰り返した。まるで運動部の小休止のようだが、彼女は汗をかいていない。

「なんか勘かん違いしてないー……？　私、岬みさきと喧嘩なんかしてないしぃー……」

「でもよ、陵のこと避けてんだろ？」

「うえぇー……？　避けてなんかないってばぁー……紀沙羅とやんなきゃいけないことがあるだけだってぇー……岬にも言っているはずだよぉー……？」

　それは、まあ、確かに。

　紀沙羅のことばかりだ、というのは陵も言っていること。認識の食い違いがあるのだろうか。あれだけ仲の良かった二人が、こうも簡単に意見のズレを生じさせるものだろうか？　自販機の前で俺達がこんな話をしている一方、陵は紀沙羅と適当なおしゃべりをしているはずだった。

　足止めや、分断作戦というほど大層なものではないが、そんな感じだ。

「《ユーディット》、操そう縦じゆうするなら教えなきゃいけないこと結構あるしぃー……紀沙羅は飲み込み早いけどぉー……細かいとこまでは知らなかったみたいだからさぁー……」

「……そうなのか？」

　こないだのエフェメラ戦においても、随ずい分ぶんと華か麗れいに《ユーディット》を操縦していたように見えたのだが。

　それはあくまでそう見えただけで、《ユーディット》のポテンシャルにはまだまだ秘められたものがあったということだろうか。

「んーまあねぇー……《サロメ》、ブレードの変化パターン覚えるだけでも結構大変だしぃー……私もそこまでしなくて良いって言ってるんだけどぉー……全部覚えるって言って聞かなくてさぁー……」

「あー、まあ、そりゃ紀き沙さ羅らなら、なぁ」

　トラウマの件がある。

　なにが敗因となるかわからない以上は、これでもかというほどに執着を見せるはずだ。ランキング一位は伊だ達てじゃない。下へ手たを打てば死ぬのは自分だ。《薄うす花はな桜ざくら》以外の機体であれば尚なお更さらに、知らない部分を得ようとするはずだった。

　ならば、紀沙羅に付き合う安あ曇ずみ野のの言葉は、噓うそではないのか？

　陵みささぎが勝手に勘かん違いをしているだけ？

「話ってそれだけぇー……？」

　安曇野の表情はいつもの眠そうなそれに見える。だが、こいつは陵ほどわかりやすくないのだ。なにを考えてるかは慎重に見み極きわめる必要があるだろう。

「もう少しいいか？　留学の話なんだが……」

「それも岬みさきから聞いてるよぉー……？　でも岬、もう断ことわったんでしょぉー……？　だったら私が口出すことなんてないような気がするんだけどぉー……」

　そりゃそうだ、もう終わった話だった。

　どうも、お互いに意見がズレてるな。喧けん嘩かをしているつもりの陵と、そんなつもりは毛頭ないって感じの安曇野。温度差を如によ実じつに感じることができた。同じ機体に乗ってる時は、陵を冷やすのが安曇野のはずだったんだけどな。

　俺がそのあたりを指摘したら、また加熱させちまうだろうか。

「あー、大体わかった気がする。だったらさ、その辺のこと、もう少し陵と話してやってくれよ。互いに妙みような勘違い、してるみたいだからさ」

「勘違いー……ねぇー……？」

　じわりと。

　眠そうな目が、俺を捉とらえた。あれ、俺なんか変なこと言ったか。その視線に妙な敵意が混じっている気がするんだが。

「勘違いって言うなら私も話があるんだけどぉー……なんでとーくん、岬の家にいたわけぇー……？　確かに岬を送ってって言ったけどぉー……あれはぁー……家から出て来た感じだったよねぇー……？」

「え、岬から聞いてないのかよ」

「なにをぉー……？」

　アイツ、自分のことばっかりで、俺についてはなにも言わなかったらしい。

　俺は簡潔に、ではあったが、陵の家に呼ばれた経けい緯いを話した。駅で出くわした陵父のことや、彼に半なかば強引に食卓へ連れられていったこと。そしてそこで、陵みささぎの素そ行こうをなにかと確認されたこと、など。

　あとはまあ、そこで俺が陵父に言ったこと、だよな。俺は陵のことなんか知らないから、安あ曇ずみ野のに聞くべきだ、って啖たん呵かきっちまったからな。

「……だからよ、安曇野のほうから言ってもらえれば、楽なんだが」

「んー……どうなのかなぁー……。とーくんは随ずい分ぶん、私のことを買ってるけどぉ……私だってぇ、そこまで岬みさきのことを知ってるわけじゃあないよぉー……？」

　俺よりは絶対に知っているはずだが。

　安曇野は飲みほしたペットボトルをゴミ箱に捨てる。俺の知る限りで、今の陵の行動を誰よりも把握しているのはこの爬は虫ちゆう類るい型女子であるはずだが、どうだろう、本人は眠そうな垂れ目を崩くずさない。

「そうだねぇー……まあ、ちょっと前まではそうだったかもしれないけどぉー……」

「あん？」

　いやに含みのある言い方だった。

「今は、とーくんが知ってることも多いんじゃないのぉー……？」

「……なあ、お前」

　妙みような違和感があった。

　話してくれたことに怒ってるわけではないと彼女は言う。ならばなんだ？　陵は安曇野が不ふ機き嫌げんな理由に気づいていないとしたら。留学の件や、それを話さなかったことはどうでもよくて、本当は。

「もしかして、嫉しつ妬としてんのか？」

「うぇぇー……なんで即バレたのぉー……!?」

　むしろバレないと思ってたのかよ。妙な迫力があるからなにかと思えば、そういう理屈か。

　安曇野がもし男だったら、まず間違いなく陵とカップルになっていただろう。それくらいべったりした関係なのである。

　ぶっちゃけ、互いに思っているのだろう。パートナーを取られたと。様々な事情によるものだとはいえ、感情はそんな理屈で制せい御ぎよできるものではない。陵も安曇野も、結局考えていることは一いつ緒しよなのである。

「ふーんだぁ……とーくんにはわからないってぇー……」

「あー、わかんねーよ。俺に他人の気持ちなんざ。そーゆーの期待すんな」

　陵は単純だからまだいいが。

　安曇野は少々厄やつ介かいっぽいな。結局、俺の仲ちゆう介かいでは意味が無さそうだ。俺を経由して陵になにを伝えても、安曇野の考えを変えないと状況は改善しそうにない。それができるのは俺じゃなく、パートナーの陵岬だけだろう。

「あんまり陵みささぎをいじめるなよ。打たれ弱いんだから」

「ふん……君に言われなくてもぉー……ほどほどでやめたげるつもりぃー。でも向こう次第でもあるかなぁ……？　どぉーせ勝手にヒートアップしてるんでしょぉー……その熱が冷めたら、ねぇ？」

　そういう言い方は。

　あるいは、更さらに更に、陵の熱を上げてしまうのではないか。陵が聞けばなお怒りそうなのだが。安あ曇ずみ野のがからかっているように見えなくもない。

「それに落ち込んでる岬みさきもぉー……かぁいいと思わないー……？」

　どうかな。

　蒼そう穹きゆうを飛ぶ《ユーディット》を思いだす。俺の中では、陵岬のイメージは、上空を舞う真しん紅くの機体とイコールなのだ。ヘコんでいる陵なんてらしくねぇ。

「アイツは、鬱うつ陶とうしいくらい天てん狗ぐになってるのが丁ちよう度ど良いと思うぜ」

「あぅあー……意見が割れたねぇー……」

　話すことは終わったとばかりに、安曇野は背を向ける。

　確かに、怒っているのとは少し違うのだった。安曇野はそのマイペースぶりを存分に発揮してるからわかりづらいが、要は拗すねているだけだ。だからといって俺がなにか言えば、このひねくれ者はますます不ふ機き嫌げんになるだろう。

　どうしたもんかね。今までのやり方を振り返れば、答えは見えているような気もしたけどな。




　こういう時は、人頼みに限る。

　紀き沙さ羅らの時と同じである。俺ができない当人同士の問題なのだから、上う手まい具合に引き合わせなくてはならない。協力を仰あおぐべき相手は決まっていた。アレンさん、竜りん胆どうさんはそれぞれ忙しそうだし、桐きり也やは最近さっぱり姿を見ない。なんか忙しそうにしてたが、バイトかなにか始めたのか。

　というわけで、候補は一人しかいなかった。

『電話をしてきたと思ったら、そういうことなのですか』

「ああ、なんか良い方法がねえか、相談したいなと思ってさ」

『それは構わないのですが……東とう城じようさん？　なんだか呼吸が変ではありませんか？　今どこにいるのですか？』

「あ？　自分の部屋で腕立て中だけど？」

　左手で携帯を持ち、右腕で体重を支えている。まだ始めたばかりなので息が上がったりはしていないが、携帯の通話機能は微細な違いも電波に乗せてしまったらしい。

　呆あきれたようなため息が聞こえた。

『……トレーニングは楽しいですか？』

「電話中って片腕が空くだろ？　手持ち無ぶ沙さ汰たっつーかさ、なんかしてねーと落ちつかねーんだよ」

　腕立て伏ふせを繰り返しながら、紀き沙さ羅らに告つげる。午後九時を回った時間帯、彼女もスクワットしてたりすると面おも白しろいんだが、多分そんなことはないだろうな。クマパジャマ着ながらぬいぐるみでも抱いてるに違いない。そうに決めた。

『それで、えーと、陵みささぎさんと安あ曇ずみ野のさんの話でしたか？』

「そうなんだよ。なんか良い案がねーかなと。アイツらが仲なか違たがいしているのなんて見たくもねーだろ？」

『それはそうなのですが……私にできることなど、あるのでしょうか？』

　随ずい分ぶんと消極的、卑ひ屈くつな紀沙羅の態度だったが、こちらに来てからはずっと人づきあいが苦にが手てだったのだから、無理もないと思う。

　この一週間で、二人がすれ違っていることは紀沙羅も当然気づいていただろうが、そこから自分が行動を起こすという発想には至らなかったようだ。それもそのはずで、如月きさらぎ紀沙羅は基本的に自分のことで精一杯の危なっかしい人間である。

「あー……まあ、手っ取り早いのは、《ユーディット》を返すことだと思うんだが」

『《ユーディット》を陵さんに返却する場合、私と安曇野さんが組む理由もなくなり、必然的に二人が話す機会も設もうけられるということですか？』

　さすが、天才少女は察しが良い。空気は読めないくせに。

　結局、二人の情報共有不足が原因なのだから、筺きよう体たいにでも二人を閉じ込めてしまえばいいのである。問題の根本が解決しなくても、長い付き合いの二人だ。慣れ親しんだ機体に乗れば勝手に誤解は消えるような気がした。

　楽観的過ぎるだろうか。安曇野の考えが読めないところがあるし。

『ですが、東とう城じようさん。それなら私はどの機体に乗れば良いのでしょうか？』

「あん？　《薄うす花はな桜ざくら》で良いんじゃねーの？」

『もちろんそれも手の一つです。ですが、勝ち抜き筺体ではエフェメラに嗅かぎつけられる可能性があります。エフェメラは陵さんを私と取り違えていると思われましたが、どうでしょうか。先日の一件をカイに報告するだけでも、その錯さく誤ごは消えてしまうようなものでしょう。そうでなくとも、《薄うす花はな桜ざくら》で出しゆつ撃げきした者を如月紀沙羅だと考えてしまうことも有り得るのです』

　そういや、そっち忘れてたぜ。

　狙ねらわれている張本人が、狙われている機体で出撃して、エフェメラが乱入してきたらどうするんだ、というわけだ。

「勝ち抜き筺体使わなきゃいいんじゃねーの？」

　専門店一階、強い奴やつが戦い続けることができるのが、目立つ位置に置かれた勝ち抜き筺体だが、一、二階にある通常の筺体。そして三階にある練習用筺体でもいい。そこでプレイしたって、紀き沙さ羅らのトラウマは抑おさえられるはずだった。勝ち抜き筺きよう体たい以外でも構わないのだ。

『……そうですね。まあ、最悪の手段ですが』

「じゃあ……」

『そちらをエフェメラが監かん視ししていないという前提での話なのです』

　思わず沈黙してしまった。しかし腕立て伏ふせはそのまま続行。結構な回数を続けたので、額から一滴汗がカーペットに落ちた。携帯電話を持ちかえて、今度は左腕での腕立てを開始する。

『イレイザーの技術もさることながら、エフェメラは相当な腕のクラッカーでもあるのです。今まで勝ち抜き筺体にしか現れなかったのは、私が主として使うのが勝ち抜き筺体だという前情報があったからでしょう。以前陵みささぎさんと戦った時に、エフェメラは《薄うす花はな桜ざくら》であることの確認を取りました。その事で《薄うす花はな桜ざくら》のデータを向こうにも知られてしまったからこそ、ここ何日か《マルドゥク》が現れていないのだと推察できます』

　確かにそうだった。

　以前は暴れまわっていた《マルドゥク》が出てこない。《薄うす花はな桜ざくら》と一度戦い、そのデータを取得したからだ。もう奴やつは完かん璧ぺきに《薄うす花はな桜ざくら》の追つい尾びができるとしたら？　筺体の種類など関係なく、《マルドゥク》が現れるとしたら？

《ユーディット》で紀沙羅が戦っているのは、そういう理由だったはずだ。

「……じゃあ、俺と紀沙羅で《ユーディット》に乗るか？」

『安あ曇ずみ野のさんが納得してくれたらですが』

　俺は紀沙羅の相あい棒ぼうだから、と言って、安曇野が譲ゆずってくれるかなぁ。今日の安曇野の態度を見る限り、なんだか無理っぽい気がするなあ。あのやんわりとした調子で嫌いやがられそうな気がする。好こう悪おの情を見分けやすい陵と違って、安曇野は誰を気に入っているのかわかりづらい。

『どちらにしても、《薄うす花はな桜ざくら》で出しゆつ撃げきした側が、エフェメラとの応戦を覚かく悟ごしなければならないのです。仮に陵さんと安曇野さんが乗ったとして、《マルドゥク》と戦いながら仲直りなどということができるとは思えないのです』

「じゃあ、お前はどうすりゃいいと思うんだよ？」

　答えは返ってこなかった。

　ふっ、と息を吐はいて腕立てを繰り返す。紀沙羅だって、ちょっと前までは友達がいなかったのだから、仲直りの方法なんざ知るわけもないのだ。俺だってそこには期待してなくて、ただ安曇野と陵を引き会わせるのに協力してほしいだけなんだが。

「陵もさ、見てらんねーんだよ。アイツが落ち込んでいるところとかさ」

『……あの、東とう城じようさん』

　汗がもう一滴垂れて、床を濡ぬらす。痺しびれるような腕の痛みはまだまだ甘い。鍛きたえるというには程ほど遠い。

「どうした？」

『いえ、その……なんといいますか、陵みささぎさんと、そんなに仲がよろしかったでしょうか？』

「別に、不仲のつもりもないんだが……腐くされ縁みたいなもんだよ」

　因いん縁ねんをつけられていた陵、安あ曇ずみ野のの二人を、実に暴力的な手段でもって解決した俺と桐きり也や。それからの妙みような縁である。特別好かれているとは思えないが、嫌きらわれているわけじゃない。だらだらと続く付き合いだったが、案外友人関係なんてそんなもんじゃないかと思える。

『まさか、好きなのですか？』

「猿さるだの犬だの罵ば倒とうしてくる相手を好きにはなれねーだろ──なんだ、どうかしたのか紀き沙さ羅ら？　さっきから変だぞ？」

『い、いえ、その』

「言いたいことあるなら言っちまえよ」

　紀沙羅が口ごもるというのは随ずい分ぶん珍しくて、なんだか笑ってしまいそうになる。いつもは要いらないことまでズバズバと言うくせに。

『では、言うのですが……その、東とう城じようさん。陵さんの事ばかり心配しているように思いますが……狙ねらわれているのは、私なのです』

「そんなこと、わかってるが……」

『本当ですか？　わかってくれていますか？　私は今、エフェメラに狙われないように、でも反はん撃げきするために安曇野さんと組んでいるのです。可能なら、現在のコンビネーションでエフェメラを誘おびき出して反撃できるところまで持っていきたい。けれど、東城さんは陵さんのことばかりで、私については考えていないように思えるのです』

「んなわけねーだろ！」

　つい声を荒げてしまった。電話の向こうで、息をのむ紀沙羅の呼気が聞こえた気がした。

　紀沙羅が狙われてることなんてわかってる。あのエフェメラにリベンジする気き概がいだってあるのに。

『だって……でも、東城さんは……！』

「なんだよ」

『おっ、怒らないでほしいのです！』

「怒ってねーぞ！」

『怒ってるようにしか見えないのです！』

　なんだ。どうしてこうなった？

　陵ほどではないにしても、俺だって相当血が上りやすい体質だから。つい声が荒くなる。少し息を吐はいて、俺は頭を冷やそうと努めた。一旦、仕切り直しだ。

「違う……怒ってない、俺、ほら、口わりーからよ……」

『それはもう、知っているのです……』

　ああそうかよ。どうせ俺は口が悪いよ。自分で言ってて落ち込みそうだぜ。

「お前のことだって心配だ。でも、だからこそだろう。陵みささぎだって放っておけない。あのエフェメラは、四人で倒さねーと……」

『四人で倒さないといけない相手に狙ねらわれているのは私なのです！』

「弱音吐はいてんじゃねーよ！　ビビってんのか！」

　仕切り直しは効果なし。叫ぶような紀き沙さ羅らの声に、こちらも思わず声を叩たたきつけてしまう。

　どこかでブレーキが欲しかったが、生あい憎にく俺にそんなものは備そなわっていなかったようだ。こちらが冷静さを取り戻そうとする前に、紀沙羅の言葉が返ってくる。

『はあ!?　怖こわいに決まっているのです！　エフェメラが情報を精せい査さすれば勘かん違いに気づくことは十分有り得るのです！　東とう城じようさんには他ひ人と事ごとだからわからないでしょうが！』

「お前……ッ！」

　思わず立ち上がってしまった。頭に血が上る感触がある。

　しかし俺がなにか言う前に、たたみかけるような紀沙羅の言葉は止まらなかった。

『もういいのです！　こちらはこちらで勝手にやるのです！　東城さんは勝手に誰とでも仲良くしてればいい！』

「意味わかんねーぞ！　なんでそんな話になるんだよ！」

『私がどうなっても関係ないのでしょう！』

「そんなこと言ってねーだろうが！」

『言ってるも同然なのです！』
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　互いに白熱すれば、温度も上がる。声も荒ぐ。

　言葉のキャッチボールはその熱を更さらに増し、俺も半なかば意地になって言い返そうとしたその瞬しゆん間かんに、簡単な電子音とともに通話が中断された。反論は行き場のない熱とともに宙に浮く。

「い、言いたい放題じゃねーかよ……」

　頭にきて再びかけ直す。

　しかし、携帯から帰ってくるのはあの小こ生なま意い気きな声ではなく、合成音声によるアナウンスだった。どうやら電源を切りやがったらしい。ふざけんな。言い逃げかよ。しかも結局、何一つ解決してやがらねぇ。

「アイツ……！」

　腕立てでは出なかったような汗が、額ひたいから噴ふき出してきた。

　なにも解決しないどころか、紀き沙さ羅らを怒らせてそれで終わりか。なにやってんだ俺は。思わず携帯を投げ捨てたくなったが、物に当たっても仕方が無いと自分に言い聞かせてどうにか押しとどめる。画面が汗に濡ぬれ、嫌いやな輝きを見せていた。

　なんなんだよ、それは。

　俺が紀沙羅を気遣づかえなかったのだろうか？　そうだ。配慮が足らなかった。その上言い過ぎた。こっちも言われ過ぎたような気もするが、とにかくはまず、俺の側の言葉が過ぎた。今いま更さら後悔しても遅かったが。

　俺は紀沙羅の護ご衛えいだぞ。アイツはいつも怖こわい思いをしてたの、知ってんだよ。お前はもう一人で戦ってるわけじゃねーのに。突き放すような言い方になってしまったことが。

「くそっ……」

　携帯を部屋のベッドに投げ捨てる。シーツの上で跳はねる携帯は無視して、俺は部屋の隅すみにあるサンドバッグを睨にらみつけた。行き場のない焦しよう燥そう感とやりきれなさを、握った拳こぶしにこめる。

「ちくしょうっ！」

　俺の叫びを受けて、サンドバッグが跳ねた。

　元の位置に戻ろうとするバッグを、更に何度も打ちつける。汗が噴ふん出しゆつするその瞬間だけ、この怒りを忘れられる気がした。誰への怒りだ？　紀沙羅のはずもない。考えが足りなかった自分自身へのものだろう。

　怒らせてしまったし、怖がらせてしまった。

　放った言葉をどれだけ後悔したところで、意味は無い。きっとしばくは電話に出てくれないだろう。

　結局その夜は、うるさい静かにしろと隣室の姉が俺のところに来るまで、俺は空手の型にもなっていない八つ当たりを繰り返していた。

　修練にもならねえ、くだらない時間を過ごすことになった。




「意味わかんないのよ！」

　翌日である。

　専門店の休憩スペースで、開口一番彼女はそう叫んだ。俺を見るなり目を吊つり上げ、こちらに向かって歩いてくる。なにがと聞く暇ひまもなく、ロー気味で足を蹴けられた。

「刀とう雅がぁ！　アンタあずなになに言ったのよ！　なんとかしてやるって言ったの忘れたの!?」

「……ダメだったか」

　そりゃそうだ。

　安あ曇ずみ野のがなに考えてるかさっぱりわからねーが、俺が火に油を注いだのは目に見えている。関係が改善したはずはなかった。いつもの調子でぎゃあぎゃあ叫ぶ陵みささぎに、しかし俺は反論する元気がなかった。

「ダメに決まってんでしょ今日も一いつ緒しよに帰ろうって言って断ことわられ──って、ちょっとアンタ、どうしたのよ？」

「なにが？」

「なにが……って、顔！　らしくないわよ！　疲れてんの!?」

　そうか、そのように見えるのか。

　昨晩、紀き沙さ羅らとの仲なか違たがいをどうにかしようとしたのだが、結局俺にできることなんざ人頼みである。アレンさんにメールしてみたが忙しいのか返事はなく、竜りん胆どうさんは紀沙羅側のせいか『自分たちでなんとかしろ』と一いつ蹴しゆうされた。最後の頼みであった桐きり也やは、『忙しいから』と話すら聞いてもらえなかった。

　俺の人脈なんざ所しよ詮せんこんなものかと呆あきれるほどの対応だった。それぞれやることがあって、こちらの喧けん嘩かに耳を貸す暇などないと理解はしているつもりなのだが。あと桐也は後日に一発殴なぐる。

「体力バカのくせに疲れてるとか有り得ない」

「それ言ったらお前も、いつものバカみたいにうるさいのがねーぞ。大人おとなしいってか」

「うっさいわよ！　……紀沙羅となんかあったの？」

　空気読めないくせに、やたら察しの良い陵だった。

　見抜かれてしまった以上仕方ない。俺は昨晩のやり取りを陵に話した。紀沙羅と連絡が取れない以上、一人で行動するしかない。竜胆さんが見ていてくれると信じるしかない。安あ曇ずみ野のが巻き込まれる危険性だってある。

　なのに、なにもできてねえ。

「……なにそれ、アタシらそろって、相あい方かたと喧嘩してるってこと？」

「言うなよ……ますます落ち込んでくる……」

「アンタが紀沙羅に怒られたくらいで、そんなにヘコんでるのも意外よ。アタシがなに言ったって平然としてるくせに」

「そんなにひどいかよ？」

　いつも通りのつもりはもちろん無いが、だからといって陵みささぎに見抜かれるほどとは思わなかった。休憩室で顔を突き合わせるのは、負け犬とも言うべき二人であった。

「ひどいってゆーか、いつもの熱血がないわよ。どこ行ったの」

「知るかよ。というかお前だって安あ曇ずみ野のがいないだけで相当落ち込んでんじゃねーかよ」

　落ち込んでないわよ、と強がる陵。しかし拗すねたようなその言葉に力が無いのもまた事実である。

　別に難しいことが起きてるわけじゃない。ただ互いが互いの考えを、正しく受け取ることができていないだけ。それだけのはずなのに、精神的ダメージはでかかった。紀沙羅の護ご衛えいが、自分の想像以上にハマり役だったということなのかもしれない。

　俺のために怒って、俺のために行動して、それで紀沙羅も少し強くなれたと、笑ってくれたはずなのに。それなのになにやってんだ俺は。バカなのか。アイツを怒ど鳴なりつけたら本末転倒じゃねーか。

　考え過ぎるとまた、昨晩のことを後悔しそうになる。

「そもそも、おかしくなったのはさ」

　陵が腕を組む。

「あのエフェメラとかいう女のせいじゃない？　アイツが出てきて、イレイザー交換して、そっからなんかおかしいのよ」

　いかにも陵らしい。理論にもなっていない攻こう撃げき性の発はつ露ろだった。

　だが、とりあえずの事実でもある。イレイザーを変えたから、コンビネーションがズレてきやがった。エフェメラがなにをしたわけでもないが、アイツをぶっ倒せば、イレイザーを交換する必要なんてなくなる。

　それでこの食い違いが修正されるかはわからないが、とりあえず二人で筺きよう体たいに入ってしまえば、現状を打だ破はするチャンスはあるはずだった。

　そしてなにより、わかりやすい。

「……どう思う？　アイツをぶっ倒せば全部解決、っていう考えは」

「大好きだぜ。そういうの」

　闘志に火が灯ともる。身体の芯しんが熱く滾たぎるこの感覚。興奮と緊張がないまぜになった高こう揚よう感は、何とも言い難がたいものがある。

　もちろん、現実はそんな簡単じゃない。

　さすがにエフェメラをぶん殴なぐって、全て解決というわけにはいかないだろう。問題は色々なとこに波は及きゆうしてる。

　だが、暴れまわってるアイツを見過ごすことができないのも確か。幸い、誘おびき寄せるための《薄うす花はな桜ざくら》は俺たちの手元にある。だったらエフェメラの悪行にこちらの鬱うつ憤ぷんを上乗せするくらいのことはしたっていいだろう。

　少しくらいは、こちらの八つ当たりをエフェメラに引き受けてもらおうか。アイツをブチ倒せば紀き沙さ羅らも喜んでくれるだろうしな。

「《薄うす花はな桜ざくら》はあるわよね？」

「当たり前だろ。パイルバンカー付きでな」

「その装備、アタシはあんまり好きじゃないんだけど……まあ、紀沙羅も認めてるしね。こないだの活躍も見てたし、この際仕方が無いわね」

　本当なら陵は《ユーディット》が良いのだろうが、贅ぜい沢たくを言ってる場合ではない。

　休憩室のモニターを確認。勝ち抜き筺きよう体たいでは誰もプレイしていないらしく、ただデモムービーが流れているだけだった。紀沙羅、安あ曇ずみ野のもまだ来ていないらしい。事情はわからないが好都合である。今がチャンスといったところか。

「……紀沙羅とか、待たなくてもいいよな？」

「別に構わないでしょ。アタシたちと一いつ緒しよにやりたくはないみたいだし？」

　拗すねたように言う陵みささぎが、いかにもらしい。

　紀沙羅に言ったら、危険だからと止められるか、それとも無理だと笑われるか。いずれにしても協力を仰あおぐことなんてできないだろう。こっちにも意地があるしな。

　結局は意地の張り合いである。そんなことはよくわかっていた。

　意地、要はプライド。プライドなんざくだらないと、俺は思う。《薄うす易やす々やす桜ざくら》が入ったケースを片手に、俺はエスカレーターへと向かった。

「なあ陵、どーでもいいこと聞いていいか？」

　後ろについてくる彼女へ問う。振り返ることはしなかった。

「なによ？」

「プライドとか、誇りってどー思う？」

「そんなもの役に立たないわ。自己満足のためのくだらないこだわりをプライドって言うんだから。そうね、霧きり島しまがよく言ってるじゃない。礼儀を忘れた奴やつに戦う資格がない、って。あれこそ、くだらないこだわり方よね」

　師の教えを実直に守る桐きり也やは、確かにそれが口くち癖ぐせだった。

「でも、それを捨てるべきだとは思わないわ」

「……言ってること、おかしくねーか。矛盾してるだろ」

「そんなことないわよ。意地の張り合いで勝つのが勝負ってもんでしょ？　試合には負けても勝負には勝つわ。そのためにはプライドが要いるの。だから桐島に倣ならうなら、私はこう言うべきなのかしら。プライドのない奴に戦う資格なんてない。それがどんなにくだらない意地だったとしてもね。アンタの意見は？」

　くだらない意地でもあるほうがいい。紀き沙さ羅らに負け続けて、それでもなお挑戦する陵みささぎにとっては、その不ふ屈くつこそがプライドであるということなのだろうか。少し考えて、俺は短く答えた。

「プライド持ってる奴やつはかっこいい」

　俺の答えを、陵は鼻で笑った。エスカレーターを下り、一階の勝ち抜き筺きよう体たいへと辿たどり着く。エフェメラの件があるのか、誰もここでプレイしようとはしていなかった。

　理屈なんかじゃない。プライドを持っている奴はかっこいい。ただそれだけのこと。くだらないと思っても、それを捨てられないのは、俺も陵も同じなのだ。

「アンタ、本当にバカね。アンタだけなの？　それとも男ってみんなそうなの？」

　筺体内部へ。俺が後部席、陵が前だ。今日見えるのはサイドポニーではなく、ツインテール気ぎ味みのお団だん子ご金髪であった。なんだか新鮮な感じだ。ケースから《薄うす花はな桜ざくら》を取り出して、彼女に受け渡す。

「……どうだかな。俺みたいなバカ、そんなにいるのか？」

「形は違えど男はみんなバカだって、田舎いなかのおばあちゃんが言ってたわ」

　それはそうかもしれない。

　しかし、だからといって女がバカではないわけではないと思うのだが、その辺どうなのだろう。そのおばあちゃんとやらに聞いてみたい気もした。

「そんなことより、準備はできてるの？　どっちやる？」

「駆く動どう系」

「本当に大丈夫なのぉ？　それしかできないだろうからやらせてあげるけど……もし中ちゆう途と半はん端ぱなことやってたら、兵装系も駆動系もまとめて持っていくわよ」

　手厳しいのは、陵でも紀き沙さ羅らでもあまり変わらないようだった。

　陵は、手早く《薄うす花はな桜ざくら》をセット。本来ならば、陵の前にある専用位置にセットされた《薄うす花はな桜ざくら》は、そのまま台座ごと移動して見えなくなる。あのまま、筺体から伸びるレールで移送され、バトルドームのカタパルトに置かれるはずだった。

　が、まだその動作の気配はない。対戦相手がいないからだった。

「だれか挑戦してきてくれないかしら……」

「来るとしても噂うわさが広まってるからなぁ。安あ曇ずみ野のと紀沙羅だったらどうするよ？」

　陵は答えなかった。あまり想像したくなかったらしい。

　対戦相手がいないんじゃバトルの始めようがない。画面ではデモムービーの一環として、新しくアップデートされた機能が告知されていた。以前のフェイスチャットや、新しい船上のステージなんかはその一部である。

「やっぱ片方だけじゃダメか……」

　俺がため息を吐ついて、そう言った時だった。

　唐とう突とつに、画面のデモが終了する。派手なＢＧＭと共に、画面が展開。いくつかの演出を経て、バトルステージを俯ふ瞰かんする画面になった。同時に、筺きよう体たい前の《薄うす花はな桜ざくら》の台座が下降していく。これは、言うまでもない。

「始まった!?　相手は!?」

「ちょっと待ちなさいよ！」

　陵みささぎが手早く操作し、対戦相手の情報を画面に映し出す。

　対戦相手の機体は《マルドゥク》。ランク外。戦績は０戦０勝０敗。それだけ見るならまるで初心者のデータだが、唯ゆい一いつ無む二にのプロトタイプを使う人間が初心者のはずが無い。

「エフェメラか!?　アイツ、反対側の筺体に乗ってんのか!?」

「そんなわけないでしょ！　機体データを新規で作って、あっちの筺体を乗っ取ってるだけよ！　どういうハッカーだっての！」

　今度のステージも、また見たことのないものだった。ステージの中心を貫つらぬくように巨大な鋼こう鉄てつの柱がある。周囲は闇やみで覆おおわれており、その鋼鉄の柱に付ふ随ずいするいくつかの構造体が足場のようになっている。新しく実装されたステージらしい。中心の柱が障害となっているため、この柱を回るように戦うことを余よ儀ぎなくされるだろう。足場の高低差も激しい。

「《軌き道どうエレベーター・宇宙プラットフォーム》ね……アンタ、ここで戦ったことある？」

「いや、ねえな」

「アタシも初めてなのよね……」

　軌道エレベーターということは、この巨大な鋼こう鉄てつの柱が地球にまでつながっているという設定なのだろう。もちろんＳＦの世界の話でしかないが、《デュアル・イレイザー》の世界観では、こんな巨大な構造体がいくつも出現してくるので、燃えるものがある。

　宇宙空間で、この柱の周辺にへばりついて戦う、ということか。

『うふフふ……』

　思わずステージのグラフィックに見み惚とれていると、いきなり通信が入った。

『お久しぶりですねェ紀き沙さ羅らさァん！』

「アンタ……」

『来てくれて嬉うれしいですゥ。ずッと待ッていたんですよォ……』

「そうね。こっちもずっと待ってたわよ。アンタにリベンジかますのをね！」

　画面が展開する。

　カタパルトから射しや出しゆつされた《薄うす花はな桜ざくら》が、そのまま軌道エレベーターの足場へと着地した。必要性のよくわからない構造体が並んでいる様よう子すは、鋼鉄の樹木にも見えた。おそらく反対側にいるのであろう《マルドゥク》の姿を捉とらえることはできない。

　さっきから鋼鉄と表現しているが、あくまで見た目から判断しているに過ぎない。実際の設定ではカーボンナノチューブとかが使われているのだろう。今度設定集とか読んでみようかね。

「……厄やつ介かいなステージだな、おい」

「あら、ロボット好きにはこういうのはアリなんじゃないの？」

「見てる分にはな。どうすりゃ良いと思う？」

「とりあえず索さく敵てき」

　了解、と応じて、ブロックのようなエレベーター周辺の構造体を飛び移っていく。足場が狭せまいので、それだけでアクションゲームのような動きを要求された。エレベーターの外周を時計回りに進んでいく形だ。

　巨大な柱と表現したが、一本ではなく、何本かの巨大な柱で骨組みが作られている。内部は中空だが、これまた規格外の大きさのケーブルが通っていることがわかる。バカでかいだけでエレベーターであることには変わりない。

　やがて、同様に足場を通ってきた《マルドゥク》を発見した。

　一見すれば、普通のイレイザー。しかし画面を探さがしても、相手側の耐たい久きゆうゲージの表示が見当たらないのが奇き妙みようだった。最初に対戦した時もそうだ。

『見つけましたァ……！』

　来る。

　合体時の《マルドゥク》に飛行能力はない。ブースターを上う手まく使えば、機動力で勝まさることは可能だろう。だが、甲かん板ぱん上とは違う。右側は巨大な柱が建っており、左側は宇宙空間。端たん的てきに言えば崖がけ際ぎわの狭せまい道を歩いているようなもんだ。

　そんなところで敵に出会えばどうなるか。

「行くぜぇッ！　カゲロウ野郎が！」

　足を止めての殴なぐり合いしか、方法はあるまい。

　そしてその場合は、射しや程ていで勝負が決まる。左右に動きにくい以上、互いの攻こう撃げきはかなりの確率で当たるだろう。だったらパワー勝負だ。一撃必殺のパイルバンカーを叩たたき込むことができれば勝ちは近い。

『あ、あれェ……？　紀き沙さ羅らさん、相あい方かたを変えたんですかァ……？』

「アタシの勝手でしょーが！　それより答えなさいよ！　こないだ勝ち逃げしたのはどういうつもりよ！」

　陵みささぎが叫ぶ間にも、互いの機体は距離を詰める。

《マルドゥク》の肩部ビームキャノンから砲ほう撃げきがされた。牽けん制せい程度のそれを、俺は《薄うす花はな桜ざくら》の体勢を低く沈めることで回避した。こっちは武術のつもりでやっている。陵の補助によるブーストが、回避の手助けをしてくれた。

　避けるなら、下か上しかない。陵もそれをよくわかっている。

『あ、あう……あれは、電話でェ……』

「ああ!?　電話!?」

『電話、出なきャいけなかったんですゥ……！　定期報告をちゃんとしろって、怒られてェ……！』

　カイに、か。怒られたということは、定期報告とやらは怠おこたっていたのだろうか。やはりエフェメラは、カイ達と連絡を密には取っていない？

　だからまだ勘かん違いが持続している？

　重ねてビームが襲おそってきたが、これも避ける。《マルドゥク》のビームキャノンは強力だが、肩部装そう甲こうが邪じや魔ましているため、水平より下に角度を向けられないようだった。身体を沈しずめ、ブーストを利用して近づけば当たらないのだ。

　ここまで、互いに無言で、これだけのコンビネーションができている。

　攻こう撃げきをパイルバンカーによる格闘戦に絞しぼれば、それは俺の領分だ。陵みささぎはブーストによる速度管理に集中できる。良い感じなんじゃねぇの？　このまま一気に近接戦闘へと持ち込んでやるぜ！

「なにが電話よふざけんなァッ！　こっちはアンタのせいで全部めちゃくちゃなのよ！　責任取んなさいよ！」

『ひィッ!?　ごめんなさいごめんなさい怒らないでくださいィ！』

　エフェメラは通信でやたらと怯おびえるが、一方画面の《マルドゥク》にはブレがない。

　キャノンでは既すでに捉とらえられない位置にいると判断したか、鉤かぎ爪づめでビームハルバードを構え直す。接近戦には接近戦か。ビームハルバードは確かにパイルバンカーより射しや程ていが長いが、隙すきもデカいし、懐ふところに潜もぐり込めば有利なのはこちらも一いつ緒しよだろう。

『怒らないでェ……！』

　振り下ろされるビームハルバード。悪あく魔まのごとき挙きよ動どうでもって、左肩への裁さい断だんを狙ねらう。縦たて一いち文もん字じの一いち撃げきに。

「それ！　もう見切ってるのよ！」

　轟ごう音おんとともに、《薄うす花はな桜ざくら》のブースターが咆ほう哮こうした。

　画面が激しくブレる。目の前のあったはずの《マルドゥク》が正面から消え去った。

「なッ……！」

「刀とう雅が！　ビビらないで！　回ってるだけよ！」

　そう、《マルドゥク》が移動したのではなく。

《薄うす花はな桜ざくら》が回転したのだ。左側のブースターだけを点火したことで、ハルバードの命中の瞬しゆん間かんに、《薄うす花はな桜ざくら》がその体を移動させた。重心はそのままに、面積の広い正面部を一瞬で移動させることで、ハルバードの一撃を回避した。

『あうゥッ!?』

「このままなら……！」

　そう、回転した。直進した先で急制動をかけ、そのままターンをかけ、ハルバードをかわした。

　ならば、どうなるか。

「そこッ、だッ！」

　回転を殺さなければ、パイルバンカーの左腕は元の位置に戻る。その杭くいの先端が向かうのは、ハルバードを振り下ろしきって無防備な《マルドゥク》へと届く。

《マルドゥク》が翼つばさをたたみ始めるが、間に合わない。既すでにパイルバンカーは敵機の至近にある。

「っら！　あああッ！」

　激突。

　打撃の衝しよう撃げきにより、パイルバンカーが作動。炸さく薬やくの爆発とともに、杭が一いつ瞬しゆんでその身を伸ばす。貫つらぬく一撃に、《マルドゥク》がのけぞった。

　読み通り。

　至近距離でのパイルバンカーを食らい、《マルドゥク》はその衝撃でわずかに後退する。

　ゲージの表示が無いため、どれだけダメージを与えたかは不明だが、まさか無傷ということもあるまい。一瞬の隙すきを狙ねらう必殺武器。威い力りよくだけなら比類するものがない。

「っしゃあ！　狙い通りじゃねーか！」

「当たり前でしょ誰が一いつ緒しよに乗ってると思ってんの！」

　最強クラスの操そう縦じゆう者が、そのプライドでもって吠ほえる。

　回転による回避と攻撃。陵みささぎの戦闘のフォローは、紀き沙さ羅らのそれとはまた違うものだったが、俺にしてみればありがたいことにはかわりない。パイルバンカーを打ち込むそのタイミングと、間合いの取り方さえ任せてもらえれば、《マルドゥク》の懐ふところにも入り込める。

『く、ゥ……！』

「泣き言は後で聞いてあげるわよ！」

『うああァァァァッ！』

　弾はじけ飛ぶように、《マルドゥク》の翼が広がった。

《マルドゥク》の装そう甲こうが分離して、一瞬でドラゴン型イレイザーを形づくる。完成した《ムシュフシュ》は、すぐさま高度を取っていく。《マルドゥク》にはない飛行能力が《ムシュフシュ》にはあるようだった。

　錯さく乱らんしたかのようなエフェメラの声が、スピーカーを通じて耳をつんざく。

『来ないでェッ！　嫌いやァ、こんなの嫌ァ！』

「なめてんじゃねぇぞ！」

《ムシュフシュ》には攻撃は届かない。この足場の狭せまいステージで、飛行体を相手にするには分ぶが悪い。

　ならば、装甲の減った《マルドゥク》本体を狙うべきだろう。ブースターでわずかに離れた距離を更さらに詰め、もう一度パイルバンカーを叩たたき込んでやる。陵のブースト管理による後押しを受けて、再び《マルドゥク》へと一いち撃げきを狙ねらうが──。

「がッ!?」

《薄うす花はな桜ざくら》の動きが、また止まる。

　ちくしょう、またこれか。ワイヤークローで絡からめ取られた《薄うす花はな桜ざくら》。クローを撃うち出したのは上空の《ムシュフシュ》である。

「この……ッ！　鬱うつ陶とうしいのよ……！」

　陵みささぎがブーストをかけるが、がんじがらめのワイヤーでは思うように加速できない。そのまま眼前から迫ってくるのは、装備をハルバードに限った《マルドゥク》だった。

「おい！」

「わかってる、駆く動どう系もらうわよ！　この程度でアタシが止まるかぁァッ！」

　すぐさま陵に駆動系を渡す。動けないままの《薄うす花はな桜ざくら》、だが自由になる腕で、その膝ひざから突き出すビームナイフの柄つかを摑つかんだ。リング状の柄の先端が二つに割れることで、その先端から青い光のビームが出現する。

「はあああァッ！」

　気合い、一いつ閃せん。

　画面に走る軌き跡せきは、ビームナイフの斬ざん線せんそのままだ。目に残る光を残し、身体からだに絡まったワイヤーを切り裂さいていく。斬線が増えるとともに、《薄うす花はな桜ざくら》の動きが軽やかになっていく。

「これで……っ」

『いいえェ……ダメですよゥ』

　だが。

　どうにかワイヤーを斬きり捨てた時点で、終わっていたと言えるのかもしれない。近距離まで接近していた《マルドゥク》は、既すでにビームハルバードを振り上げていた。

『怖こわい！　怖いのォ……だから早く、終わらせないとォ！』

　ワイヤーを斬り伏ふせた《薄うす花はな桜ざくら》の、その一いつ瞬しゆんの隙すきに。

　衝しよう撃げきによる揺ゆれが画面を襲おそう。鋭く重いハルバードが叩たたきつけられた。パイルバンカーほど威い力りよくはないものの、ゲージがいくらか持っていかれる。

　タイミングを全て見計らっていたエフェメラの打撃に、よろめく《薄うす花はな桜ざくら》。しかしその動どう揺ようは一瞬に過ぎない。今度は《マルドゥク》のほうが隙を見せているのだから。左腕のパイルバンカーはまだ生きている。

「こっちの番よ、食らいなさい！」

　ステージは狭せまい。近接武器での殴なぐり合いなら《薄うす花はな桜ざくら》にだって分ぶがあるはずだ。

　ハルバードを振り下ろしきって、重いその武器での反転が間に合わない《マルドゥク》へ、今度こそ鋼こう鉄てつの拳こぶしを叩き込む。駆く動どう系は陵に。左腕を構えて突っ込む《薄うす花はな桜ざくら》の後押しをするように、俺はコンソールキーを打ちこんでブースターを点火した。

『あ、あうゥ……いじめないで、怒らないでェ！』

「ああッ!?」

　ふざけんなと、叫ぼうとした瞬しゆん間かん。

　横からの衝しよう撃げきに、画面が揺ゆれる。パイルバンカーが届く寸前、真横から飛来したドラゴン型イレイザーが突撃してきやがった。攻撃と呼ぶのもどうかと思う、ただの体当たり。

　だが、《薄うす花はな桜ざくら》の体勢を崩くずすには十分だ。巨大エレベーターの外壁に叩たたきつけられる。反撃の機会は、ビショップ型の連れん携けいで破やぶられた。ふざけやがって、一人で二体を自在に操あやつるなんざ反則過ぎるだろうが。二人でやっても、ちゃんと連携取れるプレイヤーは少数だってのに。

『怖こわい、怖いッ……！』

　それはこちらのセリフだ。俺はお前がこえーぞ。

　ドラゴンと再び合体し、翼つばさを広げた《マルドゥク》の姿に戻る。ビームハルバードでの連撃を加えてくる。何度も壁にブチ当てるように、左側からの打撃に、じわじわと《薄うす花はな桜ざくら》のゲージが削けずれていった。

「く……！」

　されるがままと言っていい。

　駆動系を担になう陵みささぎはどうにか抜け出そうとしたが、至近距離、しかも狭いステージだ。そうそう抜けられはしない。反転してブースターで加速すればあるいは、と思ったが、離脱の前に背中に一撃を浴びせられるに決まっていた。

　だったら。

「アタシは……！」

《薄うす花はな桜ざくら》が、動く。

　何度目かわからない打撃を、陵は見切った。そうして上空に跳はねたのだ。こちらもわずかにタイミングが遅れるものの、ブースターでその跳ちよう躍やくの援えん護ごをする。《マルドゥク》には予想外の挙きよ動どうだったのか、反応がない。

　ブースターで、《マルドゥク》の上から見下ろす形になる。

「アタシは、負けない！　アイツ以外になんて、絶対に！」

『……読んでますよォ、それ！』

　だが、今度は《マルドゥク》の肩口、ビームキャノンが動く。

　斜め上に可動し、照準をあわせたキャノンから、紫色の光が溢あふれだした。ほぼ至近距離の銃じゆう撃をかわせる道理はない。二条の光の直線のうち、その一つを正面から食らって、だが俺はそれでもなお、操作の手を止めない。

　食らった。

　確かに直撃、だが。

「このアタシが！　止まるかああぁァァ────ッ！」

『ひィッ!?』

　止まらない。

　ビームの攻こう撃げきでゲージは持っていかれたが、ブースターの推進力はそれを上回った。低てい威い力りよくのビームでは、最大出力、オーバーヒートも厭いとわぬ《薄うす花はな桜ざくら》の加速を止められなかったのである。捨て身の一撃。

　だから、パイルバンカーを構え、自由落下も力に変えて、《マルドゥク》を捉とらえて加速する。

　斜め上からの、必殺の一撃に。

「これで、終わりよ！」

『い、ヒ、やァァァッ！』

　意味のわからぬ甲かん高だかい音に、思わず顔をしかめた。

　轟ごう、と、音が響く。パイルバンカーの直撃の演出が、画面に華はなを咲かせる。

　──はずだったのだが。

「あ……え？」

　伸ばした《薄うす花はな桜ざくら》の腕。パイルバンカーの先端が、《マルドゥク》に達していなかった。

　何な故ぜか。

《マルドゥク》が必死で伸ばしたと思われる、その鋭い鉤かぎ爪づめ。もはやがむしゃらだったのだろうその腕だが、しかし本来の腕の長さに、ドラゴンの爪の分だけリーチがある。そのリーチの差が、ギリギリで《マルドゥク》を助けたのだ。

　奇くしくも、カウンター。

　紀き沙さ羅らの最も得意とする戦法に──おそらく偶然だろうが──陵みささぎの捨て身の一いち撃げきが防ふせがれた。

「あ……」

『ヒ──いやあァァァァッ！』

　自分が優位に立ったことに気づいているのか。

　錯さく乱らんした様よう子すを見せるエフェメラは、大きく《マルドゥク》の腕を振って、《薄うす花はな桜ざくら》を投げ飛ばした。そのまま、ビームハルバードも投げ捨て、両の鉤爪で素早い攻撃を叩たたき込んでくる。まだゲージは残っている。まだ負けたわけじゃない。

　だが、どうやって、ここから。

「あ……諦あきらめてたまるかあッ！　アタシ、アタシはまだ、これから……！」

『あ、ア、あ、アナタはァ……』

　不意に。

　まだまだ追撃できると思われる《マルドゥク》が、その鉤爪を止めた。ゲージはまだ残っているはずなのに。いや、確かに、実質的な決着はついたようにも思われたが。

　逆に、熱を帯びた陵の声とは対照的に、人格が変わったようなエフェメラの言葉が響いた。こいつはずっとそうだ。豹ひよう変へんぶりが極端に過ぎる。

『どうして……怯おびえないんですかァ？』

「!?　はあ!?」

『すごい、まだ元気ですねェ……そんなはずないんですよォ。紀き沙さ羅らさん、私と同じだとするなら……これだけピンチになってしまッたらァ、もッともッと怯えなきャおかしいんですよォ』

　通信から聞こえてくる声に、嫌いやな予感がした。

　紀沙羅。私と同じ。同じってなにがだ。

　ピンチになったら怯えるのは、紀沙羅だけじゃない？　いや、違う。エフェメラは最初から怯えていたのだから。なにに？　俺や紀沙羅や陵みささぎ？　バカな、あれだけの立ち回りをできるプレイヤーが怯えるのなら。

　トラウマという言葉が頭をよぎる。

『だッてアナタ……負けたら死んじャうじゃないですかァ？』

「なに言ってんのよ、そんなわけ──」

　そこまで言いかけて、陵ははっとこちらを振り向いた。戦闘中には自殺行為だが、陵の表情はそれどころではないと語っている。

　知っていたのか、と問うてきた。

　焦あせった俺の額ひたいから流れる汗で、ほとんど悟さとったようだったが。

『やッぱりィ！　あッちのほう！　《ユーディット》のほうだッたんですねェ！　すッかり騙だまされてしまいましたよォ！　てへッ』

「違う！　ふざけんな、エフェメラ！　如月きさらぎ紀沙羅はこの──」

『貴方あなたは東とう城じよう刀とう雅がさん？　おかしいと思ッたんですよォ！　こッちが顔を知らないと思って好き放題！　でももう逃がさないですよォ！　今度こそ見つけてあげますゥ！』

《マルドゥク》の姿が、ブレる。画面に映る姿がノイズでまみれる。

　消える前ぜん兆ちようだ。以前戦った時のように。

「まだよ！」

　陵が吠ほえた。

「まだ決着はついてない！　アタシから逃げるなエフェメラぁ！」

　確かに敗北したわけでもあるまい。

　だが、このままやって陵に勝算があるかというと疑問である。それでも陵はパイルバンカーを構え、突とつ撃げきしていく。ノイズがぶれ、《マルドゥク》の姿が見えなくなるその直前まで、ブースターを噴ふん出しゆつさせ。

　だが、そこで幽ゆう霊れいの姿が見えなくなる。

「ッ!?」

　いや、幽霊だけではなかった。

　唐とう突とつに消え去ったのは、バトルステージもだ。巨大なエレベーターと、狭せまい足場が消え去り、薄うす青あおのバトルドームの外壁が見える。ドーム内の宙空に浮いていた形の《薄うす花はな桜ざくら》。しかし突然、バトルが強制終了されれば。

「な、これ……！」

　幽ゆう霊れいが消えたことで。

　バトル自体も、なかったことになったのか。特殊な技術で足場に乗っていた《薄うす花はな桜ざくら》は、しかしその動力の一いつ切さいを失う。咄とつ嗟さにブースターを起動させようとしたが、こちらからの入力も一切受け付けていなかった。

《薄うす花はな桜ざくら》が、落ちる。そう思った瞬しゆん間かん。

　画面が全て、待機状態のデモムービーに切り替わった。おかげで落下する感覚は得ずに済んだが、しかし。

「────ッ！」

　陵みささぎの声にならないような呻うめきは、敗北した屈くつ辱じよくのためか。

　筺きよう体たいの外から、なにかが叩たたきつけられるような音が響いた。

　操そう縦じゆう手しゆと途切れ、真の主あるじもいない場で事実上の敗北を喫きつした《薄うす花はな桜ざくら》。それは俺達に対する罵ば詈り雑ぞう言ごんか、それとも苦痛の呻うめきだったのか。

　紀き沙さ羅らにしかわからないのかもしれなかった。




　頰ほおが痛い。

　喉のども痛い。

「……なあにその顔、めっちゃウケるんデスケドー」

　名前を聞き忘れた少女は、再び電車で席に着き、上目遣づかいでそう言った。ウケると言っている割にはその表情はどこか不ふ機き嫌げんそうだった。

「そうか、楽しんでもらえたのならなによりだ」

「いや、そうじゃねーだろ」

　びし、と綺き麗れいに伸ばした掌てのひらで、軽く宙を切る。良い手刀だ。

　前回の遭そう遇ぐうから、一週間が経たっていた。俺はなるべく時間をあわせ、この電車に乗っていたつもりなのだが、タイミングが良くなかったのか、このプラチナブロンドの少女と会う事はついぞなかった。今日までは、だが。

「殴なぐられたのなんなの？　そのガーゼはさ」

「気にすることはない。俺の不注意だ」

　一体なにをしているのかと、刀とう雅がなら問うてくるだろうか。

　いや、彼も彼で大変そうだ。人間関係について相談がある、というようなことを聞いた気もするのだが、生あい憎にく、こちらもやることがある。以前のように話を聞くというわけにはいかなかった。

　傷は頰ほおの打だ撲ぼく。それと、容よう赦しやなく摑つかまれた喉のど。

　だがまあ、多少痛む程度である。基本的に自分の失態であるために、身体からだに与えられる痛覚は注意を怠おこたった正当なペナルティであると言えた。

「……あのさ、キリヤ。なに。危ないことしてんの？」

「そんなことはない。極めて安全だ」

「じゃあその怪け我がなんなんだよう……」

「注意を怠ればこういうこともある。それより、君は、今日は優先席ではないのだな」

　以前会った車両ではあり、すぐ近くに優先席があるものの、彼女は普通席で足を組んでいた。プラチナブロンドは目立つのですぐに気づく。携帯を持ってはいなかった。

「だって……アンタに、またなんか言われたらウゼーし」

「そうだな。一度注意したのに無視されていたら、多少なりとも傷ついたかもしれない」

　はっ、とよくわからない吐と息いきでもって、少女は睨にらんできた。やはり制服を着ているが、どこのものかは判別がつかない。まあ、女子高生の制服に詳くわしい男というのもどうかとは思うが。

　随ずい分ぶん、遠くへ通学している生徒なのだろうか。

「……これ」

　なにか差し出された。

　よくよく見れば、それはハンカチであった。派手な女子高生らしい装よそおいとは裏うら腹はらに、白の無地、わずかにレースが入った、大人おとなしめのデザインだった。

　高いものだろうか？　値段の高低は不明だが、真新しいものに見えた。

「使えば、いいんじゃん？」

「……汚してしまう。簡単な手当てはしてあるから問題ない」

「汚れたら洗って返しゃ良いじゃねーかよ」

　困った。

　確かに冷やして当てておけば治りは早いだろうが、それをするなら帰ってからということになる。帰ってからで良いのなら今ここでハンカチを借りずとも、家にある布でもなんでも使えばいい。

「この程度の怪我には慣れている。道場ではもっと……」

「うっせー知るかボケ！　アホ！　持っていけグズ！」

　べし、と投げつけられるように渡された。突然の罵ば声せいのせいで乗客の注目がこちらに向く。

「……必ず洗って返す。だから怒らないでくれ」

「誰のせいだ！　はあ、意味わかんねぇ！　マジウケるんですけどぉ！」

　この少女の使うマジウケるという言葉は、ひょっとして俺のそれと用法が違うのだろうか。

　明らかに不ふ機き嫌げんな時に使われるのを見る限り、どうやらあまり良い言葉ではないのかもしれなかった。

「おら、もう行けよ。降りるんだろぉ」

「次に会った時には、機き嫌げんが治っていると嬉うれしいが」

「………………」

　どうやら、完全に怒らせてしまったらしい。

「また同じ時間でよろしく頼む」

　返事はないままだった。

　俺は軽く頭を下げて礼とし、そのまま電車を降りる。手にしたハンカチはどうしたものかと考えたが、そのまま手で持ったままにした。肌に近いところにしまっていたのか、わずかに温かいような気がした。

　女性を怒らせてしまった。

　記憶の限りではほぼ初めてである。

「…………ああ」

　改札を抜けたあたりで、気づく。

　また名前を聞き忘れた。

　もしかして俺は頭が悪いのだろうか。刀とう雅がに比べれば頭を使っている自負があったのだが、結局は五十歩百歩、大した差ではなかったのかもしれない。

　ハンカチを返すのであれば、名を聞くくらいは礼儀だろうに。

「……まあ、教えてくれなかったかもしれない」

　あれだけ不機嫌なのだから仕方あるまい。

　前回、アレンさんに叱しつ咤たされたので、刀雅へどうすればいいか相談をしてみようか、とも考えた。だが、一いつ瞬しゆん考えて、それが愚おろかしいことだと気づく。俺は数日前、なにか相談のあったらしい刀雅の話を、忙しいからと聞かなかったのだ。

　相談できるはずもない。それでは義理が立たない。

「…………」

　男同士の仲なか違たがいであれば、殴なぐり合いでも解決できる。少なくとも俺の周りでは。

　だが女性相手にどうすればいいのか。

　帰り道で考えるには、いささか重苦しい問題に思われた。







第四章　迷走中のクォーター？







　喧けん嘩かっ早いのは自分でも自覚している。問題児と言ってもいい。

　紀き沙さ羅らや陵みささぎのような優等生とは違うのだ。弱い者いじめをしたことも、無意味に拳こぶしを振るったこともないつもりだが、それでも道場に通う身分で喧嘩をしたことで、師し範はんの叱しつ責せきを受けたことは何度もある。

　それとは別に、生活指導の教師から怒ど鳴なりつけられたこともしょっちゅうあった。まあそのうちの何回かは、桐きり也やとの殴なぐり合いであったりしたのだが。

「……よくもやってくれたな、二人とも」

　もはや常連となったファーストフード、である。

　四人がけの席で、ソファ側を一人占領し足を組んでいるのは、お色気武闘派おねーさま、竜りん胆どう凛りん花かさんだった。

　筺きよう体たいから出てきたところを捕つかまえられたのだ。《マルドゥク》に逃げられた後、待っていたのは怒り心頭の彼女だった。傷ついた《薄うす花はな桜ざくら》を回収してから、半なかば強制的にここまで連行されていた。正直、今までのどの呼び出しよりも怖こわい。

　隣となりのテーブルには安あ曇ずみ野のと紀沙羅もいた。紀沙羅はジト目ではあるもののこちらの様よう子すが気になるみたいだったが、安曇野は我関せずでハンバーガー食ってやがる。

「どういうつもりだ？」

「……や、あの」

　詰きつ問もんされても、答えにつまる。

「どういうつもりって、なにがよ」

　情けなく口ごもってしまった俺より先に、血気盛んな陵のほうが口を開いた。

　あるいは、竜胆さんの放つ必要以上の殺気に気づいていないだけかもしれない。竜胆さんほどの武術家が殺気を垂れ流しにするなんざ有り得ないわけで、つまりこの威い圧あつ感は俺だけに対する無言のプレッシャーだった。受け取れない陵は、強気に出ることができる。

　いやあ、こえーよ。表情はいつも通りなのに、指一本動かせばテーブルごと蹴けりとばされそうだしよ。

「エフェメラをぶちのめす。当初の目的はそれだったはずでしょ。動ける私たちがやってなにが悪いのよ」

「勘かん違いするな。エフェメラを名乗る、あの操そう縦じゆう者が誰かを探さぐるのが目的だ。そう頼んだはずだな？　なのに独断専行とは。筺体までクラッキングされていたんだ。事前に言っておいてくれれば、アクセス元を探知することだって不可能ではなかった」

　せめてアレンさんには言っておけば、エフェメラの正体がわかったかもしれない。成否はともかく、黙って戦うことはなかっただろう。

　優しく訳せば、竜りん胆どうさんはこう言っている。

「冗談じゃないわ」

　だが、陵みささぎのほうもなかなか頑がん固こというか、ゆずらなかった。どうも最近、女同士の言い合いに口を挟はさめない状況が増えている。当然だった。女ってのはどいつもこいつも口が達者なのである。

　頭が回るほうじゃない俺が勝てるはずもない。

「アタシは、エフェメラの正体なんてどうでもいいの。アイツに勝てれば、それで」

「だが負けただろう」

「負けてないわよッ！」

　そう、負けてはいない。ゲージはまだ残っていた。

　あそこから逆転の目はあったかどうか。相手側のゲージは確認できず、こちらの打だ撃げきがどこまでダメージを与えていたかは不明。それでもゲームのルール上、途中で消えたエフェメラに負けていないというのは真実だ。だが、それはあくまで陵にとっての話。

　俺にとっては。

「紀き沙さ羅らが……」

　自分の名を呼ばれ、隣となりのテーブルの紀沙羅の肩が、ぴくりと跳はねた。

「陵が、紀沙羅じゃない。《ユーディット》に乗っているほうが本物だっていうのが、エフェメラにバレました。俺にとっては、それは負けです」

「ふん。だろうな。落ち込んでいるのか、刀とう雅が」

　答えられなかった。陵、紀沙羅、両側から視線で責められている気がする。俺が役立たずなのは今に始まったことではない。だが、今回ばかりは俺の行動で紀沙羅を危険にさらしてしまったわけで、護ご衛えいとしては最悪に近い。

　今まで、彼女にかかる火の粉くらいは払っていたつもりだったのだが。とんだ思い上がりだったのだろうか。

「せめて一ひと言こと相談してくれれば良かったものを。二人して、何な故ぜ慎重さに欠けた行動をとったんだ？　仮にエフェメラを撃げき退たいしていたとしても、正体はわからずじまいだっただろう」

　冷静な竜胆さんの問いかけに、答えられるはずもない。

　安あ曇ずみ野のや紀沙羅と妙みような関係になっちまって、そのぎくしゃくぶりを解決したいがため。そうだ、極端な話を言えば自分たちの都合だ。それで返り討うちにあっていれば世話はない。ましてや紀沙羅を危険にさらしてしまえば。

「……好き放題言ってくれるじゃないの」

　陵みささぎらしからぬ冷たい声に、嫌いやな予感がした。

　みれば、陵は自分の膝ひざの上に、爪を立てていた。肉に食い込むほどの力で。

「エフェメラが言ってたわよ。如月きさらぎ紀き沙さ羅らは負けたら死んじゃうって。どういうことなの？　なにそれ。くだらない噓うそ？」

　竜りん胆どうさんが殺気とともに俺を睨にらむ。こればっかりは俺の責任ではないと言いたいが、そもそも独断でエフェメラに立ち向かっていかなければ防げたことだったかもな。今いま更さら言っても仕方が無いかもしれないがよ。

「……知らんな。なんの妄もう言げんだ？」

「妄言？　紀沙羅に、アンタや刀とう雅がみたいなのがいつもくっついてるのは？　あの子供が殺してやるなんてほざいていたのは？　紀沙羅が今まで一回も負けたことがないのは？　ねぇ、説明できるなら言ってみなさいよ。命の危機じゃないならなんだってのよ！」

　今度は竜胆さんが黙る番だった。

　論理のすり替えも甚はなはだしいが、こちらも竜胆さんの弱点だった。知られてはいけない秘密だったが、陵は以前から思うところもあるようだったし、エフェメラの言葉がきっかけとなって推理を組みたてたということだろうか。

　知られるべきではなかったのか。

　それとも知られて良かったのか、俺なんぞにはわからなかった。紀沙羅が陵を親友と思うなら、下へ手たな隠かくしだては良くない。そんなありきたりのことしか思えない。

「なんとか言ってみなさいよ！」

　誰も答えるはずもない。

　陵が温度を上げるほど、周囲の温度は冷えきっていく。陵の加勢をしたかったが、どうだろう。今の陵に下手なことを言えば、炎ほのおに注ぐガソリンになりかねないと思った。その炎の矛ほこ先さきは紀沙羅であるわけで。

「岬みさきぃー……」

　それまで黙っていた安あ曇ずみ野のが、声を上げた。もう食事は終わったらしい。

「そのくらいにしたらぁー……？」

「どういう意味よっ！」

「意地張ってもなんにもならないよってことぉー……仮に岬の言ってること正しかったとしてもぉー……誰もそれを認めてくれないよぉー……？」

　陵の顔が、一気に赤く染まっていった。

　陵の意地。自分でもくだらないと言っていたその意地。プライド。捨てられれば簡単だろうが、陵自身捨てることはないと言いきった。安曇野の言葉は逆効果だ。安曇野にその正論を突かれることは、陵の最高の屈くつ辱じよくだったはずだ。

「……刀雅」

「ん、ど、どうした」

「《薄うす花はな桜ざくら》、任せるわ。クレッセンス社に持っていって。私から話はつけておくから」

　傷ついた機体の入ったケースを、渡される。ここで叫び出さなかったのは何な故ぜだろう。感情に任せたほうが負けなのだと、陵みささぎ自身もよくわかっていたからだろうか。

「おい、陵……」

「ちょっと一人で考えたいの」

　陵にしては激げつ昂こうもせず、ヒステリーもなく、頭に上った血をよく制せい御ぎよしているように見えた。あくまでそう見えただけで、実際のところはどうなのか。内心でどのような感情が渦うず巻まいているのかまではわからないが。

　立ち去る陵を、誰も止めようとしなかった。

《薄うす花はな桜ざくら》。お前のじゃねーだろ、陵。それでも修理まで俺に頼んだのは、破は損そんさせてしまったことについてのせめてもの謝罪か。あるいは義理か。

「寄ってたかって彼女をいじめた形になってしまったかな？」

「……で、今度の標的は俺だったり？」

「そんなつもりはないが」

　苦笑を見せる竜りん胆どうさんだったが、目は全然笑ってない上に殺気も消えてないから。本当なんなんだこの人、特殊部隊出身でも全然驚かねーよ。

「東とう城じようさん、そのように責任を感じることはないのです」

　紀き沙さ羅らが、呟つぶやくように言い出した。

「私と陵さんを取り違えたこと、いずれはバレることであったと考えられるのです。エフェメラが報告を要求されていた、と言っていたのでしょう？　どこかでエフェメラが自みずからの間違いに気づくことは十分に考えられるのです。遅かれ早かれ結果は同じかと」

「……あんだけ怖こわがってたくせによ」

「知らないのです」

　怖い怖いと言っていたことは消し去りたいらしい。そりゃそうだ、自分の弱みだもんな。

　弱みは隠かくす。あのエフェメラも、怖がっているのはどこかに弱みがあるからだろうか。俺は紀沙羅やら陵やらに弱みばっか握られている気もしたけれど。

「じゃあ、陵の言っていたことについてはどうなんだよ？」

　なるほど、エフェメラの勘かん違いについては、俺の失態ではないかもしれない。いつかはバレるという紀沙羅の言葉は間違ってはいないだろう。それで俺達の責任が減げん衰すいするかどうかは別の話としても。

　ならばもう一つのほう。

　イレイザーで負ければ紀沙羅が死んでしまうという事実を、陵に知られたことについては。秘密を守るのも護ご衛えいの務つとめの一つだったはずだが。

「……私が死ぬという、話ですか？　安あ曇ずみ野のさん、どう思われますか？」

「んー……どうだろぉねぇー……？　岬みさきが噓うそを言うようなタイプじゃないとは思うけどぉー……ちょっとオカルト入ってないかなぁー……？」

「だ、そうです。ありがとうございます安曇野さん」

「えへへぇー」

　オカルトっつーかカルトだけどな。どっちかってーと。

　安曇野が、気づいていないはずがないのだ。察しの良い陵みささぎが手掛かりを総合し、一つの結論に辿たどり着いた。安曇野だってとぼけているようだが頭は良いのだ。同様のルートでもって同じ答えを出すことは有り得る話。

　あえてとぼけている。

　それは紀き沙さ羅らのために知らないフリをしているのか。そうだとしたら短いうちに、安曇野と紀沙羅の間に完成された絆きずなはなかなかのものだと言えそうだった。

「そういうことなのです。東とう城じようさんが気に病むことなんてないのです」

「慰めてんのか？　それともバカにしてんのか？」

　一見するとフォローしているような紀沙羅の言葉に、妙みような毒どくを感じた気がしてしまって、俺は迂う闊かつにもそんなことを言った。言ってしまってから後悔した。

　如月きさらぎ紀沙羅。不器用なこいつの言葉は、額面通りに受け取るのが正解だというのに。

　立場とか、本人の力量だとかを考慮すると、発言の九割が嫌いやみとなってしまう紀沙羅だが、それは結局勘かん違いなのだ。今のは、俺を気遣づかってくれてるのだと素直に受け取るべきだった。自分に負い目があるから、紀沙羅の言葉を素直に受け取れない。そう、陵のように。

「……バカにするもなにも、最初からバカなのです、東とう城じようさん」

「うるせえ。自覚してるよわざわざ言うな」

「自覚があるなら、自じ重ちようするべきではないのですか？　せめて一ひと言こと話してくれたら……」

「なんだよ、どうしたんだ紀沙羅。お前、今日はやたら絡からむじゃねーか」

「どうしてなにも言ってくれなかったのかと聞いているのです！」

　わからないのか。

　こっちが感じている負い目は、紀沙羅には縁のないものかもしれない。天才な紀沙羅。俺なんかじゃ追いつくのはまだまだ先だ。彼女には彼女の苦しみがあると理解しているが、じゃあ、その逆を、紀沙羅は理解してくれているのだろうか。

「……俺でもできると、証明したかっただけだ」

　陵も、形は少し違えど、結局はそういうことなのだ。

　エフェメラを撃げき退たいできれば、今俺達が抱かかえているギクシャクした綻ほころびも、解決できる気がした。そんな力があると思うことができただろう、それだけだ。

「悪かったな。できねー奴やつの強がりだったんだよ、結局」

　拗すねるな。

　紀き沙さ羅らと話す時に、こんな態度は最悪に近いのだと、わかっていたけれど。

「……東とう城じようさん、気を悪くしましたか」

「そうじゃない。そうじゃないけどよ……」

「なにか嚙かみ合ってない気がするのです」

　俺もだ。嚙み合わせが悪くて、居心地も悪い。どうすりゃいいんだ。なにが間違ってるんだ。

「どうしてこうなったのでしょうね？　東城さん。誰が悪いのでしょうか？」

　ふざけんなと言いたくなる言い回し。

　だが、そこに裏はないのだ。俺が悪いだなんて思ってるのは俺だけで、紀沙羅はそんな風には思っていない、きっと。俺が自分を責めているから、紀沙羅の言葉もそのようにとってしまうだけなのだ。

　わかっているのに。

「俺が悪いって言いたいのか。紀沙羅」

　憎まれ口を叩たたく様よう子すは、まるで陵みささぎだった。

「そんなつもりは……」

「もういいだろ」

　話を早く打ち切りたくて、そんな言葉が出た。

　安あ曇ずみ野のとコンビネーションが取れているようだし、ならば俺が口を挟はさむことなんてなにもない。二人できちんと連れん携けいが取れているなら、いいじゃないか。

　バカみてーな俺に、紀沙羅が付き合う必要なんてどこにもない。

「行って良いすか？　竜りん胆どうさん」

「どこにだ」

　決まっている。俺は《薄うす花はな桜ざくら》の入ったケースを持ち上げた。

「頼まれたことくらいは、きっちりやりますよ」




「威い勢せいのいいことを言ったはいいものの？」

　クレッセンス社日本支部所属のデザイナー兼イレイザー部門部長、ただし予定。そんな長い肩書きを持った四し之の宮みやさんは、困ったような笑みを崩くずさなかった。

「内心は喧けん嘩かしてしまった相あい方かたに対し、どうしようと？　東城さんは困ってらっしゃるわけですね？」

「的確に言い過ぎっすよ四之宮さん……」

「ああ、すみません。けれど、私のような無関係な人間に相談してくださったことが、正直嬉うれしいのです」

　四之宮さんは言うが、何な故ぜだろう。俺はこんなくだらないことからも、彼女がビジネスチャンスを探さぐっているような気がしてならなかった。

　クレッセンス社の応接室。四し之の宮みやさんを訪ねた俺は、《薄うす花はな桜ざくら》をまた修理に出していた。一時間くらいで終わるという四之宮さんは、何な故ぜか俺なんかの話に付き合ってくれている。以前もそうだったが、忙しくないのか？　そんなはずないんだが。

　もっとも、相談したとはいっても、全て丸々話したわけではない。紀き沙さ羅らの名前も、抱かかえている事情も話していない。相あい棒ぼうとすれ違いが起きているのだが、どう解決すればいいのかわからない、という程度のことを話したに過ぎない。四之宮さんが部外者だから話しやすい、っていうのもあるのだが。

「陵みささぎさんも、安あ曇ずみ野のさんと喧けん嘩かしているとか？」

「聞いたんすかそれ。陵から？」

「いいえ。安曇野さんのほうから。留学の件について叱しかられてしまいましたよ。私はなにも聞いていない、と。いや、マイペースな方だとばかり思っていましたが、ああいう怒り方をなさるんですね。驚きました」

　安曇野が怒ったとこなんて見たことねーが。

「私のせいで、申し訳なかったですね」

「……まあ、陵と安曇野のことは、四之宮さんも関係してると思います。でもどうっすかね。陵が断ことわってる時点で話は終わってるわけだし……俺のことに関しちゃ、四之宮さんは本当に関係ないですから」

　意地を張っているだけだ。くだらない意地を、紀沙羅に対し。

　けれどそれが、戦うに欠かせないプライドなのだと言ったのは陵のほうで。

「《薄うす花はな桜ざくら》の修理ですけど、本当に良かったんですか？　クレッセンス社製じゃないのに」

「良くはないです」

　笑みを崩くずさず、男装のビジネスウーマンは言う。

「ですが、こちらで修理できない損そん傷しようではないですし……自社製品であるというよりも、陵さんからの頼みであるという点を重視しています。恩を売っているんですよ、あけすけに言ってしまえば」

「本当に恩を売りたければそんな言い方しないっすよね」

　読めない人だが、もちろん悪人ではない。ちょっと俺達みたいな学生とは違うルールの持ち主、という気はするけれど。

「では恩を売らぬ、完全な善意からのお話をしましょうか？　東とう城じようさんの相談についてですが」

「相談っていうか……話すことないから聞いてもらっただけで」

　逆に言えば、誰かに聞いてもらいたい話であったということだが。

　ていうか、修理待ちとはいえ、四之宮さんのごとき頭脳派と向き合うのは疲れる。バカな自覚はあるからこそ、こういう手合いには簡単に掌てのひらに乗せられてしまう気がするのだ。いや、四之宮さんがなにかを企たくらんでいるというわけではなく、企みに乗るまいと気を張るだけで疲れてしまうという意味で。

　彼女が本気をだせば、そんな警けい戒かいしても無駄だろうが。なにしろ俺は頭が悪いからな。

「いえいえ、東とう城じようさん。私も覚えがあるんですよ」

「覚え？」

「ええ。これは私がまだ大学生だった頃の話です。つまり、つい最近ですね」

　つい最近という点については突っ込むべきなのだろうか。そもそもこの女性いくつだよ。三十には届いてないと思われるが、だとすれば大学生だった時はつい最近なんてもんじゃない。怜れい悧りな美び貌ぼうと、理由のわからぬ男装のせいで年齢不ふ詳しようであった。

「当時院生だった先輩がたと仲良くなることができまして。少し年齢は離れていましたが、お二人ともとても良くしてくださいました。今でもたまに連絡を取り合ったりしているんですが……」

　紅茶を啜すする四し之の宮みやさんは、過去を懐なつかしむようなゆっくりとした語り口だった。

　回想している間だけは、やり手のデザイナーから、別の四之宮椎しい乃のさんになっているのかもしれなかった。

「ええ、そう、私には、お二人とも良くしてくださったんですが」

「……というと」

「お察しの通りです。その二人の先輩は、しょっちゅう喧けん嘩かばかりしていたんです。いっつも一いつ緒しよに行動しているくせに、いっつも言いあいばかり、下へ手たをすると摑つかみ合いの喧嘩です。それで理由を尋たずねてみればくだらないことばかり。本を貸してくれなかっただとか、サンドイッチの具はなににするべきだとか」

　くだらねえ。

　今の俺が言えたセリフではないのかもしれないが、くだらねえ。大学院生ってことは二十歳を超えた良い大人おとなだろう。そんなのがバカみたいな理由で喧嘩をするのか。俺と桐きり也やだってもう少しマシな理由で諍いさかいを起こす。つもりだ。

「……ああ、一度だけ、世界平和のための論争をしていたことがありましたが。でもどうでしょうね、言っていることは互いに立派でしたが、おそろしく中身のない話だった気もします。壮大な話ですがやはりくだらないかと」

　まるで、その二人の先輩とやらに文句を言っているようだった。

「あの二人にとっては、理由なんてどうでもいいんです」

　くいっ、と洒落しやれたグラスに入った紅茶をあおる四之宮さん。だんだん愚ぐ痴ちっぽくなってきてね？　まあ最初に愚痴を言ってしまったのは俺のほうかもしれなかったが。

「結局は、喧嘩をしたいだけなんです。本質的には争いが大好きな二人なのだと、私は分析しています」

「はあ」

「もちろん、二人と知り合ったばかりの私には、そんなことはわかりません。大好きな先輩が二人とも喧けん嘩かをしてしまって、互いに無視し合い、かといって顔を合わせれば侃かん々かん諤がく々がくの大論争です。これがまた醜しゆう悪あくな争いでして、私は必死に二人を止めました。なだめ、説得し、どうにか初めて会った時の仲の良いお二人に戻っていただこうと──」

　ですが、と四し之の宮みやさんは口を切る。

「全て徒労でした」

　ダメじゃねえか。

　四之宮さんの対応がマズかったのだろうか、とも思うがこの人に限ってそれはなさそうだよな。好こう悪おをはっきりわける陵みささぎが、苦にが手てではあるが嫌きらいではないという、実に曖あい昧まいな態度を取らざるを得ない相手なのだから。

　良くも悪くも人じん心しん掌しよう握あくに長たけている。もっとも、大学生の頃からそうだったとは限らないのかもしれないが。

「いえ、私が火に油を注いだとか、変な事を言ったとか、そういうことではないのです。時間が経たってから、よくわかりました。全て予定調和なんですよ、東とう城じようさん。二人の先輩は、喧嘩をしてしまっても、しばらくすれば勝手に仲直りしているんです」

「……えーと？」

　意味がわからず首を傾かしげると、四之宮さんは薄く笑う。

「二人には二人の、関係を修復する方法があったようです。喧嘩をしてからそれを終わらせるまでが二人のコミュニケーションであって、結局部外者の私がなにか言っても、変わるようなものではなかったのです。先輩方は私のおかげで仲直りできた、みたいなことを言っていましたし、実際お二人にとってはそれも真実なのかもしれませんが……どうでしょうね。私がいなくても喧嘩は終わっていたと思いますよ」

　つい先日のことを思い出す。

　俺と桐きり也やが争った時、殴なぐり合いで勝ち負けを決めるのがいつものことだった。それはガキの頃に二人で決め、自分たちにも馴な染じんだその手法を今でも引き継いでいるだけの話なのだが、似たようなものだろうか。今後はイレイザーによる喧嘩もありそうだった。

　あの時も紀き沙さ羅らが蚊か帳やの外で、俺と桐也の戦いになっていたよな。

「喧嘩するほど……と言いますが、結局そういうことです。本当に仲の良い二人であれば、元の関係に戻る術すべを心得ているかと。陵みささぎさんと安あ曇ずみ野のさんだって、きっとそれは承知しています。あれだけ相反するお二人なんですから、今までだって何度も嚙かみ合わないことがあったでしょう。それをどこかで乗り越えて来たのだと思います」

　安曇野を差し置き、陵にだけ留学の話を持ちかけた人とは思えない発言だった。

　やっぱり、この人、ビジネスチャンスを逃さない嗅きゆう覚かくもさることながら、人間観察の目がズバ抜けているのではないだろうか。

「えーと……？」

「東とう城じようさんも、喧けん嘩かしてしまった相あい方かたさんと、まだそういう関係に至っていないのではないでしょうか？　だとしたら今が大事ですよね。喧嘩から関係を修復する段階までを、これから作るべきなのでしょう。互いのことを知り、どうすればいいか考える。最初にそれができれば、きっと今後もできるでしょう。その流れを上う手まく構築することができれば──東城さんと相方さんも、良い関係になれるのではないでしょうか」

　いまいちぴんと来ていなかった。いや、相手が桐きり也やだっつーなら話はよくわかるんだが。

　紀き沙さ羅らだからな。桐也のようにいくかどうか。俺と桐也のやり方が俺達の間でしか通用しないように、これから俺と紀沙羅の間で通用するやり方をなにか作り出せ、と四し之の宮みやさんが言っているのはよくわかる。

　でもなあ、紀沙羅を相手に、そう上手くいくかどうか。

「すみません。出過ぎたことを」

「あー……いや、参考になりましたよ。上手くいくかはわからないですけど」

「関係が修復されるのは、結局のところ、それが二人にとって最も居心地が良い関係だということなのだと思います。先輩たちも、本当にこちらがイライラするくらい喧嘩ばかりでしたが、本質的には良い関係だったんでしょうね」

　紀沙羅は今頃、なにをしているのだろうか。

　四之宮さんの言う先輩の関係に、俺もなりたいとか、別にそんなことはないのだが。ふと気になった。紀沙羅は俺なんかよりも、《薄うす花はな桜ざくら》との付き合いのほうが長いはずで、その愛機がどうなっているか、気にしてはいないのだろうか。

　アイツの考えが読めないのなんざ会った時からずっとだが、今は特にそうだった。

「四之宮さん、一つ聞いていいっすか」

「なんでしょう？」

「殴なぐり合いでの解決って、アリ？」

「男の子ですね」

　端たん的てきな意見は、幼稚だと笑われているようにも思えた。

　もちろん紀沙羅を殴るという意味ではないのだが、不器用な俺が今持っている解決策はそれくらいしかない。それだけのことだ。

「いえ、すみません、貶けなしたつもりはないのですが……でも、それはやっぱり、男の子同士の決着のつけ方だと思いますよ？　女性の場合、一いつ旦たん暴力に出ると相乗効果でエスカレートし続けますからね。まあ暴力なしでも結構エグいんですが」

　男装の美女がそんなことを言うと、なにか含みがありそうで嫌いやだな。

「相手が女性だとマズいでしょうね。女性は男性扱あつかいされても怒りませんが、女性扱いされないと悲しくなるものですから」

「その服装で言われても」

「おや、これは一本取られましたかね」

　くすくす笑う四し之の宮みやさんだが、今のはどう考えてもツッコミ待ちだろうよ。

　女性の扱あつかい方の話になってきたが、そんなものは俺にわかるはずがないのである。女心がわからないと怒るよりも先に、女心を理解できない男心のほうを理解してもらいたかった。

　が、あのそれぞれ個性的かつ自立心旺おう盛せいな三人娘に、そんな殊しゆ勝しような考えがあるとは、とても思えないのだった。




「もういっそさぁー……」

　安あ曇ずみ野のあずなは、バスタオルで髪を拭ふきながらのろのろとした口調で言った。

　ショートカットのあずなであるが、髪の長さに関係なく気を使うのは、やはり女性だからだろうか。

「殴なぐっちゃえば良いんじゃないのぉー……？　イライラしてるんでしょぉー……？」

「あんな肉体派殴ったら仕返しが怖こわいのです」

「普段から割と蹴けったりしてるじゃんー……とーくんやり返すようなタイプじゃないだろうしぃー……」

「安曇野さん、服を着てほしいのです」

「あぁー……あつぅいー……」

　如月きさらぎ紀き沙さ羅らが住んでいるマンションの一室、である。

　刀とう雅がが《薄うす花はな桜ざくら》を持ってどこかに行ってしまった後のことだ。《ユーディット》によりその日のノルマを終えた紀沙羅は、あずなの泊まりたいという申し出を承しよう諾だくした。風呂から上がったあずなは下着のみの姿。おまけに豊満な胸はむき出しなので全裸となにも変わらない、と紀沙羅は思う。
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　もちろん女同士だからだろうが、あずなであれば男の前でも無む頓とん着ちやくにこんな姿になりそうだ。とはいえ今は紀沙羅自身も、カエルを模もしたパジャマを着ているので、他人の姿をどうこう言えたものではない。

「竜りん胆どうさんはぁー……？」

「別室にいます。最近はエフェメラのことで色々と動いているようですが……私にはあまり教えてくれないのです」

「警けい護ごの対象にはぁー……あんまり状況を話さないんじゃないのぉー……？」

「……やはり気づかれていましたか」

　先ほど、刀雅の同席したファーストフードでは、とぼけてくれたあずなだったが。

　ここではそうもいかないらしい。いや、そもそも紀沙羅の家に泊まりたいなどと言い出した理由が、これだろう。岬みさきが気づいたのだから、あずなだって気づく。今は妙みようなすれ違いがあるようだが、結局はよく似ているペアなのだ。

「まあー……私は詮せん索さくするつもりはないよぉー……？　とーくんと竜りん胆どうさんが一いつ緒しよにいるんならぁー……心配ないんじゃないのぉー……」

「はあ」

　詮索するつもりはないというより、単に興味が無いだけ、という風にも取れる。

　無関心。ならばあずなは、一体どこに関心を持つのだろうか。

「それよりもぉー……」

　あずなはのぼせたような。ふらふらとした様よう子すでテーブルについた。そのままぺたりと、汗に濡ぬれた褐かつ色しよくの肌を、冷たいテーブルに押し付ける。ぐだりと弛し緩かんした身体からだのせいで、胸が妙みような形につぶれていた。

　なにが詰まっているのか、少し気になる紀き沙さ羅らだった。

「岬がぁー……みーさーきーがぁー……」

　ぐにゅぐにゅ、と体勢を変えぬまま身体を蠕ぜん動どうさせる。そんな動きをしていると蛇へびか、でなければ軟なん体たい動物の類たぐいにも思える。

「あの、それほど気にかかるのでしたら謝あやまってしまえば……」

「それはイヤ」

　食い気ぎ味みの回答は、らしくもなく素早かった。

「私にもさぁー……プライドってゆーかぁー……意地ってゆーかぁー……あるわけだしぃー……」

「プライドですか。陵みささぎさんは好きそうですが」

「私も大好きぃー……っていうか岬みさきよりも好きかもぉー？」

　陵が何度もつっかかってきたのも、プライドを傷つけられたからだろう。自らのプライドを守るための行動は、いかにも彼女らしいと思う。

「私さぁー……多分、紀き沙さ羅らと一いつ緒しよなんだよねぇー」

　裸の上半身を起こさぬまま、どこを見ているかわからない顔であずなが言った。

「一緒……ですか？」

「そうー、いわゆる天才ってやつー……」

　紀沙羅はもちろん、自分の能力について自覚している。

　天才だなんだと持ち上げられても、それは窮きゆう鼠そが異様な力を発揮しているだけのことで、死に物狂いになった結果なのだと。追い込まれれば誰だってこれくらいできるのではないか。そう思っていた。けれど刀とう雅がはにべもなく、お前は天才だという。ならばきっとそうなのだろう、とも思う。

　あずなも？

　そうなのかもしれない。気負った様よう子すが見られない、今の言い方から察するならば。

「聞きたいぃー？　私と岬の昔話ぃー？」

「是非。とても興味があるのです。お二人の馴なれ染そめ」

　紀沙羅の混じり気のない本心であった。

　うぇへへーと、あずながニヤニヤした。紀沙羅は馴れ染めと言ったが、二人がカップルだとすればしっくりいくことも多いのだ。どっちが男役だろうか。普通に考えればあずなのほうかもしれないが、逆でも違和感がないから困る。

「私はぁー……ちっちゃい頃からなんでもできてぇー……しょーじき苦にが手てな事なんかなくてぇー……ずっと人生チョロいと思ってたんだぁー……世界っていうのはラクショーで簡単で、なんてつまらないんだろぉーってぇー……」

「羨うらやましいのです」

「それが小学生くらいまで続いたかなぁー……」

　だとすれば紀沙羅とは大違いではないか。

　紀沙羅は特とく段だん、なにかできる子供というわけではなかったのだから。平均より少し上、という程度で学校生活を過ごしていた。もちろん飛び級もない。母は、今の紀沙羅の年齢の時に量りよう子し力学と物理学の論文を書いて大学の名誉教授の座を手に入れたらしい。その翌年には紀沙羅を産んだそうだ。

　そんな母に比べれば、紀沙羅など刀とう雅がと同じに過ぎない。

「でもまぁー……そんな天てん狗ぐになってた私の鼻はぁー……岬みさきに叩たたき折られちゃったわけなんだけどぉー……」

　まあ、そういう展開であろうな、と紀き沙さ羅らは思う。

　紀沙羅と刀とう雅がの場合とはまた違った形ではあっただろうが、天才と凡人の衝しよう突とつがあったことは想像に難かたくない。岬と知り合ってから、彼女が並々ならぬ努力家であることはよくわかっていたからだ。

「中学に入ってすぐかなぁー……岬と同じクラスになってねぇー……」

「だから仲が良いのですね」

　話が長くなりそうなので、飲み物でも持ってこようと、紀沙羅は食器棚に向かう。その後ろで、つらつらとあずなが語り出していた。

「でも最初は最悪だったんだよぉー……岬が敵意むき出しっていうかぁー……ライバル宣言までしてきてぇー……次のテストでは絶対勝つから！　とか言いだしてぇー……」

　今とほとんど同じであった。大して変わってはいないようだ。対象が紀沙羅ではなくあずなであるくらいで。

「まあー、私はぁー……面めん倒どうなのに目をつけられたなぁー……くらにしか思ってなくてぇー……なんでか思っちゃってたんだよねぇー……私に勝てるはずなんかないのにぃー……って」

「それはまた、どうして？」

「さぁー……上には上がいるって知らない、子供だったんじゃないかなぁー……」

　基本能力は高くとも、あずなはまだ自分が負けることを知らなかったということか。

「でも負けたねぇー……完かん璧ぺきにぃー……」

「成績で、ということでしょうか？　あ、牛乳で良いですか？」

「おっけぇー。んぅー……えーと、数学と、あと運動能力くらいは勝ってたんだけどぉー……あとは軒のき並なみ惨ざん敗ぱいだよぉー……」

　惨敗。だが二人のことを鑑かんがみるに、あずなが言うほど差はついていなかったのではないかと紀沙羅は思った。

　牛乳をグラスに注いで、あずなの前に置いた。まだ服を着る気配を見せないあずなは、グラスを口に運んでこくこくと飲み干していく。自然と上を向く形になったため、彼女の胸の脂肪が嫌いやでも強調された。同い年とは思いたくない。牛乳は豊ほう胸きように効きくらしいがどこまで信じていいものか。

「ぷっはぁー……。あー、そうそうー……それで負けちゃったけどぉー……別に悔くやしいってことはなかったんだよねぇー……」

「まあ、当然だと思うのです。特に労苦もなく得た一位であったとしたら、そこに執着も感かん慨がいもないのでしょう？」

「せいかぁーい……負けたってどうってことなかったぁー……でもさぁ」

　グラスをことりと置いて、あずなは遠くを見る。おそらくここにいない誰かを。

「岬みさきのことはぁー……気になっちゃったぁー」

「気になった？」

「そぉー……その頃から負けず嫌ぎらいでぇー……一位にばっかり執着しててぇー……勉強にも交友にも絶対に手を抜かない岬にぃー……聞いてみたんだよねぇー……なんでそこまでするのって？」

「岬さんはなんと？」

　そう訊たずねると、あずなはくすくすと笑い出した。

　なにか妙みようなことを言っただろうかと思う。が、あずなは腕を伸ばして、大きく背伸びをしてみせた。だからそういう、胸を強調する姿勢を取らないでもらいたいのだが。あずなはのんびりと答える。

「アタシが一番にならないのがおかしい！　だってさぁー……」

　いかにも言いそうなことだと思った。

「私はそーゆーのなかったからぁー……すごく新鮮な価値観っていうかぁー……それからだよぉー、二人でつるみ始めたのはぁー。上を目指すこと。向上心っていうのがどういうものかってぇー……私は岬に教えてもらったしぃー……」

　それが馴なれ染そめ。二人がカップルになった理由ということか。

　紀き沙さ羅らが見る限り、行動的なのは明らかに岬のほうで、あずなはそれを上う手まく制せい御ぎよしつつ時にブレーキをかける役目、という様よう子すだ。だが基本的に岬の方向性に異を唱えないのは、岬がどこまで上昇するか、あずなが見てみたいからなのかもしれない。

「しかし、実力で言うならば、やはり安あ曇ずみ野のさんのほうが上ということになるのでしょうか？」

「そうかもねぇー……でもそれ、あんま意味ない比較かなぁー……？」

「安曇野さんが岬さんにあわせているのでは？」

「それ、結構前にきーくんにも言われたなぁー……でもそんなことないよぉー……どっちが上とか下とかぁー……どっちがどっちにあわせてるとかじゃないんだぁー……言ってみれば周波数みたいなもんかなぁー……」

　全裸に近い姿で随ずい分ぶん長い間話し込んでしまっているが、あずなは寒くないのだろうかと紀沙羅は思う。七月だから心配のし過ぎも意味がないとは思うが。クーラーでもつければ服を着てくれるだろうか。

「周波数？」

「ん、これも違うかなぁー……んとね、こう、波長があるじゃない？　それをあわせてくのがコンビネーションだと思うけどぉー……互いにほら、調節しあうわけだからぁー……周波数をぴったり重ねるんだよぉー……ヘルツが高くても低くても良くなくてぇー……だとしたら私の実力が岬より上だとしても意味が無いじゃんー？」

　互いに調整が上う手まくできた瞬しゆん間かん──あずなの言う、周波数の重なった時こそ、二人ともが実力を出せる。あずなはそう言いたいのだ。あずなだけ、岬みさきだけが本気になれる環境に意味はない。

　自分は？

　刀とう雅がをさし置いて、自分一人で戦っていた。逆に刀雅が操そう縦じゆう系を握る時はフォローにだけ回っていた。連れん携けいという意味ではまだまだだ。あるいは、岬とあずなの真ま似ねをする必要はないのかもしれなかったが。

「だからぁー……私だけ謝あやまるのは癪しやくっていうかー……こっちだけ周波数あわせてる感じはきっとダメだと思うんだよねぇー」

　あずなが岬の周波数を勝手に考え、それにあわせるとしよう。

　だがそれは岬を侮あなどった行為だ。岬のほうがあずなの周波数を見み極きわめ、それにあわせようとすることを予想していない。そんな一人よがりで良いというのなら、一人で戦えばいいという話になる。かつての紀き沙さ羅らのように。

　だから良いのだ、と紀沙羅は思った。

　自分は刀雅に辛つらく当たるべきなのだ。優しくしたり甘やかしたりしないのは、当然の帰結なのだ。一人でできるところに、あの男は気安く踏み込んできたのだから。

　喧けん嘩か？

　なんのことだ。紀沙羅にとっては、刀雅が勝手に怒り、勝手に行動して、勝手に自じ滅めつしただけのことだ。紀沙羅には一ひと言ことの相談もなかった。喧嘩なんかじゃない。あの男が勝手に色々やっているだけだ。

　喧嘩ですらないじゃないか。喧嘩くらい、させてほしいと思った。

　対等でないなら、一いつ緒しよにいる意味なんてないのでは。

「ところでさぁー……」

　そろそろ乾いた全身を見せつけるように、あずなが立ちあがった。いや、それは紀沙羅の気のせいだったかもしれないが。

「さっきから岬さん、って言ってるけどぉー……わざとぉー？」

「っ!?」

「いやぁー……いつの間にか随ずい分ぶん仲良くなったなぁーって思うけどぉー……その辺どうなのぉー……？　っていうか岬だけ名前で私はぁー……？」

「え、えっと、あの、それは……」

　まったく気づいていなかった。

　いや、別に名前で呼んだからどうということはあるまい。友人であるならばごくごく普通のことだ。だが紀沙羅は、岬とあずな、二人に対して一定の距離を常に保とうとしていた。自みずからの状況を考えれば当然の措そ置ちなのだが。

　自宅であるから気が抜けて、つい親しい呼び方をしてしまったのか。

「ち、違うのです。ほら、苗みよう字じと名前で紛まぎらわしいので……！」

　我ながら苦しい弁明だと思うが、言い訳をせずにはいられない紀き沙さ羅らだった。

　しかし必死で次の言葉を繰り出そうとしていた時に、妙な振動に気づく。ポケットに入れていた携帯のバイブレーションだった。

　邪じや魔まをするなと言いたくなったが、携帯を取り出し画面を見つめた時には、別の文句が浮かんでくる。

「……東とう城じようさん」

「おぉー？　出ていいよぉー……？」

　あずなは気軽に言ってくれるが、紀沙羅としてはそうもいかない。

　スライド式携帯の画面に浮かぶ、東城刀とう雅がの名前は、きっと今、世界でカイの次くらいに嫌きらいな名前なのだ。以前、カイと共に窮きゆう地ちを脱した相あい方かただからこそ、今は尚なお更さらに腹立たしい。せめてあずなの十分の一でもイレイザーの実力を持っていてくれれば──。

「……もしもし。如月きさらぎなのです」

『東城だ。すぐ出てくれたな。無視されるかと思ったが』

　野の太ぶとい男の声が聞こえてくる。

　男は怖こわい。大柄な男はそれだけで威い圧あつ感がある。そういう意味では、東城刀とう雅がなどは怖い男の代表であった。

「なんの用なのですか。今、安あ曇ずみ野のさんと楽しく話していたところなのです。緊きん急きゆうの用でなければメールでも良かったのではないのですか？」

『え、安曇野、そこにいるの？』

「東城さんには関係のないことなのです」

　頭が空からっぽ──ではないにせよ、それなりに密度が低いであろう東城は、わかりやすく食いつく。あずなの名を思わせぶりに出して、その後につっぱねる。こちらのこういった計算を、どこまで東城は汲くんでくれるだろうか。

　無理だろう、と思う。

　どうせ、言葉通りにしか取らないに違いない。素直とも言えるのかもしれないが、こちらの真意を考えようともしない思考停止にも見えた。優しいと解釈することもできるだろう。だが腑ふ抜ぬけとなじることも簡単だ。

　意味が無いな、と自じ嘲ちようする。

　遠まわしに刀雅をいじめたところで、なんにもならないのはわかっていた。憂うさ晴らしにすらならない。

『……確かに、んなこたぁどうでもいいんだよ』

　そんなこと、と言われた。

　こちらがその何気ない言葉でどう思うか、刀とう雅がはちゃんと考えているのだろうか。

『俺には関係ねぇ。なあ紀き沙さ羅ら、俺たちに関係のある話をしようぜ』

「関係のある話とはなんなのですか？　もしくだらないことだったら《薄うす花はな桜ざくら》のパイルバンカーでその両目をぶち抜いてやるのです」

『母親の発明品を凶きよう器きに使うな！　……そうじゃなくてだな、決着をつけねーか、紀沙羅』

「決着？　なにに」

『なんだと思う？』

　質問を質問で返される。眉まゆが吊つり上がるのは止められらなかった。

　東とう城じよう刀雅のくせに。格闘しか能のない馬鹿のくせに、といつも思う。そうやって彼を見下す自分を、誰より紀沙羅自身が嫌きらっている。助けてくれたことは忘れていないけれど、だからこそだろうか。彼のやることなすことに、一々イライラしてしまうのは。

「……喧けん嘩かの始末。なるほど？　電話で済ませるおつもりですか」

　謝あやまりたいということか。電話越しの謝罪なら受け入れる気はないが。

『いや、こっちもそんなつもりはねーよ。明日、専門店で会えないか。そこで色々話したいからよ』

　さすがに刀雅も、そこまで図々しくはないらしかった。ならば、明日は言い訳と謝罪が聞けるということか。彼の事だからきっと潔いさぎよい態度だろう。

　謝ってもらえたら、こちらも意地を張らずに謝ることができる気がした。

「わかったのです。明日の放課後ですね」

『ああ。安あ曇ずみ野のもいるなら丁ちよう度ど良いよな、放課後に専門店で待ってるぜ』

　あずなを呼ぶのであれば、岬みさきも待っているのだろうか？

　二人そろって頭を下げるつもりなのだろうか？　きちんと反省の意が述べられていれば、丸く収まる気がした。

「では、安曇野さんにも伝えておくのです」

『そうしてくれ。頼んだぞ』

　そんなシンプルなやり取りのうちに、電話は向こうから切れてしまった。

　明日は、理知的に刀雅を責めようと思った。どうせ口では刀雅が紀沙羅に勝てるはずもないのだ。こちらの正当性を示してやれば、向こうが謝りやすいかもしれない、とすら思う。そうやって謝ってもらえれば、こちらこそ、と言って自分の非を認めることができる。

　対等などではない。

　謝ってもらわなければ謝れないなど、とんでもない上から目線だ。自分が嫌いやになる。

「んぅー……電話終わったぁー……？」

　のんびりした声に振り返れば、そこにはようやく服を着たあずながいた。服とはいっても、上半身に寝間着用のキャミソールを身につけただけで、下半身の露出は変わらずだったが。

「ええ。なんでも明日、話があるとか？」

「ふぅーん……？」

「陵みささぎさんも待っているそうなのですよ。一いつ緒しよに来てほしいとのことでして」

「岬みさき、でしょおー？」

　ニヤニヤ笑いながら、あずなが顔を近づけてくる。

「……陵さんも」

「岬」

「むぅう……安あ曇ずみ野のさん、意外と強情なのですね」

「意外でもなんでもないと思うよぉー？」

　彼女ののんびりさは他者に流されるためではなく、我を通すためにあるのかもしれなかった。だとすれば怒りで不満を告つげる陵よりもよほどやりにくい相手と言えるのかもしれない。

「……岬さんも、待っているそうです」

「おっけぇー……つまりはアレかな、謝あやまってくれるのかなぁー？」

「おそらくはそんなことだと思いますが」

「ただ謝るだけなら、許す気はないんだけどねぇー……」

　あずなは嘯うそぶくが、どうだろう。先ほどまでの親しげな過去話を考えるに、彼女は岬を嫌きらっているどころか、親友であることは揺ゆらいでいないはずだった。わずかなきっかけですぐにいつもの二人に戻る気がする。というか、そうであってもらわねば、二人と友人になれた紀き沙さ羅らも居心地が悪い。

　問題はこちらだ。自分と、刀とう雅がのほうだ。

　こちらでの友人関係にはまだ慣れていない。刀雅を友人に分類すべきかどうかはちょっと迷ったが、とりあえず暫ざん定てい的に友達であるとしても、その関係修復などどうすればいいかさっぱりであった。紀沙羅は言い聞かせる。刀雅は頑がん強きような犬に似るが、誰にでも嚙かみつくわけではない。きちんとリードを持っていれば心強い味方だと。

　刀雅を犬に比較する罪悪感はあったが、自分と彼の関係はそのくらいに落ち着かせるべきだと思う。下へ手たに刀雅を調子づかせると、勝手に妙みような相手に嚙みつくに決まっているからだ。

「んじゃぁー……とりあえず一いつ緒しよに寝よっかぁー？」

「な、なんでそうなるのですか」

「暑いからぁー？」

「いや、その理屈なら別々で寝るべきかと……」

「そぉでもないよぉー？　私、肌ひんやりしてるからぁー……気持ち良いよぉー？」

　もしやこれは、この国の同性友人間では普通のことなのだろうか、と紀沙羅は思った。

　岬とあずなもやっているのならば、同じことを紀沙羅もするべきだろう。でないと仲間外はずれの気分を味わうのは紀沙羅だ。

「あ、ホントだ、冷たい……」

　あずなのむき出しの肩に触れてみると、ひんやりとした感触がある。なるほど夏には快適かもしれない。

「おっけぇー……じゃあ抱き合って寝よぉー……」

「そ、それはさすがに友人の範はん疇ちゆうを越えているかとっ」

　ちぇー、とあずなは唇くちびるを尖とがらせる。

　なんなのだろう。もしかしなくとも、自分は今、貞てい操そうの危機なのだろうか。あずなは、男性より女性が好きというタイプなのだろうか。

「まぁまぁー……」

　のらりくらりとした態度で抱きすくめられる。振りほどこうにも意外と力が強い上に、こっちが摑つかもうとしても上う手まくいかない。蛇へびに巻きつかれた気分だ。ただ熱帯夜に、彼女の冷たさは妙みような安心感がある。

　結局、その晩は。

　あずなが紀き沙さ羅らを離してくれることはなく、一晩中抱きつかれた状態で眠ることになった。紀沙羅を抱き枕代わりに早々に寝入ってしまったあずなだが、もちろん紀沙羅はその状態で眠れるはずもない。というか胸が顔に押し当てられて息苦しい。

　ひんやりしたクッションだとでも思えば良かったのだろうが、その脂肪の塊かたまりに妙な嫉しつ妬とも覚えてしまう。

　絶対に有り得ないが、もしこの姿を刀とう雅がに見られたら、どう言い訳するべきか、紀沙羅はしばらく必死で考えた。

　そしてその後に、何な故ぜ言い訳をしなければならないのかという疑問が発生したために、それについても思考を回さねばならず、結局なかなか寝つけない夜となってしまったのだった。




「おう、ちゃんと来たな……っておい、紀沙羅」

「ご心配なく、なのです」

　そう言われても、心配せずにはいられない。

　専門店の二階、いつもの俺達の溜まり場となった休憩スペースに、やっと紀沙羅が現れた。だがなんだろう、ちょっと疲れた顔だ。いつものジト目が、単なる眠そうな顔に見えてしまった。

「ちょっと寝不足でして……」

「ああ、昨日の晩、暑かったからな」

　そういうことではないのです、と紀沙羅は一いつ緒しよに来たあずなを見る。こちらの褐かつ色しよく娘は暑いというのにどこか元気そうだった。やっぱり爬は虫ちゆう類なのかな。紀沙羅が精気を吸われているようにも見えたが、まあ気のせいだろ。

「それじゃあ、東とう城じようさん。きちんと、謝罪の言葉を聞かせていただきましょうか」

「あ？　謝罪？」

「は？」

　紀き沙さ羅らがなにを言っているのかわからない、という顔になる。が、それはそっくりこちらの言い分だった。なに言ってんだ？

　互いに互いの意図が伝わっていない不快感があった。この感覚、こないだからずっとそうなんだけどな。そんな空気の間に、別の足音が割り込んだ。

　たった今、やってきたところの、陵みささぎだった。

「刀とう雅が。言われた通り来たけど……って、紀沙羅とあずな？　なんでアンタらまで？」

「？　私も東城さんに。というか、陵さんが待ってるとも聞いていたのですが」

「……私は今来たところよ。誰かさんがさっさと帰るから」

　陵があずなを睨にらむが、あずなはそれを気にしているのかいないのか、相変わらずぼけっとした顔で突っ立っているだけ。悪意に鈍感なのか、それとも鈍感なフリをして、都合の悪い言葉を聞かないだけなのか。

「あの、どういうことなのですか」

　俺に向けられる三組の視線は、当然のごとく疑問を孕はらんでいた。

「悪わりぃ。陵が待ってるってのは噓うそな。そう言わねえと安あ曇ずみ野のが来ないと思ったから──でも、紀沙羅、俺、謝るなんて一ひと言こともいってないと思うぜ？」

「噓うそなのです。だって喧けん嘩かの決着をつけると……ん？」

　そうだ。決着をつけると言っただけ。

　謝るつもりもなければ、誤解をなんとかしよう、などというつもりもない。俺流でやらせてもらう。これは俺の問題なんだから。普段の俺と違うやり方で解決しても、この先が続かないと思った。

　四し之の宮みやさんから話を聞いて、そんな風に考えたのだ。紀沙羅のことを知る。

　そのために、俺にとって一番良い方法は。

「決着つけようじゃねーか。当然、殴なぐり合いでな」

「なっ……じょ、冗談じゃないのです！　東とう城じようさんと殴り合ったら殺されてしまうのですっ！　野や獣じゆう！　ケダモノ！　野や蛮ばん人じん！」

「お前な……」

　明らかに罵ば倒とうに慣れてない人間のセリフだった。もちろん、俺だって紀沙羅を殴るつもりなどないが、青ざめた紀沙羅を見ると、ますますそう思わされる。やっぱどこかで怖こわがられてたのかな、俺。

「俺たちじゃない。イレイザーの殴り合い、な。俺と桐きり也やだって、前にそうやった。俺の決着ってのは、もうそれしかねーんだよ」

　ケースに包まれた《薄うす花はな桜ざくら》は、昨日、四之宮さんに直してもらったもの。《ユーディット》に乗る紀き沙さ羅らと安あ曇ずみ野の。《薄うす花はな桜ざくら》に乗る俺と陵みささぎ。

「勝ったほうが正しい。文句をつけない。それでどうだ？」

「理解できないのです」

　こちらの予想通りのセリフを告つげる紀沙羅だった。まあ、紀沙羅はそうだろうな。

　問題は、もう一組のペアがなんていうか、ってところなのだが。

「いいよぉー……？」

　こちらは予想外に、安曇野が先に手を上げた。力の入っていない挙手だが、むしろ反応の速度に彼女の真意がある気もする。

「こっちもさぁー……言いたいことあるんだよねぇー……《ユーディット》に乗りながらなら、色々ぶちまけられるかなぁー……勝ったら文句は言われないみたいだしぃー」

「なによそれ」

　そしてそんな安曇野に、プライドの高い陵が乗ってくる。

「アンタ考えて喋しやべってる？　あずな、負けたら鬱うつ憤ぷんたまったままなのよ？　ちゃんと自分のメリット見て言いなさいよ」

「勝てばいいんでしょぉー……勝てるしぃ？」

「ほらまた適当に……勝てるわけないでしょアンタたちが。このアタシに」

「どうかなぁー……」

　安曇野の挑発に、陵が容易たやすく反応する。互いに互いの性格がわかっているのだ。陵のほうだって、安曇野の挑発に乗った形にすれば、今後がやりやすいとわかってくれてる。なにも言わなかったが、この殴なぐり合いの決着に真っ先に賛同したのはあるいは陵だろうか。

「やってやるわよ。いい加か減げん、私たちもどっちが上か決めないとね」

「あーあー……それはうやむやのままにしとけば良かったのにぃー……私が上だって証明されちゃうじゃんかぁー……」

　点火完了。あっちは狙ねらい通りに火花が飛んだ。

　未いまだに火がつかないのは紀沙羅のほうだが、明らかに俺のほうが分ぶが悪いと思っている。負けなしの紀沙羅。この上安曇野が相あい方かたとなれば、いくらなんでも俺なんぞに負ける道理はない。そう思っているのかもしれない。

「意味がわかりません」

「負けるのが怖こわいのかよ」

「私の体質については」

「こっちが勝ちそうならその時に手を抜く。それでどうだ？」

　こちらとしても紀沙羅を負かすつもりはない。もし紀沙羅が負けるようなことになっても、ゲージを削けずりきる寸前で手を抜いて、彼女に勝利を渡すつもりだった。それで彼女のトラウマは発生しないはずだ。

　だがそれと、事実上の勝ち負けは別。そのように勝ったところで、紀き沙さ羅らは自分の勝利だとは言わないだろうと思えた。譲ゆずられた勝ちに価値を見出すような奴やつじゃない。

「もちろん、東とう城じようさんごとき、ねじ伏ふせることは容易です。しかし、それと諸もろ々もろの問題はまったく別。バトルで勝とうが負けようが、今の状況が解決するわけでは……」

「解決するさ。そっちが勝てば、俺たちはそっちの言う事聞くだけだから」

　無む茶ちやなやり方だ。紀沙羅みたいなタイプに対して、こういうやり方ではあるいは問題を深刻化させるだけかもしれない。そんなことは百も承知なのである。

　それでも、いつものやり方でやってしまいたい。そう思ったのだ。四し之の宮みやさんの話を聞いてから、そう思う事が出来た。

「あっちは、もうやる気だぜ」

　指し示すのは、それぞれにプライドの高い女二人のコンビ。

　仲なか違たがい中でも、いがみ合う姿がどこかよく似ていて、今でこそ酷ひどい言葉の応おう酬しゆうを続けていたが、きっと後々の二人にとっては、これも思い出とやらの一つになるのではないかと思わせる光景だった。女は根に持つっていうけど、逆に言えば、いつまでも忘れないって意味でもあるんだろうし。

「ああなってみたくねぇ？」

「紀沙羅ぁー……やろうよぉー言われっぱなしは癪しやくだよぉー……」

　半なかばのしかかるような安あ曇ずみ野ののスキンシップだった。お前らいつの間にそんなに仲良くなったんだ。抱きつかれた形になる紀沙羅は、もう呆あきれ半分といった様よう子すである。俺の行動が、本当に理解できないのだろう。

「ああ、もう……」

　だが。

　それでも彼女の目に灯ともった火を、俺は見逃さなかった。

「やってやるのです！　東城さん、後悔しないでほしいのですよ！」




　陵みささぎと《薄うす花はな桜ざくら》に乗り込むのはこれで二度目か。

　一度はエフェメラに叩たたきのめされた。前席に座る岬にしても、その苦にがい過去はまだ真新しい記憶だろう。もっとも今回、相手取るのはエフェメラではなく、紀沙羅と安曇野。《ユーディット》に乗る、ちょっとアンバランスな二人だったが。

　それでも、ここで相あい対たいする奴らは当然、気づいているはずだった。

　エフェメラが、来ないはずがない。

　乗る機体は多少入れ替わっていても、勝ち抜き戦用筺きよう体たいでのバトルだ。《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》どちらに反応するかは知らないが、紀沙羅が乗っていることは確実視できるのだ。そしてそれは事実でもある。

　ゆえに、俺たちは背水の陣なのだ。

　エフェメラが来る前に、互いのわだかまりを打ち消しておかねば、あの強敵ととても渡り合うことができないという共通認識を持っているから。

　ついでに、紀き沙さ羅らたちにはあえて言っていないが、実はこの対戦のことはアレンさんにも伝えてある。エフェメラを逆探知する以外にも、いくつか目的があったのだが、まあそれはわざわざ言わなくてもいいや。これからの殴なぐり合いの結果次第では、使う必要もないことだったからな。

「刀とう雅が。このステージは？」

「これも……知らねえな」

「アタシは一度だけね」

　ステージの俯ふ瞰かんが始まる。ＳＦに登場する宇宙基地のようにも見えるが、どこか閉鎖的だ。ドーム状の建物が底部のみならず、壁にそっても配置されている。長い鉄橋のようなオブジェクトが空中で交差し、そこからまた生えるように別の建物が作られていた。立体的で、それでいて迷路のように入り組んだステージ。

《ジオフロント・中ちゆう枢すう部Ａ》と、画面には表示されていた。

「空中戦は難しそうね。障害物が多くて」

「相手探さがすだけでも厳しいだろ」

　以前も、桐きり也やらとビル街で戦ったが、基本的にはそれに近い。

　ただ、あの時は空が開けていたが、今度はそれが、いくつかの建造物によって邪じや魔まされている。《ユーディット》の場合、それらのために速度を減げん衰すいせざるを得ず、低機動、低攻こう撃げき力の戦闘を余よ儀ぎなくされるだろう。しかも薄暗いせいで見通しも悪い。人気でないだろうなー戦いにくいだろうし。

「お前ならどうするんだ、このステージ？」

「……あえて、飛ばないわね」

　やはりそうか。

　こうまで上を遮さえぎられると、《ユーディット》ならではの空中戦が展開しづらい。ならば入り組んだ迷路を利用しての撹かく乱らんを軸じくに置く。もっとも、機動力で相手を翻ほん弄ろうするのは《薄うす花はな桜ざくら》の得意でもあるので、どっちに軍配が上がるかは判定しづらい。

「……ねえ、刀とう雅が」

「あん？」

「気を遣つかわせちゃった？　アタシ」

　彼女らしくもなく、どこか弱気な声だった。なんでこんなことを言うのか、どこに負い目があるってのか。偉そうにしてろよ。プライドまみれでふんぞり返ってろよ。

「アタシ、アンタに気遣つかってもらうほど、ダメに見えた？」

「そんなんじゃねーよ。俺は俺のために色々やってんだ。おまえはついでだよ、ついで。なんだかんだで似てるとこあるからな……でも俺は結局、紀き沙さ羅らと乗りたいだけなんだよ」

「……そこで、噓うそでも良いから恩を売っておけばいいのに」

「俺の恩は非売品なんだよ。喧けん嘩かなら年中セールで大安売りだけどな」

　画面が進展していく。

　さっきまでの地底基地から、カタパルト内部へ。出しゆつ撃げきの準備、こちらの準備はできていたが、まだ《ユーディット》側が設定しているのだろうか。始まる気配がない、と思った瞬しゆん間かん、右手側に小さな画面が展開、紀沙羅の姿が映っていた。フェイスチャットだった。

『岬みさきぃー……準備できたぁー？』

「こっちは大丈夫よ。アンタたちなにしてんのよ」

『大したことはないのです。ただの打ち合わせなのですから』

「とろいのね」

　十秒前の弱気な発言はどこへ消えていったのか。喧嘩大安売りは陵みささぎだって同じだった。一方、そんなことを言われても、安あ曇ずみ野のも紀沙羅もそれを意に介かいした様よう子すはない。

『急げば良いってもんじゃないよねぇー……』

　意に介してはいないが、反撃はきちんとする。そんな態度だった。

　こうして話しかけてきたということは、向こうも打ち合わせとやらは終わったということだろう。すぐに画面が展開し、バトルスタートの体勢になる。俺はレバーと握って、さてどうしたものかと考えていたが──。

「刀とう雅がっ」

　カタパルト内での射しや出しゆつ準備が始まり、《薄うす花はな桜ざくら》が前傾姿勢を取ったところで、陵が短く俺を呼ぶ。

「ブースターは任せなさい……アンタは思いっきりぶん殴なぐって！」

　良い言葉だ、そう思った瞬間に、《薄うす花はな桜ざくら》が射出される。

　昼なお暗い地底の基地へと飛び出す《薄うす花はな桜ざくら》。薄暗い闇やみの中、反対方向には《ユーディット》の姿も見ることができた。真しん紅くの機体が、その刃を背中に並べて翼つばさを広げてみせる。互いにカタパルトからの力を受け、一瞬だけ空に浮いている状態だ。このまま落下し、網あみ目め状に並ぶ地下施設の合間を縫ぬっていく戦いをする。

　そう思ったのだが。

「あずなッ！　手て加か減げんなしで行くわよ！」

『おぉー……望むところぉー！』

　この女どもは、俺なんかの想像の斜め上を軽く飛び越えていきやがった。

　加速する。宙に浮いた状態の《薄うす花はな桜ざくら》が、そのブースターを最大出力で持ち出してきた。轟ごう音おんとともに機体が前進し、加速。落下の重力に逆らうように、ほぼ水平方向へと飛んでいった。

　飛行のできない《薄うす花はな桜ざくら》。

　カタパルトの撃うち出す力に、ブースターを加速することで、どうにか飛んでいるように見せているだけ。見た目は派手だが──。

「おい陵みささぎ！　ブースター焼きつくぞ！」

「構いやしないわよ！　刀とう雅が、前！」

「ああッ!?」

　見れば、《ユーディット》も。

　いつもの華か麗れいな、踊るような立ち回りではなかった。ただスラスターから推すい進しん剤ざいを噴ふき出し、一気にこちらへと向かってくる。芸もなにもない直線。二つの機体は、狭せまいバトルステージの中で、一いつ瞬しゆんで激突する。

「ぅお……らぁッ！」

　もちろん、ただ激突なんぞさせるわけにもいかず。

　空中で交こう錯さくする寸前、俺は《薄うす花はな桜ざくら》の両手を広げ、《ユーディット》に摑つかみかかる体勢を取った。

　奇くしくもどういう意図か、《ユーディット》の側も同じ体勢。

　結果を見よう。

　空中で加速した二機は、両手をがっちりと組み合わせ、互いの前進ベクトルを相そう殺さい。

　両手を嚙かみ合わせたまま、停止することになったのだった。

　こちらのブースターはオーバーヒート寸前。これ以上加熱させれば、冷却されるまで使用不可となってしまう。

「あずなぁ！　アンタいつもいつものんびりし過ぎなのよ！　少しはこっちのペースにあわせなさいよ！」

『言うよねぇー……！　岬が遅くしてくれればいいのにさぁー……！』

　がっちり組み合わせたところから、また戦場は展開する。

　先に動いたのは《ユーディット》。細い脚部で蹴けり上げるのは《薄うす花はな桜ざくら》の胸部だ。組み合わせていた両手が外はずれると同時、《ユーディット》がくるくると回り。

　こちらの頭部に、回し蹴げりを叩たたき込んだ。

「紀き沙さ羅らッ……てめっ！」

『殴なぐり合い、こうでよろしいですか！　東とう城じようさん！』

　こんな化ばけ物もの的な挙きよ動どうができるのは、紀沙羅しかいない。

　画面がブレる。叩きつけられた脚はゲージを削けずりこそしないものの、空中で体勢を崩くずされるのは致命的だった。制せい御ぎよができず、そのまま上下が入れ替わった。さかさまに落下、このまま地面に叩たたきつけられるかとも思った。

　抜け目のないことに、《ユーディット》が落ちる《薄うす花はな桜ざくら》を追つい撃げきしている。自みずからも頭から高度を下げ、そのままこちらを地底基地の底面に叩きつける気だろう。

「刀とう雅が！　ブースターいくわよ！」

「おおォッ！」

　だがその前に、冷却を終えたブースターが点火した。

　噴ふん出しゆつすることで姿勢を制せい御ぎよ、無防備な落下体勢から、機体の正面を《ユーディット》へと向けた迎撃状態に移行する。地面に激突寸前で減速と切り返しを行い、安全な着陸を確保したのは、完全な陵みささぎの技量。

　だがそこから先。

「お前の得意なカウンターだッ！　紀き沙さ羅らッ！」

『ッ!?』

　追撃を欲張り、上空から降ってきた《ユーディット》。減速もままならぬままこちらに入ってくれる赤の機体の頭部に。

　鋭い拳こぶしを叩き込んでやった。

「ざっ────まあみやがりなさいあずなぁッ！」

『そっちこそぉ……調子にぃ……乗るなぁ──ッ！』

　安あ曇ずみ野のが叫んだ。初めて聞いたかもしれない。

　開戦直後の、アクロバティックな空中落下戦は、引き分けと見ていいだろう。互いにゲージはほとんど減へっていないのだから。

　だが、それ以後も進展があるかといえば、別段そんなことはない。むしろ完全な泥どろ試じ合あいだったと言っていい。

《ユーディット》、《薄うす花はな桜ざくら》ともに、武装を一いつ切さい用いない徒手格闘戦だった。それだけなら俺に分ぶがあるのかもしれないが、《薄うす花はな桜ざくら》は左腕の強力なパイルバンカーを装備している。つまり左腕を使えば殴なぐり合いの範はん疇ちゆうを越えてしまうのだ。

　だからこちらは、左腕を封ふう印いん。

　ヒットは珍しくなく、互いの機体を打ちあうボクシングのようなバトル。だがそれ以上に生々しいのは、フェイスチャット上で展開される罵ば声せいの応おう酬しゆうだった。

　まずは、陵と安曇野。

「アンタ鬱うつ陶とうしいのよッ！　アタシよりできると思ってんでしょ！」と、《薄うす花はな桜ざくら》の右拳こぶしが《ユーディット》に突き刺さり、『下へ手たなくせによく言うよぉー……！』と《ユーディット》の蹴けりが返ってくる、といった具合だ。

　芸もなにもない殴り合い。互いに互いの言い分なんて聞いていない。撃うち出す拳とともに自分の言いたいことをぶちまけているだけだ。

「下へ手たですって!?　アタシが一番強いのよ！」『思い上がらないでよぉ……！』「事実でしょうが！　なんか文句あんの!?」『紀き沙さ羅らにも勝てないくせにぃ……』「それはアンタのせいでしょ！」『現実見なよぉー……！』「アンタなんか、アタシの引き立て役のくせにっ！」『そっちだって紀沙羅の引き立て役でしょぉー……』「なんですってぇ────ッ！」。

　醜みにくい。

　実に醜い、女の戦いがそこにあった。

　もっとも、ここまで言えるのは、それだけ親しい間あいだ柄がらであることを示しているようにも思えた。下手な友人関係じゃない。長い付き合いだからこそ、言えないこと、言いたいこと、言ってはいけないことが溜まっていく。たまには吐はき出すことも必要だろう。

　このような言い合いと殴り合いを、広いステージのほんの一部を使って行っていた。四方は基地の建造物で囲まれており、逃げ場は細い路ろ地じのみ。だが逃げる必要性などなかった。たまたまできたリングで拳こぶしを振るうだけだ。

　言いたい放題の安あ曇ずみ野のと、その言葉に激げつ昂こうする陵みささぎは、それはそれで仲の良い証あかしのようにも思えた。

　翻ひるがえって、こちらはどうだろう。俺も陵たちと大差はない。女の戦いよりどうしようもない男女の戦いだったからだ。

『大体いつもいつも！　東とう城じようさんは力任せの解決が多過ぎるのです！』「こっちも必死なんだよ、お前みたいに天才じゃないもんでな！」『私の苦労も知らないで！　なぜ一ひと言こと相談してくれないのですか！』「お前自分のことで一杯一杯のくせによ！」『一人で抱かかえ込むよりよっぽどマシなのです！』「これ以上お前に借りを増やせるかよ！」。

　拳の応おう酬しゆうと、言葉の乱打。

　せめて見み栄えを張りたい俺と、頼ってくれなんて言う紀沙羅。

　仲が良いわけじゃない。相手の意図なんてわかるはずもない。四し之の宮みやさんの言う通り、相手を知って、これから、紀沙羅との関係を作っていかなければならないはずなのに。

『東城さんは危機感がなさ過ぎるのです！　自分の行動がどう影響するか考えてほしいのです！』「頭使うの苦にが手てなんだよ、お前だって知ってるだろーが！」『またそうやって拗すねる！　子供ですか！』「子供なのはどっちだ!?　お前だってすぐビビりやがって！」『なっ！　怖こわがってないのです！』「噓うそつくんじゃねぇ！　すぐ怯おびえるお前に頼ってられるか！　俺は、これ以上お前の足手まといは嫌いやなんだよ！」

　プライド高く在あり続けたい陵と、そんなのくだらないと言う安曇野。

　どっちが正しいとかじゃない。相手を思ってないなんてこともない。拳の一いち撃げき一撃とともに吐はき出したその想いで、それがわかる。そうかあ、紀沙羅、俺が思ってる以上に、俺の事を相あい棒ぼうだと思ってくれていたのかもしれない。

　でもだからこそ。

「俺は甘えられねぇ！　俺は強くなる！」

「そうよ！」

《薄うす花はな桜ざくら》が放った一いち撃げき、陵みささぎの言葉が重なった。聞いていないようで、互いの言葉をきっちり聞いてるんだ。

「アタシは誰よりも強くなる！　それがアタシのプライドだから！」

『違うでしょぉー……！』

　だが、振り抜いた拳こぶしはかわされた。こちらの癖くせを理解してきた相手側は、こちらの懐ふところに飛び込んで、機体腹部にアッパー気ぎ味みの拳を叩たたきつける。

『そんなのぉー……！　現実見てない奴やつのセリフでしょぉー……！　強くなりたいだけならぁ、岬みさきは私に付き合わなくても良かったのにぃー……！』

『そうなのです！　二人のほうが強いと教えてくれたのは、東とう城じようさんなのです！』

　つながっているようで、支し離り滅めつ裂れつな二組の喧けん嘩か。そうだ、意味なんてなくていい。過程なんてどうだっていい。きっと互いのことなんて最初からわかってた。

　それでもどうしようもないものがあるから、ぶん殴なぐって気を晴らすだけなのだから。

　付き合わされる《薄うす花はな桜ざくら》や《ユーディット》はたまったものではないかもしれなかったが。

『強くなりたいだけならぁー……紀き沙さ羅らと組めば良かったじゃんー！　いつまでも勝てない私なんかじゃなくてさぁー……！』

「バカ言わないでよッ！」

《薄うす花はな桜ざくら》を貫つらぬくように、腹に入った《ユーディット》の拳。

　だが、《薄うす花はな桜ざくら》はそこで踏みとどまった。互いにほとんどダメージの減へらない殴なぐり合いでも、決して負けられないという風に。

　ブースターを噴ふん出しゆつすることで、強引にその場に踏みとどまったのだ。

「アタシは、アンタと《ユーディット》でやりたいのッ！」

　互いのイレイザーの動きが、そこで止まった。

　存ぞん外がい素直な感情の吐と露ろに、思わず止まってしまったのか。《ユーディット》の挙きよ動どう停止を見て取って、こちらも動きを止めてしまう。戦う気があったのは前席の陵だけのようで。

「な、なんで止まるのよッ!?」

『いやぁ……だってぇー』

　殴れないだろう。

　機体越しとはいえ、そんなことを言われた相手を殴れるはずもない。

『意外と恥ずかしいことを言うのですね、岬みさきさん』

「なっ……ばっ……そ、そんなんじゃ！」

　慌あわてる陵だが、いっそ微笑ほほえましいくらいであった。こんなことを言われたら誰だって許すしかないだろう。

「いいから続き！　続きするわよ！　まだ言いたいことあるんだから、こんな形で終わられちゃ消化不良──」

『ウフフフウ……』

　陵みささぎの言葉を遮さえぎるように。

　聞き覚えのある、甲かん高だかい声が割って入った。なんだよ、良いところなんだから邪じや魔まをするな、お前はよ。間が悪過ぎるだろ。

『見つけたァ、やっと見つけたァ！』

　画面に映るのは、ノイズにまみれた紫の悪あく魔ま。

　たった今出現したとばかりに、イレギュラーのイレイザーが、対たい峙じする二機の間に割って入った。いつでも、二対一で相手になるとばかりのその声。コイツが来るのは狙ねらい通りではあるのだが。

　今は。

『紀き沙さ羅らさァん。やッと見つけたァ！　どッちに乗ッてるんですかァ？　まあどッちでもいいからァ、早く壊こわさないとォ……』

　だが、今は。

　お前は邪魔だ。

「「『『うるさいッ！』』」」

　エフェメラの気き味み悪い声は、四つ重なる声に押し負けた。

　叫ぶ声から考えるに、俺達の感情は同じだったらしい。




「「『『こっちの喧嘩の邪魔するなッ！』』」」




『ヒッ、ヒウゥゥッ!?　なに、なになにィ!?』

　完全に八つ当たり気味だったが、俺達がせっかく拳こぶしを交わしていたところで、エフェメラの乱入など喜ぶはずもない。紫の悪あく魔まがその威い容ようを見せても、今は邪魔者だ。好敵手に会えた歓喜も、強敵を怖おそれる恐怖もない。

　さっさとどっかに消えやがれ、エフェメラ。

　こっちは今、大事な話をしてんだよ。

「そっちがそうなら、丁ちよう度ど良いじゃない……」

　じゅる、という音。

　前席に座る陵が、舌した舐なめずりをした音だった。

「来なさい羽虫野郎！　今のアタシは機き嫌げん最悪！　リベンジ果たしてやるわよ！」

『は、はうゥ……！　怒ど鳴なるの怖こわいィ……でも、でもやッと見つけた如月きさらぎ紀き沙さ羅らさん！　今度こそォ、今度こそ確実に殺さなきャあ！』

　暗い地底基地に似合う姿の《マルドゥク》が、ビームハルバードを構えてみせる。

『うるさい！　私も東とう城じようさんに、一いつ緒しよにやりたいと言ってもらうのです！　アナタなんかに構っている暇ひまはないのです！』

『だァーいじョォーぶ！』

　狂信者の声で、エフェメラが叫んだ。

『紀き沙さ羅らさんが死んだらァ、寂さびしくないようにトーガも送ってあげるって、カイ様が言ッてましたよォ────だから後あと腐くされないように、ここでみんなブチ壊こわしてあげますゥ！』

「狂った戯ざれ言ごともそこまでだ」

　だが、カゲロウの叫びなど怖こわいものか。

　紀沙羅に傷一つつけさせない。乗ってる機体が違っても、すれ違いが何度もあっても、そこだけはブレるつもりはない。本当に呆あきれるほどの無能でも、俺は紀沙羅の護ご衛えいなのだから。

「終わりにするぞ、エフェメラ。ぶん殴なぐって正気に戻してやる。せいぜい今のうちに、お前の信じる相手に祈っておけよ」

　なにしろ。

「殴られる時に、祈る暇なんざねえだろうからな！」







第五章　決戦はフィフティ・フィフティ？







　城主カイが眺ながめているのは、エフェメラから送られている《デュアル・イレイザー》の戦闘経過であった。携帯端末の小さい画面に映し出されるバトルドーム内の映像は、口くち下べ手たなエフェメラなりの定時報告ということらしい。

　タカオカも、城主の背後に立って覗のぞき込むように戦闘を見つめた。

「いかがですか？　エフェメラの働きは」

「さすがだね。手も足も出ていないよ、《薄うす花はな桜ざくら》も《ユーディット》も」

　狭く暗い、地下基地の映像が映し出されている。

　空には、《ムシュフシュ》と《ユーディット》。ドラゴン型のイレイザーが撹かく乱らん、妨害に徹しているせいで、《ユーディット》は《薄うす花はな桜ざくら》の助けにいけない。空中に多く点在する障害物は、速度を出さねばならない《ユーディット》には不利だが、《ムシュフシュ》はワイヤークローでもって曲芸のように移動していた。

　一方、《マルドゥク》本体と《薄うす花はな桜ざくら》は地上で戦っている。が、こちらも障害物が多く、狭せまい中での接近戦にならざるを得ない。間合いの取り方が上う手まい《マルドゥク》のほうが、ビームハルバードを振り回して押しているように見えた。

「何な故ぜこのようなことに？　如月きさらぎ紀き沙さ羅らほどの天才ならば、窮きゆう地ちでも脱するでしょうに」

「ふん。簡単なことだよ」

　つまらなそうにカイが言う。

　タカオカには、この主あるじが不ふ機き嫌げんに見えた。あるいは自分の手で如月紀沙羅を降くだせないことが不満なのかもしれない。

「キサラは一人なら強い。こないだ相あい棒ぼうを手に入れたけど、まだ別の機体と一いつ緒しよに戦うことには慣れていないはずだ。機体同士の連れん携けいが取れていないんだよ。まあ、基本的に一対一の《デュアル・イレイザー》には不要な技量だ、とも言えるけどさ」

「たったそれだけで、ここまでの敗北を？」

「いや？　もう一つの理由は、エフェメラのほうだね。キサラの集中力は一点型で、限定的な状況には強いけど、一気に複数体を相手するのは苦にが手てなんだ。逆にエフェメラはその集中力を放射、拡散して向けることができる。タイマンならダメだけど、ビショップフレームを使わせての同時攻こう撃げきを仕掛けるなら、エフェメラはとても強いよ。一人で何人も相手にできる力があるんだから」

　同じ天才。境遇もよく似ている。いや、前城主の実験台にされたのは紀沙羅やエフェメラだけではなく、カイもそうなのだが。よく似ているからこそ、実力が互ご角かくであるからこそ、自分の得意な状況に引き込んだほうが勝ちということか。

「まずは《薄うす花はな桜ざくら》を沈めるつもりなのかな、エフェメラは？」

「上う手まく事が運びますでしょうか？」

「さあね。今のところエフェメラは上手くやっているけど。さっきも言ったでしょ、事態の推移に大して興味はないんだよ。時間稼かせぎはもう十分だしね。レイラ博士も、そろそろ焦あせっている頃じゃないのかなぁ」

　城主の計画は順調だ、とタカオカは判断した。

　エフェメラの時間稼ぎも含めて、全てが城主の思い通りに動いている。懸け念ねん事項はなにもないと、城主は思っている。しかし慎重なタカオカは、自分が把握していながらカイに報告していない、一つの懸念を持っていた。

　竜りん胆どう凛りん花か。

　あの女が現在、単独で行動していることが。

「でも、キサラはここで終わりかもねぇ」

　やはりカイは不ふ機き嫌げんだと思われた。エフェメラにやられてしまう紀き沙さ羅らに対し、不ふ甲が斐いないと失望しているのかもしれなかった。

「見てよ、《ユーディット》も《薄うす花はな桜ざくら》も、どうにか《マルドゥク》の隙すきを作ろうとしてる。まあ、定じよう石せきと言えばそうかもしれないけど、撹かく乱らんしたりフェイントを混ぜて、本命の攻こう撃げきを当てようとしても無駄なんだ。エフェメラは全部見てるからね。エフェメラが見える範囲なら、隙なんて生じない。拡散する集中力が全て捉とらえて処理してしまうからさぁ」

「やはり、多数を相手にするには最適の才能ですな」

「そう。だから最初から不意打ち、乱入で現れるんだ。エフェメラも自分の能力をよくわかっているんだよ──キサラ、トーガ。この僕にあれだけ大口を叩たたいたんだから、こんなところでは終わってほしくないんだけどなぁ」

　城主はそう言うが、つまりそれは、ここで終わるだろうという城主の予想を反映した言葉だった。思えば、前回の城主の敗北は、如月きさらぎ紀沙羅を追い詰めるために、彼女が得意な限定的な状況──集中力を発揮できるシチュエーションにまで持って行ってしまったことにある。

　その反省を踏まえた上での、エフェメラの起用だ。

　時間稼ぎと嘯うそぶいていながら、もちろん城主に容よう赦しやはないのだった。

「……エフェメラの下もとに行って参ります。護ご衛えいは他の者をつけますので、カイ様はホテルから外出なさいませぬよう」

「わかってるよ。でもエフェメラのとこになんの用事？　あんまりいじめちゃダメだよ？」

「もちろん、勝つにしろ負けるにしろ、今後のことがありますもので」

「ふん……」

　城主の目が細くなる。不ふ機き嫌げんな表情に連動して、頰ほおに刻きざまれた刺青いれずみがわずかに歪んだ。

「タカオカ。僕は君のことを買っているけど、君はちょっと僕の事舐なめているフシがあるよね……父さんみたいに仕えることはできないって言うのかい？」

「とんでもありません。私は……」

「エフェメラに今後のことを相談するだけなら、懐の拳銃は要らないだろう？」

　まだまだ子供かと思えば、時とき折おり驚くほどの観察眼を見せる。集中力と言うならば、カイの武器はそれだ。他者の観察、人を見る目に尋じん常じようならざるものがある。でなければ教団の教祖などできるはずもないが。

「……道中、なにがあるかわかりませんもので」

「ふん」

　つまらなそうに息を吐はくだけで、カイはなにも言わなかった。タカオカになにを言っても無駄だと思ったのかもしれない。事実その通りだった。カイの命令に背そむいても、やらねばならないことがあるだけだ。

「可哀想かわいそうなエフェメラ」

　カイがそう言ったところを見ると、彼はタカオカの考えなどとうに見抜いているのかもしれなかった。それでも口を出さないのは、やはりエフェメラのことなどどうでもいいのか。

　それとも、どうでもいいのはタカオカのほうなのか。

「行ってまいります」

　タカオカが慇いん懃ぎんに頭を下げるも、カイは答えない。

　時間稼かせぎだと言っていたバトルの趨すう勢せいを、ひたすらに見守り続けていた。




「だぁぁッ！　なんなのよこいつはッ！」

「叫ぶなうるせえ！　集中できねえだろうが！」

　袈け裟さ掛けに振り下ろされるビームハルバードを間かん一いつ髪ぱつで回避。《薄うす花はな桜ざくら》の胸部装そう甲こうスレスレをかすめる紫色の軌き跡せきに、思わずビビる。

　薄暗いステージの中では見通しが悪く、《ユーディット》のほうがどこで戦っているのか把握できない。

「ちょっとあずな！　こっち手伝いなさいよ！」

『そりゃあー……やりたいけどぉー……』

『こっちもいっぱいいっぱいなのです……くうッ!?』

　僚りよう機き《ユーディット》からの通信もろくな内容じゃない。狭せまいステージ内を存分に使う《ムシュフシュ》に苦戦しているようだった。

　こっちも、得意な近接戦に持ち込んでいるというのに、互ご角かくなのだ。ちょっとでも気を抜けばやられる。油断はできない。

「なんでこんなに押されてんのよ……！」

　コンビネーションの問題だ、とは、焦じれている陵みささぎにもわかっていることだろう。

　陵のフォローは上う手まい。けれど決定打がないのだ。以前《マルドゥク》と戦った時と同じ。翻ほん弄ろうされ、時間をかけてゲージを削けずられてしまう。一方のこちらは相手の攻こう撃げきへの対処で精一杯。パイルバンカーでも叩たたき込めれば違うのだろうが──。

　悪いことに、ここにきて、陵とのズレも感じ始めてきた。

　陵による加速はありがたいが、出力が大き過ぎる。最初はわからなかった紀き沙さ羅らとのわずかな差異が、皮肉なことに連れん携けいに慣れたことによってわかってくる。攻撃の際に踏み込み過ぎたり、回避の時に距離を取り過ぎたり。おかげでこちらの格闘のリズムが狂う。

《ユーディット》で極限の速度を追い求めていた陵ならではのクセなのだろうが、障害物に囲まれ狭せまい範囲で戦わなければならないこのステージで、そこまでの出力は要いらない。紀沙羅の操作は絶ぜつ妙みようだったと今いま更さらながらに思い知る。

「……遅い！　刀とう雅が、遅いッ！」

「うるっせぇ！　速けりゃ良いってもんじゃねーンだよ！」

　緩かん急きゆう、ってものがあるだろうが。クイーンフレームの常識でものを言うな。

　この齟そ齬ごは、あるいは並みの相手であれば全く気にならなかったかもしれない。だが相手はエフェメラだ。繊せん細さいな操作を要求される強敵との戦いにおいて、わずかなズレが苛いら立だちを呼んでしまう。

　また一撃。ブースターの加速が高過ぎて、必要以上に近づいてしまう。そのままパイルバンカーをぶっ放せばいいんだろうが。すでに構えた左腕を修正するのに、一いつ瞬しゆんの隙すきができる。その隙は、エフェメラが《マルドゥク》の体勢を整え、回避するのに十分な余裕。

　紙かみ一ひと重えでかわされるのだ。

「くっそ……陵！」

「わかってるわよ！」

　バックステップにブースターの推すい進しん力を乗せ、ふわりと浮かぶように後方へと下がる。

　だが、これもまた出力が高過ぎた。高く飛んだ《薄うす花はな桜ざくら》は、そのまま後方、ドーム型建築物の屋根に飛び乗る。ああ、面倒めんどくせえ。この間に体勢立て直されちまうじゃねえかよ。

「ねぇ、刀雅」

「わかってる。わかってるから言うな」

「……そう、そうね。やっぱり相性、悪いわよね、ウチら」

「相手によっちゃいいのかもしれねーが……！」

　そう、結局はその一ひと言ことに尽つきるのだ。相性が悪い。

『どっちもー……突っ込んでいくタイプだからぁー……』

『二人が二人、いうなれば熱血型でしょうか。嚙かみ合わないのは当然なのです。どちらかが戦局を見通す側に回らねば』

「よく言うわよそっちも両方、冷静型のくせに！」

　ともあれ、突っ込むの大好きな攻こう撃げき型同士。上う手まく合わないのは当然だった。こうなるともう、元の組み合わせに戻すべきだろう。熱血と冷静という役割分担は、俺達にとってはわかりやすくていい。ならば、今度は高熱と低温の組み合わせでもって、温度を適度な位置に合わせようか。

「仕方ないわね……あずな、聞こえてる!?　アタシがそっちに乗るわ！　紀沙羅と交代するわよ！」

『えぇー……!?　その間にやられるってぇー……！』

　その通りだ。イレイザーの操そう縦じゆうが、移動の間だけ一人になってしまう。相手がエフェメラじゃなければどうってことないだろうが、カゲロウの乗った《マルドゥク》は確実にその隙すきをついてくるだろう。

　ならば、どうするか。実はすでに用意してある。エフェメラ対策。




「──アレンさん、聞こえてるかよ!?」




『おうよ！　さっきから一部始終、全部逃さずチェックしてるぜぇ』

　筺きよう体たいに入るフランクな声。しかし少しだけ疲れが混じっている気もした。下準備に色々あったのかもしれない。

「は!?　アレンさん、なんで!?」

『いやぁ、昨日トーガからよぉ、色々やりたいことがあるんで協力してほしいって言われてなぁ……これでエフェメラを絶対に倒せるって言われちゃあ、もうやるしかねぇだろ？　オールナイト……ってわけでもねえが、結構ギリギリで準備してたんだぜ？』

　エフェメラを誘おびき寄せるところまで、想定の内。

　ならば、彼女と戦う場面において、最高のコンディションを引き出すことも考えておかねばならない。つまり組み合わせを元に戻す。さっきまでの殴なぐり合いで幾分かすっとした今の心境なら、俺だって紀き沙さ羅らと乗れる。

　──まあ、絶対にエフェメラを倒せるっていうのは、アレンさんの協力を取りつけるための方便だったが。負けるわけにはいかないという意味では同じことだ。ちょっと噓うそを盛ったくらいどうってこともない。

『ふェェ!?　誰!?　だァれ!?』

『おめーがエフェメラかい……お前に散々迷惑かけられたここのスタッフ、その名もアレンお兄さんだよ！　一度バトルしたんだがさては覚えてねーな？　ウチのスタッフの本気を今から見せてやるよ！　トーガ！　アーユーレディ!?』

　英語使えばかっこいいと思っているのだろうか。

　思っているのかもしれないが、アレンさんの場合は本当にかっこいいから困る。

「アレンさん、頼む！」

　俺の声とともに。

　画面が、一気に切り替わった。

「ッ!?　なによこれ！」

『お、おぉー……!?』

　上下分割。上と下に分かれた画面。元々、《デュアル・イレイザー》の筺きよう体たいにはこの機能がある。以前は設定変更のために、紀き沙さ羅らが下画面にコンフィグを映して使用していた。また、《マルドゥク》のように二体に分かれるビショップフレームは、この別々の画面をもってバトルフィールドを駆かけまわる。

　だが。今は、ちょっと違う形で使わせてもらう。

「これ、下が……《ユーディット》？」

『上の画面が《薄うす花はな桜ざくら》になっているのです。東とう城じようさん、これは一体……？』

　わざわざ移動するまでもない、ってことだ。

《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》で、互いの映像を共有する。対戦レーシングゲームみたいな画面構成だが、不便はないだろう。

『ついでに……操そう縦じゆうも！　前席のを相手側筺きよう体たいと入れ替えてあるぜ。ちょっと設定いじっただけだけどな』

「そ、そんなことできるの!?」

『普段の対戦じゃ必要ねーけどな？　店側のマシンで入出力を組みかえただけだ。これぞ名づけて──クロス操縦！　さあお前ら、四人で一つだエキサイトしろよ！　全力で奴やつをゲームオーバーにさせちまえ！』

「アレンさん、ネーミングセンスない……」

　陵みささぎの意見には俺も同意だったが、まあそれはともかく。

　これで、同じ筺体にいながら、陵と俺は別の機体を制せい御ぎよしていることになる。やっぱ相談しといて良かったぜ。さすがホロスコープの社員、キサラギ博士の部下だけあって、技術的な面では大いに頼りになる。

「ついでに、ゴーストの耐たい久きゆうゲージも表示させといたぜ。まあこっちのほうでダメージ計算してるだけの簡単なもんだが……ないよりマシだろ!?　上う手まくやれよお前ら！」

『い、意味分かんないですよォ……操縦者が入れ替わって、だからなんだって言うんですかァ!?』

　頭上にゲージを見せた《マルドゥク》本体が向かってくる。下画面では空中から《ムシュフシュ》が襲おそいくる。

　なるほど、こうしてみれば、二つのイレイザーだろうと、ただ一人が操そう縦じゆうしているのだとよくわかった。紀き沙さ羅らでもできないその同時制せい御ぎよはエフェメラの特技なのだろうが、やっぱり彼女一人に負担が大きい気がする。

　お前も相あい棒ぼう探さがせよ、エフェメラ。

『わかりませんか、エフェメラ』

　だが、《薄うす花はな桜ざくら》も動く。

　こっちはもう、陵みささぎ岬みさきの運転じゃない。ずっとこの青い桜に乗っていた女が戻ってきたのだから。

《薄うす花はな桜ざくら》が、まるで居合抜きのように。

　膝ひざから伸びるビームナイフのグリップを摑つかんだ。

　弧こ月げつが走る。すんでのところで停止した《マルドゥク》だったが、その前面を駆かけ抜けるナイフの刃に、エフェメラの悲鳴が聞こえてくる気がした。怯おびえるエフェメラに構わず、こちらも追加で踏み込む。

『東とう城じようさん！』

「おう、わかってる──パイルバンカーぶちこんでやんぜ！」

『その単細胞をなんとかしてほしいのです……まずはやることがあるでしょう！』

「ああ!?」

　紀沙羅に操縦系を移す。《薄うす花はな桜ざくら》はビームナイフを更さらに振るい、《マルドゥク》を後退させていく。そこへ突っ込むと、ハルバードによって反はん撃げきされる。だが、それもふわりとかわしていく。

　紀沙羅らしい、相手を翻ほん弄ろうする動きだった。

『東城さん、なにか私に、言うべきことがあるのではないですか!?』

「はあ？　お前、状況わかってんのかよ！」

『わかってるから言っているのです。わざわざアレンさんが操縦席を交差させてくれたのです。ここで言ってもらわないと』

「お前が言え！」

『私のデレは有料なのです。知っているでしょう？』

　そういや高いんだったな、お前の本心を聞き出すのは。

　固いジト目に紛まぎれて見えないそれを、引きずり出すのが、俺の仕事だったな。

『い、イチャイチャしてるんじゃないですょォ！』

『うるさいのです！　邪じや魔まを！　するななのです！』

　振り下ろされるハルバードだったが、それをナイフで受け止める《薄うす花はな桜ざくら》。そのまま押し切られるかと思った瞬しゆん間かん、《薄うす花はな桜ざくら》はハルバードの軌き道どうをそらして、大おお斧おのの一撃を受け流した。イレイザーによる剣けん戟げきは、しかし紀沙羅に軍配が上がったようだ。

　仕方ねえ。

　言わないと、許してくれなさそうだし。

「悪かったよ……」

『聞こえない！　もう一度なのです！』

「悪かったっつってんだよ！　俺がバカなせいで迷惑かけたな!!」

『……こちらこそ。申し訳なかったのです。では』

　操そう縦じゆう系が俺に戻される。

《薄うす花はな桜ざくら》は、ハルバードを受け流されて体勢を崩くずした《マルドゥク》へと一歩踏み込んだ。そうだ、この感覚だ。紀き沙さ羅らが撹かく乱らんして、隙すきをつくったその瞬しゆん間かんに、俺が一いち撃げきを叩たたき込む。ようやく戻った連れん携けいに。

『これで仲直り、ということで』

　唸うなりを上げて、パイルバンカーが《マルドゥク》に襲おそいかかる。




　パイルバンカーが《マルドゥク》に撃うち込まれる、その直前だった。

　岬みさきは、丁ちよう度どまさに、紫色のドラゴン、その首に向けて、《ユーディット》のブレードを振り下ろしていた。彼女は特に声も上げない。このくらいのことならば、自分たちには当然だとでも言うように。

「あずな」

『なぁー……にぃー……？』

　そのまま《ムシュフシュ》へと、更さらにブレードによる追撃をしかけながら、けれど岬は静かな声で言う。あずなの手によるブレードはまるで生き物のように、ドラゴン型イレイザーを次々に襲おそう。

「悪かったわよ」

『……どぉしたのぉー？』

「留学のこと！　断ことわったけど、四し之の宮みやさんにもう一度話してみるわ！　あずなと一いつ緒しよが良いんですって！　どうなの、それで文句ないでしょあずな!?」

　あずなは答えない。

　答えなかったが、静かにくふふふと吐と息いきを洩もらすあずなは、もうやりづらい彼女ではないように思えた。少しマイペースだが、誰よりも岬の味方の、安あ曇ずみ野のあずな。

『──おっけぇ、許したぁーッ！』

「よし決まり！　最高速出すわよあずなッ！」

　そこからの展開は、高速で続く。並みの操縦者なら目で追うだけで精一杯だろう。《薄うす花はな桜ざくら》のほうも、《マルドゥク》へと踏み込んで、必殺のパイルバンカーを撃ち込もうとしていた。

　だからこそ、《ムシュフシュ》のほうの制せい御ぎよがおろそかになっているのかもしれないが。

『うああァァッ！　いじめないで、私をォ、いじめないでェッ！』

　竜りゆうが吼ほえる。

　だがそれよりも早く、速さを得た《ユーディット》が、《ムシュフシュ》の首を摑つかんだ。ドラゴンの背部、ビームキャノンが連射されるが、《ユーディット》は竜の翼つばさの下に潜もぐり込むようにして、その照準を回避する。素早い機動、華か麗れいな動き。

　この二人だからできる。

『その首──』

「──もらったああぁァッ！」

　花が咲いた。

《ユーディット》の振り下ろした右手。それに連動するように、《ムシュフシュ》の長い首に、放射状に組み合わされたブレードが突き刺さる。回転する刃は扇風機のごとく、連続的にダメージを与えていく。さすがに、神話のように首を落とすまではいかなかったようだが、《ムシュフシュ》には十分なダメージだったのだろう。

　竜が落ちる。

『あ、あうゥ……そんなァ！』

『これで仲直り、ということで』

　ダメージを受けた《ムシュフシュ》に、気を取られていたのだろう。《薄うす花はな桜ざくら》が対たい峙じする《マルドゥク》のほうも、姿勢の制せい御ぎよが間に合わない。すでに謝罪を終えた紀き沙さ羅ら、刀とう雅がの側も、その必殺のパイルバンカーを、《マルドゥク》へと打ち込もうとしていた。

　鉄てつ拳けんが、抉えぐる。

『沈みなさい』

　パイルバンカーの一いち撃げきが、《マルドゥク》の胸部装そう甲こうに突き刺さり、その身体からだを大きく後方へと吹き飛ばしたのだった。

　竜と、その主あるじを同時に撃げき墜ついする。同時に相手取らなければならない《エフェメラ》は、バラバラの二機を相手にするならば余裕を見せることができるが、連れん携けいし始めた二機に対してはその集中力では追いつかない。

　四人の、誰もつけ入る隙すきのない、完かん璧ぺきな連携だった。




『────まだァ！　まだ終わりませんよォッ！』

　しぶとい、と岬みさきは思った。

　致命的な一撃を浴びせ、《ムシュフシュ》のほうを行動不能にしてみせた。そこまでは良い。だがビショップフレームの分離イレイザーは、それ単体では耐たい久きゆうゲージを持たない。一定以上の攻撃で、本体へのダメージと、分離不可のペナルティを与えるだけだ。

　分離攻撃を封ふうじ、更さらにパイルバンカーの一撃によって、《マルドゥク》のゲージも半分を削けずり落した。

　だが、暗くら闇やみの中、翼つばさを広げて立つ紫の悪あく魔まを見る限り、必ずしも形勢逆転したとは言えないと思った。

　竜りゆうと一体化し、本来の姿を取り戻した《マルドゥク》は、その翼と鉤かぎ爪づめを見せつけるかのように。

『《ムシュフシュ》破やぶッたくらいでェ、勝てるなんて思わないでくださいよォ！』

　飛行する《ユーディット》を狙ねらうように、《マルドゥク》からビームキャノンが撃うち出されてくる。その回避は容易たやすいものだったが、所しよ詮せんは牽けん制せいだ。エフェメラも本気で当てるつもりではないように見えた。

　紀き沙さ羅らが乗るのは《薄うす花はな桜ざくら》のほう。

　ならばそちらさえ破は壊かいしてしまえば、《ユーディット》などはどうでもいい。

　そんなエフェメラの考えが透すけて見えるかのようだった。時とき折おり、肩のビームキャノンでもって《ユーディット》を牽制しつつ、ハルバードを振り回して《薄うす花はな桜ざくら》を追い詰めていく《マルドゥク》。

　気に入らない。

『くぅー……うざったいねぇー……！』

　気に入らないが、近づくことはできない。

　これが広々とした大空だったら、と思う。障害物さえなければ速度を落とすことはなく、大きく旋せん回かいしながら加速し続けることができる。ビームキャノンなど追いつけない高速を、《ユーディット》なら生み出せるはずなのに。

　そもそも地底のステージということで低い空。また地上から暗い天上にまで巡めぐらされた高めの建造物が《ユーディット》の行く手を阻はばむ。クイーンフレームの特性として、速度が乗らなければ攻こう撃げき力もたかが知れている。

　厄やつ介かいな場所だと思う。

『どうするのぉー……岬みさきぃー……？』

「決まってるでしょ、突っ込むわよ！」

『《サロメ》でぇー……紀沙羅たちの援えん護ごをするってのはぁー……？』

「性しように合わない！」

　実にシンプルな理由でもって、《ユーディット》は突撃を敢かん行こうする。

　もちろん、《マルドゥク》とて迎撃の姿勢に入る。機体の正面は《薄うす花はな桜ざくら》に向けたまま、可動式のビームキャノンで砲ほう撃。二条のラベンダーの光が暗闇を裂さき、真しん紅くの機体を撃ち落とそうと狙ってくる。

　それを阻んだのは、回転するブレードだった。

『ッ!?』

「ナイスよあずなッ！」

　二枚のブレードが高速で回転し、《ユーディット》への攻こう撃げきを阻はばむシールドと化した。自みずからを守ってくれたブレードを置き去りにするかのように、更さらに《ユーディット》は加速する。

『くッ！　まだァッ！』

　更に位置を調整し、またもビームを放つ。

　だがそれもまた、あずなの操作する《サロメ》が防いだ。防ぐたびに《ユーディット》のスカートから分離したブレードが、ビームを受けて空中を下がる。役目を終えたブレードは《ユーディット》本体に戻ろうとするが、岬みさきはブレードの回収よりも加速を優先する。

　どうなるか。

《マルドゥク》へと近づくごとに、《ユーディット》はその盾たてを二枚ずつ失っていくことになる。それでも距離を詰めることを優先して、岬は速さを目指す。その後ろから、主あるじを追うように、盾となったブレードが追いすがる。

　これだ、と岬は思う。

　あずなの援えん護ごがあるから、速くなれる。加速し続ける。誰よりも速く、誰よりも高い場所へ行くことができる。

　これが、自分たちのプライドだ。

「エフェメラァッ！」

《サロメ》を残り二枚にまで減へらし。

　しかしそれを犠ぎ牲せいに、《ユーディット》は、自らの間合いへと《マルドゥク》を収めることに成功した。

　両腕に残ったブレードを取りつけて、それでもって《マルドゥク》を斬ぜん断だんせんと飛ぶ。

「観念して首を差し出しなさいッ！」

『そ、そうはいかないですよォッ！』

《マルドゥク》が、《ユーディット》へと振り向いた。横からは《薄うす花はな桜ざくら》のライフルによる射撃の援護があったが、意に介かいしていない。《ユーディット》を優先すべきと判断したのかもしれなかった。

《ユーディット》がブレードを振るうよりも早く。

　紅くれないの乙女に、紫の悪あく魔まの鉤かぎ爪づめが撃うち出された。

「くっ！」

　何度も見た技。だがかわせない。近過ぎたせいで、ワイヤークローの射しや出しゆつと到達はほぼ同時となった。

　胸を強引に摑つかまれ、《ユーディット》の全身にワイヤーが絡からむ。動きが止まる。《ユーディット》がその身を揺ゆらすが、上う手まく動けない。《マルドゥク》も大きく翼つばさを広げて、《薄うす花はな桜ざくら》、《ユーディット》の二機から距離を取る。

　地底基地の一部、ドーム状の屋根に立つ。変声機を用いたエフェメラの不快な声が響く。

『ううゥ……怖こわかッたァ……でも、でもォ！　それで動けないですよねェ！』

　エフェメラが巻き取り式のワイヤーを締しめ上げて、更さらに拘こう束そくする。《ユーディット》は必死で脱出しようとするが、それよりも。

　ワイヤーを巻き取ることで、エフェメラは徐々に《ユーディット》を引き寄せていった。

『逃げても無駄ですよォ！　ハルバードの餌え食じきにしてあげますゥ！』

　左のクローで《ユーディット》を引き寄せ、そのまま大おお斧おのの一いち撃げきを叩たたき込む。

　エフェメラの意図はそれだ。ブレードが《ユーディット》のところまで舞い戻る前に、《マルドゥク》の間合いとなってしまうだろう。逃げても無駄だった。このクローによる拘束は《マルドゥク》の得意技なのだ。これに何度やられたことか。

　だが、エフェメラは気づいていない。

　岬みさきのほうこそ、ワイヤークローの拘束を待っていたことに。

「ねえ、エフェメラ」

『は、はいィ？』

　呼びかけには、存ぞん外がい素直に応じる。

　ギリギリと引き寄せられても、《ユーディット》は抵抗を見せない。逃れようともがくこともなく。

「アタシさ、妹がいるのよ」

『は、はァ？』

「すんげー生なま意い気きで、頭悪くて、どーしよぉーもないような妹なんだけど、外見だけはアタシに似て可愛かわいいのね？　こないだ紀き沙さ羅らにも写真見せたわ。あずなと一いつ緒しよに可愛い可愛いって言ってくれたわ」

『い、意味がわからないですゥ……』

　岬みさきは笑う。この意味がわからないというのなら、エフェメラに勝ち目はない、と思う。

「そう。まあいいわ。あんたには妹の写真、見せてあげないから！」

『え、えェ……!?』

　簡単な事だ。

　刀とう雅がの名前は出さなかったが、まあ仕方あるまい。あの男には、直接妹の姿を拝おがませてやったので、それでサービスと思ってもらうしかない。つまりそれは、どういうことか。

「バカねぇ。アンタは仲間外はずれだって言ってんのよ！」

『なッ……!?』

「あずな！　出力全開、突っ込むわよ！」

　そう言った直後に。

　轟ごう音おんとともに、《ユーディット》のスラスターが起動する。炎ほのおを上げ、オーバーヒートも辞さない挙きよ動どう。だがそれでもワイヤーからは逃れられない。むしろ振りほどこうとするために絶好の的になるだろう。

　逃げるのであれば。

「このアタシが」

《ユーディット》が向かうは、巻き取られる方向。《マルドゥク》の間合いの内側。

「背中を見せるはずがないでしょうがァッ！」

　ワイヤーを放った《マルドゥク》へと、逆にワイヤーをたどるように加速する。

　予想外の挙動に、エフェメラの悲鳴のような声が、筺きよう体たい内に響き渡った。

　がんじがらめでも唯ゆい一いつ動けるのは、ワイヤーで引き寄せている《マルドゥク》の方向なのだ。それを何度かの戦いで読み取った岬みさきは、《ユーディット》最大限の挙動でもってそこに突とつ撃げきしていった。

　ワイヤーで引き寄せる動作に、《ユーディット》自身の加速が上乗せされる。

『あ、あうゥ……！』

《マルドゥク》は、既すでに振りかぶっていたハルバードをそのままに、突撃してくる《ユーディット》へとタイミングを合わせるが。

「遅い────ッ！」

　想定外の動作の上、《ユーディット》の全力加速。

　さらには、《マルドゥク》のワイヤークローが、速度を与えている。

　エフェメラは見誤る。

　ハルバードの軌き道どうよりも速く、《ユーディット》が到達する。

「これがッ！」

　右腕のブレードで、殴なぐりつけるがごとき一いつ閃せん。

《マルドゥク》がわずかに下がるが、《ユーディット》は殴りつける勢いをそのままに回転する。

「私たち三人！」

　一回転した《ユーディット》が、振り向きざまに左腕ブレードでの追撃。《マルドゥク》が大きくのけぞった。

「無敵の友情なんだからァッ！」

　そうして体勢を崩くずした《マルドゥク》。《ユーディット》が右腕を振りかぶる。ようやく主あるじに追いついた六枚のブレード《サロメ》全てが、《ユーディット》の右腕へと集まっていく。

　一いつ瞬しゆんで組み合わされたのは、巨大な剣。

　ブレード全てを用いて完成した、赤き剣でもって、《ユーディット》は更さらに前へと加速する。

　連撃で後退した《マルドゥク》へと、その巨大なブレードの先端を。

『ゆうじょぉー……ぱわぁー……！』
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　突き刺した。




　エフェメラは、画面の振動に唇くちびるを嚙かむ。

　通常の筺きよう体たいではない。狭い室内に設置された、彼女専用の筺体だ。暗くら闇やみの基地の中、ごく限られたスペースで空中から飛来した《ユーディット》、その渾こん身しんの一いち撃げきを受けてしまった。

　だが。

「まッ……まだァァッ！」

《マルドゥク》のゲージはまだ残っている。

　理由は、ギリギリのところで機体前部を覆おおうように閉じてみせた、ウィングシールドだ。翼つばさはただの飾りではない。タイミングを合わせて閉じれば、攻撃には不便になるものの、ダメージを減げん衰すいすることができる。

　三分の一まで削けずられたが、まだ戦える。

　エフェメラはそう判断した。手は勝手に動いていた。

「食らッて……くださいィッ！」

《ユーディット》は、大技の直後。大剣を突き出した姿勢で固まっている。強きよう烈れつな威い力りよくだったが、だからこそ反撃はこちらが速い。

　大剣の攻撃でわずかに後退させられたが、《マルドゥク》は持ちこたえたのだ。姿勢も、わずかにのけぞっただけ。翼つばさを一いつ瞬しゆんで広げ、《ユーディット》に向けてのビームキャノンを放射。狙ねらいたがわず、攻こう撃げき後の硬こう直ちよく状態であった《ユーディット》に命中する。

「や、やッた……！」

　ここから追撃だ。あの気に食わない機体をめちゃくちゃにしてやる。

　エフェメラは機体を壊こわすのが好きなのだ。イレイザーを損そん壊かいさせる、その性質を買われ、カイの直属となった。二度と、修復不可能なほどにぶち壊したい。半なかば脅きよう迫はく観念によるその嗜し好こうは、エフェメラの過去に基づく。

　エフェメラは、イレイザーが嫌きらいだから。

　自分の人生をめちゃくちゃにした、この小さなロボットフィギュアに、憎ぞう悪おすら感じているから。

「あ……あ？」

　そう思った瞬間、陵みささぎ岬みさきと思われる女の声がリフレインした。さっきの言葉。大剣の一撃の時の言葉。

　あの女は、なんと言った？

「あ、あれ、あれェ……え？」

　違う。いつもこうだ。機体を破壊できるとなると喜んで、周囲が見えなくなる。カイにいつも注意されている。

　本来の任務は？

　冷静に考えろ。さっきまで鬱うつ陶とうしかった、ライフルの援えん護ご射しや撃げきはどこへ行った？

「なんでェ……」

　最大の疑問。

　なんで陵は、三人の友情だなんて言ったのだ？

「あ──────」

　画面横を見る。地底基地ならではの、細い細い路ろ地じがあった。照明の陰かげとなり奥はわからない。だが、その陰から飛び出してくる姿があった。

　青い機体。

『こっち忘れてたら話にならねぇだろ、エフェメラ』

　東とう城じよう刀とう雅がの声が響く。

　忘れていたのではない。見えなかったのだ。地底基地特有の闇やみと、狭い路地に隠かくれていたせいで。

　エフェメラの得意は、その同時制せい御ぎよ。拡散する集中力。

　弱点もある。

　逆に言うならば、その集中力は見えている範囲にしか及ばない。なまじ目の前で、同時的に起こる事態に対処するために、その場にいない者に対しての集中力はおろそかになるのだ、それも人一倍。

「う、噓うそですゥッ！　こ、こんな待ち伏ぶせみたいな連れん携けい、できるはずがッ……！」

『クロス操そう縦じゆうならできるのです。《ユーディット》の画面も見えるのですから』

　そうだ。カイが言っていた。

　如月きさらぎ紀き沙さ羅らは、限定的な状況に強いのだと。ならば、彼女の集中力は《ユーディット》の援護でもなければ、《マルドゥク》への攻こう撃げきでもない。ただこの一いつ瞬しゆん、不意打ちのために用いられていた？

《マルドゥク》を反転させる。横からの一撃に対してウィングをたたもうとする。

　だが、《薄うす花はな桜ざくら》はもう左腕を振りかぶっている。

　間に合う。ギリギリだが受け止められる。そう思った瞬間、《薄うす花はな桜ざくら》の背部ブースターが起動した。

『標本にしてやんぜ！』

　ウィングシールドがたたまれるその直前。

　ブースターによって加速、一気に間合いを詰めた《薄うす花はな桜ざくら》のパイルバンカーが、《マルドゥク》の胸に命中した。二撃目。ダメ押しの一撃。

『これがっ！』

　眼前まで迫った《薄うす花はな桜ざくら》の姿に、もはや恐怖もなく、ただ漠ばく然ぜんとした諦あきらめでもって、エフェメラはそれを見つめていた。

『私たち三人、無敵の友情なのですっ！』

　先ほどの陵みささぎ岬みさきと、まったく同じセリフだった。

　インパクトのエフェクトと共に、画面が揺ゆれる。

　声を上げる暇ひまもなく、《マルドゥク》の耐たい久きゆうゲージが、強きよう烈れつな一いち撃げきによって削けずり取られてしまう。

　友情なんて。

　そんなもの、自分にはどこにもないのにと、燃え上がる画面を見つめながら、エフェメラはそう思った。




「だあああッ、疲れたぁっ……！」

　まるで倒れ込むかのように、陵が筺きよう体たいから外へと出ていく。そんな彼女を押しのけるようにして、俺も筺体の外に出た。結構注目されていたようで、勝ち抜き筺体の周りには人が集まっていた。幽ゆう霊れい討とう伐ばつだったが、正直あまり達成感がない。

　理由は、消え去った《マルドゥク》だ。

　あたかも陽炎かげろうのように、パイルバンカーで貫つらぬいた紫の悪あく魔まは、揺ゆらめいて消えた。その後は何事もなかったかのように、まるでエフェメラなんて最初からいなかったかのようにバトルが再開されたから、やはりイレギュラーな戦闘だったのだろう。おそらく機体の戦績にも残らない。

　だが、確かにいたのだ。

　筺きよう体たい内でアレンさんが教えてくれたところによれば、エフェメラの通信元を割り出すことができたのだという。もちろんそこに急行しているのは竜りん胆どうさん。エフェメラのことは彼女に任せておけばいいだろう。こっちの仕事は終わった。

「岬みさきぃー……疲れたぁー……」

「アタシもよ。ホント、なんでこんなことに……」

　反対側の筺体からも、安あ曇ずみ野のと紀き沙さ羅らが現れる。安曇野は早速、陵みささぎに抱きついて羽は交がい締じめにしてしまう。陵の顔が丁ちよう度ど安曇野の胸に埋まる状態だった。うらやましいとか思ったら安曇野に怒られるかな。

「あぅー……疲れたよぉー……」

「はいはいわかったから。帰りどっか寄っていく？」

「なんかおごってぇー……私頑がん張ばったしぃー……」

「ダメよ。アンタだけ頑張ったわけじゃないんだから。アタシも飲み物おごってもらいたいくらいだわ」

　こいつらさっきまで喧けん嘩かしてたんだよな。

　俺の目もく論ろ見み、大成功だろうか。

「お疲れ様なのです、東とう城じようさん」

「ああ、お疲れ」

「良いとこ取りでしたね」

「そうでもねえだろ。ほとんど《ユーディット》がやったようなもんだ」

　確かにとどめは俺のパイルバンカーで、紀沙羅はそのフォロー。良いとこ取りと言えばそうなのかもしれないが、エフェメラの視線を誘導し、派手なパフォーマンスで囮おとりになってくれたのは《ユーディット》だ。いや、陵の性格を考えるなら、マジであのまま《マルドゥク》を撃げき破はするつもりだったかもしれない。

「ジュースでも飲みますか？　たまにはおごってあげるのです」

「……なんだ、不ふ機き嫌げんだったんじゃないのか」

「それはそうなのですが、さっきまでの騒動がありましたし……あれ」

　紀沙羅が首を傾かしげる。なんだかわからんと思っていると、彼女はいつものジト目でこちらを見つめてきた。聡そう明めいな彼女から、なんか妙みように天然ボケな気配を感じる。

「……私、何な故ぜ怒っていたのでしたっけ？」

「おい」

「い、いえ！　いえ違うのです！　確かに怒っていたはずですし、なんかとても重要な事だったと思うのですが……あれ!?　えっと……」

「殴なぐり合ってどうでも良くなったんだろ。喧けん嘩かなんざ大たい抵ていそんなもんだよ」

　本当にくだらない原因で、不ふ機き嫌げんになったり怒ったりしてしまうものだ。自分でもどうしようもないから、怒って意地を張って。相手だけじゃなく自分も不快な思いをして、止められなくなる。

　それもまた、プライドがあるからなのかもしれない。捨てることはないと、陵みささぎが言ったもの。

「と、東とう城じようさんが全部悪いのです！　そうに決まっているのです」

「殴り合ったからお互い様だ」

　放っておくと、このサイドテールはまた妙みような理屈を持ち出してきそうだったので、慌あわてて先制する。

「ていうか、今いま更さらだけどお前ら、当たり前のように俺を省はぶいたよな」

　なにが三人絶対無敵の友情だ。俺、完全に空気じゃねーか。まあ、あの中に割って入れないってのも、確かにそうなんだが。あんなこと言われちゃ、あの状況で『俺もいるぞ』と主張するのは少々辛い。

「まあそう言わずに。ちゃんと東城さんもいたということ、私は覚えていたのです」

「忘れられてたらさすがに辛い……っていうか、あっちの二人はきっと忘れてんぞ」

　イチャついている陵、安あ曇ずみ野のペアを見やる。やたらくっついているように見えたが、よくよく思い出せばこれが普段の二人な気もする。

　渚なぎさちゃんの話を持ち出したのは、アレ、連れん携けい技わざを食らわしてやるという意志表示だったのかね。本当にエフェメラに、お前なんか大っ嫌きらいだと言ってやりたかっただけかもしれないが。

「────で」

　ひとしきり、安曇野とのレズレズしいスキンシップを終えた陵が、こちらに振り向いた。険けん吞のんな目つきがいかにも彼女らしい。やはりコイツはこうでないとな。

「さっきのアイツは、一体何なわけ？　こないだの刺青いれずみしてた子供とのことも合わせて、きっちり教えてもらえるんでしょーね？　今いま更さら関係ないは通らないわよ」

「私もぉー……知りたいかなー」

　安曇野まで陵の援えん護ご射しや撃げき。

　復活した《ユーディット》ペアに、誤ご魔ま化かしは通じるだろうか。紀き沙さ羅らを見れば、諦あきらめたように目を伏ふせていた。

「……ここで話すのはマズイので、私の家でよろしいでしょうか？　あと一応、母や竜りん胆どうさんにも相談してから、ということで」

「しょーがないわね！　アンタの家がどんなもんか見にいってあげるわよ」

「大したものではないのですが……」

　高級マンションに住んでいるくせによく言う。

　しかし紀き沙さ羅らにとっては、どこか寒々しいあの部屋よりも、家族四人で団だん欒らんしている陵みささぎ家のほうを羨うらやましがるかもしれなかった。いつか紀沙羅をお邪じや魔まさせてやろうか。陵父は厳しそうだが、女性陣は大歓迎かもしれないしな。

「ねぇー……とーくん？」

「あん？」

「そういえばさぁー……最近きーくんを見ないけどぉー……どうしたのぉ？　そっちも喧けん嘩か？」

「や、そんなことはねーけど、最近アイツ変なんだよな」

　なんかいっつもすぐ帰っちまうし。忙しそうというか。

　かといって道場に顔を出しているわけでもなさそうで、なにをやっているんだかさっぱり摑つかめない。とりあえず、陵、安曇野に紀沙羅の持つ事情を話すのであれば、桐きり也やにも教えとかないとマズいと思うんだけどな。

　まあ、心配はしていない。

　大たい抵ていのことは、一人でこなす。桐也はそういう奴やつだ。天才ではないが優等生。紀沙羅などにコンプレックスを感じる前に、俺にとってはまずアイツがデカいライバルなんだけどな。ずっとライバルで、いつまでたっても倒せねえ。

「まあ、なんとかしてるだろ」

　俺がそう言うと、安あ曇ずみ野のはさして興味もなさそうにふーん、と呟つぶやいた。相変わらずなにを考えているか読めないな、安曇野は。

　忙しいのは、なんか面おも白しろいことをしてるからなのかね。だとしたら是非混ぜてもらいたいものだ。

　逆に、俺のように、なにか妙みような事に巻き込まれているのだとしたら、それもそれでアリだろう。友人を助け逆境に立ち向かう。燃えるじゃねーか。

　声をかけてくれないのは、水くせえなと思った。




　タカオカは、エフェメラの住まうアパートの扉を開けた。

　賃料の安い、ボロボロのアパートだ。カイはもっと良い住すみ処かをエフェメラへ用意していたのだが、エフェメラは安い場所でいいと頑かたくなに固こ辞じした。なにかこだわりがあるのだろうが、城主の厚意を無む下げにしたエフェメラに、タカオカは良い印象を持っていない。

　エフェメラが失敗した。

　部下からはそう報告を受けている。《薄うす花はな桜ざくら》、《ユーディット》の二機に反はん撃げきを食らい、敗退したのだと。

　タカオカは懐ふところの拳けん銃じゆうを引き抜いて、アパートの中に入っていく。セーフティを解除し、音を立てずに内部へ踏み込んでいった。

　城主は甘い。

　それが統治者の温情。上に立つ者に必要なものだという考えもあるだろう。だが、それと、組織としての自浄作用は別の問題だ。失敗者をあっさりと許していては城主の威い厳げんにも関わってくる。前城主、カイの父親はそういう考え方を持っていた。

　見せしめとして、任務に失敗したエフェメラを殺害すれば、カイの権威もさらに高まるだろう。

　アパートの中は、この国の雑誌で埋もれていた。ファッション誌のようである。キラキラとした表紙がサングラス越しでもよくわかった。こちらに来てからなにに傾倒しているのか知らないが、昆こん虫ちゆう特有の擬ぎ態たいは上う手まくいっているようだった。

　逆に生活感を感じさせるものはなにもない。食事を摂とっていないはずはないのだが、食器や食材、テーブルもない。キッチンは不自然なまでに綺き麗れいになっている。やはり狂人の考えることはわからない、とタカオカは思う。

　紀き沙さ羅らや竜りん胆どうがもしこの場にいれば、タカオカも同様に狂人であると指摘しただろう。が、タカオカ自身にその自覚がないためにタチが悪いとも言えた。

　アパートの襖ふすまをあける。畳の部屋には不ふ釣つり合いな、巨大なカプセル型の筺きよう体たいが鎮ちん座ざしていた。エフェメラの専用筺体。『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』が所有するものを改造したものである。一日の大半をこの筺体の中に入り、如月きさらぎ紀沙羅の現れる専門店を監かん視ししているのがエフェメラだ。

「残念ですよ、エフェメラ」

　筺体へと声をかける。

　返事はない。タカオカもそれはわかっていた。そういえばカゲロウには口がないのだったか。彼女が口くち下べ手たなのはそれが理由だろうか。反論することもできないらしい。

「貴女あなたにも、城主を支える一員となってほしかったのですが」

　筺体の扉を開ける。

　暗い筺体の中でヘッドマウント式のディスプレイを身につけているのがエフェメラだ。顔は見えない。通常の筺体のように画面を見つめるのではなく、特注の顔を隠かくすディスプレイを用いているのは、そのほうがゲーム世界に没入できるからだという。

　泣いて怯おびえられても面めん倒どうである。なるべく一いつ瞬しゆんで終わらせようと、タカオカは一いつ切さいの躊躇ためらいなくその銃じゆう口こうをエフェメラに向ける。

「それでは」

　よどみない動作で、トリガーを引こうとしたその瞬間だった。

　エフェメラが、動いた。

　跳はねるような、一瞬の動作。

「な……ッ!?」

　全く油断していた。この羽虫にそのような挙きよ動どうができるとは思わなかったからだ。

　蹴けり上げられる。

　狭せまい筺きよう体たいに座った状態から、体勢を入れ替え、素早い動作でタカオカの手を蹴り上げた。なんの対処もできず、拳けん銃じゆうが手から離れてしまう。

　一いつ瞬しゆんだった。

「……バカか貴様は」

　ヘッドマウントディスプレイを取り外はずして、エフェメラが言った。

「体型も髪の色も違う。間違える奴やつがどこにいる？　──ああ、貴様か」

「り……」

　見覚えのある声に、思わず声を上げた。

「竜りん胆どうォォ……ッ！」

　痛む指を押さえながら、タカオカは歯を食いしばる。

　エフェメラ、ではなく竜胆凛りん花かが見下ろしてくる。年も考えず、エフェメラになりすましていたらしい。見抜けなかった自分も愚かだ。エフェメラしかいるはずがないと高をくくっていたのだから。

「嗅かぎつけていましたか！　さすがレイラ博士の犬」

「訓練された猟りよう犬けんは、人など相手にならんぞ。諦あきらめろ、もうお前の武器はない」

　床に取り落とした拳銃を、竜胆が蹴り飛ばす。容易には手の届かない部屋の隅すみへと滑すべっていった。無ぶ様ざまに拾おうとすれば、竜胆の足あし技わざを全身に浴びることは明白だった。

「……何な故ぜ、ここに？」

「エフェメラは貴様らの情報を知っている有益な協力者だ。アレンが逆探知してくれたのでな、これからじっくりと話を聞かせてもらう。貴様などに口封ふうじされるわけにはいかない──それに、邪じや魔まになりそうな部下はすぐに粛しゆく清せいする。カイの父親からの、カルト教団の悪い癖くせじゃないか」

「手の内はバレていたと……」

　よもや、城主はここまで見抜いていたのか、とタカオカは思った。

　下へ手たに口封じをしてしまうよりも、エフェメラを切り捨てて情報を与えたほうが良いと？　確かに《讐しゆう劇げき機き関かん・弐に式しき》はその準備を終え、計画は実行段階に入っている。エフェメラなどに構う労力は無駄でしかなかった。

　もっともそれを説明されても、タカオカはエフェメラを粛清しただろうが。

「それに──」

　聞き覚えのある声に、タカオカは振り向いた。

　そこに立っていたのは、この国の学生服を着た少年だ。背は高く、体格は大人おとなと言っても良いだろうが、顔立ちはまだ少し幼い。

「彼女も怯おびえていてな。このままむざむざ殺させるのは忍びない」

「君は……確か、キリヤ」

　以前、カイが如月きさらぎ紀き沙さ羅らと戦った時に、あの場にいた青年だった。まだ拙つたないが、武術家としての適性は見て取ることができた。

　彼の後ろには、白金の髪を束ねる少女。上背のある桐きり也やに隠かくれるようにして、その怯おびえた瞳ひとみを震ふるわせている。今は擬ぎ態たいを解いているらしい。あれがエフェメラだ。失敗してなおのうのうと生き延びるつもりか。

「竜りん胆どう。貴様、あのような子供に協力させているのですか？」

「言われたくはないな。子供を教祖に担かついでいるお前には」

　竜胆凛りん花かは強敵だ。立ち向かえば五分ぶ。

　だが、桐也は違う。相手はまだ子供だ。どういう経けい緯いでこんなところに現れたかは知らないが、それはただの無む謀ぼうである。以前、力量差を思い知ったはずなのに、それでもまた挑戦するか。無む茶ちやができるのは若いが故ゆえだろう。

　だが、若いからこそ取り返しのつかない失態も犯おかす。

「つくづく縁があるようですねぇ、キリヤァ！」

　エフェメラ粛しゆく清せいは諦あきらめ、この場での離脱を最優先。

　一いつ瞬しゆんでそう判断したタカオカは、体勢を低く沈めて桐也へと向かっていった。鷹たかのような桐也の瞳が見開かれる。

　反応できるはずはない。

　タカオカは杯はい手しゆを構える。喉のどを潰つぶすための邪じや道どうの構え。一気に桐也の首元まで持っていく。以前は竜胆に邪じや魔まをされたが。

　今度は竜胆の動きすら許さない。それほどに速い。

　判断と行動は早いほうが勝まさる。先んずれば制すのだ。この場で最も早く、離脱という選択をしたタカオカに追いつける者はない。

「しゅっ！」

　空気を吐はいて、突き出した右腕。

　だが。

「ぐ……っ!?」

「見切った」

　止められた。

　指を開いた左手で、強く弾はじかれる。杯手の軌き道どうをずらしたその瞬間、桐也は用意していた右腕も用い、タカオカの腕を両側から摑つかみ取ってみせた。空手というよりは実戦柔術に近い、実に柔らかい動きだった。

　両手でもって、巻き取るようにタカオカの腕を絡からめ取る。

　このままでは腕を折られる。

　両側からの力に、腕が耐えられない。

　そう判断したタカオカは、突き出した勢いを殺さず、そのまま桐きり也やに突とつ撃げきした。

「ひ、ィいィ！」

　なにに怯おびえているか知らないが、今のタカオカはエフェメラなど眼中にない。

　タックルを桐也の胸に当て、そのまま彼を引きずり倒す。桐也が腕を離してくれたおかげで自由になったタカオカは、そのまま滑すべるようにアパートの玄関まで逃げていた。あのまま桐也を攻撃すれば、無防備な背中を竜りん胆どうに狙ねらわれるのは明白だった。

「……なにをしたのですか、キリヤ」

　玄関まで下がり、逃げ道を確保したタカオカが、不ふ機き嫌げんな声で言う。

　見れば桐也は、エフェメラの手を借りて立ったところだった。逃げる際に腹でも踏みつけてやれば良かったかもしれないが、その隙すきを竜胆に狙われてもくだらない、と思う。

「別に、なにも」

「私の一撃を予期していましたか」

「以前、お前にやられたのが悔くやしかったものでな……！　竜胆さんに頼み込んで、お前の初しよ手てのクセと攻略法を教えてもらった。たった一撃でも、どこにどのような攻撃が来るかわかってるなら反撃もできる……！　骨を砕くだけなかったのはいただけないがな……！」

「その代償に、この部屋の突入まで手伝わされていると？」

　向上心の塊かたまりのような男だと思った。

　竜胆の教えはさぞスパルタだっただろう。それどころか、この拠点への突入まで手伝わされているのならば、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の事情まで聞いているかもしれない。以前はなにも知らないように思えたが。

　だが、だからこそタカオカの喉のどを潰つぶす一撃。以前見せたその技を、対処できないだろうと侮あなどり、再び使ったのが間違いだったのだ。桐也は成長していたのだ。成長の速度が驚くほど速いのも若い故ゆえか。

「まさか、たまたま電車で知り合った人が、エフェメラだなんて思わなかったがな……」

「キリヤ！　キリヤ！　大丈夫？　痛くないィ？」

　白金の髪を持つエフェメラは、桐也にしがみつくようにして、その名を呼んでいる。一体どのような交流があったのか、タカオカが知る由よしもない。いずれにしても、この場にこれ以上とどまるのは、タカオカにとっても教団にとっても不利益でしかないだろう。

「電車の時と性格が違うな。エフェメラ」

「その羽虫は、擬ぎ態たいが得意なのですよ」

　違和感を持っているだろう桐也に、タカオカが説明する。

「臆病なものでして。人と会う時や外出する時には、素すのままではいられないのです。だから適当にサンプルを抽ちゆう出しゆつして、それになりきる。口調や服装も一いつ切さい変える。今はこの国の女子高生の真ま似ねをしているようですね？」

「器用だな」

　あたりに散らばっているファッション誌もそれが理由だ。

　生態を解説されたことで、こちらを睨にらんでくるエフェメラだったが、もうその女に用はなかった。竜りん胆どうまで出しゃばっているのならば、長居は無用である。

「後を追いますか？　竜胆？」

「わざわざ聞くほどのことか？　お前の足に私が追いつけるはずがないだろう」

　いや、竜胆ならかろうじて追いつけるだろう。だがそこまでして総力戦をするつもりは、彼女にほうにはないようだった。それよりもエフェメラから少しでも情報を引き出すつもりなのか。

「消え失せろ。もうエフェメラには手を出すな」

「事情を知るものを生かしておくと思うのですか？」

「どうせここに来たのも、貴様の独断だろうタカオカ。カイは使い捨ての駒こまなどに執着はしないはずだ。消えろ」

　全て見抜かれていた。

　この失態、カイに報告すればどうなるか。一いつ矢し報いたくはあったが、この場ではどうすることもできなかった。

「いずれ、後悔しますよ」

「それがお前の常じよう套とう句くか……？」

　桐きり也やには、いずれ痛い目を見てもらおう、とタカオカは思った。

　その時が来るまではタカオカも待たねばならない。いずれはっきりと勝者を決める時が来る。その際、分不相応に首を突っ込んできた報むくいを受けるのは、桐也のほうなのだ。

「失礼します」

　そう言って、タカオカはアパートを出る。敗走ではあったものの、その動きは素早い。もし追跡してくる者がいたとしても、カイの元へ辿たどり着くまでには撒まいているだろう。問題はそれよりも。

　自分の技を、たかだか高校生に防がれたことだ。

　理由はわからないが、随ずい分ぶんとエフェメラがなついていた。エフェメラにも失敗した報いは受けさせるべきだ。

　二人そろってなぶり殺しにしなければ気が収まらない。

　タカオカは滾たぎる殺意を、武術家らしく胸の深くに押し込めていった。







エピローグ







　青い空を自在に舞う、紅くれないの機体。

　誰よりも気き位ぐらいが高いのは、陵みささぎでも安あ曇ずみ野のでもなく、あの《ユーディット》なのではないかと俺は思っていた。《薄うす花はな桜ざくら》はまだ、紀き沙さ羅ら以外の奴やつを乗せても戦ってくれるけど、《ユーディット》は本当に人を選ぶ。あの赤いイレイザーに認められた奴でないと、そのポテンシャルの十分の一も引き出せない。

　我わが儘ままで奔ほん放ぽうな剣の姫。

　勝ち抜き筺きよう体たいで、今日もランキング二位を維い持じし続けていた。

「良かったのかよ、紀沙羅？」

　専門店で休憩しつつ、俺は紀沙羅に聞いてみる。彼女はスポーツドリンクをちびちびと飲みながら、ジト目をこちらに向けた。

「なにがですか？」

「二人に、お前の事情を話しちまって」

《マルドゥク》を倒した後のことだ。

　俺たちは竜りん胆どうさんに連絡し、許可を得てから、紀沙羅の持つ事情を話した。まあ、陵が一番驚いていたのは、紀沙羅がイレイザーで負ければ死んでしまうことよりも、超有名人レイラ・キサラギの娘だったっていう部分だったが。まあ、それと『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のことを話してしまえば、頭の良い二人のこと、大体の事情は理解してくれた。

「いずれ、バレることだったと思うのです」

「そうかぁ？」

「そうなのです。親友に、いつまでも隠かくし事なんてできないものです」

　いつの間にか友情がランクアップしていた。こないだまでぼっちだった奴が親友を語るのも面おも白しろい。

　あれから、アレンさんが《マルドゥク》を取り戻して泣いていた。いや、ガチで男泣きだった。それだけ思い入れのある機体だったのだろう。エフェメラについての進展は、まだ報告できる段階ではないとして、竜胆さんは黙ったままだ。

　あとは、桐きり也やなんだよな。最近アイツも様よう子すがおかしい。

　とはいえ、いくつかの懸け念ねん事項はあるものの、陵と安曇野、そして俺と紀沙羅の関係は、以前のものに戻ったと考えていいだろう。本当、なんで喧けん嘩かしてたのか忘れるくらい、今は相あい棒ぼうとなっている──と思いたい。

「それと、留学の話ですが」

「あーそれ？」

「とりあえず、岬みさきさん留学の件は、白紙に戻ったそうで」

「あ？　そうなの？」

「はい。ですがまあ、新たに岬さん、安あ曇ずみ野のさん二人で、という計画が持ち上がっているようですね。以前のものとは違う計画だそうで、現在は詳しよう細さいを、クレッセンス社のほうと、お二人で交渉中のようなのです。まあ、結果がどうなるかはわかりませんが、少なくとも、岬さんだけで海外に行くようなことはないでしょう。ええと、四し之の宮みやさん、でしたか？　あちらの方もやり手なようで、ただ岬さんたちの要望を聞く、というわけにはいかないようなのです」

「だろうな……まあ、悪い人じゃねーから」

　最終的にどんな判断を下すかはわからないが、四之宮さんならば陵、安曇野にとって悪いようにはならないだろう。双方にとって有益な結論に落ち着いていくはずだ。

　数回しか会ってねーけど。

「とりあえず今は、岬さんのほうも、イレイザー部に集中する、ということで」

「いーんじゃねーの？」

　勝ち抜き筺きよう体たいでは、《ユーディット》が勝利している。

　やっぱあの機体は青い空によく映はえる、と思った。

「あとは……エフェメラのことですね」

「なにか進展あったのか」

「そのことなんですが……東とう城じようさん、聞いていないのですか？」

「は？」

　聞くって誰に？　なにを。竜りん胆どうさんからの情報ならまず紀沙羅に伝わるだろう。俺を経由する意味がわからない。

「霧きり島しまさんから、なにも？」

「いや、だから、なに言ってるかわかんねーって」

「巻き込んだと言うのなら、岬さんたちもそうなのですが、霧島さんのほうが……」

　そういえば、最近アイツと話した記憶がない。どこでなにをやっているんだ？　専門店に誘っても全然こねーしよ。

「霧島さんは、今日は上にいます」

「上……って、三階？」

　ていうか、店に来てるのかよ。なんで俺に一ひと言ことないんだ。なにか別のことやってるのか。アイツ、本当になにに巻き込まれているんだ？

　ここまで考えて。

　もしかして、こないだまで桐きり也やも、こんな風に考えていたのだろうかと思った。そりゃそうだ。突然相あい棒ぼうを無視して紀き沙さ羅らと組んで、なにも言わないままバトルだの妙みようなガキとの乱闘だのを続けていた。なにをしてるんだ、心配させんな、そう思っても仕方がない。

　でも多分、桐きり也やと喧けん嘩かにはならねえな。これが理由なら。

　信頼関係の差。付き合いが長い分、やってることもわかる。多少のことで動じない。はずだ。

　紀沙羅とも、これからそういう関係になれたら、きっと《薄うす花はな桜ざくら》だって、もっと上う手まく扱あつかえるようになるんじゃないかと思った。以心伝心とまではいかないが、それに近いもの。友人というより、やっぱり相棒という言葉がしっくりくる関係。

「わかった。じゃあちょっくら行くか」

「はい。あ、岬みさきさんたちも出てきましたね。丁度良いかもしれないのです」

　以心伝心。

　そういえば、すぐ傍そばにそんな感じのコンビがいたな、と思いだす。

　口うるさいカナリアと冬眠前の蛇へびは、俺が思っているほど相性が良くないのかもしれなかった。下へ手たしたら蛇がカナリアを食うこともあるだろう。それが起きないのは、騒がしいカナリアがいるのに、冬眠前で蛇が必要以上にだるそうだから。

　危ないバランスで保たれていて。

　だからこそ、その一いつ瞬しゆんで発揮する二人の力は、何物にも代えがたいのかもしれなかった。




「もしもし、先輩ですか？　あ、会社でもつながりますね。御ご無ぶ沙さ汰たしています。四し之の宮みやです」

『わかってる……徹夜明けだから大きな声を出さないで……椎しい乃のでしょう』

「あの、別に大きな声を出してはいませんが」

　抗議してみるも、先輩は取り合わない。ぶつぶつと聞き取れない言葉を繰り返しているだけだった。四之宮椎乃は、大学時代の先輩の、相変わらずな態度に苦笑した。東とう城じよう刀とう雅がには二人の先輩の話をしたが、その内の一人である彼女は椎乃が知る限り屈くつ指しの変人である。

　クレッセンス社のロビーで、椎乃は私用の電話をしていた。いや、仕事でもあるのだが、椎乃にしてみれば懐なつかしの先輩と話ができる貴重な機会なのである。プライベートであるという認識のほうが強かった。

『で……頼んだことはどうだったの……？』

「すみません。失敗しました。陵みささぎさん、今は友達と一いつ緒しよのほうが楽しいようですよ。一応、留学の話も進めてはいますが、今すぐというのは無理そうですね。陵さん単独での留学は蹴けられてしまいましたから、そちらのご意向には添えないかと」

　先輩から依頼されていたこと。《ユーディット》のパイロット、陵岬の懐かい柔じゆう。

『できなかったのね……使えない……せっかく有能な人材をこちらに招こうと思ったのに……』

「あの、先輩、呼びたいのでしたらご自分で招待されては？　わざわざこんな回りくどいことをせずとも。というか、私、あの子たちの中では悪者になってしまった気がします。あまり嫌きらわれたくないのですが」

『いい大人おとながガキみたいなこと言わないで』

　辛しん辣らつな先輩だった。眠気が覚めてきたらしい。

『椎しい乃の……私、貴女あなたに《デュアル・イレイザー》の講義をしてあげたでしょう？　芸術家肌の貴女にゲームの知識を教えて、クレッセンス社新部署の部長になれたのは誰のおかげだと思っているの？　まさか恩を忘れたの？　忘れてしまったの？　忘れたりしていないわよねぇ？』

「もちろんですよ先輩。大学時代から先輩の恩を忘れたことなんてありません」

『なのに頼みごとの一つも達成してくれないだなんて……まったく、どいつもこいつも使えない……日本刀、日本刀はどこ……』

「あの、日本刀があるんですか？　研究室に？」

『常備しているわ』

　何な故ぜ、日本刀を探さがしているのか。電話越しに自分を斬きるつもりか。そもそも先輩は日本にいないというのに。

　がさがさとなにかを探さぐる音が聞こえる。仕事場をろくに片づけていないのは明白。というより、彼女にとっては仕事場と生活スペースはほぼ同義である。自宅などあってないようなものなのだ。

「物騒なことはやめてください……先輩、今後どうするんですか？」

『仕方が無いわね……全員まとめて招待するように、アレンに命令しておくわ……まったくあの子も使えないったら……最新型イレイザーをむざむざ奪うばわれて……しっかり刀を研といでおかないと……』

　もうかなり寝ていないのだろう。ぶつぶつと呟つぶやくのは彼女の特性だ。アレンという人物を椎乃は知らなかったが、命は無事だろうか。

　全員を招待する。

　如月きさらぎ紀き沙さ羅ら、陵みささぎ岬みさきと、彼女らの周辺人物全員を、ということだろう。

　パートナーというなら、最近知り合った青年、東とう城じよう刀とう雅がも含まれるか。

「あのですね、先輩。相手は高校生です。あまり物騒な真ま似ねはしないでください」

　まあ言うことばかり物騒で、実際の暴挙に及およぶことは滅めつ多たにない人物なのだが。

『うるさい……私の大事な紀沙羅ちゃんが、妙みような脳筋男にたぶらかされていると……ああ、カルト教団のことだけでも仕事が手につかないっていうのに！　凛りん花かもどうして高校生なんかに護ご衛えいを頼むのか……！』

「落ち着いてください、レイラ先輩」

　ぴしゃりと鞭むちうつように言うと、電話の向こうの動作が止まった。

　レイラ・キサラギ。《デュアル・イレイザー》の開発者にして、如月紀沙羅の実母。そして四し之の宮みや椎しい乃のの大学時代の先輩と、もろもろの肩書きを持つ女性は、そのハイスペックな肩書きとは裏うら腹はらの親バカぶりを呈ていしていた。

　四之宮椎乃は、陵みささぎ岬みさきに留学の話を持ちかけた。それ自体は社内で持ち上がっていた話でもあったが、そこにレイラの意図もあった。海外にあるレイラの研究所に、陵岬と如月きさらぎ紀き沙さ羅らを呼ぶためである。

　東とう城じよう刀とう雅がには言わなかったが。

　陵岬の相あい棒ぼう候補というのは、如月紀沙羅のことだったのだ。

「とにかく、報告は以上です……無理ですよ。紀沙羅さんと東城さんを引き剝はがすというのは。仲直りしてしまったようですし、諦あきらめてくださいお母さん」

『いやぁ！　あの子が野の猿ざるの毒どく牙がにかかるのを親として見過ごせない……！　この手で思い知らせてあげる……あの子に誰が相応ふさわしいのかということを……』

　さすが、娘のために《デュアル・イレイザー》を作ったと噂うわさされるだけのことはある。紀沙羅が生まれたばかりの頃など、いかに娘が可愛かわいいかをどれだけ説明されたか。在学中も、レイラは娘を育てながら通っていたから、当時は本当に面倒めんどくさかったのだ。

　それに比べればマシになったか？

　否。とんでもない。

　会えない寂さびしさが募つのっているのか、親バカぶりが妙な方向に歪ゆがみ始めている。おまけにブレーキ役の相あい方かた先輩もいないのだ。歯止めがかからない。

「殺人だけは勘かん弁べんしてください、先輩」

『私を誰だと思っているの……大手ゲーム会社ホロスコープ、開発部の総合責任者レイラ・レイアードなのよ……！　多少の不ふ祥しよう事じはもみ消すわ……！』

　ダメだこの親。

　離婚してもいないのに、旧姓にこだわっているあたりが特にダメである、と椎乃は思う。よほどダンナが嫌いらしい。

「さすがにそれは……あ、先輩？　もしもし、聞いていますか？」

『…………が………なに……で……』

　なにか言っているが、どうも電波が悪いようで、まったく聞き取れない。ぶつぶつとなにか言っているようにも思うが、そもそもレイラがこちらに聞かせようという意図がないようにも思う。

　やがて、ぶつりと通話が途切れた。

「まったく……」

　どうしたものか。偉大な知人を持つと対応に困る、と思った。

　四之宮は小さく息を吐はくと、携帯をしまいこみ、早々に仕事に戻ることにした。

　次の陵岬の売り方はどうしようかと考える。安あ曇ずみ野のとセットならばまた別の方法もあるだろうと、彼女の頭に巡めぐっているのはビジネスのことばかりだった。




　三階の待合スペース。

《デュアル・イレイザー》を最初に始める人間は、まずここを訪れる。練習用の筺きよう体たいや、始めるにあたって必要なフレーム、パーツ、スターターセットなどを売る販売コーナーがあるからだ。一階フロアの勝ち抜き筺体が上級者向けとするなら、三階は初心者向け。

　そしてその待合スペースでは、時とき折おり、相あい棒ぼうを探さがす者がいる。

　もちろん、大たい抵ていは友達同士で組んだりするのだが、まあ中には友達が少なかったり、一いつ緒しよにやってくれる友人を見つけられなかったり、そうでなければ知らない人とやってみたいというタイプも少なからずいるのである。相棒募集のノートがあったりもする。

　そんな待合スペースに。

　見慣れない女がいた。

「……誰？」

　ギャルである。一ひと言ことで表現するならギャルである。

　短いスカート。染めているのかわからないが、銀と金の間のような派手な髪を、高めのポニーテールにしている。ピアスも目立つし、なにより不ふ機き嫌げんな表情で携帯をいじっていた。ゲーム専門店をうろつくタイプには見えないのだが。

「彼女が、エフェメラです」

「はぁ!?」

　紀き沙さ羅らの淡々とした言葉に、思わず声を上げた。陵みささぎや安あ曇ずみ野のも驚いた顔をしている。一方、話の中心にいたエフェメラは、こっちをじろりと睨にらんできた。うっすら化粧もしているようである。このギャルが？

　あの怯おびえたエフェメラ？

「エフェメラは、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の幹部に殺害されそうになっていましたが、竜りん胆どうさんが保護しました。今は当面の措そ置ちとして、私の家の居い候そうろうとなっています。どうも行くところがないようですので」

「どうもー」

　紹介されたギャル、もといエフェメラは、気のない感じで携帯をいじり続ける。

　口調も違うじゃねーか。一体どうなってるんだ。しばらく呆ぼう然ぜんとしていると、エフェメラはすっと立ち上がった。不機嫌そうな顔は変わらない。じろじろと遠慮なく、こちらの一人一人を睨にらみつけていた。

「イケメン君に助けられたからぁ、ちょっとはアンタたちと一いつ緒しよにいてあげるけどー……気に入らなかったらすぐに出ていくしィ？　てゆーかアンタら、一回勝ったくらいで良い気になんないでよ？　あんなのマグレに決まってるってゆーかぁ、あたしが負けるはずが無いってゆーか」

「な、なんなのよこいつっ！」

　通信からはとても考えられなかった豹ひよう変へんぶりに、陵みささぎが声を上げる。俺も同意見だった。謎なぞのイレイザーの操そう縦じゆう手しゆがこんなギャルだとは思わなかったのだが。

　す、とエフェメラが見せるのは、さっきまでいじっていた携帯の画面。

　そこには文字列が映し出されていた。短く日本語で、『よろしくおねがいします』とだけ。殊しゆ勝しような文面なのに、当の本人はいかにも不ふ機き嫌げんそう。
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「な、なんなんだよ……」

　言っていることと、書いていることがめちゃくちゃである。

　だが、そこではたと気づいた。彼女ほどひどくはないものの、紀き沙さ羅らも似たような面がある。やたら強気かと思えば怯おびえたような面も見せる。エフェメラもそうした二面性を持っているのだろうか。

「彼女は──」

　また携帯いじりに戻ったエフェメラを見ながら、紀沙羅が呟つぶやいた。

「私と同じように、カルト教団の実験台にされたそうです。その影響で記憶もなくし、本名も自宅も、自分が何者かも忘れてしまった。行き場をなくしたものの、イレイザーの才能は開花したため、カイに利用されていました。少々性格は不器用ですが、それは擬ぎ態たいなのです。この国の女性のことを学び、それを真ま似ねているだけなのです、忠実に」

「なんでそんなことすんのよ？」

「岬みさきさんも話したでしょう？　エフェメラの本性は臆おく病びようなのです。だから隠かくす。別の人格で擬ぎ態たいするのです」

　気持ちは、まあわからないでもない。素すの自分を出すってのはそりゃ怖こわい。

　心当たりがあるのか、陵も黙り込んだ。紀き沙さ羅らの話を聞く限りじゃ、エフェメラだってカイの被害者だとも言える。誰よりもエフェメラに同調しているのは紀沙羅だろうし。

　このギャル風にも理由があるというなら、不ふ遜そんな態度も許せなくもない、か？

「で……なんだってこんなとこに？」

「えー……リンドーにさぁ、居い候そうろうするならイレイザーで役に立てって言われてぇ。あたし面めん倒どうなんだけどぉ、まああたしにできることってそれくらいしかないしぃ、だから相あい棒ぼう探さがしみたいな？」

　こいつ、この態度で相棒とか。

　上う手まくいくとも思えないのだが。ふと紀沙羅のほうを見ると、彼女も首を振っていた。どうしようもないということか。

　少しは態度を改めろ、と言おうとしたその時だった。

「ここにいたか」

　涼すずしげな声である。

　見れば、現れたのは短髪のイケメンさんだった。相変わらず背が高い。そうだ、俺はそもそも桐きり也やから話を聞きにきたんじゃねーか。

「あ、キリヤ！」

「ダメだな。今、パートナーを募集している人間はいないようだ。すまないがしばらくは一人で……」

「えぇ、それじゃあ教団にいた時と変わらないしぃー……」

「そう言われてもな……」

　やたら親しそうだった。エフェメラなんか満面の笑みで桐也に飛びついている。桐也は無表情でエフェメラを引き剝はがそうとしていたが、長い付き合いの俺にはわかる。あれは絶対に照れている。照れているから必要以上に無表情になっているのだ。

「桐也……お前、なにしてんの？」

「なにと言われてもな。彼女の相棒探しの手伝いだが」

「いや、そうじゃなくて、お前なんで」

　まさか、エフェメラを助けたイケメンってのは、桐也のことかよ。

「は、話せば長くなるが……すまない、ちょっと離れてくれ」

「短くまとめろ」

　二人のイチャつきぶりにイライラした俺は、乱暴にそう言ってやった。

　桐きり也やの話した内容、簡潔にまとめるならば以下の通り。

　タカオカに苦戦したことを恥じた桐也が、竜りん胆どうさんに弟子入り。

　丁ちよう度ど良い戦力を手に入れた竜胆さんは、紀き沙さ羅らや教団にまつわる全てのことを桐也に話し、桐也に協力させる。

　結果、エフェメラのアジトを見つけ出し、彼女を救出。エフェメラに懐なつかれてしまった。

　なんだこりゃ。完かん璧ぺきヒーローじゃねえか。しかも成り行きで紀沙羅の秘密までバレてるしさあ。竜胆さんも教えてくれよ。極秘に色々動いて女を助けるなんて、俺の場合よりもさらにヒーローっぽい。

「聞いて聞いて！　キリヤね、あたしのアパートの来る前から、電車でもう会ってたんだよ！　すごいよねぇ！」

「たまたまだ。それに君は目立つ」

「運命だよねぇー！」

　にへら、と笑うエフェメラであった。えー、あの強きよう烈れつに物騒なエフェメラはどこ行ったんだよ。これじゃ完全に恋する乙女じゃねーか。

　くそイケメンめ。今度顔面ぶん殴なぐるべきだろうか。

「たらしね」「天然たらしだねぇー……」「女の敵なのです」

「お、俺は不義理な行いをしたつもりはない！」

　珍しくイジられる側になった桐也が抗議するが、不義理というならそのイケメンが世の中の女性にとって不義理なのである。

　なんだか意味がわからねえな。今度きっちり事情と経けい緯いを聞くべきだろうか。

　あとは、そう。

　エフェメラが知っているはずの、教団についての情報も、色々と聞いておかないと。

「おーここにいたか。おめーら、大事な話が……ってキリヤなにしてんだ？」

「アレンさんからもなにか言ってくれませんか。俺はアレンさんと組んでますし」

「アレン！　アレン！　キリヤ頂ちよう戴だい！」

「やるよそんなもの。今それどころじゃねーんだっての」

　薄情者がいやがる。

　女に甘く男に厳しいアレンさんは、手を振って桐也とエフェメラを追い払う。桐也が困ったような声を上げていたが、モテているのに困ることなんて何一つない。今回ばかりは俺もアレンさんの外げ道どうな措そ置ちを支持する。

「アレンさん、それどころじゃないってのは」

「レイラ・キサラギ博士」

　いきなりの名前に、全員の動きが止まった。

　そうだ、ここにいる全員が、もう知っているのだ。レイラ・キサラギ。《デュアル・イレイザー》の開発者にして、紀き沙さ羅らの母。もろもろの事件の、原因ではないにしても、理由の一端を担になう人物のことを。

「博士がお呼びだ。夏休み利用して、ホロスコープの研究所に招待されている。お前ら全員、イレイザーとパイロットのデータを取りたいそうだ。ああ、研究所は南の島。バカンスだと思ってくれてもいーがよ」

　アレンさんが、紀沙羅ににこやかな笑顔を向ける。

「里帰りだぜ、紀沙羅ちゃん」

　彼がレイラ博士の部下だと知らなかった紀沙羅は、一体なにを考えるか。

　彼女は呆ぼう然ぜんとして、俺のほうを振り向いた。なにがなんだかわかっていないという顔だが、そんなもの、俺にだってわからん。遠い国の天才科学者様の考えなど、俺にわかるはずもなかった。

　まあ、でも。

「久しぶりの親子対面ってことで、いーんじゃねーのか？」

　そう言ってみる。俺は初対面だけど、話には何度か聞いている。

　母の顔でも思い浮かべたのか、紀沙羅が少しだけ、微笑ほほえんだような気がした。







あとがき




（ＢＧＭ「サロメティック・ルナティック」by ALI PROJECT）




　どうも折おり口ぐち良よし乃のです。『デュアル・イレイザー』の二巻をお送りします。

　今回はツンデレの話です。

　ですが、まあ、作中で散々ツンデレであることをネタにしている陵みささぎ岬みさきですが、僕としてはあの子はツンデレではないと考えています。何な故ぜかというと、素直でないだけで割と最初っから自分の内面を吐と露ろしているタイプだからですね。最近そういうタイプの子が多いと思いますが、ようは不器用なだけで感情の伝達はきちんとしています。如月きさらぎ紀き沙さ羅らも同じタイプで、つまるところただ不器用な子。

　最初ツンツンしているけど後になるとデレデレする、という定義で見るならば、ツンデレというべきなのはむしろ安あ曇ずみ野のあずなでしょう。なに考えているかわからなくて距離を取っているタイプです。しかし一度デレ始めたらきっと何者にも止められないくらいの甘えたがりになるでしょう。その姿は岬すら拝めないかもですが。あれ、これってヤンデレか？

　まあ、キャラのタイプ分けなんて考えなくても、可愛かわいい子が可愛ければそれでいいのかもしれません。キャラ商売のくせになに言ってんだという話ですが。

　同様に、ファン○ルみたいなブレードも理屈抜きでかっこいいよね、というのが今回のお話でした。




　では、この本に関わってくださった方に感謝を。

　編集ＫさんとＭさん。いつもお世話になっております。Ｋさんはなにかにつけて僕にオススメのゲームを教えてくれますが、僕も僕で自分で買いたいゲームがあるのでなかなか手を出せずにいます。積みゲーは作りたくないが手は出したいジレンマ。

　そして絵師の黒くろ銀ぎんさん。今回もまた一巻と同じく、イラストが出来上がる前にあとがきを書いているのですが、可愛い岬のイラストが目に浮かぶようですので、前もってお礼を申し上げておきたいと思います。

　そのほか、何気なくいつも格かつ好こうのネタをくれる家族、細かいところまできっちり指摘をくださった校正さま、そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　あ、水着回は次回ですよ！　録画のご用意を！







折おり口ぐち良よし乃の

最近太った23歳。このシリーズを始めてからプラモデルやロボットをチェックすることが増えました。でも置き場がないから買えないジレンマですね。一番欲しいのはバスターヘラ○レス。
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黒くろ銀ぎん

絵を描くときは基本アニメをＢＧＭにしてるんですけど、まったくア○マスは最高だぜ！　や○いが天使なのに対し、美○は悪魔！　小悪魔○希に振り回されたいいいいい！
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